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竜の棲み処　君が僕の永遠とわなる希望


序章







　何故、死にたくないと思うのだろう。

　夜明けの薄暗い森を必死に走りながら、考える。

　枯れ木のように痩せた足では速く走れないし、ろくに食べていない貧相な身体では逃げおおせないかもしれない。それでも彼は走り続ける。

　今までだってあまり幸せとは言えない生活だった。これから先もずっとこんな生活なのかと考えると、やるせなく悲しく思えていたけれど、それでも死んでしまいたいとは思わなかった。辛い事や悲しい事も多かったが、ささやかな幸せもあった。時々は優しくしてくれる人もいた。

　この国に竜が巣を作った、という話は噂で聞いていた。そんな話は自分のような名前すらない人間には、何の関係もないと思っていた。夕べ、村の人々の話し合いを立ち聞きしてしまうまでは。

「貢物こうもつ代わりに『あいつ』を差し出せばいい。うちの村だって豊かじゃないんだ。竜に捧げられるような作物も財宝も、あるはずがない。『あいつ』を竜に食ってもらえばいいだろ」

「どこの馬の骨かも分からない身寄りのない『あいつ』を今まで村の皆で養ってやってたんだ、『あいつ』も恩が返せて本望だろ」

　彼らはそう言って笑っていた。

　賢くもないし、綺麗でもない。そして身寄りもないような自分を村の人々が養ってくれていると思っていたからこそ、一生懸命村の為に働いてきたつもりだった。けれど村の人は、彼を村の一員だと思っていなかったのだ。

　痩せ衰えた身体では走り続ける事はできなかった。それでもふらつく足で必死に歩き続ける。

　垢じみて汚れた頬に、涙が伝う。

　そんなに邪魔にされていて、誰にも必要とされていないのに、それでもどうして死にたくないと、竜に食べられたくないと思ったのだろう。逃げたところで行く当てもない。それでも死にたくないと思えるのは何故なのか、自分でも分からなかった。

　遠くでざわめく人々の声が聞こえる。逃げ出した『あいつ』を追っているのだろう。

　ポロポロと零れ落ちる涙を、すり切れ、汚れた袖口で拭ぬぐう。

　せめて竜に食べられて、村の人たちの役に立てばよかったのかもしれない。役立たずの厄介者だった自分が、唯一村のためにできる事だったのかもしれない。

　けれど、死ぬのが怖かった。竜に食べられて死ぬなんて、恐ろしくて仕方がなかった。

　力尽きそうな両足を励ましながら、彼は再びよろよろと走り出す。逃げたところで行くところなんて、ない。村の外でどうやって生きていけばいいのかすら、分からない。

　追いかける村人の声はどんどん近付いてくる。嗚咽を堪えながら走り続けると、静かな湖のほとりに辿り着いた。

　明け方の湖は、生まれたての靄が湖面から立ち上り、まるでどこか別の世界のように幻想的で神秘的だった。蒼く霞む空の下、立ち枯れた木々と水辺の葦あしの草むらに雫が伝い落ち、仄白く煙けむる水辺を彩る。

　物心ついた時からずっと村の中で働き続けていた彼は、こんな美しい風景を、見た事がなかった。逃げる事も忘れて、登り始めた日の光に照らされ、この世の物とは思えないような輝きを見せる湖に見とれていた。

　ぱきん、と枝を踏む音が耳を打った。その音で、彼はようやく我に返る。

　追いつかれたのかと身構えると、草深い水辺の靄の中から、露草色の影が現れた。

　この湖の化身だと言われたら、きっと信じただろう。現れたのはこの世のものとは思えないくらいに、美しい青年だった。

　この深い靄もやの中でもきらきらと輝くような蜂蜜色の長い髪と、鮮やかに深いみどりの瞳。露草色のマントを纏まとった、目が覚めるような美貌の青年だった。

　こんな美しい人を、彼は見た事がなかった。思わず逃げる事も忘れて、見つめてしまう。

　その湖の精霊のような青年は、突如現れた痩せ衰え、薄汚い姿の彼に驚いたようだ。美しい顔を曇らせ、訝いぶかしげに見つめ返す。

「……亡者かと思った。随分ずいぶん薄汚れた人間だな」

　綺麗な顔と綺麗な声とは裏腹に、言葉は随分厳しい。彼は思わず羞恥に俯く。

　こんな美しい人から見たら、確かに汚らしい亡者のようなものだろう。忘れていた涙がまたこみ上げる。
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「あれは、お前を探す声か？」

　村人たちの声はどんどん近付いてくる。彼は慌てて逃げ出そうとするが、それより早く、茂みから見慣れた村の男が飛び出してきた。

「いたぞ！　こっちだ！　湖だ！」

「お前、追われてるの？」

　青年は追っ手の男から彼に視線を移す。どう返事をしていいのか分からず、彼はおろおろと立ち竦んでいた。

「口がきけないのか？」

「……し、死にたくないです。捕まったら、ぼくはきっと」

　これだけ口走るのが精一杯だった。咄嗟とっさに青年の纏う露草色のマントを縋るように掴んでしまう。

「た、助けて下さい……」

　堪えようとしても、止められなかった。大粒の涙が彼の汚れた頬を伝い落ちる。

「なんだお前は？　そいつは俺の村の人間だ。よそ者は引っ込んでろ！」

　夜通し彼を探し続けていたのだろう。男の目は血走り、語気は荒かった。青年は眉をひそめ、忌ま忌ましげに村人を睨ねめ付ける。

　震えて涙ぐむ、痩せこけてみすぼらしい身なりの彼と、この荒々しい村人の言葉で、察したようだった。村人を薄汚い虫けらでも見るような目で見ている。

「お前、ちょっと離れて。……そうだな、ちょっと冷たいだろうけど、湖の中にいてよ」

　青年の顔を間近で見上げ、彼は気付いた。

　瞳が、人の瞳ではなかった。猫や蜥蜴のように細長い瞳孔を、鮮やかなみどりの虹彩が包んでいた。

　やっぱり、この湖の精霊なんだ。きっと、そうなんだ。

　彼はその人ならざる瞳を見上げながら思う。

「こういうの見捨てたら、母さんにめっちゃめちゃ叱られそうだから護ってやるだけだからな」

　青年は乱暴に彼を突き放す。

「なんだ？　やるのか？　お前みたいな貴族のお坊ちゃんに……」

　湖水に膝まで浸かりながら、彼も今気付いた。青年の足下の草むらが、さわさわと風にそよぐように揺れ始めていた。

　風はなかった。靄の立ちこめる湖面も凪ないでいた。それなのに、青年の足下から這い上がるように風の渦が生まれ、一瞬で旋風せんぷうが青年を包み込んだ。

　それは花びらを纏う春の嵐のようにも見えた。青年を包んだ穏やかな風は、あっと言う間に荒々しい暴風へと成長を遂げる。

　彼を捕らえようとした村の男も、追いついた他の村の男たちも、彼も、その突然沸いた嵐の渦を呆然と見上げるだけだった。

　その激しい嵐の中に、翠玉すいぎょくの鱗のようなものが見える。

　聞いた事もないような、恐ろしい何かの鳴き声が響いた。鳴き声というよりも、猛々しい咆哮ほうこうだった。

　湖畔に降り立った翠玉の鱗を纏った巨大な生き物は、鋭利な爪を持つ巨大な前脚を振り上げる。

　鼓膜を引き裂きそうな鋭い竜の鳴き声が、静かな明け方の湖に響き渡った。誰もが恐怖のあまり、為なす術すべもなく、立ち竦むしかなかった。


一　誰よりも信じられる







　湖のほぼ中央か。深い茨の茂みが城壁のように護る断崖絶壁の浮き島に、ぽつん、とその古い屋敷は建っていた。

　これは随分古そうだ。きっと昔は贅沢で豪華なお屋敷だったに違いないが、今はすっかり寂れ、廃屋のようになっている。それくらいは村から出た事がないような物知らずの彼でも分かる。埃だらけで壁にもひびが入り、雨漏りの痕もあった。

「……お前、名前は？」

　靄で濡れそぼった露草色のマントを脱ぎながら、青年は彼を振り返る。

「僕はクアスという。で、お前の名前は？」

　彼はここで困った。

　名前なんて、ない。村では、『お前』とか『おい』とか、『こいつ』と呼ばれていた。

「……多分、ないです……」

　クアスは馬鹿にしたような目で彼を見ている。

「名前がない人間なんていないだろ。自分の名前も分からないのか？」

「おい、とか、お前って呼ばれてたから、名前、自分でも知らないです……」

　暫くの沈黙があった。

　クアスは怒っているのか呆れているのか面食らっているのか分からないような、なんとも不思議な表情をして考え込んでいたが、口を開く。

「……名前がないと不便だから、とりあえず僕が適当につけてやる」

　埃だらけの部屋の中の、これもまた埃を被った古びた椅子にクアスは脱いだマントを投げる。

「僕の母さんの故郷では、『夜明け』を『ユーニ』と呼んでたんだ。だからお前はユーニな。明け方に拾ったから、それでいいだろ」







『垢じみて汚いし臭いからまず風呂に入れ。話はそれからだ』とクアスに追い立てられて、ユーニは人生初めての風呂に入る事になった。

『風呂の入り方が分からない』と言うと、クアスはまた先ほどのように、なんとも言えない複雑な顔をして、それから詳しく説明をしてくれた。

　今まで言いつけられた洗濯を小川でするついでに、自分の服と身体を洗うくらいだった。夏はそうして洗えていたが、冬になれば氷水のような川の水では、寒くて冷たくてとてもではないが顔も身体も洗う事ができなかった。濡らした布きれで拭うくらいだ。肌寒くなったこの時期も、もう川の水には浸かれなかった。

　この風呂の湯は『温泉』という、地中から自然に湧き出す湯だとクアスが説明してくれた。この埃だらけの屋敷の中で、風呂だけはピカピカに綺麗で、ここは頻繁に使うから掃除したとクアスが言っていた。

『遠慮なく湯も石鹸も使って、その小汚いのを落としてこい』とクアスが手渡してくれた石鹸も、とてもいい匂いでなめらかでふわふわで、夢のような心地だった。

　もうクアスに『臭くて汚い』と言われないように、言いつけ通り惜しみなく石鹸を使い、しっかりと念入りに隅々まで洗い上げて、それからユーニは浴槽に浸かった。

　生まれて初めて温かい風呂に浸かったが、こんなに気持ちのいいものだとユーニは知らなかった。村の公衆浴場の掃除ならよくしていたが、使った事はなかった。

　たっぷりの湯に手足を伸ばして浸かりながら、ユーニ、と声に出して呟いてみる。

　嬉しかった。

　名前があるという事が、こんなに嬉しくてドキドキするものだと、知らなかった。

　もう一度、声に出して、ユーニ、と呟く。

　クアスは人間ではないけれど、今まで出会った人の中で、一番、ユーニに優しくしてくれた。追っ手から護ってくれた上に、名前まで付けてくれた。こんな汚らしい人間に、こんな豪華で綺麗な風呂まで使わせてくれた。

　翠玉色のドラゴンの鳴き声を聞いた時は、最初こそ恐ろしく思えたが、これがクアスだと分かっていれば、少しも怖くない。

　こんなに身綺麗になったのは、物心がついてから初めてかもしれない。洗い上がった自分の素肌を見て、こんなに白かったのかとしみじみ感心する。これなら汚いとも臭いとも言われないだろう、と風呂から上がって、ユーニは気付いた。

　今まで着ていた服が、なくなっている。汚くてすり切れていても、あれがユーニのたったひとつの持ち物だった。







「あんなゴミ捨てたよ。臭いわ汚いわ破れてるわ、あんなもの着るな」

　風呂場にあった湯上がりタオル一枚を巻いただけでオロオロするユーニに、呆れたようにクアスは返す。

「でも、他に服が」

「山吹やまぶきさんを呼んだから、そろそろ来る。少しそのタオル一枚で待ってろ」

　山吹が何者なのかさっぱり分からないが、言われた通りにユーニは大人しく、タオル一枚を巻いて、客間の隅の床に座る。途端に、苛立ったようなクアスの声が響いた。

「なんで床に座るんだよ。椅子に座れ」

　クアスは目の前の椅子の背もたれを軽く手で叩いて示す。慌ててユーニは立ち上がり、その椅子に座る。

　この客間だけは、比較的綺麗だった。この部屋のテーブルと椅子、床には埃がない。調度品はテーブルと椅子のみだが、頻繁ひんぱんに使われているであろう形跡があった。

「……うん。洗えばだいぶましだな。まあ枯れ木みたいに貧相なのは仕方ないか」

　言いながら、クアスはテーブルの上に置いてあったバスケットを開く。中から、真っ赤に熟れた林檎、ミルクの瓶、丸くて大きなライ麦のパンと、油紙に包まれたチーズの塊を取り出す。

「まだ巣作りを始めたばかりでろくに物がない。これくらいしか人間が食べられそうなものはないけど、文句言っても他にないからな」

　クアスは器用に木のトレイにパンやチーズを載せ、切っていく。適当に挟んでトレイの上に並べ、ユーニに食べるよう促うながす。

「なんだよ、これじゃ不満か？」

　まごつくユーニに向かって、少々苛立ったような口調だ。ユーニは慌てて口を開く。

「食べていいんですか？」

　ユーニにとっては大変なご馳走だ。こんな立派なパンやチーズなんて、いつも優しくしてくれる宿屋の若い女将さんが時々こっそり分けてくれるのを、少し口にするくらいだった。

　いつもはしなびた果物や茹でた小芋などで、時々、硬くなったパンをもらえればいい方だった。何か失敗をして、一日に一回も食事が与えられない日もあった。

「……いいに決まってるだろ……」

　また、クアスはなんとも言えない微妙な表情をしているが、ユーニは気付かない。目の前のご馳走に夢中だ。ユーニはクアスが勧めるままに、パンを夢中で囓かじる。

「……おま…ユーニ。随分痩せて小さいけど、何歳なんだ？」

　一心不乱に食べ続けるユーニを、片手で頬杖をついて眺めながらクアスが尋ねる。

　もぐもぐ口を動かしながら、ユーニは考え込んだ。

　名前もだが、年齢も知らない。気にした事がなかった。また呆れられるかもしれないと思いながら、正直に答える。

「分からないです……」

　クアスはまた、例のなんとも言えない表情で黙り込んだ。怒ったり、呆れたりはしていないようだった。ユーニは満足に答えられず申し訳ないと思いながらも、空腹には勝てず、食べ続ける。

　クアスは暫く無言でパンやチーズを切ってユーニに勧めたり、林檎を切り分けたりしていたが、ユーニの腹が満たされた頃合いを見計らって、再び口を開いた。

「なんで逃げてたんだ？　……あいつら、おま…ユーニの知り合いなんだろ。何か悪さをしたのか、失敗でもして怒らせたのか」

「それは」

　林檎を囓りながら口を開いたユーニは、言いかけて、それから考え込む。

　竜に食べられるのが怖くて逃げたはずなのに、何故か今その竜と一緒にいる。

「……その……村が貧しくて、せっかくこの国に竜が巣を作ってくれたのに、何も竜に捧げるものがないから」

　とうの竜であるクアスにこの理由を言うのは憚られるが、なんとか言葉を選ぶ。

「食べ物や財宝の代わりに、ぼくで我慢してもらおうって……」

「………………」

　これは明らかに気分を害している。クアスは露骨に不機嫌になった。

「……竜も舐められたもんだな。こんな地味で貧相な貢物なんか捧げられたって、どうしようもないだろ」

　食べないんですか、という疑問をユーニは口にしようとして、湯上がりタオル一枚の自分の身体を改めて見おろす。

　クアスに『枯れ木みたいに貧相』だと言われたが、確かにその通りだ。

　肌はひどく爛れているところや擦り傷が幾つもあった。少しも綺麗ではないし、痩せて骨と皮ばかりで、枯れ枝みたいだ。こんなみすぼらしく痩せこけて、しかも垢じみて汚らしいもの、飢えた狼だって食べないかもしれない。

　ちょうど最後のミルクを飲み干した時に、呼び鈴と共に元気な声が館の玄関から響いた。

「こんにちはー。ダーダネルス百貨店外商部の山吹ですー。毎度ありがとうございますー！」







「……これは、また……クアス様の番人候補ですか。……少々地味ですし小さい気がしますが、可愛らしいですね」

　山吹と名乗ったこの少年は、ユーニよりも少し幼く見える。スーツ姿に尖った耳と尻尾に、人間離れした鮮やかな山吹色の髪をした来客は、少々苦しそうにそんな事を言う。

「無理に苦しいお世辞言わないでいいよ。色々あって成り行きで、こい……ユーニは拾っただけだ。別に番人にするわけじゃない」

　山吹に手渡された服飾カタログを眺めながら、クアスは面倒臭そうに応える。

「左様でございますか。……では下働きに？」

「まあそんな感じかな……。山吹さん、とりあえずユーニが着られそうな服と下着と靴、適当に見繕って。全然ないんだよね。僕のじゃ大きすぎるしさ」

「かしこまりました、お任せ下さい！」

　山吹は手にしていた巨大なトランクをいそいそと開き、手早く新品のシャツやズボン、靴や下着を並べていく。幾らこのトランクが巨大でも、どこにこんなに入っていた？　という量だ。

「……とりあえず、これとこれ」

　クアスは手近の衣類と下着類を拾いあげ、ユーニに手渡す。

「代金なら心配しないでいい。これくらいたいした金額じゃないし」

　何か言わなければ。こんな高そうな服、申し訳なくて着られない、と伝えようとユーニが口を開くと、クアスにじろっと睨まれ、さっさと白木と絹でできたパーティションの向こうに追いやられてしまった。

　ユーニは戸惑いながらも、これもまた生まれて初めての、新品おろしたてのシャツに袖を通す。

「……じゃあこれだけもらおう。それから、この前言ってたリフォームと家具も近日中に頼むよ。ここに営巣えいそうするって決めたから」

「いつも有り難うございます。既にお代はメレディア様から頂いております」

「……母さん、またか……。どうしてほっといてくれないかな……」

　身支度を調え、パーティションの影から出てくると、やはりあのトランクからどうやってこの量を、というくらいの品物が並べられていた。衣類に雑貨に食料品に……。驚きの量だ。

「あとはほうきウサギですかね。……ご実家でもお使い頂いているので、今更ご説明は不用ですよね」

　そう言いながら、山吹はトランクからてきぱきとピンクのもふっとしたウサギを次々と取り出し、床に並べる。衣類や食料品だけでなく、生き物まで詰め込まれている。このトランクはあまりに不思議すぎる。

「うん、この屋敷に見合うくらいの数、お願いしておくよ」

「それではこちらの書類にサインを……。リフォームなどの契約書ですね。数が多いのでお手数かと思いますがよろしくお願い致します」

　クアスがせっせと書類にサインをしている間に、山吹はトランクから小さな冊子を一冊取り出し、ユーニに手渡す。

「番人になられないそうですが、下働きでも竜の巣にお仕えになるなら、きっとお役に立つと思います。我がダーダネルス百貨店のロングセラー冊子です。お近付きのしるしにどうぞ」

　ここに置いてもらえるのか、これから自分がどうすべきなのか、思えばユーニは全く何も考えていなかった。

　戸惑いながらも受け取った本の表紙には『竜と暮らす幸せ読本』と書かれているが、残念な事にユーニは字が読めなかった。頂いても読めません、と言おうとしたが、それより先に、クアスに山吹を取られてしまう。

「山吹さん、母さんからもらった代金は返しておいてよ。……自分の大事な巣なんだから、僕が払う。もう絶対受け取らないでよ。突っ返せないって言うなら、僕から返しておくから」

「メレディア様にもクアス様から受け取るなと、きつく言い渡されておりまして……困りましたね」

　クアスも山吹も忙しそうだ。ユーニは邪魔にならないように、部屋の隅の椅子に座り、先程渡された本を開く。

　びっしりと文字が書かれているが、全く読めない。今まで読み書きなんて、習った事がなかった。

　ページの隅に時々ある小さな挿絵を眺める。竜と人が寄り添っている絵だ。ユーニから見ても、幸せそうで、まるで夫婦のように仲睦まじく見える。

　竜の事なんて、ちっとも分からない。

　分からないけれど、クアスがとても優しくていい竜なのだけは、知っている。ついさっきまでは、怖い生き物だと思っていた。人間を食べてしまう魔物だと思っていた。

　けれどクアスはとても綺麗で強くて、優しい。出会ったばかりの、見ず知らずのみすぼらしく汚く、貧しいユーニにも優しくしてくれた。

　出会ったばかりだけれど、ユーニはクアスを誰よりも信じられていた。







「おま……ユーニ」

　いつもクアスは言い直している。『お前』や『こいつ』と言わないように気を遣ってくれているのだとユーニも察していた。クアスにならどう呼ばれても気にならないが、口下手なユーニはなかなかそれを伝えられない。

　山吹が帰った後、せっせと買った物の整理をするクアスの手伝いをしていたが、その間クアスは何か色々考え事をしていたようで、口数が少なくなっていた。

　片付けが一段落する頃になって、ようやくクアスはユーニに向き直り口を開いた。

「多分人間は竜の事なんか、ちっとも分かってないだろうから、軽く説明しておく」

　クアスの説明によると、クアスは成人した竜で、親元から離れ独立して自分の巣を持つ為に、もう何年も営巣に相応しい理想の地を探し歩いていた。そして最近この国に立ち寄り、ルズベリー地方にあるこの茨の湖を見つけた。

高い山々からの澄んだ雪解け水が流れ込む緑豊かな湖がすっかり気に入り、ここを終ついの棲家すみかにすべく、巣を作り、棲みつく事にしたそうだ。

　そしてこの茨の湖の、夜明けの儚くも美しいうつろいを楽しみながら散策していた時に、追われるユーニと鉢合わせた。

　いい竜の巣とは、宮殿のように豪華で、隅々まで掃除が行き届き、美しく綺麗なものや、財宝がたっぷり詰まっていなければならない。クアスだけではなく、どの竜もその立派な理想の巣を作る為に、生涯かけて巣作りをするのだと語る。

　それには人間の力がいる。竜は巣作りの為の財宝集めで忙しい。その忙しい竜の代わりに、竜の巣の財産を管理しながら、掃除や洗濯をこなし、美しい巣を作る手伝いをしてくれる誰かが必要だ。その為に人間を巣に連れて来て手伝ってもらう必要があるのだと語る。

　「……まあ、その人間は誰でもいい訳じゃないけど。行く当ては特にないんだろ？　掃除洗濯料理なんかの家事をやってくれるなら、ここにいていいよ。僕は巣作りで忙しいから誰かにやってもらえると助かるんだ。……どこか行きたいところがあるなら、まあ、止めない。……なんかあの村のおっさんたち、感じ悪かったしな。帰ったら折檻せっかんされないか？」

　ここにいてもいい。

　その言葉だけで、舞い上がりそうなくらいにユーニは嬉しくなっていた。

「衣食住は困らせないし、妥当に賃金も払うよ。いつかここを出て行きたくなった時にまとめて支払うのもありかな。ただ働きはさせないから安心していい。竜はそういうところケチケチしないから」

　掃除や洗濯なら、得意だ。村でいつもやっていた事だ。薪割りだってできる。料理は下働きで野菜の皮むきや、粉ひきくらいしかした事がないが、教えてもらえるなら、頑張れる。

　温かくて綺麗なお風呂に入れてくれて、おいしいものをお腹いっぱい食べさせてくれて、新品の清潔で着心地のいい、素敵な服も着せてくれて、名前まで付けてくれた。

　それだけでも嬉しいしありがたいのに、仕事と報酬、食べ物と住む場所も与えてくれるなんて。ユーニにとって、クアスは神様のような存在だ。

　もう舞い上がりそうなくらいに嬉しいユーニは、思わず笑顔で身を乗り出す。

「あ、ありがとうございます！　料理は下働きで皮むきや粉ひきくらいしかした事がないけど、他の事なら。料理だって、教えてもらえるなら、頑張ります！　できる事はなんでもするので、置いて下さい！」

　クアスはまた、何とも微妙な、複雑な表情でユーニを眺めている。

　この表情は、なんとも説明しがたい。怒っているわけでも呆れているわけでもなさそうだ。複雑としかいいようがない表情で、ユーニは不思議に思っているが、クアスが不愉快に思っていないなら、それでいいと思っていた。

「おいおい色々な事を説明するよ……。とりあえず」

　クアスは足下をうろうろしていたピンクのもふっとしたウサギを摘まみ上げ、ユーニの目の前に突き出す。

「掃除を頼む。使う部屋だけでいいから。居間、僕の寝室、厨房、それから、おま……ユーニの部屋の掃除だ」







　このピンクのもふっとしたウサギたちは、埃や蜘蛛の巣、虫やゴミを食べるらしい。普通の兎のように草花や野菜しか食べないというわけではないそうだ。

　一夜明けると、放し飼いにされていたほうきウサギたちはひと働きしたようで、埃だらけだった居間や廊下には、塵ちり一つ落ちていなかった。

　染みついた汚れは拭き掃除をしないと落ちそうにないが、すごい働きぶりだ。天井の蜘蛛の巣までなくなっているが、このウサギたちは一体どうやって天井まで辿り着いたのか。

　不思議に思いながらもユーニは自分にあてがわれた部屋を出て、クアスを探す。今日の仕事内容を聞こうと思ったのだ。

　クアスの部屋にも昨日の客間にも、姿はない。厨房まで探しに来ると、隅の小さなテーブルの上に、文字の書かれた紙と、昨日のバスケットが置かれていた。

　このメモが読めるなら『適当にバスケットの中のものでも棚のものでも食べておけ。食べたら洗濯や掃除を適当に頼んだ』と書いてあると分かったのだが、残念な事にユーニは文字が読めない。

　夕べたくさん食べさせてもらったおかげで、それほど空腹ではなかった。今まで空腹なのが普通だったユーニは、気にせず昨日クアスに使い方を習った『水もお湯も湧き出す不思議な水瓶』から水を汲んで、掃除を始める。

　掃除の道具は厨房傍の廊下の隅に纏めておいてあったし、不便はない。ほうきウサギたちが綺麗に片付けてくれた廊下から丁寧に拭き始め、居間の床をちょうど磨き終わった時に、呼び鈴と山吹の明るい声が玄関から響き渡った。







「今日はご注文頂いた品物の納品なのですが、クアス様がお留守でしたら、受け取りのサインをユーニさんにお願いできますか」

　磨きたての居間の床に品物の箱や籠をてきぱきと並べ終えると、山吹は笑顔で一枚の紙と羽根ペンをユーニに差し出した。

　ユーニはここで困った。文字も読めないし、書く事もできないユーニに、受け取りのサインが書けるはずがなかった。

「ごめんなさい、ぼくは字が書けないし、読めないんです……。だから、サインも書けないんです……」

　自分の無知と無教養が恥ずかしい。ユーニは赤面しながら俯く。その様子に、山吹は目に見えて蒼白になる。

「あああ……！　不調法ぶちょうほうを致しました。文字が分からない竜の巣の番人さんも、たくさんいらっしゃいますから！　大変失礼致しました、そんなに恥ずかしい事ではないです、ごめんなさい。私こそ失礼を致しました！」

　山吹は大慌てで傍らの大きな黒いトランクを開け、小さな袋を取り出す。赤いリボンのかかった、格子柄の綺麗な布袋だ。

「私もまだダーダネルス百貨店に就職して一年ほどなんです。営業の人数が足りなくて、それで新人の私も竜の巣へお邪魔する事に。なので不手際や失礼があるかもしれませんが、誠心誠意お客様のお力になれるよう頑張ろうと考えております。……よろしくお願い致します」

　ユーニに、その小さな布袋を差し出す。

「これは飴です。お得意様に小さなお子様がいらっしゃる時などに、時々お配りしているものなんですが、とってもおいしいんですよ。よかったら、ユーニさんに」

　少し躊躇ためらったものの、ユーニは素直に山吹の気持ちを受け取る。リボンをほどくと、砂糖をまぶされた不思議に綺麗な、色とりどりに鮮やかな飴玉あめだまが現れた。

「ありがとうございます！　……すごく綺麗ですね、食べるのがもったいないくらい」

　山吹はユーニに喜んで受け取ってもらえてほっとしたのか、再び笑顔を見せる。

「もしお気に召して頂けましたら、またお裾分けを。……ユーニさんも、竜の巣にお勤めを始めたばかりの新人さんですし、私たちは同じ新人仲間ですね」

　ユーニよりは遥かに山吹の方がしっかりして見えるが、そう言ってもらえると、ユーニもなんだか嬉しい。

「はい。ぼくも頑張ってお仕えしようと思っています。……そういえば、『番人』って何ですか？」

　クアスも『番人にするわけじゃない』と言っていた。先程山吹も話題にしていたし、何度か耳にした言葉だ。

　山吹は、あっ、という顔を見せる。

「そうでした。……先日お渡しした本に詳しい説明があったのですが、ユーニさんは文字が。……そうですね、かいつまんでご説明致しますと、『竜の巣の管理人』でしょうか。家事、財産管理なんかをなさっていますね」

　山吹は白手袋に包まれた両手を組んで考えながら口を開く。

「竜の生命力を分け与え、巣作りを手伝ってもらう人間の事を、竜の『番人』とお呼びしていますね。どこの竜の巣にも必ずいらっしゃいます」

　よく分からないが、ユーニは単なる『下働き』で、『どこかに行きたくなったら出て行ってもいい、いわゆる雇われた使用人』だ。そういう単純な使用人とは違う存在なのが『竜の番人』なのだろう。

　何が違うかと言えば『竜の生命力を分け与えられる』というところか。下働きと決定的に違うのはそこではないだろうか。難しい事は分からないが、単なる下働きのユーニとは関係がなさそうだ。

　山吹はトランクから一枚の紙とカタログのようなものを取り出し、ユーニに手渡す。

「こちら納品書になります。サインは後日、クアス様がいらっしゃる時にでも。それから、こちらの冊子は私のお勧め商品のカタログでございます。クアス様に是非ご検討頂けますよう、よろしくお伝え下さい」







　山吹にもらった飴は、とてもおいしかった。爽やかに甘くとろける。あまりにおいしくて、ユーニは一粒しか食べられなかった。もったいなくて何個も食べようなんて思えなかったからだ。それに、クアスにも食べさせたかった。こんなにおいしいものを独り占めなんてしたくないし、クアスと一緒に食べたかった。

　飴の小袋を大事に厨房の棚にしまうと、掃除を再開する。クアスの寝室の床を磨き終え厨房に戻ると、中庭から竜の羽ばたきの音が聞こえた。ちょうどクアスが帰って来たようだった。

「ユーニ、山吹さんが届けてくれた品物は？」

　厨房に入ってきたクアスは、パンや何かの瓶を詰め込んだ籠を抱えていた。

「客間にあります。掃除も終わってるから、床も綺麗だし、汚れてないはずです」

　クアスは抱えていた籠をテーブルに置こうとして、気付いたようだった。

「なんだ、食べてないのか？」

　今持って来た籠ではなく、朝から置きっぱなしになっていた籠を取り上げる。

「パンもチーズもミルクも減ってない。なんで食べないんだよ。人間は三食食べないとしっかり働けないんだろ」

　クアスはテーブルにやはり置き去りになっていた今朝の置き手紙を拾い上げる。

「メモを置いていったのに、これじゃ不満なのか？　何ならちゃんと食べるんだよ」

　機嫌の悪くなったクアスに、ユーニは慌てて謝る。

「ご、ごめんなさい。食べいいって、分からなくて。……は、恥ずかしいんだけれど、ぼくは、字が読めないし、書けないんです……」

　最後は消え入りそうな声になっていた。こんなに綺麗で、強くて賢いクアスに、自分の無知を晒すのはとても恥ずかしかった。

　綺麗でもない、頭もよくないし、みすぼらしい姿で、読み書きもできない。なにひとつ、褒められるようなところがない。羞恥に俯いたまま、顔をあげられなかった。

　この時、ユーニがクアスの顔を見ていられたなら、またあの、なんとも言えない微妙な表情を見る事になっていただろう。

「……悪かった。読み書きできない人間も結構いるって父さんに聞いてたのに、うっかりしていた」

　クアスは俯いたままのユーニを促して椅子に座らせ、初めてこの巣に連れて来た時のように、パンやチーズを切り分け、カップにミルクを注ぐ。

「厨房に置いてあるものは、自由になんでも食べていい。僕にいちいち聞かないでいい。人間はちゃんと食べないと死ぬって知ってる」

「い、一日くらい食べなくても死なないです、大丈夫です。ぼく、ちゃんと働けます……！」

　慌ててユーニは口を開くが、じろっとクアスに睨まれる。

「今までそういう生活してたから、そんな老人みたいなボロボロの身体なんだろ。ちゃんと食べろ。食べて働け」

　クアスは苛立っているのか、乱暴にチーズを挟んだパンを皿に載せてユーニに突き出す。これ以上怒らせないように、ユーニは慌ててパンを口に運ぶ。

「い、いただきます……」

「竜は綺麗なものが好きなんだ。綺麗じゃないものは、巣の中に置きたくないんだ」

　その言葉に、ユーニの心臓が跳ね上がる。

　ユーニの黒炭のような黒髪と鳶色の瞳は暗く重く見えるし、身体はクアスの言う通り、老人のように痩せ衰え爛れ、枯れ枝のようだ。少しも綺麗だと思える要素がない。

　『綺麗じゃないものを置きたくない』と言われたら、ユーニはここにはいられない。思わず泣き出しそうになったユーニの耳に、意外なクアスの言葉が響く。

「いいか、生き物の『綺麗』は『健康』が前提なんだ。お前……ユーニは健康を害している。ちゃんと食べてちゃんと休んでちゃんと寝て、清潔な生活をしていれば、もっとましになる。だからちゃんと食べろ。ユーニの為だけじゃない、僕の美意識の為にもそうしろ」

　思わずユーニは顔を上げて、ぽかん、とクアスを見上げる。

「……なんだよその顔は。当たり前の事なんだよそれが」

　クアスはポケットを探り、茶色い薬瓶のようなものを取り出す。

「今日はこれをもらいに行ってたんだ。友達の姉さんが人間の薬に詳しいから、症状を言って作ってもらった」

　両手でパンを持ったまま固まっているユーニの目の前に、その薬瓶を置く。

「爛れた皮膚にこの軟膏を塗るといい。効果は保証する。前に火傷やけどした時に分けてもらった薬も、ものすごく効いたから、その爛れもすぐ治る」

　ユーニは何を言っていいのか分からなかった。何か言おうとすると、泣き出しそうだった。

　「とにかくちゃんと食べろ。何か食べたいものがあったら言ってくれれば、山吹さんに頼むし。……おい、聞いてるのか」

　ユーニは慌てて頷き、それからパンに齧り付く。

　こんなに心配してくれる人なんて、いなかった。だからこそ、クアスの為にもっともっと頑張って働かなければとユーニは心の底から思う。

　クアスの言う通りに、ちゃんと食べて、休んで、働いて、少しでも恩を返さなければならない。

　それから、ちっとも綺麗ではないし読み書きもできないけれど、少しでも綺麗になれるよう努力もするし、文字も勉強して読み書きできるようになろう。

　どうしたらクアスのこの優しさに感謝を伝えられるのか、ユーニはそればかり考えていた。言葉なんかでは、到底伝えきれなかった。


二　パンケーキとフクロウと







　クアスは朝から居間の窓際の椅子に座って、真剣に何かの冊子さっしを読み耽っていた。

　そのクアスの邪魔になってはいけない。ユーニはできるだけ物音を立てないよう気をつけながら、ほうきウサギを連れて屋敷のあちこちを回って掃除をしていた。

　ちょうど厨房隣の保存庫の掃除していた時にクアスがひょっこりと現れ、三人分のお茶の用意を頼まれる。いつの間にか山吹が来ていたが、ユーニは掃除に熱中していて全く気付いていなかった。

　言いつけられた通り、三人分のお茶とお菓子の用意をして居間に入ると、クアスと山吹はカタログをたくさん広げて話し込んでいた。

「では、来週からお屋敷のリフォーム工事を始めますね。……それからご注文頂いていたものですが、ご用意できました！」

　山吹は傍らの大きな黒いトランクを開き、両手を突っ込んでゴソゴソ探っている。

「少々お値段が張りますが、この子はとても温厚で可愛らしいですよ」

　山吹が取り出したのは、真っ白なフクロウだった。全身純白の羽毛に包まれ、瞳は夜空のような濃紺に、星を散りばめたような輝き。

　まるでおとぎ話に出てくる幻想の生き物のような美しさに、ユーニは思わず見とれてしまった。お茶を淹れる手が止まってしまう。

「ユーニ、三人分お茶を淹れて。山吹さんの説明を聞いておくんだ。ついでに休憩するといい」

　クアスは山吹からフクロウを受け取る。まだ子供なのか、とても小さい。クアスの掌でころんと丸まって、とても可愛らしい。

「この『読み聞かせフクロウ』はある程度の読み物でしたら、朗読する事ができます。カタログではどのあたりまでか、ご説明が不十分だったかもしれませんね。……そうですね、料理本やちょっとした読み物程度まででしょうか。魔術書や学術書は難しいですが、竜言語と人の言葉と両方読めます。どちらかというと人の言語が得意ですね」

　お茶を淹れ終わったユーニの掌に、クアスは無造作にフクロウを載せる。ぽってりころころしたフクロウは、夜空のような瞳でユーニを見上げている。とても可愛らしいが、びっくりするほど大人しい。一言も鳴き声を上げない。

「このように、本の前に座らせると」

　山吹に広げた本の前に置くように促され、ユーニはそっと掌からフクロウを降ろす。

　フクロウはじっと本のページを見つめ、歌うように喋り出した。

『小麦粉　一カップ、バター　半カップ、白砂糖　四分の一カップ……』

「もう一度同じところを読んで欲しい時は、こう、頭を二回撫でてあげて下さい」

　言いながら、山吹はフクロウの頭を優しく二回、撫でる。フクロウはそこで止め、再び小麦粉から読み上げ始める。

「選び抜かれた賢い個体に訓練をして初めて『読み聞かせフクロウ』になれるのです。そのような事情で、人気商品なのですが非常に数が少ない為に、大変高額になってしまいますが……」

　クアスは足を組んで静かに考え込んでいる。

　読み書きができないユーニの為に、こんな高額なフクロウを買おうとしているのだ。それくらい、ユーニにも分かる。だが、こんな時に、どうしたらいいのか分からない。ユーニはフクロウとクアスの顔を交互に見てはオロオロしてしまう。

　ユーニの混乱に気付いたのか、山吹はユーニの掌にフクロウを再びそっと載せた。

「これ、料理本以上のものも読み上げできるようになるの？」

　クアスはこのフクロウとそっくり同じ絵が表紙にかかれた冊子を捲りながら、山吹に尋ねる。

「そこが『読み聞かせフクロウ』の飼育の醍醐味だいごみですね。躾や教育次第でどんどん覚えます。個体によりますが、歌を歌うようになったり、学術書まで読み上げられるようになる賢い子もいるそうです」

「買うよ」

　クアスは躊躇なく口を開く。

「どうせ母さんが先回りしてリフォーム代やなんか、払ってるだろ。それで買えるよね、山吹さん」

「左様でございますね。少し余るくらいです。……こちらになります」

　山吹はさらさらとペンを走らせた紙切れをクアスに差し出す。クアスはほんの少し眉根を寄せたが、すぐに頷いて見せた。

　世の中の事もお金の事もまるで分からないユーニでも、この屋敷の修繕費用と同等の価格だと言われれば、どれほど高価なのかくらい、分かる。

　読み書きができないユーニの為に、クアスの母親がクアスの為に用意した資金を使っていいとは思えなかった。口を挟もうとしたのを察したのか、ユーニが言葉を発する前に、クアスにじろっと睨まれる。

　口出しするな、と目が言っている。

「ちょうどいいよ。自分の巣は自分で作りたい。返そうにも母さんが受け取らないなら使ってしまえばいい。……これ買うから、飼育に必要なものもお願いする」

「ありがとうございます。餌は特別なものなどは必要ございません。野菜、果物、肉、魚……なんでも食べますので、大変育てやすいかと思います」

「面倒みるのはユーニだから、ユーニに説明してやってよ」

　クアスは別のカタログを取り上げ、広げながらそう山吹を促す。

　真っ白なフクロウは、ユーニの掌で目を閉じ、気持ち良さそうに丸まっている。ユーニを少しも恐れていないようで、よく人に慣れているように見える。

「ユーニさん、この子はまだ小さいんです。やっと親離れしたくらいなんですが、とっても賢い穏やかな子なんですよ。……どうか、可愛がってあげて下さい。ユーニさんの為に、きっと頑張ってお手伝いをしてくれますから」

　山吹はユーニの掌のフクロウを撫でながら、笑顔を見せる。

「……はい。この子が本を読んでくれるなら、ぼくも字を覚えられるかな……？」

「ええ、『読み聞かせフクロウ』を先生に、文字を覚える番人の方もいらっしゃると聞きます。それに、きっとこの子はユーニさんのよいお友達になってくれるはずですよ」

　目を閉じて大人しくしていたフクロウは、ぱちっと目を開け、ユーニを見上げる。ユーニを見つめて、くぅ、と小さく鳴いた。先程本を読み上げた時のように、はっきりとした大きな声ではなかった。甘えるような、心細げな、小さな小さな声だった。







「ああ。支払いの事なら気にしないでいいよ。さっき山吹さんに話してたの、聞いてただろうけど、母さんが払った余計な金、それを使い切りたいから、ちょうどよかった」

　ユーニはしどろもどろになりながら、大切なお母さんからのお金を使ってしまっていいのか、とクアスに尋ねる事ができた。

　ユーニは葡萄ぶどうを房からもいで、フクロウに与えながらクアスの返事を聞いていた。この葡萄は昨日、クアスがお土産に持ち帰ったものだ。鮮やかな緑色の、つやつやしたとても綺麗で甘くておいしい葡萄だ。

　もったいなくてなかなか食べられずにもたもたしていたら、クアスに『腐るからさっさと食べろ』と呆れられたが、これがびっくりするくらい、大量にあったのを後から知った。

　無駄にしないために、ユーニはフクロウと一緒にせっせと食べる。

「母さんは過保護なんだよ。……自分の巣くらい、自分で作れるっていうのに」

　ユーニの手から一粒、葡萄を取ると、クアスは自分の口に運ぶ。

「まあユーニも知ってるかもしれないけど、その巣作りの資金は主に人間から奪った財宝なんだけどね。……ま、貧しい人から奪うような真似はしないし、財宝をもらう代わりに、天災や戦争から守る事になってる。巣を作った国は領土みたいなものだしね」

　だから村の人々が『竜がせっかく、巣を作ってくれたのに』と言っていたのか。

　生贄いけにえを必要とするような竜が巣を作った事を、とても歓迎しているのは何故なのか。ユーニはようやく理由が分かった。

　生贄を捧げてでも、天災や戦争から守ってもらえるなら。ユーニは貧しい村の暮らしを思い返す。

　痩せた土地で、作物は豊かには実らない。その上、一年のうちの数ヶ月は雪に覆われ、作物は取れなくなる。雪深い森で危険に身を晒しながら獣を狩るか、氷を割って川の魚を捕るかくらいしかできない。それでも国は税金をかける。村の人々は、厳しい暮らしを強いられていた。

　誰もが生きていく事に必死だった。家族を養うのもやっとの苦しい生活の中、身寄りのないユーニを食べさせるのは、決して楽な事ではない。誰もが自分の家族に少しでも多く食べさせたかっただろう。それが分かっていたからこそ、ユーニはずっと耐えていた。

「クアス様がこの国に棲み続けてくれるなら、作物もたくさん実るようになるんですか？」

　クアスはきゅっと細い眉根を寄せる。

「様付けはやめろ。なんだかすごく居心地悪い。……呼び捨てでいいし、敬語もやめろ。そんな面倒くさいの、落ち着かない」

　命の恩人で、こんなに待遇もよく働かせてくれているクアスを呼び捨てにするなんて、恐れ多い。またユーニはどう答えていいか分からず、もじもじ口籠もってしまう。

　そんなユーニの困惑も、クアスは全く気にとめないようだ。

「ああそうだ、ユーニ」

　クアスはテーブルの上にちょこんと丸まっていた読み聞かせフクロウの頭を、指先で軽くつつく。

「名前をつけてやるといい。ユーニはこいつに餌をやって、こいつはユーニに本を読んでやる。一番長く一緒にいるのはユーニだからな」

　名前を付ける。

　さーっとユーニは青ざめる。大変な事になってしまった。

　名前なんて、自分もなかった。クアスがつけてくれなければ、一生名無しだった。そんな大事で宝物になる名前を、自分がつけるだなんて。このとても綺麗で幻想的なこの子につけるなんて。無知で無教養で、物を知らない自分にできるのか？

　白フクロウは、丸まったままユーニを見上げ、小さな、頼りない声で、くぅ、と鳴いてみせる。

　責任重大すぎる。ユーニは真っ青になったまま、真剣に考え込む。







「まだ決まらないのか」

　翌朝になっても厨房のテーブルにフクロウを置いてうんうん唸っているユーニを見て、クアスは呆れたように声をかける。

「迷わずさっさとユーニの名前を決めた僕が、ものすごく薄情みたいじゃないか」

「そ、そんな事はないです！　クアス様がつけてくれて、ぼくはすごく嬉しかったし、すごく大事な名前です！」

「だから敬語も様付けもはやめろって言っただろ。本当にそれ居心地いごこち悪いんだよ」

　途端に不機嫌になったクアスに、慌ててユーニは口を閉じる。

『夜明け』という、とても綺麗な名前をクアスはつけてくれた。こんな素敵で嬉しくて、ドキドキするような名前を、自分もこの小さなフクロウに与えなければならないのだ。

　だからこそ、ユーニにとって一大事だ。責任重大だ。

「悩みながらでいいから、お茶淹れてよ。飲んだら出掛ける」

　ユーニは慌ててキッチンストーブに飛び付き、お湯を沸かし始める。このキッチンストーブは、薪もないのに燃え続ける不思議なストーブだ。薪いらずなので、当然、灰も出ない。この屋敷にあるものは、ほうきウサギといい、このキッチンストーブといい、お湯も水も湧く瓶といい、不思議で便利な物ばかりだ。

「そうそう、これ料理の本。……初心者向けの料理の作り方が載ってる。これをそのフクロウに読んでもらって頑張れ」

　お茶の用意をするユーニの後でテーブルについて、クアスはフクロウの前に一冊の本を置く。それほど分厚くはない。

　ユーニはテーブルに茶器ちゃきを並べ終え、本を手に取る。パラパラめくると、美味しそうな料理の絵と、手順らしき絵と文字が書かれている。

「つ、作った事ないです……」

　村での調理場の仕事は、野菜の皮むきや掃除、粉ひきくらいの下働きで、調理はした事がなかった。薄汚れている上にろくに食べていないユーニに、貴重な食料品を積極的に扱わせるはずがない。

「失敗しても構わないから、練習しておいてよ。ユーニにやってもらいたい仕事は、家事全般だ。まあ竜の主食は人間が食べるようなものじゃないんだけどさ」

「な、なななな何を食べるんですか……！」

　動揺して噛んでしまった。思えばユーニは竜に食べられるはずだった。やはり竜は人を食べるのかと、忘れていた恐怖を思い出す。思い出しながら、この世のものとは思えないくらいに美しいクアスが人を食べるのか、と不思議な気持ちにもなっていた。結びつかない。

「何と聞かれると困るな」

　クアスは片手で頬杖をついて、空いた手でフクロウの小さなくちばしをつつきながら考え込む。

「人の目には見えないけどその辺にある物だよ。それが何なのか、僕らですら分からないかもしれない。……ま、人間の言うところの霞ってやつかな。人間が食べるようなものじゃないのが主食」

　テーブルの籠に入っていた色鮮やかな緑の葡萄をもいで、クアスはフクロウに食べさせ、ついでに自分の口にも放り込む。

「人間の食べ物はおやつみたいなものかな。絶対必要だってわけじゃないけど、食べるし好きだよ。だから、ユーニにやって欲しい仕事は家事全般、料理もね」

　ユーニはカンカンに沸いたやかんを取って、ティーポットに注ぎ込む。お茶の淹れ方は最初にクアスに習った通りだ。このやり方しか、ユーニは知らない。真剣に慎重に茶を淹れる事に集中するあまり、ユーニは口を開く余裕がなかった。

「できれば毎日の朝食、午後の帰宅後のお茶、夕食の用意をできるようになってもらいたい。まあそんなに期待してないから、ゆっくりでいいよ。まずは簡単なお茶ちゃ請うけと朝食かな。どんどん練習しろ。頑張れ」

　無事、ティーカップにお茶を注ぐという大仕事を終えたユーニは、やっと口を開く。

「で、でも、失敗したら大切な食料が」

「その時はほうきウサギの餌になるから問題ない。あいつらは何でも食べるし何食べても腹も壊さないし、病気にもならない。ま、食べ過ぎると肥えるだろうけど。……空腹にしないと仕事しないかもしれないな……」

　材料は無駄にならなくとも、ほうきウサギの労働意欲に影響があるとなると、そうそう失敗ばかりしていられない。フクロウにしっかり読んでもらって、間違えないように作らなければ。ユーニは真剣に考え込む。

「竜は皆、お茶が好きなんだよ。だから家に帰ったら、まずお茶を飲んでゆっくりしたいんだ。他の料理はさておき、お茶の用意は頼んだ」

　クアスはフクロウの頭を軽く撫でて、立ち上がる。

「じゃあ僕は出掛けてくる。帰るのは夕方かな。お茶の用意だけ忘れずに。それじゃ」

　クアスはさっさと厨房を出て行ってしまう。いつも忙しそうだ。今は『巣作りが最優先』だと言っていた通り、とにかく出掛ける。朝出掛けたら、まず午後まで帰って来ない。

　ユーニはティーポットに残ったお茶を自分のカップに注ぎ、テーブルの上の料理本を開く。

　手順の挿絵と、完成した料理の絵をじっと見つめる。ふわふわのパンケーキの作り方だが、これが何か、ユーニはそれすらも分からない。食べた事どころか、見た事もないものだ。

　ユーニが今まで食べた事があるものなんて、少しの野菜と少しの果物と、硬くなった古いパンくらいか。本当に粗末なものばかりだった。こんな綺麗で豪華に盛り付けられた料理なんて、見た事もない。

　ユーニは記憶を辿りながら、思い返す。村の中でたったひとり、ユーニに優しくしてくれる人がいた。

　宿屋の若女将のララだ。親から引き継いだ村唯一の小さな宿屋を、夫と二人で切り盛りしている。彼女だけは、仕事の合間に時々こっそりと、食べ物を分けてくれた。

　ララにも小さな子供がいた。その子供に少しでも多く食べさせたいだろうに、彼女はユーニをとても心配してくれて、誰にも見られないように食べ物を分けてくれていた。

　何故ララがユーニに優しくしてくれるのかは分からなかったが、ララの優しさにユーニは随分慰められていた。

　もしかしたら、ララは自分の食べる分を削って分けてくれていたのかもしれない。パンの切れ端の他に、ごくたまに、ほんの少しだけれど、とても甘くておいしいお菓子を分けてくれる事があった。この本に比べるのもおこがましいくらい、質素なお菓子だけれど、ユーニや村の人々にとって、甘いお菓子は大変なご馳走だった。

　ララは子供の誕生日祝いのお裾分けだと言っていた。ユーニはそれを聞いて、自分にも両親がいたなら、こんな風に甘いお菓子を作ってもらえて、誕生日を祝ってもらえたのだろうと、羨ましく思えたものだ。

　そもそも孤児のユーニは自分の誕生日も、自分の両親がどんな人だったのかさえ、知らない。

　ある雪深い冬の夜に、突然村に現れた若い男が抱いていた赤子がユーニで、その男は怪我を負っていて、そのまま亡くなってしまったという話だけを聞かされていた。村の人たちも、その男が何者なのか、どこから来たのか知らないと言っていた。

　他の村の子供たちを羨む事なんて、何度もあった。けれどどんなに羨んでも、何も変わらない。ひとりぼっちだと思い知らされるだけだ。

　ユーニは保存棚の扉を開けて、中を確認する。

　小麦粉、バター、塩、ライ麦粉、干し肉や、チーズの塊、ミルクの詰まった瓶。文字は読めなくとも、中身を見ればこれが何なのかは分かる。

　こんなにたくさんの食べ物を見た事がなかった。これを皆に分けられたら、と一瞬考える。村人皆に分け与えられるほどの量はない。それに食べてしまえば、あっと言う間になくなってしまう。

『竜は棲みついた国を、天災や戦争から守る』

　クアスはそう言っていた。

　それなら、国を豊かにもできるのではないだろうか。作物が豊かに実るような、富んだ国になれるのではないだろうか。

　誰もが飢える事なく、危険な仕事をする必要もなくなるなら、どんなに幸せな事だろう。







　まずは、言いつけられた仕事を完遂できるようにならなければ。

　フクロウに何度も読み上げてもらいながら、しっかりと材料を用意し、準備を整える。

　ユーニがフクロウと一緒に本を覗き込んで真剣に手順を確認しているのは、『パンケーキの作り方』だ。

　この本を読み上げてもらった結果、この調理法が一番、分かりやすかった。

　フクロウも心配なのか、ユーニの肩にしがみつくように止まって、一緒にフライパンを覗き込んでいる。

「何度も読んでもらったし、きっと大丈夫。ちゃんとできてるはず……」

　自分に言い聞かせながら、火からフライパンを下ろし、慎重に、皿に焼き上がったパンケーキを移す。こんがりおいしそうなきつね色の焼き色に、思わずユーニはほう、とため息をついてしまう。完全に安堵のため息だ。

「どうだろう、ちゃんとできたかなあ。……一緒に食べようね」

　肩の上で丸まっているフクロウに話し掛けながら、ふっくらと膨らんだパンケーキをフォークで割り開く。しっかりと、中まで火が通っているように見える。

　だが食べてみるまでは安心できない。

「ぼくが食べてみて、変じゃなかったら、あげるからね……」

　フクロウに言い聞かせながら、ほかほかのパンケーキを口に運ぶ。

　生まれて初めて食べる、生まれて初めて作ったパンケーキは、とろけるようにふわふわ甘くて、おいしかった。

　こんな温かくて甘くておいしいものを、食べた事がなかった。ユーニはあまりのおいしさに、言葉が出てこない。そのおいしいふわふわを飲み下して、フクロウを肩から降ろし皿の傍に置く。

「すっごく！　おいしいよ！　でも熱いから、気をつけてね。今小さく切って、冷ますからね！」

　フクロウは甘い匂いにつられたのか、はしゃぐユーニにつられて嬉しくなったのか、可愛らしい小さな鳴き声をあげ、ユーニを見上げている。

「きみが手伝ってくれたから、こんなにおいしくできたんだよ。ありがとう！　いっぱい読んでくれて、手伝ってくれてありがとう！」

　フクロウは一緒に喜んでくれているのか、くぅくぅ鳴きながらフォークを持つユーニにすり寄る。とても可愛らしい鳴き声で、ユーニはこのフクロウの鳴き声が大好きだった。

　これはユーニに話し掛けてくれている。だからきっと、ユーニはこの声が大好きなのだ。

[image: 挿絵２：白フクロウの子と一緒にパンケーキ作り]







「……あれだけ悩んで、無難ぶなんな名前だな。まあ名前なんてシンプルが一番だけど」

　今日もクアスは果物を持ち帰ってきた。厨房に入るなり、両手いっぱいに抱えたいちじくをテーブルに置く。これは強奪したものではなく、竜への貢物として捧げられたものだそうだ。ユーニもそう聞くと、食べるのに躊躇せず、おいしく食べられる気がする。

「……おいで、クー。今日のお土産も早く食べないと痛みそうなものだから、お前も手伝え」

　クアスはそう言いながら、皮を引き剥がしたいちじくを、呼び寄せたクーの前に置く。

　白フクロウの子の名前は決まった。『クー』だ。悩み倒した結果、鳴き声から決めた。

「あの、クアス様」

　クアスの機嫌を損ねると分かっていても、やはりユーニは様を付けずに呼べない。ユーニにとってクアスは良くも悪くも、特別すぎた。

「だから呼び捨てでいいって言ってるだろ。何度も言わせるな。敬語もやめろ」

　ごめんなさい、とユーニは小さな声で詫びる。

「竜が棲み着いたら、作物がたくさん実るようになったりするんですか？」

　詫びながらも頑なに変わらないユーニの言葉使いに、クアスは小さくため息を洩らす。半ば諦めたようにいちじくをつつくクーの頭を指先で撫でながら、うん、と頷く。

「割とそれは僕の得意な分野だな。……僕は風ふう竜りゅうだからね。風を呼ぶのも起こすのも得意だ。風は雨を呼び、雲を退け太陽を晒さらし、種子を、花粉を運ぶ。そうなると当然、作物はよくできるようになる」

　やっぱり、クアスは神様なんだ。ユーニは心の中で思う。綺麗で、強くて、豊かな実りも齎す、恵みの竜だ。

「豊かになればなるほど、財宝も人も国に集まるし、増えていく。そうなると財宝集めが捗って僕の巣作りも順調になる。まあ持ちつ持たれつだよ。だから竜が略奪をしても、ある程度は歓迎してくれるんだろうな。……たまにやりすぎて討伐隊や賞金稼ぎがやって来たりするけどね」

　無知なユーニが竜について知っている事なんて、ほとんどない。だからこそ助けてくれたクアスを神のように崇拝してしまうのだが、世間一般では竜は『なんとも悩ましい魔物』という認識だ。

　街や村を襲い、美しい娘や財宝を奪い去るが、長雨を止めたり、雨雲を呼んだりと、天候を操り、国土に豊かな恵みを齎す。他国が攻め入れば、自分の巣と縄張りである国を護り戦う。更に、人々と竜の関係が良好ならば、災害救助までするのだ。竜が棲みつくと国が栄えるというのは本当だ。

　だが竜には厄介な習性がある。

　竜は美しいものを好む。そして生涯かけて美しいものを集め、巣を作り続ける。竜が美しいと思ったものは、人だろうと物だろうと何でも奪い去る、なんとも困った習性だ。

　故に人間の美しい娘や財宝を奪うのだが、たちが悪い事に『欲しい』と思ったなら絶対に諦めないのだ。

　人間だって何でも『はいどうぞ』と竜に差し出すわけにいかない。どうしても失えない大切な人や物があるのだ。そうなると、当然人間も竜へ反旗はんきを翻ひるがえす。だから時に『討伐隊』や『賞金稼ぎ』が現れる。

「僕もやっと満足のいく営巣地を見つけたからな。ここには長く棲みたい。なにしろここを見つけ出すまで三十年もかかった」

「……三十年!?」

　ユーニは手にしていたフライパンを落としそうになる。

　ユーニから見たら、クアスはどうみても二十歳そこそこくらいの青年だ。それが三十年も営巣地えいそうちを探していたというのか。いや、クアスは竜だ。人間ではない。だから若く見えるだけで、ものすごく年上でも不思議はない。

「五十歳から営巣地を探していた。僕はどうでもいいところで巣作りなんて、したくなかったからな。誰がなんと言おうと、僕が心の底から美しいと思える場所でなければ納得できない。妥協なんか絶対したくないし、しないからな」

　五十歳から営巣地を探し始めて三十年かけてこの茨の湖を見出したというなら、クアスは八十歳という事か。人間ならおじいちゃんだが、竜はこんなに若く美しいのかと、ユーニは不思議な気持ちになっていた。思わず粉を混ぜる手が止まる。

　以前に『美しくないものは巣に置きたくない』ともクアスが言っていた事をユーニは思い出していた。

　クアスが言葉通りに美しいものへの深いこだわりがあるのは、ユーニも理解した。ますますユーニは身綺麗にしつつ、この古びた屋敷も磨き上げなければならない。地味で平凡な見た目のユーニだが、美貌は無理でも頑張れば身綺麗にはしていられる。決意も新たにユーニはフライパンに生地を流し込む。

「で、さっきからユーニは何してるんだ」

　いちじくを食べ終わったクーを両手で包んでもみもみしていたクアスは、キッチンストーブの前でごそごそしているユーニを振り返る。

「ごごごごめんなさい、今はお話してる余裕が」

　ユーニが必死でフライパンの中を凝視している。真剣に何か作っているようだと、クアスも察した。邪魔をしないよう、更に両手でクーをもふもふ揉む。

「……できました！」

　構われすぎてクーがくぅくぅ鳴き出したと同時に、ユーニは真っ白な皿をクアスの前に差し出す。

　こんがり綺麗なきつね色の、ふわふわパンケーキだ。素っ気ないくらい飾り気はない。パンケーキにバターが添えられているだけだ。果物やクリームを飾る、などという気の利いたおしゃれな発想はユーニにはなかった。上手に綺麗においしく焼く、それだけでいっぱいいっぱいだった。

「……へえ。パンケーキなんて久し振りだ。小さい頃はよく父さんが作ってくれたな」

　クアスはクーをテーブルの上に離して、添えられたフォークを手に取る。

　焼き立てのパンケーキはほこほこと湯気をあげていて、とてもおいしそうに見える。きちんと焼けていると思うけれど、万が一生焼けだったらどうしよう、とユーニはドキドキしながら、パンケーキをフォークで器用に切り分けて口に運ぶクアスを見つめる。

「……ああ、うまいな。父さんのパンケーキもこんな味だった。懐かしいな」

　思わずユーニは盛大に大きく息をついてしまう。

「なんだよ、何そんな緊張してるんだよ。……これはクリームが欲しくなるな。あとで山吹さんに頼もう」

　ユーニはうまく言葉が出てこない。クアスが褒めてくれた事が嬉しくて、何をどう言えばいいのか、分からなかった。

「果物を混ぜて焼いたり添えたりしても、おいしいよ。……砂糖を入れずに焼いて目玉焼きやベーコンを添えれば朝食にもなるし。まあ甘いのを朝食にする事もあるだろうけど、僕は反対派だ。この調子で頑張れ。午後のお茶にはケーキがつきものだ、目標はそこだ。……クー、しっかり読んでやれよ」

　パンケーキを小さく切ってクーに食べさせながら、クアスは言い聞かせている。

「聞いてるのか、ユーニ」

「ご、ごめんなさい聞いてます！　頑張ります！」

　ケーキ。ケーキなんて食べた事もないけれど、パンケーキの作り方が載っていた料理本に挿絵があった。見るからにおいしそうで、綺麗で、素敵なお菓子だった。あんなすごく難しそうなものを作れるのかとユーニは不安になるが、やらなければならない。

　ふと、ユーニは思う。

　クアスは人間と変わらないような気がする。

　竜だけれど、こうして人の姿にもなる。人間のように、パンケーキを父親に作ってもらったり、午後のお茶にケーキを欲しがったりもする。

　そう考えると、今まで神様みたいに特別な存在だったクアスが、身近に感じられるような気がしていた。


三　分け合うもの、分け合う事







　予告通りに今週から茨の館の改装工事が始まった。

　山吹が作業員を連れて連日やって来て、工事の賑やかな音が響いているが、ユーニはその作業員に会った事はない。

　クアスから『見るなとは言わないけど、人間から見たら色々驚くような事があるかもしれないから、見ない方がいいんじゃないかな』と言われていた。少々気にはなるが、邪魔になってはいけないし、やらなければならない仕事もある。ユーニは特に気にせず厨房に引きこもっていた。

　この古い屋敷は、遥か昔に地方領主が別荘として使っていたものらしい。それが主を失い使われなくなって、長い年月を経た結果、野生の茨が島と屋敷を覆い尽くすように生い茂り、まるで魔女が棲む森のような趣おもむきになってしまっていた。

「僕はこの茨ごと気に入っている。まるで茨の城壁みたいじゃないか。……古びた石造りの屋敷に、茨の森に、霧きり煙けむる湖。おとぎ話の世界観だ」

　むしろそういうクアス自身が、おとぎ話や伝説に出てくるような存在だ。翠玉の鱗を持つ幻想的な竜が、美しい青年の姿に変身するなんて、おとぎ話そのものだ。

　クアスは改装工事の立ち会いをしながら、時々厨房に現れてお茶を飲むついでに色々と説明をしていく。それを聞きながら、ユーニはせっせといちじくを切ってオーブン用の天板に並べていた。

「巣立ったばかりだと新築できるような余裕もないから、皆こうして中古物件を漁る。……こういう古い屋敷も味わいがあって僕は好きだけれどね」

「そういえば、昨日、材料を探しに茨の森に入ろうとしたら、どうやっても茨が絡み合って入れませんでした。……なんだか不思議な事に」

　本当に不思議だった。ユーニは村の人に連れられて山菜や茸きのこを採りに、山に分け入る事がよくあった。だから藪にも慣れているつもりだった。いつものように薪割り用の鉈なたを使って分け入ろうとしたが、どうやっても茨は硬く絡み合い、行く手を阻んだ。

　お茶を飲み終えて席を立ちかけたクアスは、ああ、という顔をしてまた座り直す。

「竜は魔法を使う。話せば長くなるから簡潔に説明するけど、よく竜が火炎の息を吐くって話を聞くだろ。あれも魔力依存の『魔法』なんだ。竜は魔法を使うって覚えておくといい」

　人に変化したりするくらいだ。魔法を使えてもおかしくない。ユーニは納得しながら頷く。

「茨の森にもちょっと細工をしてる。野生の茨の他に、魔力で育てた茨も生えてる。勝手に人間が入り込まないようにね。魔力で育てた茨は、主以外を通さない。……で、何の材料を探してるのさ」

「窓から見たら、柳の木があるみたいなので、煮柳を作って籠を作ろうと思ったんです。それで、森に入ろうと……」

「籠なんて買えばいいよ。必要な物は山吹さんに注文していい」

　クアスは右手に幾つか付けていた指輪のうち、細身の白金しろがねのものをひとつ、外す。外すと、掌に載せ、何か人の言葉ではない、風変わりな言葉を呟く。一瞬、その白金の指輪が虹色に光った。

「……この指輪を付けておけば、茨の森に入れる」

　いちじくを切る為にナイフを握っていたユーニの右手を取り、指輪を付けようとしてクアスは眉根を寄せる。

「ユーニ、痩せすぎだ。ぶかぶかじゃないか」

　骨と皮しかないような痩せたユーニの指に、クアスの指輪は大きすぎた。クアスはそのユーニの小指にすかすかの指輪を通して、再び、先程の不思議な響きの言葉を呟く。すると、指輪はユーニの痩せた指にすっと馴染むように縮み、ぴったりと収まった。

「魔法で付けたから、僕でないと外せなくなった。まあ小指なら邪魔にならないだろうし、付けっぱなしでいいだろ」

　あまりに不思議な光景に、ユーニは呆然と自分の右手の指輪を見つめる。

「指輪に祈れば茨は道を開く。人間は早々この浮き島に来ないだろうとは思うけど、用心に越したことはない。竜の巣に入り込もうとする人間なんて、ろくなものじゃないからな」

「あ、ありがとうございます……！」

　これで材料探しに行ける。それから、湖のほとりで釣りもできるかもしれない。買えばいい、とクアスは言っているけれど、クーを購入する為に大枚をはたいている。読み書きができないユーニの為だけに、大金を使わせてしまったのだ。作れる物はできるだけ作って倹約したいとユーニは考えていた。それに、こういう細工仕事は得意だ。少しでもクアスの役に立ちたかった。

「そういえば、さっきから何作ってるんだ？　なんだか甘酸っぱい匂いがする」

　キッチンストーブの見張りをしていたクーが、小さく鳴いてユーニを呼び、焼き上がりを知らせる。

「あ、これはですね」

　ユーニはキッチンストーブに駆け寄り、オーブンを開く。気になるのか、クアスはユーニの手元を覗き込む。取り出された天板には、綺麗に切って並べられたいちじくが並んでいた。

「いちじくを乾燥させてます。ここは湖の真ん中で湿気が少し多いから、オーブンで焼いてから数日、天日干ししようかと……」

　村では秋口に採れる果物や野菜をこうして乾燥させ、冬の蓄えにしていた。ユーニはよくこういう作業を見ていたので、やり方だけは知っていた。これが雪に閉ざされる村の、長い冬を越える為の大切な食料になっていた。

「こんなの初めて見た。このまま食べられるのか？」

　乾いて小さくなったいちじくの実を見て、クアスは物珍しそうに感心している。クアスがこんなに興味を示しているのを、ユーニは初めて見た。いつものクアスからは考えられないくらい、好奇心いっぱいで、なんだか少し子供っぽく、可愛らしく思えていた。

「食べられるけど、保存用にするならもう少し干さないと。これだとまだ半分も乾いてないですけど、よかったら、味見をして下さい」

　ユーニも手順をよく見ていただけで、実際に作るのは初めてだ。ただ切ってじっくり焼くだけのものだ、失敗はしていないはず、と思いながらクアスに勧める。

　低温でじっくり焼いたいちじくは、甘酸っぱく、うまみが凝縮されている。クアスは乾いた実を噛み締めながら、感心したように頷く。

「……おいしい。すごいな、甘みが濃くなってる。端っこが硬いけど。果物なんて砂糖漬けかジャムくらいだと思ってた。……僕が住んでいたところにはなかった調理法だ」

　クアスは更にもうひとつ摘まみ、自分の口に運ぶついでに、天板の傍でころんと丸まっていたクーにも千切って与える。

「僕はこれ、食べた事なかったんです。でも、村でよく作ってたのを見てたし、たくさんあるいちじくをだめにしないようにと思って。見よう見まねだけど、ちゃんとできてよかった」

　甘い果物もそれを乾燥させたものも、村では贅沢品だった。ユーニの口に入る機会なんて、ない。今こうして、クアスに仕えるようになるまで、甘くておいしい果物なんて食べた事はなかった。

　クアスはいちじくを噛み締めながら聞いていたが、飲み下し、口を開く。

「僕は労働の対価はしっかり払う。竜がけちくさい生き物だと思われたら同族の恥になるし、何より、そういうのは母さんがとても嫌うしね」

　クアスは天板の上のいちじくをひとつ摘まみ上げ、ユーニの掌に載せる。

「好きなだけ好きな物を食べて、骨が浮いて見えなくなるまで太れ。働いているんだからしっかり食べるんだ。厨房や保存庫にある物は何でも食べていいし、必要な物は遠慮なく言え。何度も言ってるが、働くには健康な身体がいる。だからまずはもっと太れ」

　ユーニは自分の枯れ枝のような痩せた掌のいちじくを見つめながら、頷く。

「この干しいちじくは父さんに教えたら喜びそうだ。……あとで詳しい作り方教えて」

　ユーニはぱっと笑顔になる。どんな小さな事でも、クアスに喜んでもらえて役に立てたなら、たまらなく幸せに思える。

「はい！　……そういえば、クアス様のお父さんやお母さんはどこに？」

　時折話題に出るが、思えば具体的に聞いた事がなかった。山吹との会話から、クアスの母親の名前はメレディアだと言う事くらいしか知らない。

「あー。……まあ、そのうち会うだろうから。多分押しかけてくる」

　そんな事を言いながら厨房の扉をクアスが開く。

　何かが廊下を足早に横切っていく姿が、開いた扉の隙間からユーニにもちらりと見えた。慌ててクアスは扉を閉める。

「……今の見た？」

　ちらっとだけれど、見えていた。なんだか見てはいけないものを見たような、ユーニはそんな気持ちになっていた。

「ええと……ちょっとだけ」

　けれど怖いとか気持ち悪いとか、そんな悪くは思えなかった。ユーニの様子を見ながら、クアスは少し考えるようにして再び扉を開ける。

「ちょっと不気味かもしれないけど、真面目で働き者なんだ。器用でこういう補修仕事なんかが得意。ちゃんと働いているんだ。人も人でないものも、見た目で判断するものじゃないのは同じかと思う。……多分ね」

　扉の隙間からちらっと見えたのは、毛むくじゃらの、見た事もない不思議な何者かが横切っていく姿だった。ユーニだって始めてクアスに出会った時はひどい姿で、亡者かと思われていたくらいだ。見た目で判断はしたくない。

　クアスもその何者かも、改装工事で忙しそうだ。邪魔にならないように、やはりユーニは見て見ぬ振りをする。







　連日行われていた改装工事も佳境で、クアスも山吹もとても忙しそうだ。邪魔にならないように、ユーニはクーを連れて茨の森で材料集めに勤しんでいるが、これがなかなか楽しかった。

　この切り立った崖に囲まれた浮き島は意外と大きい。屋敷をぐるりと包み込み、守るように生い茂る茨の森も、決して狭くはなかった。そんな予想外に広い森も、クアスにもらった指輪のおかげで鉈をそれほど使う必要もなく分け入れるようになった。

　目当てである籠の材料の柳はすぐに集まった。屋敷から見ただけでは分からなかったが、この森の中には柳だけではなく、色々な植物が茂っていた。

　冬間近の今の時期だと、茸類、コケモモ、オニグルミヒッコリー、野生の林檎や葡萄……。忘れられた屋敷と同じように、この森も人の手が入る事なく自然のままだ。それ故にどの果実も小さいし形も悪いが、摘まんでみたところ、味はなかなか悪くなかった。ジャムやドライフルーツ、砂糖漬けにすれば十分おいしく食べられる。自生している物だけに豊富に実っているわけではないが、二人で食べるには十分な量だ。

　それにたくさんの種類の樹木がある。食べられる果実のなる木だけではない。ブナ、カエデ、ナラなどの木材の採れる木も豊富だ。よく育っているし、立ち枯れたものもある。木切れを採るのに困らない。

　村ではこういう木材の木切れや小枝を細かく砕いてよく乾燥させた物で、肉や魚を燻し、保存食にしていた。これも干した果物と同じく、厳しい冬や作物が不作だった時の為の知恵だ。

　目の前には湖もある。魚を釣って燻しておけば保存も可能だ。釣り道具がこの屋敷にあるかどうか分からないが、頑張れば釣り竿も自作できるかもしれない。籠いっぱいに果実や小枝を拾いながら、ユーニは真剣に考えている。

　自分の育った村が貧しかっただけで、この国には豊かな地方もあるのだとユーニは知らない。ユーニの暮らしていた村のように、余裕のない暮らしを強いられる貧しい村もあれば、竜に喜んで作物や財宝を捧げられるくらい、恵まれて富んだ街もある。

　クアスがいちじくや葡萄を持ち帰って来たが、これが今後も頻繁に続くとはユーニは思っていなかった。だからこんなつましくする必要がないとは、思いもよらない。

　真剣に作業するユーニの肩にしがみついているクーは、とても大人しい。静かにユーニに寄り添うだけで、鳴き声すら上げない。本を読み上げる時はあんなに大きな声が出るのに、鳴き声はか細く、そして人の言葉を話す事もない。

　工事の合間の休憩に顔を出した山吹に聞いたところによると『読み聞かせフクロウは自発的に言葉を発する事はない』との事だった。

　本を読み上げられるが、自ら人の言葉で語る事はないそうだ。おしゃべりはできないが、訓練と素質次第では、自発的に喋る可能性もあるかもしれないと言っていた。

　クーと話ができたら嬉しいが、今でも楽しい。クーは鳴き声でユーニを呼び、話しかけてくれて、返事もしてくれる。それで十分だ。

「クー、遊んできても大丈夫だよ。帰る時に声をかけるからね」

　肩の上のクーを掌に降ろして、ユーニは語りかける。

「でも、遠くに行ったらだめだよ。迷子になっちゃうかもしれないからね」

　クーはユーニの話が分かったようだ。ユーニを見上げて小さくくぅ、と鳴いて、それからパタパタと羽ばたく。

　少々頼りない飛び方でユーニは心配だったが、クーは楽しそうだ。傍の大ぶりな枝にとまって湖を眺めたり、木の皮をつついたり、遊び始めたようだった。

　再びユーニは作業に戻る。木立の間のコケモモを摘み始めて少し経った時だ。カエデの枝の上で遊んでいたクーが、急に慌ただしく鳴き始めた。

「どうしたの？　何か面白いものでも見つかった？」

　クーは鳴きながらユーニの頭に舞い降り、小さなくちばしでユーニの黒髪を摘まみ、軽く引っ張る仕草をする。

「……？　何かあった？　湖に何かあるのかな」

　クーに引っ張られるまま、木立の向こうに見える湖の岸へ向かう。岸と言っても崖がけのように切り立っていて、岸辺とは呼べない雰囲気だ。低めの崖といったところか。

　まだクーはユーニの髪を引っ張って何かを訴えている。

「そんなに慌てて、何があるんだろう……」

　湖に目をこらすと、粗末な小舟に乗った人影が見えた。人影は、小さな花束から一輪ずつ花を抜き取り、湖に流していた。

　ユーニはじっと目を凝らす。人影は、女性のようだった。若草色のスカーフを頭に巻いている。そのスカーフに見覚えがあった。

「……ララさん！」

　咄嗟に名を呼ぶ。

「ララさーん！」

　思わず夢中で小舟の人影に呼びかける。ララはユーニの声に気付いたようだった。小舟はゆっくりと、浮き島の崖下へと漕ぎ始めた。

「無事だったのね……！　竜に食べられたとばかり……！」

　人気のない湖は静かで、ララの涙声もよく通った。

「心配かけてごめんなさい、ララさん……！」

　ララは島の傍まで小舟を寄せると、ユーニを見上げる。

「何もできなくて、助けてあげられなくて、ごめんね……！　あたし、あんたが死んでしまったんだと思ってた！　だから、せめて花だけでもと思って、時々ここに花をあげにきてたの！」

　ララは頭に巻いていたスカーフをもぎ取って、顔を埋める。肩が震えていて、きっと泣いている。声は嗚咽おえつ混じりだった。

「無事です。ここで働かせてもらってるんです。竜は、皆が言うような怖い魔物じゃなかったです。……ぼくに仕事をくれて、置いてくれてるんです」

　ララはスカーフから顔をあげ、崖上のユーニを見上げる。

「みどりの竜なら、時々村でも見掛けるわ。よく村の上を飛んでいくけど、あんな大きくて、すごい爪で。……ねえ、怖くないの？　優しくしてくれるの？　大事にしてくれてる？　村よりも、幸せに暮らせてる？　怖い目に遭っていない？」

「はい。ララさん、心配してくれて、ありがとう。大丈夫です。……ララさんが励ましてくれたから、村でもぼく、頑張れてました」

　見上げるララは、その言葉を聞いて目を細める。

「ううん。私は……」

　言いかけてララは俯き、それから再びユーニを見上げる。

「ずっと前の事だけど……弟が病気で死んで、暫くしたら、あんたを抱いた若い男が村に現れて」

　ララはスカーフで眦を拭う。

「あたしはあの時まだ小さかったんだけれど、なんだか、赤ちゃんのあんたを見て、弟が帰ってきたような気がしてたの。……それで、なんだかあんたの事がほっとけなくて」

　ララは言葉を詰まらせる。

「……それに、皆、あんたがよそ者だからって、ひどい事ばかりしてた……。あたし何もできないけど、少しくらい、あんたを励ましたかったの……」

　ララの言葉に、ユーニは涙がこみ上げる。

　いつもララがユーニを気にかけ、心にとめてくれていた事は、ユーニのつらい毎日の慰めになっていた。素っ気ない村人たちの中で、ララだけが、ユーニにいつも声をかけてくれていた。

「……ララさん、ありがとう。辛い時もララさんが優しくしてくれて、とても励ましてもらってました。……ララさんがいなかったら、きっと……」

　きっと、生きていられなかった。

　誰にも顧みられず、ずっと孤独だっただろう。ララの小さな優しさだけが、毎日ユーニを元気づけ、励ましてくれていた。生きていられたのは、ララの優しい気持ちのおかげだ。

「あたし、あんたが生きてるって、誰にも言わないから」

　ララは再びユーニを見上げ、きっぱりと言い切る。

「村の皆はあんたが竜に食べられたって思ってる。……そのままの方がいいよね。村に帰ったって……。……本当に竜はあんたを食べたりしない？」

　ユーニは笑って頷く。

「怖い竜じゃないです。優しいです。ちゃんと、働いた分お金もくれるって。……だから、大丈夫です」

　ララは少し安心したのか、笑みを見せる。

「うん。顔色もいいし、元気そうだし、きっと、村より幸せに暮らせてるんだよね。……今日、花を持ってきてよかった。無事だって分かって、よかった」

　ララはスカーフでもう一度、眦を拭い、ユーニを見上げる。

「……もう帰らなきゃ。内緒でこっそり出て来たから」

　ユーニはふと、ポケットに入れてきた飴を思い出す。以前山吹にもらった、不思議に綺麗な飴玉だ。

　クアスと食べようと思っていたが、クアスがしょっちゅう果物や食べ物を持ち帰ってきて、この飴を食べる暇もクアスに出す暇もなかった。材料集めの時に喉が渇いたらクーと一緒に食べようと、半分持ってきていた。

　ララはいつも、食べ物を分けてくれていた。貴重な甘いお菓子も、恐らくは自分の分を削って、ユーニに食べさせてくれていた。ユーニはポケットを探り、小舟のララに呼びかける。

「ララさん、これ。少しだけど」

　これだけが、ユーニの財産だ。他の物はクアスの持ち物だけれど、この飴だけは、山吹にもらったユーニのものだ。これなら、ララに分けてもいいはずだ。

「なあに？」

　小舟の上のララに、そっと飴玉の袋を投げ落とす。うまく小舟に座ったララのスカートに包まれた膝に、飴の小袋はぽとん、と落ちた。

「少しだけど、飴です。ぼくがここでもらった飴なんです。すごくおいしいから、ララさんと、ララさんちの小さい子たちにも」

　ララはユーニを見上げ、微笑む。

「……いいの？　あたしにも分けてくれるんだ。……ありがとう。あんたは、やっぱり……優しい子だね」

　分け合う事を教えてくれたのは、ララだ。ユーニは遠ざかる小舟を見送りながら、考える。

　ララが分け与えてくれたのは食べ物だけではなかった。その優しい気持ちも分け与えてもらっていたと、ユーニはよく知っている。







　ユーニとクーが籠いっぱいに森のお土産を詰めて屋敷に戻ってきた時には、もう山吹も謎の作業員達も作業を終えて撤収した後だった。

　あの見るも無惨だった廃屋が、見違えるくらいに綺麗に補修されている。外観も内装もだ。あんなボロボロだった壁も、穴が空いたり剥がれたり傾いでいた床も、壊れて閉まらないどころか枠しか残っていなかった鎧戸よろいども窓も完全に補修され、ユーニが見た事もないくらい、豪華で繊細な細工を施されている。壁紙も床板も真新しくピカピカで、眩しいくらいだ。

　改装工事を始めてまだ五日程度だ。それも何か理由があるのか、一日中作業する事はない。半日程度で引き揚げてしまっていたのに、あばら屋を魔法のように豪邸へと変貌させたダーダネルス百貨店の手腕に、ユーニは驚きのあまり言葉も出てこない。

　クアスにしてみれば、竜の理想の巣である『豪華で綺麗で財宝が詰まった巣』からはまだまだほど遠いが、貧しい村出身のユーニにとっては、それでも壮麗な豪邸に見える。うっかり汚したり傷を付けたりしてしまわないか、とても心配だ。

　あまりの変わりぶりに、玄関ホールに突っ立ったまま、床から天井まで呆然と見上げていると、ちょうど居間からクアスが出て来た。

「ああ、おかえり、ユーニ。ユーニの部屋も直してもらったから。それから家具も新しいのと入れ替えた。好みも聞かずに勝手にやったけど、文句は聞かないからな」

「え、あ、そんな、文句なんて言うはずがないです！」

「帰って来たところに悪いけど、お茶淹れてよ。ずっと山吹さんと工事や家具の入れ替えの話をしてて、喉渇いたしゆっくりしたい」

「はい！」

　慌てて籠を抱えて厨房に駆け込んで、再び驚いた。

　掃除は行き届いていたものの、壁は煤け、ひびだらけだった。その厨房も、真新しい壁と石張りの床に変えられていた。

　ユーニが出掛けた時から半日も経っていない。いつの間にこんな、魔法のように新築同様に変えられていたのか。キッチンストーブや食器棚、食品棚はクアスが引っ越した時に新調したのでそのままだが、これは驚きだ。

　驚きながらもユーニは手早くキッチンストーブにやかんをかけ、お茶の準備を始める。茶器をトレイに並べながら、ユーニはふと思い返す。

『好みも聞かずに勝手にやったけど、文句は聞かないからな』

　クアスはそう言っていたが、ユーニは今まで文句なんて言ったつもりはなかった。ただ、クアスが与えてくれるあまりに綺麗で高価そうな服やご馳走に、気後れしてしまっていた。それでもじもじしたり、戸惑ったりしていたが、それはクアスに対して、とても失礼な態度だったのかもしれない。

　ララに飴を渡した時に、ララはとても喜んで受け取ってくれた。それがユーニもとても嬉しかったのだ。思い返せば、クアスはユーニの為にあれこれしてくれていたのに、ユーニのそんな態度は喜んでいないように思われても仕方がないかもしれない。

　「ユーニ、ここでお茶飲むから居間に用意しないでいいよ。準備面倒だろうし」

　ひょっこり厨房に現れたクアスは、ユーニの肩の上にとまっていたクーを掌に載せ、厨房の小さなテーブルに着く。

　「これで工事も終わったし、山吹さんも呼ばない限り現れないから、暫くは静かに過ごせる」

　用意していたティーカップに茶を注ぐユーニの目の前に、クアスは小さな小鳥の置物を置いた。この掌に載るくらいの可愛らしい置物が何でできているのかユーニには分からないが、見るからに高価そうだ。

「これは昨日までの給金。給金は働いた分支払うと言った通りだ。この小鳥は象牙と小さい貴石でできてる。この国の通貨で払ってもいいけど、うちに住み込んでいるなら、小遣いを使うとしても山吹さんから何か買うくらいだろうから、これでいい。ダーダネルス百貨店との取り引きは、人間の貨幣なんかより貴金属類で支払った方が断然喜ばれるし、高く取り引きしてもらえる」

　尖った耳と尻尾が生えた山吹を見れば、ダーダネルス百貨店が人ならざるものの店なのは分かる。そうなると人間の貨幣なんか価値がないのも当然だ。

　この貴石の小鳥が、ユーニの給金として妥当かどうかなんて、ユーニには分からない。分かる事は、とても高価そうだという事くらいだ。そして、これはクアスがユーニの働きを評価してくれたものだ。喜んで受け取ってくれたララを思い出しながら、ユーニは頷く。

「ありがとうございます。とっても可愛い小鳥なので、必要になるまで、飾っておく事にします。……クー、友達ができたよ。すごく可愛い子だよ」

　クアスの掌で丸くなって座っていたクーの目の前に貴石の小鳥を置くと、クーは掌からぽてぽてと降りて、小鳥に寄り添い、くぅくぅと鳴いて挨拶をしているようだった。クーと同じくらいの大きさだけれど、ころころぽってりしたクーに比べると、すっきりスマートな小鳥だ。

「目が赤い石なんですね。コケモモみたいに真っ赤でとっても綺麗だ。ありがとうございます、もっともっと役に立てるよう頑張りますね！」

　もじもじしたり自分を卑下したりせず、素直にクアスの厚意を受け取ったのは、これが初めてだったのではないだろうか。そのユーニの返答に満足したのか、クアスはゆっくり頷く。そのクアスと目が合った。

　クアスはカップを置きながら、ユーニを真っ直ぐ見つめ、笑みを見せる。

　深い森のみどりの目を細めて笑うクアスは、この世ならざる美しさだ。

　クアスがユーニ笑って見せた事なんて、今までなかった。大抵は面倒くさそうな、気怠けだるげな。そんな笑顔をクアスが見せたのは、これが初めてだった。

　時に冷たくも見える整った綺麗な顔なのに、その笑みはとても幼くあどけなく、まるで子供のように無邪気に見える。

　ユーニは何故か泣きたいくらいに、切なくなった。笑ってくれた事が嬉しいなんて、そんな単純な気持ちではなかった。とても嬉しくて、胸がぎゅっと締め付けられるようで、そしてほんの少し、悲しくも思える、今まで感じた事のない気持ちだった。

　息を詰めたまま、そのクアスの笑みを見つめるしかなかった。言葉なんて、何も出てこなかった。







　この豪華に綺麗に改装された屋敷を維持するのは、ユーニとほうきウサギの大事な仕事だ。

　何しろこの屋敷は広い。大昔に領主の館として使われていたくらいだ、規模はそれなりに大きい。使っている部屋の清掃は当然だが、使われていない部屋もしっかり空気を入れ換え、適度に掃除をし、管理しなければならない。

　それから、茨の森で集めた木切れや野生の果物、作っておいた煮柳も加工しなければならない。料理だってもっともっと練習しなくては。やらなければならない事はたくさんだ。

　ユーニがこのクアスの巣にやって来てから一ヶ月が過ぎていたが、クーにしっかり本を読んでもらいながら練習を積んだ結果、基本のパンを焼けるようになり、パンにドライフルーツや木の実を混ぜて焼いたりする事ができるようになった。簡単なサラダや、シンプルな味付けで肉や魚を焼けるようにもなった。

　本に書いてある通りに量り、手順を守ればそれほど難しくないものは作れる。

「ものすごく順調じゃないか。あとはお茶請けのお菓子だな。午後のお茶には甘い物が絶対欲しい。できればこってり豪華なやつ」

　いつも面倒くさそうというか気怠げというかつんとすましているというか、そんななんともとっつきにくい雰囲気を醸し出しているクアスだが、慣れてみればこれは斜に構えているわけでも無愛想なわけでもなかった。

　ちょっぴり素直じゃないというか、不器用というか。そしてなんだかほんのり、子供のようなわがままというか。一緒に暮らすうちにユーニもだんだん分かってきた。

　意外な事にクアスは甘いもの好きなようで、とにかくお菓子に期待している。なんとかユーニも簡単な、混ぜて捏ねて焼くだけのクッキーや焼きっぱなしの小さなケーキなら作れるようになったが、最初にクアスにもらった料理本の最後の方に載っていた挿絵の、シロップ煮の果物やクリームがたっぷりの、見るからにおいしそうでキラキラ豪華なケーキにはたどり着けていなかった。

「が、頑張ります……！」

　クアスが食べたいというなら頑張りたいし、本当の事を言うと、ユーニも食べてみたかった。こんな綺麗でおいしそうなものを、食べた事なんて当然ないし見た事もない。頑張って作れるようになって、いつも一緒に飲む午後のお茶に是非とも添えたい。

　こんな素敵なお菓子を一緒に食べられて、クアスに喜んでもらえると思うと、是が非でも成功させたい。

「こんなに作れるようになるなんて、思ってなかった。まあ掃除洗濯だけでもと思ってたら、本当に言われた通り練習してるし。……真面目だよなユーニは」

　ユーニにしてみれば、命を助けてもらった上にここに置いてもらえて、給金まで頂いているのだ。それこそクアスの望む全ての仕事をこなしてこそ恩に報いるとまで思っている。

　それに、何よりもクアスが喜んでくれるのが、本当に嬉しかった。

　あまり笑顔を見せないクアスが時折見せてくれる、とても嬉しそうな、屈託ない笑みは、ユーニにとって何よりのご褒美かもしれない。

「拾った時はガリガリに痩せこけてるし、顔色も悪いしで、もしかしたらこのまま弱って死んでしまうかと思ってた。なのにあんな枯れ木みたいな身体でものすごく働いて……」

　そこまでクアスが言いかけた時、突然、何かの鳴き声が響き渡った。屋敷中に響き渡り、ビリビリと空気が振動する激しさだ。

「な、何が……！」

　この声は聞き覚えがある。初めてクアスに出会った時だ。

　荒れ狂う風の渦から現れた翠玉の鱗を持つ風の竜の、空を引き裂くような咆哮。あの竜の美しくも恐ろしい鳴き声だった。


四　番人になれるはずがない







　震えているユーニを振り返り、クアスは右手を差し出す。

「おいで、ユーニ。紹介する」

　ユーニは竦んで動けないでいた。クアスは少し考え、歩み寄ると、ユーニの痩せた肩を宥なだめるように抱いて開け放たれた窓辺まで連れて行く。

　居間に通じる中庭は広々としていて、向こう側には茨の森が鬱蒼うっそうと生い茂っている。改装前は草木や雑草がはびこり、倒壊した瓦礫がれきや岩が転がる荒れ果てた庭だったが、今は綺麗に刈り込まれ整えられ、居心地のいい庭園になっていた。クアスは荒れたままだった頃からここで竜に変化し、飛び立つ時にも降り立つ時にも使っていた。

　あの恐ろしい咆哮をあげていた竜の姿は、どこにもなかった。石造りの池のほとりにへたり込む、華奢な娘がひとりいるだけだった。大事そうに大きなバスケットを抱えて、金色に波打つ美しい髪を背中まで垂らした娘は、冷たい石のガーデンタイルの上に座り込んだままだ。

「だから言っておいただろ。黙って入ってくるから、茨に絡まれるんだ。……ほら、母さん。手を貸すから」

　事態が飲み込めないユーニを離して、クアスは娘に歩み寄る。

「……だって、クアスはいつも来るなって言うじゃない。私だってクアスの事が心配なのに」

　クアスの手を取り立ち上がった娘は、すぐにユーニに向き直り、笑みを見せた。

　クアスと同じ深い森のみどりの虹彩こうさいと猫のように細い瞳孔の、竜の目だ。クアスにとてもよく似ていて、なんとも愛らしく少女のようだが、今、クアスは『母さん』と呼びかけていた。

　人懐こい笑みを見せながら、娘は呆然としているユーニの手を取る。

「こんにちは、初めまして。……ユーニちゃんよね。クアスから聞いてるから、知ってるわ。私はクアスのお母さんで、メレディアというの。よろしくね」







　どう見ても、うら若い乙女だ。少女の面差しだ。クアスとそう歳が変わらないというか、むしろ妹かもしれないという雰囲気だ。それくらい、可愛らしく幼げにみえる。

　なんとも不思議な気持ちになりながら、ユーニは居間のテーブルにつくこの若すぎる母と息子にお茶を淹れる。

「こっちはとっても寒いのね。もうそろそろ雪が降るのかしら。……ありがとう。ユーニちゃんも一緒にお茶にしましょ」

　むっつりと不機嫌に黙り込んだクアスとは対照的に、渋るクアスをせっついて屋敷中を見物して歩いたメレディアは、満足げににこにこしていて、とても嬉しそうだ。ユーニの淹れたお茶をおいしそうに飲んでいる。

　「クアスはちょっぴりわがままだけれど、本当は優しいいい子なのよ。ユーニちゃんに迷惑をかけるかもしれないけど、仲良くしてあげてね」

「……わがままで悪かったな。母さんは本当に余計な事ばかり言って、だから来るなって僕に言われるんだよ」

　不機嫌な理由はこれか。この若く可憐な母親は八十年生きている息子をまだまだ子供扱いするので、クアスは居心地が悪いのだろう。

　では、このとても可愛らしい母親は何歳なのだろうか。若く愛らしく見えるだけで、何百年も生きるという竜の事だ、もしかしたらものすごく長く生きているのかもしれない。ユーニは二人のやり取りを眺めながら考える。

　テーブルの上には、メレディアが大事に抱えていたバスケットが置かれているが、溢れんばかりにお菓子や瓶詰めが詰め込まれて、これが甘くおいしそうな匂いを漂わせていた。メレディアはうきうきと中のクッキーやケーキを取り出して並べる。

　「このバスケットは、ルディから。……ユーニちゃん、ルディはクアスのお父さんなんだけれど、とっても料理が上手なのよ。特にお菓子が得意なの。いつかユーニちゃんにも紹介しましょうね」

　見た目は少女だけれど、確かに母親だ。とても優しくて穏やかで、ユーニまでなんだか気持ちがほこほこ温かくなってくる。が、クアスは相変わらず子供のように膨れている。

「クアス、いつまでも拗ねないの。ほら、あなたの好きなレモンとメレンゲのパイ。ルディが一生懸命作ってくれたのよ。あなたが家を出てしまって、とっても寂しがっているから、たまには会いに来てあげてね。……でないと、また内緒で連れて来ちゃうからね」

「……分かったよ！　たまには帰る！」

　世話を焼かれるのが気恥ずかしいのかもしれない。そんなぶっきらぼうなクアスの態度にも気にせず、メレディアはべったりだ。

「ルディがクアスやユーニちゃんに食べさせたくて、張り切ってたくさんお菓子を作って持たせてくれたのよ。ユーニちゃんも、いっぱい食べてね」

　せっせと皿に取り分けながら、メレディアはじっとユーニを見つめ、それからクアスに向かって口を開く。

「ねえクアス、ちゃんとユーニちゃんに食べさせてるの？　こんなに痩せてるじゃない。人間はちゃんと食べて休まないと、死んじゃうって教えたでしょう」

「これでも太ったんだよ。拾った時はもっと骨と皮だった。ちゃんと食べさせてるし休ませてる。やっと顔色も悪くなくなったんだ」

　不機嫌に拗ねていても好物には逆らえないのか、クアスはレモンメレンゲのパイをつつきながら返す。

「……ユーニちゃん、竜はとっても丈夫だから、人間が疲れるのが分からなかったりするの。だから、疲れたらちゃんとクアスに言わないと、だめよ。……クアス、よく注意しておくのよ。人間はね、番人と違ってとっても弱いの。忘れちゃだめよ」

　ここでもまだ番人だ。相変わらずユーニは番人が何なのか分かったような分からないようなままだが、忘れた頃にこの言葉は登場する。

「番人といえば、クアスも早く探さないとね。冬なんてすぐ終わってしまうわ。春が来る前に一人くらい、見つけないと」

「もう子供じゃないし、自分でなんとかする。母さんは心配しないでいいから。……大事な事だから適当に決めたくないんだ」

　お小言を聞きながら、クアスはさっさと二切れ目のパイを自分の皿に取る。母親に対して乱暴な態度のクアスに、ユーニは気が気ではなかった。メレディアは気にしていないようだが、傍から見ているユーニは、はらはらしっぱなしだ。

「ユーニちゃんじゃだめなの？　可愛いじゃない。ちょっと小さいけれど、もうちょっと育てば」

　クアスは食べかけのまま、手にしていたフォークを皿に投げ出す。

「……母さん。大事な事だって言っただろ。自分の事は自分で決める。余計な事は言わないでくれ」

　そうきつく言い返されて、メレディアはしょんぼりと俯く。

　クアスは、ユーニを番人にするつもりはないと山吹に言っていた事を、ユーニは思い出していた。

　番人というものが竜にとってとても大事だというのは分かった。そして本来、竜の巣に住み、家事や財産管理を行うのは『番人』なのだと以前、山吹が説明してくれた。

「ユーニを番人にするつもりはない。営巣地と同じだ。番人も妥協するつもりはない。心から綺麗だと思える人間でなければ、番人にする意味がない」

　綺麗な人間だけが『番人』になれるなら、ユーニがなれるはずがない。自分でもよく分かっている。痩せこけてみすぼらしくて、真っ黒な髪も鳶色の瞳も平凡で地味で、少しも綺麗ではない。頭もよくない。

　クアスが綺麗でないものを巣に置きたくない事も、この茨の湖を見つけるまで三十年も営巣地を探し続けるくらいに美しいものへ深いこだわりがある事も、よく知っている。

　もしも、その竜の巣の管理を行う『番人』がいるなら、ユーニは不要な存在だ。今、『番人』がいないからこそ、代わりにユーニが働いているのだ。

　むしろここに置いてもらえているのは、クアスがユーニを憐れんでいるからだ。村から逃げ出し、行くところのないユーニを不憫に思い、仕事を与えてくれただけなのだと、ユーニもよく分かっていたはずだ。

　クアスは優しい。どこの誰かも分からないみすぼらしいユーニを助けてくれて、きっと『番人』が来ても、ユーニを置いてくれるだろう。

　ただ憐れまれているだけだと、同情されているだけだと分かっていたはずなのに、こんなに胸が痛むのは、何故なのだろう。







　メレディアは余計な事を言ってクアスもユーニも不快にさせてしまったと思っているのか、ユーニにゲストルームに案内されても、しょんぼりと俯いたままだった。

「メレディア様、ぼくの部屋は厨房の向かいなので、何かあったら呼んで下さい。寝る前に、温かいミルクでも……」

　ユーニは努めて明るく振る舞う。そのユーニの気遣いに、メレディアはますます申し訳なさそうだ。

「……ユーニちゃん、いやな思いさせて、ごめんなさい……。私が余計な事を言ったから」

　花と蔓草つるくさの刺繍を施された豪奢な絹を掛けられた寝台に腰掛けて、メレディアはやっと顔を上げる。

「あの子はね、ずーっと前に失恋してから、意地になってるの。手に入らなかった綺麗なものより、もっと綺麗なものをって、こだわらずにいられないのかもしれないわね」

　あんなに綺麗で賢くて、強いクアスを好きにならない人がいるなんて、ユーニには信じられない。誰だって好きになると思い込んでいる。ユーニは良くも悪くも、クアスを盲信もうしんし崇すう拝はいしすぎていた。

「竜は綺麗なものが大好きで、綺麗なものをたくさん集めるが大好きな生き物なんだけれど……本当はね、綺麗かどうかなんて、自分の気持ちに比べたら大した事じゃないのにね。……そんな事に惑わされてたら、本当に大事なものをなくしてしまうわ。自分の気持ちを見失ってしまうなんて、とっても悲しい事だわ」

　メレディアが何を言いたいのか、ユーニには抽象的過ぎて理解できなかったが、彼女がとてもクアスを心配している事は伝わる。

「クアスは良くも悪くも、とっても竜らしい竜だわ。まだまだ子供だから、意地を張ってしまう。それがわがままで勝手に見えてしまうんだと思うの。……そう思うのは私が甘いだけかもしれないけれど、馬鹿な子だと分かっていても、やっぱり可愛くて大事な息子なの」

　ユーニはかける言葉が浮かばなくて、もどかしかった。こんな悲しそうなメレディアを励ます言葉も慰める言葉も思いつかないけれど、なんとか元気づけたくて、膝の上に重ねられていたメレディアの手をとり、ぎゅっと握る。それくらいしか、メレディアを慰める方法を思いつかなかった。これくらいしか、できる事が思い浮かばなかった。

「……慰めてくれるの？　ユーニちゃんは優しい、いい子ね。クアスが言っていた通りだわ」

　微笑むメレディアはクアスの笑顔にとてもよく似ていて、胸がきゅっと痛む。クアスもメレディアも、とても優しいとユーニは思う。

「……傍にいてあげて。本当は寂しがりやで、とても不器用な子なの」

「クアス様は、優しいです。……見ず知らずの、みすぼらしいぼくを助けてくれて、食べる物も仕事も与えてくれました。どこの誰かも分からないのに、お屋敷に置いてくれました。……ぼくは、出て行けって言われるまで、ここにいるつもりです」

　メレディアはユーニの手を両手で包んで、頷く。その手はとても優しく柔らかで、ユーニこそ、励まされているような気がしていた。







　ゲストルームを後にして自分の部屋に戻ると、クーは枕元の小さなサイドテーブルに置かれた籠で眠っていた。

　ユーニが煮柳で編んだ小さな籠に、クアスがクーの為に綺麗な焦げ茶色のベロアの端切れを敷き詰めてくれた。が、クーはいつも籠の縁ふちに掴まって眠っていて、ベロアのベッドには時々ちょこんと座るくらいだった。

　起こさないように静かにベッドに入ろうしたが、すぐクーは目が覚めてしまったようで、着替えるユーニを見上げて、小さく鳴いていた。

「ごめんね、起こしちゃったね。……すぐベッドに入るから」

　手早く着替えてクーを両手で包み、一緒にベッドに入る。枕元を歩き回っていい場所を見つけたのか、クーはぽてっと座り込んだ。

　片手でクーの柔らかな羽毛を撫でながら、ユーニは静かに目を閉じる。

　この茨の屋敷に来るまでは、いつもお腹を空かせていて、隙間風の吹き込む傾いだ床の小さな小屋で、ひとりぼっちで眠っていた。

　寒くて真っ暗な小屋の、ささくれ立ってゴツゴツした床で、すり切れてボロボロの毛布に包まって空腹をごまかしながら眠るのは、とても寂しく孤独だった。

　世界中の誰からも顧かえりみられていないと、思い知らされているようだった。誰も自分を必要としていない。きっと、明日の朝冷たくなっていても、悲しむ人も困る人も、いない。

　ララが折に触れ気にかけ、優しくしてくれなかったら、あまりの寂しさに、生きていられなかったかもしれない。どんなつらい仕事よりも、ひとりぼっちだと思い知らされる方が遥かに辛く悲しかった。

　クアスは温かくて居心地のいい棲み処と食べ物を与えてくれただけではなかった。たとえ憐れみでも同情でも、クアスはユーニに生きていく希望を与えてくれた。

　毎日がこんなに楽しくて、幸せだなんて、ユーニは今まで知らずに生きていた。ひとりではない。それがたまらなく嬉しかった。

『番人』になれなくとも、傍にはいられる。いられる限りは、クアスの為に働きたかった。いつか『番人』がやって来て、ユーニの仕事がなくなったなら、この屋敷を出て行けばいい。

　それまでは、一生懸命働こう。ユーニがクアスの為にできる事は、彼の為に働く事だけだ。

　眠りに落ちそうなユーニの耳の辺りに、ふわふわの羽毛が触れる。クーの穏やかな温もりを感じながら、ひとりぼっちではなくなった夜の幸せを噛み締める。







　クアスの実家であるメレディアの巣は、この茨の湖がある大陸から遠く離れたカファ大陸のガルビア半島というところにあると、メレディアが地図を広げてユーニに教えてくれた。

　そして茨の湖は、ジェナ大陸という大きな大陸の北の果て、レダ王国ルズベリー地方にあるという。ユーニは地図の見方がよく分からないが、それでもとても離れた場所にあるという事は分かった。

　ユーニは自分が住んでいる国の名前すら、知らなかった。それでもメレディアは笑ったり馬鹿にしたりしない。丁寧に分かりやすく教えてくれた。

　レダ王国の近隣には、幾つかの国がある。そのどれもが王制、王様が治める国だそうだ。レダ、シーダー、クラジェ、マデリン。隣接するのはこの四つの国だ。大きい国もあれば、小さな国もある。そして大抵の国の王が男性だが、稀に女性だけが王位に就ける国もある。クラジェ君主国は代々女性が王位を継ぐ。この大陸にはないが、他の大陸には、国民の代表が国を治める珍しい国もある。

　メレディアの話はとても面白かった。ユーニが知らない色々な話をしてくれて、時にはこうして地図や本の挿絵を見せてくれた。

　メレディアは滞在中、気まずいのか巣作りと称して出歩いてばかりのクアスの代わりに、クーと一緒に簡単な読み書きと勉強の仕方も教えてくれた。

　メレディアはとても優しくて温かくて、きっとユーニにも母親がいたなら、こんな風に色々な話をしてくれただろう。ララやメレディアの優しさに触れる度に、ユーニは自分もこんな風に優しい人になりたいと思う。

　なので、メレディアがもう帰らなければならないと言い出した時は、とても寂しく思えていた。

「竜が長く巣を空けるのは、あまりいい事ではないのよ。ここから私の巣は遠いし、そろそろ帰らなくちゃならないけれど……ユーニちゃん、そんな寂しそうな顔しないで。また暖かくなった頃に、遊びに来るから」

　メレディアはユーニを名残惜しそうに抱きしめる。それを横目で見ながら、色々小言を言われ過ぎてすっかり拗ねているクアスは、ありありと『清々した』という顔をしていた。

「クアス、ユーニちゃんは人間なんだから、体調には気をつけてあげるのよ。番人と違って、病気になると大変なんだから。たくさん栄養とって、休ませて、それから、欲しいからと言って奪うばかりではだめよ。やり過ぎたら人間は怒り出すから……」

「分かってるよ！　母さんも、いつまでも僕を子供扱いするな。……父さんと皆にも、元気でって言っておいて。春には一度帰るから」

　口では母親の愛情を鬱陶しがっていても、やはり大切に思っているのだろう。ユーニから離れ、やはり名残惜しそうにクアスを抱きしめるメレディアを抱き返しながら、クアスは大人しく目を伏せている。

　可憐な娘から翠玉の鱗に覆われた巨大な竜に変化したメレディアを、クアスと二人見送る。そのエメラルドの影が空に消えるのと引き換えに、真っ白な雪の花びらが地上に舞い降りはじめた。

　長く厳しい冬が、この茨の湖にもやって来る。


五　帆布と木箱と雪の庭







　ルズベリー地方は真冬には川が凍り付き、その氷の上で市場を開く事ができるくらいに寒さが厳しいところだ。

　ユーニはこの厳冬に慣れているが、贅沢に過保護に育ったクアスは我慢なんて全くしたくないようで、山吹を呼びつけて徹底的に冬支度をしていた。

「数年前までは火トカゲを壺に閉じ込めたストーブが主流でしたが、『火トカゲが可哀想だ』『火トカゲが逃げ出して大惨事に』『火トカゲの見た目が気持ち悪すぎる』などという苦情が大変多くございまして。今年から販売中止になりました」

　申し訳なさそうにそんな事を言っていた山吹が、『ですがご安心下さい。ダーダネルス百貨店は決してお客様のご期待とご信頼を裏切りません！　今年一番のお勧め新商品はこちらです！』と笑顔で勧めていったのが、今、この屋敷を驚くほど暖めてくれている不思議な薪だ。

　屋敷のあちこちにある暖炉や薪ストーブにこの薪がくべられているが、これがとても不思議な薪だった。

　一見普通の薪だが、一度火を付けると決して消える事も燃え尽きる事もない。燃え尽きないので灰が出る事もない。手入れいらずだ。赤々と燃える炎は何の変哲もない普通の炎だが、しいて言えば、爆ぜる火花か。それは不思議に神秘的な七色の火花で、そこがこの薪が何か不思議な力を帯びていると教えてくれている。

　この不思議な薪が常にほどよい加減で屋敷中を暖めてくれるおかげで、薄着でいられるくらいに快適だった。

　とても便利でありがたい事だが、ユーニは手慣れて得意な薪割りが不要になり、ほんの少しそれが残念でもあった。薪割りは、あまり得意な事がないユーニにとって、数少ない『上手にできる仕事』だった。

「いや他にもあるだろ？　お茶菓子はまだまだだけど、ユーニの作る塩漬けの肉や魚の燻製くんせいはものすごくおいしい。……朝食には結構満足してる」

　薪割りは不要だと告げられてしょんぼりするユーニに、厨房のテーブルで朝食をとっていたクアスが、少々呆れたように口を開く。

　ユーニはクアスがどこかの街の貢物で山ほどもらってくる家畜や野山の獣の肉や魚を、茨の森で集めた木切れや小枝で燻し、保存できるようにしていた。

　厨房には『これにしまえば絶対に腐らない棚』という便利な保存棚もあったが、そこに詰め込むにしても限界がある。それでこまめにユーニは燻製にしていたが、これをクアスはいたく気に入って、今では毎食燻いぶした魚や肉を食べたがるくらいだった。

「そんながっかりするような事か？　……この燻した鶏肉なんか、野菜と一緒にパンに挟むとめちゃめちゃうまいし。これも立派にユーニの得意な料理だろ。そういう自信のない卑屈な態度は、見ていて気分のいいものじゃない」

　そうクアスに指摘されて、ユーニも反省する。村で失敗して怒鳴られたり叩かれたりする事はあっても、ユーニの仕事ぶりが褒められる事なんてなかった。これが自信のなさに繋がっているが、今はクアスがよくできた仕事は褒めてくれているし、きちんと給金にも反映されている。

「気をつけます……」

「気をつけると言えば、茨の森によく行っているようだけど。冷え込むと湖面が凍って人が歩けるくらいになる事もあるんだろ？　そう簡単に茨の森を人間が越えられるとは思わないけど、用心は大事だ。ひどい寒さだし、山吹さんから買えるものは買って済ませればいい。暇ならクーと文字の勉強でもしておけばいいいよ」

　食後の果物まで残さず綺麗に朝食を平らげ、お茶を飲み干したクアスは席を立ちながら、テーブルの上でパンの切れ端をつついていたクーの頭を軽く指先で撫でた。

「ユーニはなんだか頼りないし危なっかしいからな。さて、僕は出掛けるけど。……クー、しっかり面倒見てやれよ」

　どちらが面倒を見てもらっているかといえば、もしかしたらユーニかもしれない。本を読んでもらって、仕事の時も傍にいてくれて、クーは大事な友達で、文字の先生だ。確かにクーは頼りになる。思わずユーニは素直に笑ってしまう。







　寒さには元々よく慣れ、今は立派なコートや防寒具を着せてもらっているユーニは、当然ながら寒さなんて全く気にならない。

　もっと寒さが厳しくなり茨の森の木々が白く凍り付く前に、木切れや小枝を拾い集めておきたい。クアスには注意をされていたが、湖が凍る前の今ならば、とユーニはクーを連れて、また森に入り込んでいた。

　それに、ユーニはこの森が好きだった。色々な木々と茨が絡み合う森の中は静かで穏やかで、そして色々な恵みを与えてくれて、宝箱のように思えていた。クーと一緒にここで過ごしていると、時間を忘れてしまう。

　今は草も木々も眠りにつき、木の実や果実、茸も実らない。また冬が終わり目覚めるのを楽しみにしながら、のんびりと小枝を集めつつ、小雪のちらつく梢の間を頼りなくふらふら飛ぶクーを見守っていると、ふいにクーが慌てたように舞い戻ってきた。

　いつかのように、ユーニの頭の上に降り、髪を摘まんで引っ張って、くぅくぅ鳴いて何かを訴えている。

「どうしたの？　また誰か、湖にいるの？」

　もしかしたらララがやって来たのかもしれない。ユーニは慌てて木立と茂みをかき分け、小さな崖に向かう。

　やはりクーはあの時のように、ララの来訪を教えてくれていた。浮き島の傍を巡るように小舟を漕ぐ小さな人影は、見覚えのある若草色のスカーフを頭に巻いている。

「……ララさん！」

　呼びかけると、気付いたのか小舟はユーニの立つ崖に向かって漕ぎ出す。

「ずっと探してたの！　もう何日も通ってたけど、あんたに会えなくて……もう、会えないかと思ってた」

　そう呼びかけるララの声は震えていた。もしかしたら、泣いているのかもしれない。尋常ではないララの様子に、ユーニは胸騒ぎを感じていた。

「あまり外に出ていなかったから、気付かなくてごめんなさい」

　ララはようやく崖下まで辿りつくと、ユーニを見上げ、叫ぶ。

「こんな事、頼めた義理じゃないって、分かってる。村の皆が、あんたにひどい事したのもよく知ってるけど、だけど、このままじゃ……！」

　ララはこみ上げる嗚咽を堪えられないのか、途中から涙声になっていた。村で何か大変な事が起こったのかもしれない。

「ララさん、何があったんですか？　村に何か悪い事が？」

「……村で、悪い病気がはやってるの。最初はいつもの風邪だと思ってた。でも、大人も子供も、ひどい高熱が何日も続いて何も食べられなくなって、死んでしまった人が何人もいて」

　嗚咽を堪えながら涙を拭い、ララは必死で訴える。

「このままじゃ、小さい子供たちも死んでしまうわ。……竜は、国を護ってくれるんでしょう？　不思議な力があるんでしょう？　お願い、竜に、助けてくれるように、お願いしてちょうだい……。きっと、あんたは村の皆なんて大嫌いだと思うわ。いい気味だって思われたって仕方ないような事を、たくさんしたもの。あんたに頼むなんて、図々しいって分かってる。けど、このままじゃ、皆も、小さい子供たちも」

　冬場に村に風邪が流行る事はよくあった。亡くなる人もいたが、それは稀だった。ララのこの様子からも、普通ではない事が村に起こっているとよく伝わる。

　「……お願い……。このままじゃ、あたしの子供たちも……」

　ララは両手で顔を覆い、声を上げて泣きだした。震えるララの痩せた肩に粉雪が降り積もるのを、ユーニは言葉もなくただ見つめるだけだった。

『財宝をもらう代わりに、天災や戦争から守る』

　以前、クアスはそう言っていた。

　何も竜に捧げる物がなくて、身寄りのないユーニを生贄として差し出そうとしていたくらいだ。村にクアスに捧げられるような価値のある物なんて、何もない。それでも力を貸してくれるだろうか。

　クアスは優しい。ぶっきらぼうだけれど、決して人の心が分からないような、冷たい魔物などではない。

　けれどこんな、死にゆく人々を救えるような、そんな力があるのだろうか。

　何の見返りもなく、ララの、ユーニのそんな願いを、頼みを、叶えてくれるのだろうか。

　ユーニは呆然と立ち竦むだけだった。

　どんな言葉をララに言えばいいのか、それすらも分からなかった。







「……色々思い違いをしてるようだけど、竜は神様じゃない」

　小雪の中帰って来たクアスは居間の暖炉の前で暖まりながら、いつもの帰宅後のお茶を飲みつつユーニの話を黙って聞いていた。聞き終わり、お茶を飲み干してから口を開く。

「ちょっと魔法が使えてちょっと力が強くてちょっと身体が大きくて空を飛べるだけの、単なる動物だ」

　それに人の姿にもなれる。それだけでも普通の動物とは一線を画しているとユーニは思ったが、クアスのカップにお茶を注ぎながら大人しく話の続きを待つ。

「病気を治したり死人を蘇らせたり、ただの動物にそんな事できるはずがない。だから僕だけでなく竜に期待するな。万能じゃない。できない事の方が多いくらいだ。大きいカラスくらいに思っておけばいいよ」

　それは絶対違うと思うが、『万能ではない』は少し分かる気がする。クアスはとても強くて美しい竜だけれど、人間とそう変わらないようにユーニには思えていた。

　父親の作ったパンケーキが好きで、甘いお菓子でお茶を楽しむのが好きで、過保護な母親とケンカもして、そして人間のように恋をして、失恋もする。

「だからそのララとかいう女の頼みも、断るも何も、僕にどうする事もできないからな。なるようにしかならないんじゃないか。……ユーニ、そのケーキもっと切って」

　竜に捧げられるような財宝が村にはない、という以前の問題だった。クアスに催促されて、ユーニは急いでケーキを切る。

　このケーキはメレディアが持ってきたものだ。クアスの父親が作った、ドライフルーツとナッツとバターがたっぷりのケーキ。ドライフルーツはユーニがいちじくなどでやっていた作り方をクアスが父親に伝えたらしい。それまではジャムか生の果物か、ダーダネルス百貨店から購入した葡萄やオレンジのドライフルーツくらいだったとクアスが言っていた。

　このドライフルーツたっぷりのケーキは酒が効いていて、ユーニは匂いだけでクラクラしそうな気がするが、クアスだけでなくクーもこれが大好きなようで、皿から零れ落ちるケーキ屑やクアスが摘まんでくれる欠片を、せっせとつついていた。

「だいたい、なんでユーニはそんな頼みを聞いてやろうと思ったんだよ」

　二つ目のケーキを食べながら、クアスは少々苛立っているように見えた。クアスの苛立ちの理由が分からないユーニは少々戸惑っていた。

「あの村でどんな目に遭っていたか考えたら、助けたいなんて思わないだろ。ろくに食べさせもせずにこき使って、挙げ句に生贄として差し出して竜に食わせようとした。だから逃げ出したんだろ。因果応報だよ。悪い事したら返ってくるものだ」

「で、でも、小さい子供たちは悪くないです。子供には大人がした事なんて関係ないし、皆、生活が苦しかったから。……少しでも多く自分の家族に食べさせたいって思うのは、仕方ない事だと思います……。……それに今は、こうしてクアス様のお屋敷でたくさん食べさせてもらって、働かせてもらって、幸せに暮らせてます……」

　確かに村で過ごした日々は幸せではなかった。けれど、それでも身寄りのないユーニを苦しい生活の中で育ててくれたという感謝の気持ちはあった。

　あの貧しい暮らしの中で綺麗事なんて言えない。もしも豊かな村であったなら、もっと違った暮らしをさせてくれたのではないかと思えていた。そう信じたかった。

　暫くの沈黙があった。久し振りに、この屋敷に来たばかりの頃、ユーニが何か言う度にクアスが見せた何とも言い難いあの不思議な表情を、見る事になった。

　暫く黙り込んだ後、クアスはケーキを食べかけのまま、椅子から立ち上がる。

「馬鹿じゃないか。あいつらはどう考えても、ユーニをひとりの人間として扱ってない。家畜か何かと一緒だ。名前すら与えずにただこき使うだけだった。なんでそんな奴らの為に、ユーニが必死に頼み込まなきゃならないんだよ。おかしいだろ」

　まるで怒鳴るような、荒々しい口調だった。クアスがとても腹を立てているのは、ユーニもよく分かった。

「……で、でも、だからって死んじゃえばいいなんて思えないです。苦しめばいいなんて、思わないです……」

　クアスの怒りに動揺せずにいられなかった。それだけ言うのが精一杯だ。

「そんなに痩せこけて身体中爛れて、ろくに手当もされずにこき使われて、いつ死んでもおかしくないくらい、弱った状態だったんだぞ！　人間は平気で弱いものを傷付けて搾取さくしゅする！　僕はそういう醜くて汚い生き物が大嫌いだ！」

　こんなクアスを見た事がなかった。いつも落ち着いていて、時々メレディアにうっとうしそうに文句を言うくらいで、こんなに荒々しく怒鳴るなんて初めてだった。

　ケーキ屑を幸せそうにつついていたクーも、この険悪な空気にユーニと同じように動揺しているようだった。テーブルの上からユーニとクアスの顔を見上げ、悲しそうに小さく細い鳴き声を洩らしていた。

「僕にそんな力があったとしても、絶対に助けない。そんな奴ら、苦しんで死ねばいい」

　クアスは優しい。ユーニが村でどんな扱いをうけ、つらく厳しい暮らしをしていたか知っているから憤っている。優しいからこそ、村の人々を許せない。

「……なんで助けたいと思うんだ。……あんな奴ら、見捨てればいいのに」

　それだけ言い残して、クアスは居間を出て行った。

　ひとり取り残され、耐えきれずにユーニは泣き出す。

　いい子でいたいわけではない。自分がされた事を忘れたわけでもない。

　それでも、苦しみ抜いて死ねばいいなんて思えなかった。小さな子供たちが今も苦しんでいると思うと、胸が潰れそうだった。それに優しいクアスをあんなに怒らせるつもりもなかった。

　しゃくり上げながら泣き続けるユーニの肩に、小さく鳴きながらクーがよじ登る。

　涙で濡れた頬に、クーの柔らかな羽毛が触れる。まるで慰めるように、宥めるように、クーは小さな身体を擦り寄せ、涙をくちばしで拭おうとする。

「ごめんね、大丈夫だよ。……心配させて、ごめんね……」

　嗚咽を堪えながら、クーの小さな身体を片手で撫でる。

　けれど今、こうして生きてここにいるのは、村の人々が身寄りのないユーニを養ってくれたからだ。どこの誰かも分からないユーニを、貴重な食料を分け与え育ててくれたからだ。

　赤子のユーニを連れていた男は、もしかしたら罪人かもしれない。追われて大怪我を負ったのかもしれない。そんな男が連れていたどこの誰かも分からない赤子を見捨てずに、捨て置かずに、苦しい生活の中養ってくれた。それを感謝せずにいられなかった。

　だから今、ここにいる。

　だから今、生きて、クアスに出会えた。







　暗い明け方に目覚めたユーニは、いつものように起き出して厨房のキッチンストーブに火を入れ、朝食の支度を始めた。夕べのうちに材料を量り用意しておいたパンの生地を作り、お湯を沸かし、その合間に洗濯物の仕分けを済ませる。

　鎧戸を開けると、外は薄く雪が降り積もり、粉雪が舞い降りていた。まだ寝ぼけているクーがユーニの肩の上で丸くなったまま、吹き付ける風の冷たさにぷるぷると身震いする。再び鎧戸を閉め、天板の上で発酵を終えたパンをキッチンストーブのオーブンに入れたところで、クアスがいつもと変わらない素振りで、厨房に顔を出した。

「もう出掛けるから朝食はいらない。……今日も帰るのは遅くなるから、夕食もいらない。お茶だけ用意しておいてよ」

　ユーニが返事をする前に、クアスはさっさと厨房を出て行ってしまった。ここ数日、クアスは夜遅く帰って来ては、ろくに口も利かず食事も取らずにお茶を飲んで寝てしまう。夜だけではない。朝もお茶すら飲まずに出掛けてしまう。

　クアスは『人間の食事は竜にとってはおやつのようなもの。主食は人間の言うところの霞』と言っていたが、それでもユーニは心配していた。

　数日前に険悪になってから顔を合わせたくないのかとユーニは思っていたが、そうではないらしい。言葉数が少なくなっているが、不機嫌な様子はなかった。とても忙しそうで、ひどく疲れているようだった。

　余計な事かもしれないが、今日は休んでは、と声をかけようとクアスの後を追って居間に入った時には、もうクアスは竜の姿に戻ったところだった。中庭へ通じる大きな掃き出し窓越しに、翠玉の巨大な翼を広げ、今まさに飛び立とうとするウィンドドラゴンの姿が見えた。

　クアスの翼は、新緑の色だ。日に透ける初夏の若葉のような、生命力に満ち溢れた眩さがある。その美しいみどりの翼に、真っ白な粉雪がはらはらと降り積もる。

　幻想的に美しいのは、人の姿のクアスだけではない。竜のクアスもだ。大きな身体は信じられないくらいに、軽やかに静かに、雪の花降り注ぐ空へと舞い上がる。







　結局ユーニは何も言えずにクアスを見送って、いつものように家事に戻るしかなかった。

　昼食は元々ユーニひとりだが、朝食も夕食もクアスが摂らないなら、作ろうとは思わない。自分の為に作るなんて材料がもったいないと思ってしまうのがユーニらしい。半端に残っているパンや痛んでしまいそうな果物や野菜を、クーと一緒に食べるくらいでいいと思っている。特に用意しないとなると、掃除や洗濯、お茶の菓子の用意が済んでしまえばやる事がない。

　余った時間でメレディアが教えてくれた簡単な読み書きをおさらいしつつ勉強する事にして、クーと一緒に厨房を出て部屋に向かおうとすると、山吹の元気な声が響いた。

「こんにちはー！　ダーダネルス百貨店外商部の山吹ですー！　いつもありがとうございますー！」

　珍しく、玄関からではなかった。今朝クアスを見送った中庭からだった。

　ユーニが居間に入ると、例の掃き出し窓越しに、紺色の外套にも山吹色の髪にも雪を積もらせた山吹が笑顔で立っていた。

「本日は中庭から失礼させて頂きます。クアス様のご注文の品を急ぎご用意致しました」

　窓の鍵を開けて中庭に出ると、山吹は庭の片隅を指し示す。

　そこには布をかけられた木箱が積まれていた。大変な量だ。これを山吹はひとりでどうやって運んできたのか。

「木箱には帆布はんぷをかけてありますので、雪に濡れる心配はございません。……帆布をご存知ですか、ユーニさん。船の帆ほに使うものですが、大変水濡れに強いのでございます。帆布は濡れる事によって目が詰まり、水を通しにくくなるのです」

　山吹は積まれた木箱の山に歩み寄り、いつもの巨大な黒いトランクから更に帆布を取り出し、木箱にかける。これで完全に木箱は帆布で覆い尽くされた。

「ご注文頂いた砂糖と塩でございます。クアス様のご指定通りに砂糖と塩を組み合わせて一箱ずつ詰めてあります。……クアス様はご在宅ですか？」

　この屋敷に出入りし始めたばかりの山吹はまだまだ新人らしくたどたどしかったが、最近はすっかり立派なダーダネルス百貨店の外商部員らしい風格になっている。ユーニから見てもとても落ち着いて、頼りになる雰囲気だ。

「ここ数日、とても忙しいみたいで、朝も早いし帰ってくるのも夜遅いです。……受け取りのサインですか？」

「いただけたら助かりますが、クアス様がご不在ならば」

　思わずユーニはにこにこ微笑んでしまう。ここで初めて、勉強の成果が生きるのだ。

「ぼくも、クアス様の名前と自分の名前なら、書けるようになりました」

「それは素晴らしいですね……！　『読み聞かせフクロウ』は、お役に立てましたか？　きっとこの子は、ユーニさんと仲良くなれると思っていました」

　山吹も嬉しそうにぱあっと笑顔になる。ユーニは知らないが、ダーダネルス百貨店の従業員がこんな人間のように感情を露わにするのはとても珍しい事だ。いつも彼らはとてもビジネスライクで、そんな姿を見せる事はない。山吹がまだまだ新人だからこそだ。

「はい。クーはとても賢くて、いつも傍にいてくれて……それに、とても優しいです。ぼくはいつもクーに助けてもらっています」

　褒められていると分かるのか、クーはユーニの肩の上で丸くなって、ユーニの頬にすり寄る。そのクーの姿に山吹もとても嬉しそうだ。

「それはよかった……！」

　思わず無邪気に素に戻ってしまった山吹は、慌てて言い直す。

「……お客様に当店の商品やサービスにご満足頂ける事は、大変な喜びです。では、サインをお願い致しますね」

　居間のテーブルについて、山吹の差し出す書類に、渡された羽根ペンでしっかりと、自分の名前とクアスの代理である事を記す。このペンも不思議なペンだった。インクがなくとも文字が書ける。

「ところで、あの外の木箱の、あれは全部砂糖と塩なんですか？」

「はい。急ぎ用意して欲しい、とご依頼がありまして。他の注文は後回しで、これだけは最速でと仰っていました」

「あんなにたくさん、何に使うんだろう……？」

　ユーニのいた村では、砂糖は高級品だった。塩は海に隣接する街から持ち込まれるのでそれほどではなかったが、砂糖は特別だ。この地方ではサトウカエデの樹液から作る事ができたが、それはごく少量で貴重だった。ユーニにとって砂糖と言えばその貴重なサトウカエデの茶色い砂糖で、白砂糖の存在は知っていたものの、この屋敷に来るまで本物を見た事がなかった。あるところにはこんなにたくさんあるものなのだと思い知らされる。

「以前、メレディア様からもご注文頂いた事があるそうですよ。何十年かに一回くらい、こんなご注文があるそうです。決まって冬場ですね。ダーダネルス百貨店では、お客様がご使用目的を仰らない限りは、お伺いしない事になっているので、私も何にお使いになるのかはお聞きしておりませんね……」

　てきぱきと書類をしまい、代わりにトランクから新しいカタログを取り出して並べながら、山吹も首を傾げる。カタログを並べ終えると、山吹はまたトランクの中を漁り、小さな布の小袋を取り出した。いつか山吹に、もらった、不思議に綺麗な飴の袋だ。

「……これは、私からユーニさんに。文字を書けるようになったご褒美に、というのは大変におこがましく失礼ではございますが、ユーニさんを応援したいのです。よかったら受け取って頂けますか」

　「失礼だなんて、そんな事ないです！　とても嬉しいです……！　この飴、大好きです。不思議に綺麗で、すごくおいしくて、クーと一緒に大事に食べます」

　差し出された飴の袋を、ユーニはありがたく受け取る。何より、山吹の気持ちが嬉しかった。こんな風に励ましてもらえるなんて、とても幸せな事だと思う。

　クアスもいつもよくできた時は褒めてくれた。誰かに認めてもらえると、とても嬉しくて励まされて、もっと頑張ろうと前向きな気持ちになれる。

　山吹を見送って、それからユーニは再び、窓の外の帆布に包まれた木箱を眺める。

　本当に、こんな大量の砂糖や塩を、何に使うのだろうか。幾ら考えても、さっぱり思いつかなかった。







　予告通りにクアスは夜遅く帰って来た。

　クアスはずぶ濡れのまま厨房に入ってくると、本を広げてクーに読んでもらいながら字の練習をしていたユーニに、羽織っていたマントを手渡す。これは初めて出会ったあの夜明けにクアスが来ていた露草色のマントだ。

「ずぶ濡れになった。洗っておいてよ。あと、お茶の用意も頼んだ」

　怒っているような不機嫌な口調ではなかったが、やはり疲れているように見える。

「山吹さんが砂糖と塩の木箱を持ってきてくれました。すごくたくさんの。風邪引いちゃいますよ、早くお風呂に入って暖まった方が」

　金色の髪もぐっしょりと濡れそぼって、マントを受け渡すその手も冷たく凍えていたが、クアスは適当に頷くだけだ。

「ああ、見たよ。よかった、予想より早く用意してくれた。……ユーニ、お茶は僕の部屋に用意して。悪いけど今は時間がないから」

　何をそんなに急いでいるのか分からないが、とにかくクアスは時間が惜しいようだ。ずぶ濡れのまま、足早に自分の部屋に行ってしまった。

　慌てて小さなティーワゴンに茶器と茶菓子を用意しながら、キッチンストーブにやかんをかけて、ユーニはリネン庫に駆け込む。幾つかタオルを持ってクアスの部屋へ向かうと、クアスは書斎机に座って何か書き物をしていた。

「せめて着替えだけでも」

　そう声をかけても、クアスは書き物から目を離さない。

「竜は風邪なんかひかないから大丈夫。……ああ、でも紙が濡れる。ありがとう」

　クアスは書き物から目を離し、タオルを受け取って濡れた髪を拭きはじめた。ユーニは急いで着替えを用意して、書斎机の傍の長椅子に置く。

　文字の勉強を始めたとはいえ、まだまだそんなにたくさんの言葉は分からない。クアスが何枚も散らかしている紙に書かれた文字が人間の文字なのは分かるが、内容はさっぱりだ。かろうじて読めたのは、砂糖、水、塩くらいか。

　木箱の中身も砂糖と塩だ。この紙と木箱。一体クアスは何に使おうとしているのか。

「あとでユーニにも仕事を頼むから、今夜はしっかり寝ておいて。……明日は朝早くから頼むと思うよ」

　ユーニは忙しそうなクアスの邪魔をしないように再び厨房に戻り、カンカンに沸いたやかんからティーポットにお湯を注ぐ。

　本当に、一体クアスは何をしようとしているのだろう。







「……ユーニ、起きろ。できたから手伝え」

　揺すり起こされて、ユーニは慌てて跳ね起きた。

「ごめんなさい、寝過ごしました！」

　まだ夜中といっていいだろう。枕元の籠の端っこでいつものように寝ていたクーも突然起こされて寝ぼけているのか、『むー』とも『くー』ともつかない、普段聞かないような変わった鳴き声をあげている。

「寝過ごしてない、早く終わったから起こしたんだ。早くコートを着て、中庭に来るんだ。手伝ってくれ」

　なんだか分からないが、急いで手伝わなければ。ユーニは飛び起きて着替えると、クーを懐に入れて中庭へ向かう。

　まだ夜も明けきらない。真っ暗だ。けれど雪はやんでいた。今は雪の降り積もった中庭を幾つものオイルランプが煌々と照らしている。

「この紙を一枚ずつ、全部の木箱に入れる」

　言いながら、クアスは雪の降り積もった帆布を引き剥がす。木箱を器用に開けてどんどん並べながら、ユーニを振り返る。

「箱を開けていくから、ユーニはこの紙を一枚ずつ入れて蓋を閉めてくれ」

　その紙は夕べクアスが書いていたものだ。砂糖、水、塩など、見覚えのある文字が並んでいる。

「……これ、何に使うんですか？　どうしてそんなに急いで用意を」

「あとで纏まとめて話す。今は説明するのが面倒だ」

　砂糖と塩が詰まった木箱は重いはずだが、クアスは積み上げられた山から軽々と持ち上げ、降ろす。人の姿をしていても、屈強な竜なのだとこんな時に思い知らされる。明らかに人とは異なる腕力に体力だ。こんな湖の精霊かと見まごうほど繊細に美しいクアスも、考えられない力強さだ。

　色々よく分からないが、とにかく急いで作業しなければならない。ユーニは降り積もった雪を踏みしめながら、手早く正確に仕事をこなしていく。







　全部作業が終わり、木箱を閉めて積み終わった時には、もう夜が白々と明け始めていた。

　冬の夜明けは厳しい寒さだ。けれどミルクを流したような靄の中で、昇り始めた朝陽を受けきらきらと輝く白く凍った木々が浮かび上がる姿や、遠くに霞む雪山の美しさは、筆舌にしがたい。クアスがこの湖をこよなく愛する理由がよく分かる。

「じゃあ僕は出掛ける。……ユーニも疲れただろ。朝食をとったら横になるといい」

　確かにくたくただった。しっかり厚着をしてよく動き回ったおかげで寒さはそれほどではなかったが、びっしりと詰まった木箱は、人間で、更に体格がいいとは全く言えない、貧相に痩せ細ったユーニには重すぎた。

「クアス様もずっと忙しそうで疲れてるし、寝ていないのに。少し休んだ方がいいです」

「竜がそんなやわなわけないだろ。竜の寿命は長いんだ。軽く千年は生きる。だから無駄に丈夫なんだよ。……ユーニは付き合わなくていい。人間が竜と同じにできるはずがないんだから、休んでおくんだ」

　そう言っている間に、クアスの足下から小さな風の渦が這い上がる。降り積もった雪がその風に煽られ、舞い上がった。

　粉雪舞う小さな嵐はあっと言う間に巨大な暴風へと成長する。その雪嵐の中から現れた翡翠の鱗を纏った竜は、小さな鳴き声を上げ、木箱の山を鋭い爪の生えた前脚で木箱の山を掴みあげると、翼を広げた。いつものように静かに風のように、巨大な身体は空に舞い上がる。

　白く煙る空に消えていくみどりの影を、ユーニは静かに見送る。

　疲れてくたくたで、とても眠たかった。懐の中でクーも眠たげに目を細めている。

「ご飯食べて寝ようか。……クーは寝かせてあげればよかったね、つい連れて来ちゃった。ごめんね」

　クーはくちばしをユーニの胸元に埋めて、小さくいやいやするように、身じろぐ。

「一緒にいたいって思ってくれた？　……ありがとう、クー。いつも傍にいてくれて」

　ふと、クアスが何気なく言っていた言葉を思い返す。

『竜の寿命は長いんだ。軽く千年は生きる』

　流れる時間が違う事は分かっていた。

　きっとその竜の長い生の中で、ユーニが存在した時間なんて、ほんの一瞬だろう。瞬きのようにあっと言う間に過ぎ去ってしまう時間だ。

　そんな出会いと別れを繰り返していくなら、竜は、寂しくないのだろうか。悲しくはないのだろうか。

　疲労と睡魔でぼやけた頭の片隅で、ユーニはそんな事を考えていた。







　クアスは何度か帰って来たが、竜の姿のまま休む事もなく、また木箱を掴んで飛び去っていった。それを庭に積まれた木箱がなくなるまで繰り返し、忙しなく飛び回って屋敷に戻ってきたのは、次の日の明け方近くだった。

　帰って来たクアスは、さすがにここ数日で疲労していたのであろう。お茶も飲まずに寝てしまって、起きてきたのは丸一日経ってからだった。

　人間なら何度か起きるだろうに、クアスは一度も起き出す事なく、死んだように眠っていた。あまりに静かに眠っているので、ユーニは心配のあまり、何度か寝室まで様子を見に行ってしまっていた。

「……死んでないから。竜は寝なくても平気だけど、寝ようと思えばこれくらいは寝続ける」

　起き出してきたクアスは少々呆れたような顔をして、ユーニの用意した朝のお茶を飲む。

「あんなに飛び回り続けたのは初めてかもしれないな。営巣地探しでだってこんな慌てて飛び回った事はなかった」

　それはユーニもとても気になるところだ。こんなに慌ただしく不眠不休で、クアスは何をしていたのか。それにあの砂糖と塩の詰まった大量の木箱。あれもどこに消えてしまったのか。そうユーニが尋ねると、食後の果物をクーと一緒に食べていたクアスは、軽く頷いて見せた。

「じゃあ、何に使ったか教える。この林檎を食べ終わったらね」







　クアスに言われた通りに、ユーニは砂糖と塩の入った壺と、水の満たされた水差し、それからライムを用意して、テーブルに並べた。

「これは父さんが作り方を教えてくれたんだ。ガルビア半島ではよく使われる病人の為の飲み薬だ」

　クアスは大きめのグラスに砂糖と塩を量り入れる。砂糖に比べれば塩はほんの少しだ。そこに水を注ぎ込み、スプーンでぐるぐるかき混ぜる。

「薬草は入れないんですか？」

　ユーニにとって、薬と言えば薬草だ。これは薬草とは違うような気がするが、この高級な白砂糖は、滋養たっぷりにも思える。これが薬なのだろうか。

「これで完成。……飲んでみる？」

　手渡されたその『病人の為の飲み薬』をユーニは勧められるままに飲んでみる。甘くて、少しの塩味を感じるが、何の変哲もない砂糖と塩と水だ。それ以上でもそれ以下でもない。

　不思議に思いながらグラスの中を見つめていると、クアスがそこにライムの果汁を搾り入れる。

「あればライムやレモンを搾るとさっぱりして飲みやすくなる。……レモンはこの辺りじゃ貴重かな」

　ライム香るグラスに、ユーニは再び口を付ける。おいしくなったような気がするが、やはり砂糖と塩と水だ。

　なんとも不思議に思っていると、クアスは小さく笑いを漏らす。

「なんでこれが薬？　って思ってるだろ？　これは高熱や下痢が続いて弱った病人の為の薬だ。これを飲める間は死ぬ事はない。風ふう疫えきにはこれしか効く薬はない」

「風疫？　聞いた事ないです」

「簡単に言えば重い風邪だな。あの村でばたばた人が死んでたのは、この風疫のせいだ」

　ここで村の話が出てくるなんて、思いもしなかった。ユーニは心臓が跳ね上がる。

「厳しい寒さになった冬に流行りやすいって聞いたな。僕の故郷のガルビア半島でも、たまにこんな風疫が冬に流行る。この薬が用意できない貧しい地域には、母さんが材料を配っていた。……これのたちが悪いところは、治す薬がない事だ。栄養とって寝るしかない。なのに、ひどい高熱と吐き気のせいで、食べる事もままならなくなるし、高熱や嘔吐、下痢のせいで身体が乾いていく。……で、この水と砂糖と塩が薬になる。正確に言えば薬じゃないが、この病気を治すのにこれが一番効くから、薬って呼んでる」

　皿の上の絞ったライムをクーがつついている。いい香りにつられたようだが、酸っぱさに驚いたのか、きゅーっ、と不思議な声をあげていた。

「これを治るまで飲み続ける。それから、部屋の中で鍋いっぱいの湯を絶やさず沸かし続ける。この病気は湿気を嫌うんだ。乾燥させていると重くなるし、病気が移りやすくなる。だから鍋に湯を沸かし続けるのが大事なんだよ」

　クアスは『絶対に助けない。そんな奴ら、苦しんで死ねばいい』そう言い切っていた。そう言っていたのに、助けてくれた。

　ユーニはぱあっと笑顔になる。そう笑みを浮かべながら、泣きそうだった。胸がぎゅっとなるくらい、嬉しかった。

　ユーニの泣きそうな笑顔に気付いたクアスは、慌てて口を開く。

「あの病気は、簡単に人に移るんだ。だからあっと言う間に広がる。あの村でそんなに人が死んでるなら、この国中で流行はやってる可能性があった。だから数日飛び回って調べたら、他の村や街でもごろごろ人が死んでいた。病気が流行って人が死ぬと、国が貧しくなるのは当然の事だ。そうなると僕の巣作りにも影響がでる。……あの村は死んでも助けたくなかったけど、この病気は移るからな。あの村だけ治さなかったら、また他の村や街に飛び火する。しょうがないから木箱を置いてきてやった」

　あの紙は、この薬の作り方だったという事だ。ユーニはやっと納得した。あの紙に書いてあったのは、砂糖、塩、水。クアスは木箱一杯の砂糖や塩と一緒に届ける為に、風疫の対策法とこの飲み薬の作り方を、夜通し何枚も書き続けていたのか。

　耐えきれなかった。ユーニは堪えきれずに、泣き出す。

「ありがとうございます。……クアス様は、竜は神様じゃないって言っていたけど、でも、竜が、クアス様がこの国に来てくれなかったら。助けてくれなかったら。クアス様がいなかったら、どうなっていたか……きっとたくさんの人が亡くなっていました……」

　どんな言葉でも、感謝を伝えられない。必死にユーニは考えるが、出てくる言葉はたどたどしくて、つたない。もどかしかった。

「……なんで泣くんだよ。泣く事はないだろ……」

　ライムの皿の上でくぅくぅ鳴いていたクーを摘まみ上げて、ユーニの頬に押し付ける。クーはユーニが泣いているのに気付いて、大慌てだ。肩にしがみついて一生懸命くちばしで涙を拭おうとしている。

「助かるかどうか。砂糖が高く売れるからって独り占めするような馬鹿がいないといいな。いなければ死ぬ人は激減するだろ」

　こんな風に言っているが、クアスは何日も国中を飛び回り、病気を調べていた。そして、この薬を届ける為に、休まずに飛び回り、木箱を運び続けた。

　どんなに竜が屈強でも、休む間もなくこんなに飛び続けるのは、決して楽な事ではないはずだ。少しでも多くの命を救う為に、彼は飛び続けた。だからクアスは、何もかも終わった後に、疲れ果てて死んだように眠っていた。

　もしもこの国にクアスが巣を作らなければ、どれだけたくさんの人が亡くなっただろう。　クアスはこんな風に厳しい事を口にするけれど、とても優しい。死にゆく人々を見捨てられるような、そんな冷たい魔物などではない。だからどこの誰かも分からない、みすぼらしく汚らしいユーニも助けてくれた。あれほど嫌っていた村の人々も、分け隔てなく、助けてくれた。

　竜は国の守り神にもなると誰かが言っていた。それは本当の事だとユーニは思う。

　こんなに嬉しくて幸せなのに、涙が止まらなかった。嬉しくても涙が出る事を、ユーニは生まれて初めて知った。

「……不思議だ」

　そう呟いたクアスの指先が、ユーニの濡れた頬に触れた。触れた優しい指先は、零れ落ちる涙を拭う。

「あんなひどい目に遭わされて、どうして憎まないんだ。……どうしてあんな奴らの為に、泣くんだ」

　責める口調ではなかった。まるで幼子のように、無垢な囁きだった。

　そのクアスのあまりに優しい指に、ユーニは余計に泣きたくなる。切なくなるくらいに、胸が痛む。

　分からない。あの頃、悲しく思う事はあった。けれど、憎いと思う事はなかった。それは信じたかったのかもしれない。誰もが生きていく為に必死だっただけだと、そう、信じたかった。







　空は重く分厚い雲に覆われるようになった。その灰色に凍てついた空から毎日、花びらのように大きな雪片せっぺんが降り注ぐ。

　小雪がちらつくくらいですむのは初冬だけだ。日増しに雪は容赦なく降り積もるようになる。木々も屋敷も大地も真っ白に覆い尽くされ、凍り付いていく。

「これなら川や湖が凍るっていうのも納得だ。綺麗だなんてのんきな事言ってられるのも、粉雪までだな。雪も雨も好きだけど、寒いのは大嫌いだ」

　そんなわがままな事を言いながらも、クアスは毎日のように、この凍えるような寒さの冬天に飛び立つ。多少吹雪いても必ずだ。

　レダ王国全土に吹き荒れた風疫の猛威も今は沈静化したようだが、それでもクアスは国中の見回りも例の『飲み薬』の材料になる砂糖と塩の木箱の備蓄も怠らない。

『竜は国を護る』という言葉通りに、クアスはこの国と共に生きていこうとしているのだと、ユーニは思う。

　貢物らしきものもぐっと増えた。クアスが持ち帰る様々な食べ物や上質の絹や木綿、織物、財宝は以前より遥かに多い。

　人々は風疫から救ってくれた竜に感謝をしているのだろう。まあ、時々クアスが持ち帰るものの中には、貢物ではなくどこかで強奪してきたものでは……と思われる出所があやしい品々もあるけれど。それは美しいものの虜にならずにいられない竜のさがであり業でもあると、ユーニもなんとなく分かってきた。

　そんな竜の習性に慣れると同時に、家事にも慣れてきたおかけで、ユーニは以前ほど家事に時間がかからなくなっていた。それに今は茨の森も眠りについて、外でできる仕事もない。

　余った時間にどんな仕事をすればいいのか。そうクアスに尋ねると、クアスは少しの間、沈黙していた。また久々に見る、あのなんとも言えない不思議な表情のまま、口を開いた。

「余った時間は好きに遊べばいいよ。一日中働き続ける必要は全くない。……まあ、遊ぶっていう発想がなさそうだけど」

　実際、ユーニは村にいた頃は働きづめだった。少し休める時間があれば、座ってぼんやりするのが一番の楽しみだったかもしれない。起きてから眠るまでの間、手が空いているようなら誰かしらに仕事を言いつけられていた。

『好きに遊べ』と言われても、どう遊んだらいいのかすら、ユーニは分からない。そのユーニの戸惑いにクアスも気付いているようだった。

「勉強兼ねて読書かな。読み書きできるようになって来たし、本を読むのは気晴らしにも娯楽にもなる。余暇よかを楽しむのにも文字は必要なんじゃないかな」

『余暇』とは何かとユーニが聞き返す前に、玄関の呼び鈴が鳴り響いた。誰かと思うまでもない、ダーダネルス百貨店の山吹だ。







　ユーニの部屋の隅に新しく置かれた本棚には、ぎっしりと絵本や童話の本が詰め込まれた。


いいタイミングで現れた山吹に、クアスが『適当に良さそうなの、今買った本棚いっぱいに頼む』と注文すると、山吹はそれはもう嬉しそうに、例のトランクから次々と本を取り出してはぐいぐい並べていた。



「これは給金とは別。文字を覚えるのも仕事の一環だし、僕はユーニの働きぶりを評価してる。だからこれはご褒美みたいなものだ。クーと一緒に読めば勉強にも娯楽にもなるし」

　そうクアスは言っていた。どれもこれも真新しい、ぴかぴか新品の本だ。綺麗な装丁と綺麗な挿絵で、見るからに高価そうで、ユーニは触るのにも躊躇した。汚してしまわないかとびくびくせずにいられない。

　あまりに緊張しこわばった手で本をめくるユーニに、クアスは呆れたようだった。

「これはユーニのものだ。だから好きにすればいい。本は読めば読むほど汚れるしボロボロになる。むしろそれでこそ本も僕も喜ぶから、そんなびくびくするな。堂々と読め。これはユーニのものなんだ」

　そう言われても最初はやはり、恐る恐るだった。けれどそんな恐れも、すぐに忘れ去った。

　村の人々が子供達に語り聞かせるおとぎ話を時々耳にするだけでも、とても楽しかった。絵本や童話の本には、それよりももっと不思議で綺麗で、時に残酷で時に悲しく、そして時に楽しくて幸せな気持ちになれる、魅力溢れる幻想の世界が広がっていた。初めて手にした本の世界に、ユーニは一瞬で夢中になった。

　読めないところはクーに読んでもらい、分からない言葉は貯めた給金で山吹から買った辞書を引く。驚くほど読める文字が増えたし、書けるようにもなった。山吹がくれたカタログを見ながら、勉強に必要なものを自分で選んで買えるようにもなった。

　これだけ読めるようになると、料理の本ももっともっと、理解できるようになった。

　最初にもらった料理本の、後ろの方のページに載っていた果物やクリームで綺麗に飾られた豪華なケーキやパイの作り方は、何度クーに読んでもらっても作業の手順がなかなか理解できなかったが、本棚に収められた本の半分以上を読破した今読むと、驚くほど内容が分かるようになった。

　余った時間を楽しみながら勉強できる。クアスの言ったとおりだった。

　この日も、ユーニは居間の暖炉の前で本を読んでいた。最近はクアスの帰りをここで本を読みながら待っている。ここなら、寒い中帰って来たクアスが中庭に降りるのがすぐ分かる。クアスが人の姿になって居間に入ってくるのと同時に、暖炉にかけられたやかんからあつあつのお茶を淹れる事ができる。

　クーも傍にいるが、以前ほど貼り付いて読み上げてもらわずとも、ユーニは本が読めるようになっていた。なのでクーものんきに、その辺をふんふん歩き回るほうきウサギの背中に乗って毛繕いをしてみたり、窓辺で雪を眺めたりと、気ままに遊ぶようになった。

　クーはとても耳がいいようで、クアスが帰ってくるとすぐ気付く。遠い竜の羽ばたきが聞こえているのか、すぐにユーニに教えてくれた。今もほうきウサギの背中にとまって毛繕いのお手伝いをしていたが、急に飛び立ち、窓辺に舞い降りた。少しの間外を見つめ、それから羽根ペンを握るユーニの手元まで、慌てて飛んでくる。

「どうしたの、クー。何か外にいた？　この間みたいに、吹雪で迷った小鳥かな？」

　クーは何かを訴えるように、ユーニの袖口をくちばしで摘まみ、ぐいぐい引っ張る。ユーニはクーをそっと掌に載せて、窓辺へ歩み寄った。

　外の吹雪は止んでいたが、真っ白な雪は変わらず、降り続いている。白く凍った中庭も茨の森もいつも通りで、特に何か変わった様子はないが、まだクーはユーニを見上げてくぅくぅと鳴いて訴えている。

　これだけクーが鳴くのだ。何かあるのだろう。ユーニは分厚いコートを羽織って、クーを懐に入れ、降り積もった雪を踏みしめながら、中庭を歩き出す。

　中庭を一巡しても、まだクーは鳴いている。ユーニはクアスの指輪に祈りながら茨の森を開き、森の中にも足を踏み入れた。

　茨も木々も今は真っ白に凍った樹氷になっている。硬く積もった雪を慎重に踏みしめながら、ユーニはクーに導かれるままに、湖へ向かって歩き続ける。耳を澄ますと、細い歌声が聞こえてきた。寒さにかじかんだ、かすれた声だ。けれどこの声にも歌にも、聞き覚えがあった。

　ララが小さな我が子に歌い聞かせていた、あの歌声だ。

「……ララさん！」

　ユーニは弾かれたように駆け出す。まさかララの小さな子供たちに、何かあったのか。クアスの救いの手は、間に合わなかったのか。

　いつかララと話した切り立った崖まで出ると、ララのか細い歌声は途切れた。

「……いた！　やっと会えた！」

　ララの元気な声が響く。粗末な小舟に毛布に包まって座り込む、ララの姿があった。その髪にも古ぼけた毛布にも、真っ白に雪が降り積もっている。

「竜に頼んでくれて、ありがとう！　みんな、元気になったよ！　あんたと、みどりの竜のおかげで！　ありがとう、あたし、どうしてもお礼を言いたくて！」

　こんな真っ白に雪に覆われるまで、ララはずっとここでユーニを待っていたのか。会えるかも分からないのに、ずっと。

「ララさん……。風邪引いちゃいます。病気になっちゃいますよ。……お礼なんて、いいんです」

　目頭がじわっと熱くなる。泣き出したくなるくらい、ララは生真面目で、優しい。凍えているだろうに、それでもララはにこにこ笑顔で崖の上のユーニを見上げ、毛布の中から、小さな籠を取り出した。

「村の皆にもあたしの亭主にも、あんたの事、内緒にしてるから……。こっそり準備したから、大したお礼ができないけど、どうしても、あんたと、竜にお礼がしたかったの」

　少し恥ずかしそうに、手にした籠をユーニに差し出す。

「これ、前にあんたがおいしいって言ってくれた、そば粉のビスケット。……こんな粗末なもの、竜は食べないかもしれないけど。他に何もいいもの用意できなくて。竜に捧げられるような豪華で綺麗なものじゃないけど、こんなので恥ずかしいけど、一生懸命作ったから……」

　豊かな生活をしている人から見れば、粗末なものかもしれない。けれど村ではこんな甘いお菓子は、とても贅沢なものだった。ララが自分の分を削ってでも、このビスケットをユーニに分けてくれていた事を、忘れてはいない。これをララが必死に工面して作ったと、ユーニが分からないはずがなかった。

「ララさん……」

　受け取ろうか、一瞬迷う。ララが厳しい生活の中でなんとか作ってくれたお菓子だ。それを受け取ってしまっていいのか。ララやララの子供たちに食べて欲しいとも思うと、迷わずにいられない。

　けれどこれは、ララの気持ちなのだ。村を救ってくれた竜に、感謝を込めて捧げる為のものなのだ。

「ねえ、いつものちびちゃんは？　ちびちゃんに、手伝ってもらおうと思って」

　ララは取り出した縄を器用に籠に結びつけ、その端を見せる。

「この子の事かな。……クー、ララさんが、お手伝いして欲しいって」

　懐のクーを掌に載せてそう話し掛けると、クーは理解したのか、すぐに飛び立ち、崖下の小舟の上、ララの船縁ふなべりまで飛んでいく。

「ちびちゃん、この縄の端っこを、あの子に持って行ってあげてね」

　ララがそう言い聞かせると、クーは縄の端を掴み、ユーニのところまで飛んで戻る。ユーニの手に、無事に縄は渡された。

「ゆっくり引き揚げてね！」

　ララの手元から、縄を使って籠はしっかりと、ユーニの手元まで届けられた。ララの纏っていた毛布にくるまれていたはずなのに、籠はひんやりと冷たい。ララはこの極寒の湖上で、どれほどの時間、来ないかもしれないユーニを待ち続けていたのだろう。

　籠の中の布に包まれたビスケットを受け取り、それから籠をララに戻そうとして、思い出す。このコートは外仕事の時に着ていた。だから喉が渇いた時の為に、山吹にもらった飴玉を持ち歩いていた。そのままポケットにしまっていたのを思い出し、飴玉の袋をビスケットの代わりに、籠の中にそっと入れておく。

「ララさん、ありがとうございます。……竜に、クアス様に伝えておきます。きっと、喜んでくれます」

　再び縄を使ってララの手元に籠は戻った。ララは笑顔でユーニを見上げる。

「ララさん。……ぼく、名前をつけてもらいました。ユーニって名前です」

　ララは笑顔のまま、頷く。

「すごく大事にされてるんだね。……ユーニかあ……。すごく優しい響きね。あんたに……ユーニにぴったりの、素敵な名前」

　笑うララの眦に、涙が浮かんでいたのはユーニの気のせいではないだろう。

「……優しいユーニと、優しい竜に、祝福があるように。幸いがあるように」

　ララはそう祈りを捧げ、小舟を漕ぎ出した。

　冷たい湖の上に、真っ白な雪の花びらが落ち、溶けて消えていく。とても冷たい風が吹き抜けていても、ユーニは心から暖かく幸せに思えていた。







「お礼」

　いつものように雪の中帰って来たクアスは濡れた髪を拭いながら、お茶のテーブルに置かれた、煤けたような地味な色合いのビスケットを眺める。

「そば粉のビスケットです。松の実やしいの実が入ってます。ぼくの村では、これがすごいご馳走だったんです。……ちょっと地味かもしれないけど、すごくおいしいと、ぼくは思います……」

　メレディアが籠いっぱいに持ってきたお菓子を思い出すと、語尾がだんだん小さくなってしまう。あんな華やかでおいしいお菓子に比べたら、とても見劣りするし、貧しくつましい食べ物だ。

　こんな粗末なものを捧げられて、クアスは不愉快に思わないだろうか。一瞬不安になるが、クアスは何の躊躇もなく、ビスケットに手を伸ばした。

「どうせ食うや食わずの貧しい村なんだろ。そんな貧しいのに、竜に貢物なんかやってる場合じゃないだろ。家族に食べさせてやればいいのに」

　そう言いながら、クアスはビスケットを一口囓る。ゆっくり噛み締め、それから再び口を開く。

「……ああ、噛み締めると素朴にうまいな。じわじわ甘みとなんだろう、しいの実と松の実かな。この実がおいしいな、ちょっと喉渇くけど」

　ビスケットを囓りながら、ユーニにお茶のおかわりを催促する。

「これ、ご馳走だって言ったけれど、村にいた頃、ララさんは自分の食べる分を削って、ぼくにも分けてくれてたんです。小さい子供もいるのに、他人のぼくにも。……だから、村の人も悪い人ばっかりじゃないんです」

　クアスはビスケットを囓りつつ欠片をクーに分け与えながら、黙って聞いていた。何を考えているのか、ユーニにはさっぱり分からないが、不機嫌そうには見えなかった。

「ララさん、皆元気になったって、とっても喜んでました。……ありがとうございますって」

　それから、素敵な名前だって褒めてくれました。クアス様がつけてくれた、ぼくの名前の事。

　そう言いたかったけれど、気恥ずかしくて言い出せなかった。『大事にされてるんだね』というララの声を思い出す。

「ララって女は、ユーニみたいに生真面目だな。そういう馬鹿みたいに真面目なのも、こういうビスケットも、嫌いじゃない。一生懸命作ったものがまずいはずがないし。……ユーニも食べるといい。きっとその女も、ユーニに一番、食べさせたかったんだろう」

　クアスは摘まんだビスケットを、ユーニの掌に載せる。ユーニは素直に受け取り、口に運ぶ。

　そんな昔の事ではないのに、懐かしい味に感じられた。いつも空腹を抱えていたユーニに、ララがそっと手渡してくれたビスケット。今食べても、じんわりと甘く穏やかで、優しい味わいに感じられる。

　クアスがあれほど嫌っていた村の人々を救ってくれた事も、ララを嫌わずに認めてくれた事も、この、ララの精一杯の気持ちであるビスケットを受け取ってくれた事も、何もかもが、ユーニは嬉しかった。


六　三つの仕事







　毎日のように降っていた雪は厳冬げんとうを越え、緩やかに霙みぞれや雨へと変わっていく。暗く沈んだ分厚い雲に覆われていた空は、時折、気まぐれに晴れ間を見せるようになった。

　真っ白に凍り付いていた中庭も茨の森も、今はその雪化粧を剥ぎ取られ、元の少し寒々しい姿に戻っていた。葉を落とし緑を失い、枯れたように見える木々も茨も庭先も、密やかに小さな新芽が息づいている。

　長く厳しい冬が終わり、この茨の湖に高山からの雪解け水が流れ込む、穏やかな春がやってくる。

　また花や草木が生き生きと生い茂る、光に満ちた暖かく穏やかな季節が来ると考えるだけでユーニはうきうきせずにいられないが、その幸せそうなユーニとは対照的に、クアスはなんだかとても、機嫌が悪い。

「雪解けは大歓迎だけど、気が重い」

　機嫌が悪いというか、憂鬱ゆううつそうだというか。クアスの周りだけ、冷たい風が吹き付ける暗雲立ちこめる冬空のままのような雰囲気だ。

「寒いの大嫌いだって言ってたのに……。もうすぐぽかぽかの春になりますよ。嬉しくないんですか？」

　ユーニは居間の暖炉の前で真冬用のコートやブーツ、手袋などの防寒具の手入れをしていた。少しずつ冬物の片付けをしているが、これも春を迎える準備のひとつだと思うと楽しくて仕方ない。が、相変わらずクアスは仏頂面でお茶を飲んでいた。

「春はめんどくさい時期なんだよ、竜にとって。気が重い季節だ。……そういえばこの前、初めて人間の娘が貢物に捧げられてたな。知るか、あんなのいらない」

　クアスは忌ま忌ましげに吐き捨てている。やはり他の街でも竜に人間を捧げるのは当たり前のようだ。ユーニも思えば最初は竜の貢物になるはずだった。

「春が近いからっていう余計な気遣いか。本当に余計なお節介だ。あの程度の美人で竜が満足すると思うなんて、人間は美意識が低すぎじゃないか」

　話の流れから察するに、普通は竜に食べられる為に捧げられるものではないのかもしれない。クアスは『竜は人間なんか食べない』と言っていたが、では、捧げられた人間はどうなるのか。

　ユーニはクアスが以前言っていた事を思い出す。

『心から綺麗だと思える人間でなければ、番人にする意味がない』

　綺麗な人間だけが『番人』になれる。捧げられた人間が美しいなら、竜の『番人』になるのか。

　春と人間を捧げる関連性が分からないが、とにかくクアスが何もかも気に入らず苛立っているのはユーニにも伝わった。いつも以上に辛辣しんらつでわがままだ。

「どうしてそんなに春が嫌なんですか？」

　思い切って聞いてみる。元々クアスは綺麗な顔とは裏腹に、ちょっぴりひねた物言いだが、こんなにむやみに苛立っているのは、あまりに不自然だ。

　クアスはテーブルに頬杖をついて、やや膨れたような顔をしていた。不機嫌なまま、口を開く。

「春は繁殖の時期なんだ。いわゆる発情期が来る。……言っただろ。竜は神様じゃない、動物だって。本当に動物なんだよ」

　発情期。

　それが何なのかくらい、ユーニも知っている。家畜小屋で寝起きしていた事もあったし、盛りのついた犬や猫なら村でもよく見かけていた。

　この、湖の精霊のような、湖の精霊と見まごうような美貌のクアスに、あの、翠玉の鱗を持つ幻想的なエメラルドの竜に、動物のような発情期がある。

　革のブーツを磨いていた手を止めて、思わずユーニは考え込む。とても、結びつかない……。

「忌ま忌ましい事に年二回、必ず来る。そのたびに急かされるようで、本当にイライラする。妥協なんか絶対したくないのに、まるで追い立てられているような気さえしてる」

　クアスは中庭へ通じる窓に歩み寄って、開け放つ。晴れ間が覗いているとはいえ、まだまだ風は冷たい。その凍えた風の中にクアスは踏み出す。金色に波打つ髪と、少し華奢な印象さえ与える線の細い横顔は、何度見ても目を奪われずにいられないくらいに、優美だ。

「…………より…綺麗な番人なんか……」

　クアスの足下から這い上がる風の渦に、言葉はかき消された。クアスを包む風はいつものように、小さな嵐から、巨大な暴風へと一瞬で成長を遂げる。

　厚い雲の波間から差す穏やかな光の中に、翠玉の鱗が煌めく。風纏うみどりの竜は、新緑の翼を広げ、静かに舞い上がった。







　自分の寝台の上に寝転んで、一冬越えても変わらず小さいままのクーを両手で包んでもふもふしながら、ユーニは考える。

　色々な事が繋がってきた。

　竜の番人は、美しくなければならない。番人は竜の生命力を分け与えられ、巣作りを手伝う。財産を管理し、家事をし、竜と共に生きていく。

　竜には、繁殖期がある。

　ユーニは寝台から起き上がり、クーを枕元に離すと、部屋の隅の本棚にびっしり並んだ本を眺める。冬の間にこの本棚いっぱいの本を全て読破した。今では屋敷の書庫の本も少しずつ読めるようにまでなった。

　並んだ背表紙を眺めながら、この屋敷に来たばかりの頃に山吹にもらった本を思い出していた。その『竜と暮らす幸せ読本』は、番人の為の本だと山吹は言っていた。慌ててライティングデスクに飛び付く。そこにしまい込んだまま、忘れていた。

　寝台に座って、引っ張り出した本をぱらぱらとめくる。あの時は全く読めなかった。ただ挿絵を眺めるだけだった。時折ある小さな挿絵は、人と竜が仲睦まじく寄り添う挿絵ばかりで、それがとても幸せそうだった事を思い出す。




『竜の巣での番人の仕事は、どこの巣でも同じです。

家事、財産管理、交尾。この三つはどこの巣でも、番人の重要な仕事です』




　そう書かれたページを見つめながら、ユーニはメレディアの言葉を思い出す。

『あの子はね、ずーっと前に失恋してから、意地になってるの。手に入らなかった綺麗なものより、もっと綺麗なものをって、こだわらずにいられないのかもしれないわね』

　クアスに愛されて、クアスを選ばなかったその人は、どんなに綺麗な人だったのだろう。

　こんなに美しいクアスが忘れられないくらいに綺麗だった、手に入らなかった人は、何故クアスを選ばなかったのだろう。

　ユーニはぼんやりと文字を凝視したまま、考える。

　美しくもない。賢くもない。少しも綺麗ではない。繁殖もできない同性だ。そしてどこの誰かすらも分からない自分が、クアスに愛されるはずがないと、番人になれるはずがないと、思い知らされる。

　ただ憐れまれただけだと、分かっていたはずだ。

　優しいクアスは、みすぼらしく哀れなユーニを見捨てられなかっただけだ。だからユーニに仕事を与え、文字を教え、生きていける術を与えてくれた。

　好きなんだ。

　息が詰まりそうなくらい、胸が痛かった。溢れた涙がポロポロと頬を伝い落ち、本を持つユーニの手を濡らす。

　クアス様が大好きなんだ。

　誰からも必要とされていなかったユーニに、手を差し伸べてくれた。どこの誰かも分からない、どこにも行く当てがない、みすぼらしく薄汚れたユーニに、居場所を与えてくれた。

　名前すらなかった。誰にも名前でなんて呼ばれなかった。もののように、家畜のように扱われていたユーニに、『夜明け』という名前を与えてくれた。

　それが憐れみだと分かっていても、ユーニの小さな世界に現れた風纏うみどりの竜は、ユーニの全てだった。







　 雲に覆われた薄闇は再び霙を降らせ、冬の夕暮れのように冷え冷えとさせる。その霙の中を帰って来たクアスは、羽織っていたクロークを脱ぎ捨てて暖炉の前に座り、冷えた身体を温めていた。

「クーはちっとも大きくならないな。ユーニはこの一冬で結構肉がついて一応は健康そうになったのに」

　膝の上で気持ち良さそうに丸くなっているクーを指先で撫でるクアスは、出掛ける前よりはイライラが収まっているように見えた。

　ユーニはいつもと変わりないような素振りで、お茶の用意を続ける。

「山吹さんが、『読み聞かせフクロウ』はあまり大きくならない子が多いと言ってました」

「栄養は全部頭が消費してるんだろうか。考えてみたらこの小さい頭でよくあんなに本を読み上げられるな。あんまり中身が詰まってそうに見えないって言ったら、クーは怒るかな」

　たまにクアスはクーをしつこく撫で倒す。クーも最初の頃はむーむー言っていたが、今は慣れたのか諦めたのか、されるがままにコロコロされている。

「まあ、本も読めて番犬代わりも、は万能すぎるかな。……繁殖期に備えてもうちょっと茨を育てておこう」

　この屋敷を護る森の茨は、ごく普通の茨と、クアスが魔力を注いで育てた茨の二種類がある。強固な城壁のように絡み合い侵入者を拒むのは、この魔力を帯びた茨だ。

「繁殖期は一週間程度だけど、その前後含めて十日から二週間くらい、実家に帰る。クーとユーニだけになるけど、まあこの茨を破れるようなのは千年くらい生きた猛者中の猛者の竜くらいだと思う。風竜の魔力で育てた植物は強靱きょうじんだから、そこは安心していいよ」

　お茶の用意ができると、クアスはクーを連れていつもの自分の席につく。

　クアスの故郷であるガルビア半島でよく飲まれている、菩提樹ぼだいじゅの花とカミツレのお茶に、少しのミントを加えたものと、薄く伸ばした生地に溶かしバターを塗りながら胡桃くるみや榛はしばみの実とスパイスを挟んで重ねて焼いて、甘い蜜を掛けたパイ。どちらもクアスが子供の頃から慣れ親しんだ午後のお茶の定番だ。

　難しい調理法が理解できるようになって、真っ先に作ったのはこのパイだった。クアスの好物でもあり、故郷の味でもある。ささくれだったクアスの気持ちを少しでも慰めたかった。ユーニがクアスの為にできる事なんて、これくらいしかない。

「……この菓子まで作れるようになるとは思わなかったよ。やっと半年経つかどうかってくらいなのに、ユーニはよく頑張ってる」

　クアスはこんな時、必ず惜しみなく褒める。思えば、いつでもそうだった。よくできていれば必ず褒める。だめだった時も、諦めるなと励ましてくれていた。辛辣な口を利いても、決して馬鹿にしたりしない。いつでも誠実だった。

　その優しさも、今はユーニの胸に痛みを与える。

　何を話せばいいのか、ユーニは分からなかった。ただ黙って、差し向かいでお茶を飲む。クーが時折、クアスにパイの欠片をねだらなければ、気まずいくらいだっただろう。

「人のふりする癖に、発情期があるなんて動物みたいで気味が悪いって思ってる？」

　唐突にそんな事を言われて、ユーニは蒼白になる。決してそんなつもりはなかった。けれどこのユーニの重く塞いだ気持ちの理由を、クアスに言えるはずがなかった。

「そ、そんな事思ってません！」

　これが精一杯だった。どう返せばいいか、まるで思いつかなかった。クアスは気分を害しているような素振りもない。ただ淡々と続けるだけだ。

「実際動物だから仕方ない。……竜が人の姿をとるようになったのだって、繁殖の為なんだ。竜は繁殖力が弱いし、個体数が少ない。だから繁殖力が強くて数もたくさんいる人間に、竜の子供を産んでもらおうって事なんだよ。繁殖の為だけに、人の姿になれるよう進化した」

　クアスは気付いている。ユーニがクアスを崇拝せずにいられない事も、盲信している事も、竜のクアスも人のクアスも、まばゆいくらいに美しいと思っている事も。

「ユーニに迷惑をかけるような真似はしないから、安心していい。……まあ竜はそんな尊敬できる生き物じゃない。綺麗なものが大好きで、綺麗な人間も大好きで、欲しければどんな事をしてでも手に入れようとする、動物だよ」

　もしかしたら、ユーニの密やかな好意にも気付いているのかもしれない。そう思い当たると、ユーニは泣きたくなるくらい、胸が痛かった。恥ずかしかった。

　もしも綺麗だったなら。竜が、クアスが好むような美しい人間だったなら。もしもそんな美しさがあったなら、この気持ちを伝える勇気が持てたかもしれない。

　黒炭こくたんのように重く沈んだ髪が、金糸のような明るい髪だったら。珍しくもない地味な鳶とび色の瞳ではなく、蒼く澄んだ美しい瞳だったなら。もっと、賢ければ。素性の分からないような孤児でなければ。竜の子供を産める女性だったなら。

　情けないくらいに、自信がなかった。自分には誇れるものなんて何もないと思えた。気持ちを伝える、そんな勇気すら持てない自分が恥ずかしく、情けなく、惨めだった。







　クアスがガルビア半島へ旅立って、この茨の巣はクーとユーニのふたりだけになった。

　クアスがいないだけで、何も変わっていない。ほうきウサギはいつものように屋敷のあちこちを歩き回っているし、不思議な薪は変わらずに燃え続け、屋敷を穏やかに暖めている。

　クアスは普段から出歩く事が多く、昼間にいる事の方が稀だ。それでも今、彼がいないだけで不思議なくらい静かで、空虚に思えた。

　冬の厳しい寒さと容赦ない積雪で中庭も玄関ポーチも荒れている。ユーニはクーを連れて見回りしつつ、修繕や手入れが必要な場所と、道具や材料を確認しメモをとる。

　常に何かをしていなければ、余計な事ばかりを考えてしまう。働き続けて考える事をやめなければ、心がばらばらに砕け散ってしまいそうだった。

　一巡しメモを取り終えて、それから茨の森へ向かう。指輪に祈りを捧げ、硬く絡み合う茨を解き、道を開く。

　この巣に来たばかりの頃には葉を落とし、禍々しい棘を張り巡らしていた茨にも、新芽が生まれていた。小さな緑の芽と、白く小さな蕾。野苺の花の芽にとてもよく似ている。

　この茨の湖には高山の冷たく澄んだ雪解け水が流れ込むせいか、春の訪れが遅いのかもしれない。村の周りの森なら、この時期にはもう少し、花や草木が芽吹いているはずだ。

　まだほんの少し、茨の森の木陰には雪が溶け残っている。残雪に足を滑らせないように慎重に岸辺に向かう。

　あまり大きくなっていないように思えたクーは、随分飛べるようになっていた。以前は頼りなくふらふらと飛んでいたけれど、今は綺麗にしっかりと翼を広げ、飛ぶ事ができるようになった。今もユーニより先に飛んで、辺りを見回しているようだった。

「すごいね、随分飛べるようになったね！」

　そうユーニが声をかけると、クーは得意げだ。大きく羽ばたき、風に乗って湖上を飛び回る。

「遠くに行かないようにね！　それから、気をつけて！　疲れる前に帰って来るんだよ！」

　クーなりに、元気のないユーニを励まそうとしているのかもしれない。クーはいつもユーニを励まし、慰め、寄り添ってくれていた。その、語る言葉を持たないクーの気持ちに、いつもユーニは泣きたくなる。言葉で語り合えずとも、クーは大切な友達だった。

　暫く湖の上空を飛んでいたクーは、何かを見つけたようだった。急ぎ、ユーニの元まで戻ってくる。

「どうしたの、クー。もしかしてララさんが来たのかな？」

　ユーニの掲げた右の手首に舞い降りたクーは、振り返り、指し示すように翼を広げる。

　微かに聞こえるのは、ララの声だ。

　いつもの切り立った岸に立つと、見慣れたララの若草色のスカーフと小舟が目に飛び込む。

「ユーニ！　聞いて！　ユーニ！」

　ララはユーニの姿に気付き、小舟から身を乗り出すようにして叫ぶ。

「来たの！　村に、あんたを探してる人が！　あんたと、あんたを連れて来た男の人を、ずっと探してたって人が！　あんたのお母さんが、ずっとずっと、探してたって！」

　何を聞かされたのか、ユーニは一瞬分からなかった。あまりに突然すぎて、言葉が出てこない。

　ララは見た事がないくらいものすごい勢いで小舟を漕いで、ユーニの立つ崖下まで辿り着いた。雪解け水のおかげで、湖の水位は高い。崖から湖上のララまでの距離は、ぐんと近くなっていた。大声で叫ばずともユーニに届くが、興奮したララの声はとても大きく、そして喜びに満ち溢れていた。

「昨日うちの宿に泊まった行商の人が教えてくれたの！　いなくなった赤ちゃんと旦那さんを探してる人がいるって。その人は、人を雇って国中を探していて、最近行商さんが、この地方の他の村で、その雇われた人に会ったって！」

　ララは高揚のあまり早口でまくしたて、そして噎せて咳き込んだ。それでもララは息せき切って続ける。

「順番に村を回って探すって言ってたって！　だから、うちの村にも来るはずだよ！　行商の人は国中を巡ってるから、何度かその人に会った事があるんだって。『十五年前にいなくなった、黒髪に鳶色の瞳の、男の子の赤ちゃんを連れた、赤ちゃんと同じ髪色と目の若い男の人』を探してるんだって、言ってた。間違いなく、赤ちゃんのあんたを連れて村に来た男の人の事だよ。だって、私、見たもの！　忘れないよ！　十五年経っても、忘れない！　今のあんたと同じ、黒髪に鳶色の目で、よく似てたもの、あの人……！」

　最後の方は涙声だった。ララは堪えきれなかったのか、とうとう泣きだした。

「よかったね、ユーニ。……お母さんに会えるよ！　あたし、手伝うから。あんたが村の人に見つからないように、その人に会えるように、手伝うから……！　絶対、お母さんに会おう。ずっと探してくれてたお母さんに、会おう！」







　どうやって屋敷まで帰って来たのか、覚えていなかった。

　居間の暖炉の前に座って爆はぜる薪の炎を見つめながら、ユーニはぼんやりと膝を抱える。

　あまりにも動揺しすぎていて、あの場でどんな返事をララにしたのかすら、記憶がおぼろげだった。

　本当はどこの誰なのか。赤子を連れて深手を負っていた、恐らくはユーニの父親であろう男は何者だったのか。十五年前に何があったのか。今も夫と子供を探し続ける母親は、どんな人なのか。

　知りたい事は山ほどあった。けれど、知るのが少し恐ろしくも思える。

　もしも、自分が本当は誰なのか知る事ができたなら、少しでも自分に自信が持てるようになるだろうか。それとも、知らないままの方がよかったと思うだろうか。

　あの村で、ひとりぼっちで冷たく暗い夜を過ごしていた時は、何度も幸せな家を夢見ていた。

　村の子供たちのように、優しいお母さんと、頼りになるお父さんと、小さな兄弟たちと、貧しくとも暖かい、家族皆で暮らす幸せな家だ。

　それはどんなに望んでもユーニの手には入らないものだった。それが今、もしかしたらユーニの目の前に現れるかもしれないのに、ユーニは素直に喜べずにいる。

　それが何故なのかは分からない。本当の事を知るのが怖いだけなのかもしれない。

　ぼんやりとしたままのユーニに、ふかふかの絨毯の上から見上げるクーが、小さく鳴いて呼びかける。クーを拾い上げ、いつものように肩に乗せると、クーはすぐにユーニの黒髪に柔らかな羽毛を擦り寄せた。

　本当は分かっている。

　行く当ても居場所もないユーニを憐れんで、クアスは自分の巣に雇い入れてくれた。

　この巣に、クアスの厚意に甘えて居続ける理由がなくなってしまうと、分かっている。ユーニをずっと探していた家族がいるなら、もうユーニは居場所のない孤児ではなくなる。

　ユーニの家族が見つかったなら、クアスはなんて言うだろうか。聞かずとも分かるような気がしていた。

　嬉しい事のはずなのに、どこにも行く当てのないひとりぼっちのユーニでなくなるのに、もう、ユーニは素直に喜べなくなっていた。







「母さんがわけ分からないくらい、ユーニにって服を買ってたぞ。すごい量だからとりあえずポーチに箱詰めのまま積んでおいた。あとで運び入れるから。……あとこれは父さんから。レシピとお菓子。教えてもらった果物の干し方のお礼だってさ」

　ガルビア半島から帰ってきたクアスは、まるでちょっと散歩に出掛けていた、とでもいうような素振りで、ずっしり重い大きなバスケットを差し出した。

　望まずとも必ず来る発情期に苛立っていたのが、嘘のようだ。留守にする前より、明らかに落ち着いていた。

　今はまた、少し斜に構えて見えるいつものクアスだ。若干やつれたような顔に見えるのは、発情期の間は食べ物をあまり受け付けないせいらしい。

「あ、ありがとうございます……。メレディア様にも、ルディ様にもそう伝えて下さい……」

　バスケットを受け取るユーニは、あまり明るく楽しそうにはみえない。クーはといえば、クアスが久し振りに帰って来て嬉しいのか、クアスの周りをはしゃいで飛び回っていた。

「いつの間にか随分飛べるようになったんだな。あんなヨロヨロ飛んでたのに。……おいで、お前にもお土産があるよ。ちゃんとユーニと仲良く留守番できてたか」

　クーを肩に止まらせて、クアスは居間のいつもの椅子に座り、懐から小さな布包みを取り出し、開く。

「なんだかユーニは元気がないな。具合が悪いなら、無理せず休むといい。僕とクーなら勝手に食べて寝るし」

　包みから取り出した小さな実をクーに食べさせながら、ユーニに声を掛ける。

「……あの、ララさんがこの間、来て」

　うまく言葉が出てこない上に、声が少し震えてしまう。ユーニは重たいバスケットの持ち手をぎゅっと握り締める。

「ぼくを、探している人がいると。……十五年前に、息子と夫が行方不明になって、探している女の人がいるって。……多分、それはぼくの事です。ララさんが、教えてくれました……」

　今までクアスに、ユーニがどんな経緯で村に居着いたのか話した事はなかった。不器用なユーニのたどたどしい説明を、クアスは黙って聞いていた。

　ユーニがララに聞いた全てを話し終えると、クアスは暫く考えるように、黙り込んでいた。木の実をねだるクーに時折摘まんでやりながら、ゆっくりと口を開く。

「……よかったじゃないか。やっと本当の母親に会えるんだろう？　この巣の事は心配しなくていいから、会いに行くといい」

　ユーニが考えていた通りの返事だった。多分、この先に続く言葉もそうなのだろう。

「ユーニはまだ成人もしていない。家族と暮らせるならその方がいい。それから、学校に行けるなら行った方がいい。普通の家庭の子供なら、教育を受けるのは当たり前の事だよ。……この国に学校があるのか、そういえば。あったような気もするな。王都で見たかもしれない」

　泣き出しそうになりながら、ユーニは黙って頷く。クアスの言う通りだ。普通の子供達のような幸せを得られるなら、その方がいい。クアスはそう言うだろうと思っていた。

「人を雇って探せるようなら、それなりに豊かな生活をしているだろうから。きっと学校に行かせてもらえる。……竜の巣なんかに引きこもってないで、外の世界で色々な事を知って、色々な人に出会う方が幸せだよ。僕とこの巣の事なら気にしないでいい、どうとでもなる。今までずっと働きづめで苦労してたんだ、自分の幸せを一番に考えたらいい」

　その通りだ。それはクアスに出会うまで、ユーニが叶わないと諦めて、それでも夢見ていた幸せだったはずだ。クアスはユーニの為を思って言ってくれている。分かっていても胸が苦しかった。

「……はい。ありがとうございます。……せっかくルディ様に頂いたこのお菓子とレシピ、しまってきますね！　この部屋は暖かいから、痛んでしまったら大変です」

　このままでは声を上げて泣き出してしまいそうだった。ユーニは努めて明るく振る舞って、居間を足早に出て行く。




　後に残ったクアスの頭の上によじ登ったクーは、むーむー鳴きながら、クアスの金色の髪を咥えてぐいぐい引っ張る。

「痛っ！　クー、やめろ。痛い！」

　クーはまだむーむー言っている。髪を引っ張るのを止めて、今度はクアスの白くなめらかな額を、小さなくちばしでつつき始めた。

「分かった、お前の言い分は分かったから！」

　クーを引き剥がし両手で包むと、まだクーは文句があるのか、今度はクアスの指をくちばしで噛む真似をする。

「……仕方ないじゃないか」

　ぽつん、と呟く。

「ユーニを番人になんかできない」

　クーは囓る真似事を止めて、夜空のような蒼い瞳でクアスを見上げた。

「ユーニは……まだ子供なんだよ。お前だってまだ小さいのに親から引き離されたんだ、分かるだろ」

　クーは小さくくぅ、と鳴く。まるで返事をしているように思える。

「僕に必要なのは誰より綺麗な番人で、ユーニに必要なのは今まで得られなかった普通の子供と同じように、普通の幸せな家庭と人生なんだよ」

　がぶっ！　と音がしそうなくらいに、力いっぱい、クーはクアスの指に噛み付いた。噛み付いたというより、噛んで摘まんでひねるとでも言おうか。容赦ない。

「……痛っ！　お前ほんっとうに遠慮なく噛んだな、今！　話聞いてるのか？　ちゃんと。分かってるか？」

　クーは再びむーむー鳴きながら、クアスの両手からもがいで逃げ出す。出て行ったユーニを追うのだろう、ばたばたと派手に羽ばたきながら、ドアの隙間から飛んで出て行ってしまった。

「……仕方ないじゃないか」

　もう一度、同じ言葉を呟く。

　それは誰に言い聞かせているのか。


七　それでも、誰も憎まないのか







　茨に芽吹いていた小さく堅い蕾は、可愛らしい白い花を咲かせた。

　禍々まがまがしいほど鋭い棘を纏っているのに、次々と開いた花は小さく可憐だ。一重の真っ白な花は、苺の花や一重咲きのツルバラにとてもよく似ている。

　茨の森だけではない、中庭も光満ちて花盛りだ。その明るい庭先で、クアスはユーニを見送る。

「行っておいで。この屋敷の事は気にしないでいい。ゆっくり母親に会って、話して、十五年分の空白を埋めてくるんだ」

　ユーニは荷物を詰め込んだトランクの持ち手をぎゅっと握りしめ、黙って頷く。何か言わなければと思っても、言葉は何一つ、出てこなかった。

「もしも母親が一緒に暮らしたいというなら、僕に恩を感じて迷う必要はない。普通の子供と同じように暮らせる人生の方が大事だ。……別に一生の別れじゃない。僕はこの国に棲みついているから、何かあったらまた会いに来ればいい。いつでも歓迎するよ」

　そうだ。永遠の別れではない。いつか大人になったら、またクアスに会いに来る事もできる。

　ただ、その時はもう、誰かがクアスの傍にいるだろう。

　美しくて賢くて、竜の子供を産める、番人が。クアスに相応しい綺麗な番人が、きっと寄り添っているだろう。

　クアスと共に千年の時を生きるのは、ユーニではない。他の誰かだ。

「行っておいで、ユーニ」

　もう一度、同じ言葉を口にする。

「本当の母親に会って、本当の名前を教えてもらうんだ。今まで手に入らなかった幸せは、きっと君の母親が与えてくれる。……さよならは言わない。また会おう」

　ユーニは泣き出したいのを堪えるのが精一杯だった。

　勇気が欲しかった。

　名無しの孤児に与えられた最初の名前が、何よりも大切だった。

　本当の名前なんかなくても、クアスが付けてくれた『ユーニ』という名前があれば、それだけで幸せだった。




　あなたが名付けてくれた『夜明けユーニ』でいたい。

　何も持たないぼくに名前と、生きていく希望を与えてくれたあなたが、世界で一番大好きです。




　こんな簡単な事を伝えられる勇気が、どうして持てないのだろう。こうなった今も、そんな意気地なしの、臆病な自分のままだった。自分の気持ちさえ口にできない。もどかしいほど、言葉は出てこなかった。

　あなたが好きです。

　たった一言を伝える勇気が持てない自分が、悲しく、情けなく、惨めだった。







　迎えに来たララの粗末で小さな小舟は、ユーニを乗せて漕ぎ出し、ゆっくりと遠ざかって行く。

　静かにそれを茨の森の切り立った崖からクアスとクーは見送っていたが、クーはひどく腹を立てている。聞いた事もないくらい、不機嫌な唸り声を上げていた。

「怒ってるのか、クー」

　そうクーに尋ねると、クーはむー！　と分かりやすく返事をする。クアスは小さく笑って、クーを左手に乗せ、空へ掲げた。

「……お行き。お前はユーニの友達なんだろう。これからも、今までのようにユーニの傍にいてやれ」

　クーは夜空の瞳でクアスを見おろし、戸惑いながらも両翼を大きく広げる。

「護っておやり」

　クーは小さく、くぅ、と鳴いて、クアスの左手から飛び立った。あれほど頼りなかった小さな子フクロウは、今は力強く翼を広げ、風を切って飛ぶようになった。

　その小さなクーと小舟を、遠く見えなくなっても、クアスは言葉もなく、見つめ続ける。







「えっ……！　クー、来ちゃったの!?」

　小舟の上のユーニの頬に、いつもの触り慣れた慣れたフワフワの羽毛が触れた。クーは元気よく、いつもの定位置であるユーニの肩に乗って、くぅ！　と一声、得意げに鳴く。

「だめだよ、クーはクアス様のものなんだよ。……メレディア様がクアス様の為に用意したお金で買ったんだから。クアス様のところに帰らなきゃ」

　クーは『絶対に帰らない！』とでも言うように、くぅくぅ鳴きながらユーニの首に巻かれたもこもこのショールに爪を立ててしがみつく。

「この子、いつも一緒にいたちびちゃんだよね」

　小舟を漕ぐ手を休めずに、ララはクーに語りかける。

「友達だから、一緒に行きたいんだよね？　ちびちゃん。……きっと、その竜のご主人様も、そう思ったんだよ。一緒に行ってあげるといいって」

　ユーニもその言葉に、素直に頷く。

「……もう帰れなんて、言わないから」

　ショールに必死に爪を立てるクーを両手で包んで、撫でる。

「クアス様が寄越してくれたのかな。……ありがとう、クー。一緒に行こうか」

　クーも安心したのか、ユーニを見上げ、いつもの甘えた鳴き声をあげる。

　知らない場所へ行く不安はあった。今はクーがいてくれて、とても心強く思える。小さなフクロウは、ずっとユーニを支えてくれた大切な友達だ。クアスはきっとそう分かっていて寄越してくれたのだ。

「村の皆に見つかると色々面倒だから、迎えの人にはその対岸の森で待っててもらってるの」

　ララはいつもは使っていない船着き場を指し示す。

「あんたのお母さんは、隣の国の人なんだって。マデリン王国って言ってたな。マデリンまでは一緒に行けないけど、国境までは一緒に行くから」

「宿屋は大丈夫ですか？　春はたくさん行商の人が移動する時期だから、とっても忙しいんじゃないですか？」

　ララはにこにこ笑みを見せた。

「大丈夫、亭主には宿のお客さんを送ってくるって言ってあるし。お客さんに口裏合わせてもらったんだ。……あんたは弟みたいに思えるって言ったでしょ。心配だから、途中までだけど、一緒に行きたいんだ」

「ありがとうございます、ララさん。……ララさんには、どんなにお礼を言っても言い足りないです。ありがとうございます」

「気にしないでいいんだよ！　あんたが幸せになってくれたら、あたしも嬉しいんだ。あんたみたいないい子が幸せになれないなんて、おかしいもん」

「……ありがとうございます。ぼくも、いつかララさんが困ったら、ララさんを助けられるようになりたいです」

「助けてくれたじゃない。……あんたと、あんたの竜のご主人様は、村の人を……ううん、国中の人を助けてくれたよ」

「それはクアス様が助けてくれたんです。ぼくじゃない。ぼくがいつかララさんを助けられるよう、頑張ります」

　ララは声を上げて笑う。

「あんたのそういう真面目なところ、可愛いなあと思うよ。……さあ、ついたよ！」

　小舟を船着き場に繋ぐと、ララは笑ってユーニに手を差し伸べた。







　船着き場を降りて森の小道を暫く歩き、大きな林道に出ると、無骨なくらい大きな馬車が止まっているのが見えた。御者ぎょしゃ台だいに箱形の荷台がついた、四頭立ての立派な馬車だ。客車というよりは、少し高級感のある貨物用だろうか。

「お待たせ、連れて来たよ！　この子が十五年前の雪の日に来た赤ちゃんだよ」

　そうララが声を掛けると、御者台の男が降りてくる。

「……思ったより地味な子だな。まあいい。奥さんありがとう、もう帰っていいよ。これはお礼だよ」

　黒い帽子を目深に被った、少し陰気な感じのする中年の男は、ララに重たげな小袋を差し出す。

「お金なんていいよ。あたしはこの子を母親に会わせてあげられれば、それでいいんだ。……どうか、無事に連れて行ってあげてね」

「大丈夫だよ、任せてくれ。……坊ちゃんはこっちだ。おいで」

　男はユーニの手を掴んで、馬車へと数歩歩く。その男の背中に、ララは慌てて声を掛けた。

「待って、あたしも連れて行って。……心配だから、国境までは一緒に行きたいの。この子も心細いと思うし」

　クーが小さく鳴く。この声は何かに警戒している声だ。ショールの中のクーを片手で撫でながら、ユーニは戸惑いを隠せない。

　少しの沈黙があった。男は被っていた帽子を脱いで、ララを振り返る。

「……奥さんはそのまま帰す事になってたんだがなあ。面倒な事になっちまったな」

　ユーニのショールの中から顔を出していたクーは、素早く這い出してユーニの肩にしがみつく。小さくくちばしを開き、威嚇するような低い唸り声をあげた。

「……何を言って……」

　荒々しく馬車の荷台の扉が開き、数人の男が飛び出す。男たちは一瞬で立ち竦むララを捕らえた。

「な……！　離してよ！　一体、何が！」

　ユーニの手を掴んでいた男は、素早くユーニのもう片方の手を掴み、後ろ手に拘束する。

「ララさんに乱暴な事しないで下さい！　……ララさん！」

「宿屋の奥さんは帰す事になってたんだが、さて、どうするか。……おい、お前ら」

　男は背後の森を振り返り、呼びかける。

「……騙したの!?　嘘だったの!?」

　暴れるララを男たちは簡単に押さえ込む。林道の傍の木立から、見覚えのある男が数人、走り出てきた。

　ユーニもララも出て来た男たちを見て、言葉をなくしていた。見間違えるはずがない、村の男たちだった。

「ララは返してくれ。そいつを無事売り払うまでは、村で責任もってどこかに閉じ込めておく。それでいいだろ。ララは村の人間なんだ、返してもらわなければ困る」

「嘘よ！　なんで、なんでなの！　この子をどうするつもりなのよ！」

「仕方ないだろう！」

　村の男はあがくララを怒鳴りつける。

「俺たちだって竜の番人になんか、手を出したくねえよ！　……けど、こいつを売れば、娘や女房を街に売らないで済むんだよ！」

「ララ、お前だって小さい娘がいるだろう。金の為に娘を売りたいか？　こいつを、竜の番人を売れば、凶作が続いても村は何十年も食いつなげる。何十年もだぞ？　竜の番人は高く売れるんだ！　こいつひとりが犠牲になるだけで、何人の娘が助かると思ってるんだ！」

ララは羽交い締めにされ必死に抵抗しながら、震える声で叫ぶ。

「なんで知ってるのよ！　なんでこの子が、竜のところにいるって、なんで知ってるの！　あたし、あんなに隠してたのに！　なんでなのよ！」

「……お前の子供、飴を持ってただろ」

　ララを羽交い締めにしていた男が呟く。

「見た事もない、不思議な飴だった。あんな高価そうな不思議なもの、どこで手に入れたのかって、誰だって思うだろ」

　ララもユーニも、呆然とするしかなかった。山吹にもらった、不思議に綺麗で、甘くとろけるようにおいしい飴。ユーニはあの飴を、ララとララの小さな子供たちに食べさせたかっただけだった。今までララが自分の食べる分を削ってでもユーニに甘いお菓子を分けてくれたように、ララたちと分け合いたかった。それがこんな事になるなんて、ふたりとも、思いもしなかった。

　ララは取り押さえられたまま、声を上げて泣き出す。

「やめて！　この子は……この子は、村を、皆を助けるために、竜に頼んでくれたのに……！　この子が竜に頼んでくれなかったら、この冬の疫病で皆死んでたのに！」

「おい、ララを連れて行け！」

　引き摺られるようにララは村の男たちに引き立てられる。必死でララはあがき続けるが、敵うはずがなかった。渾身の力で逃れようともがきながら、ララは叫び続ける。

「お願い、この子を竜の許に返してあげて。この子はこんな酷い目にあっても、村の為に竜に頼んでくれた優しい子なのに……！　ユーニ！　ユーニ、ごめんね……！　あたしが馬鹿だった！　ユーニ……！」

「ララさん！　ララさん……！」

　引き摺られ、連れて行かれるララを、ユーニは為す術もなく見送るしかなかった。男に掴まれたままの両手は、痺れるように痛む。

「さて、坊やはこっちだ。……竜の番人は絶世の美形ばかりだっていうが、これはまた随分地味だな」

「……竜の番人なんかじゃないです……。ぼくは……ただの下働きです……」

　こんなところでも、この言葉を聞くとは思いもしなかった。竜の『番人』なんて、今は聞きたくない言葉だった。ユーニがなれるはずがないものだ。

「嘘ついたって誰も騙されねえよ。竜が人間を囲うなんて、番人にする以外ないからな。……さて、さっさとこの国を出ちまおう。竜に気付かれたら厄介だ」

　幾らあがいたところで、小柄なユーニがこんな大人の男たちに敵うはずがなかった。もみ合ううちに、クーが鋭い鳴き声をあげる。聞いた事もないくらい、激しい威嚇いかくの鳴き声だ。

つんざくような鳴き声を上げながらクーは激しく羽ばたき、ユーニを捕らえる男の顔に鋭い爪を立て、掴みかかった。

「いってぇ！　なんだこのフクロウ、邪魔しやがって！　おい！」

「クー、だめだ、逃げて！」

　傍にいた別の男が、腰に下げていたナイフを引き抜く。ナイフといっても刃渡りは蛮刀のように大きく長い。男は躊躇せず、その物々しいナイフを振り上げた。

「だめだ、クー！」

　渾身の力でユーニは男を振りほどき、クーを庇うように両手を広げる。

「どけ、小僧！」

「逃げて、クー！　早く！」

　一瞬だった。クーの翼を切り裂こうとしたナイフは、立ちはだかったユーニの肩から腰骨の辺りまでをあっさりと切り裂いた。溢れ出た鮮血はあっと言う間にユーニの背中から滴り、足下まで伝い落ちる。

「まずい、小僧をやっちまった！」

「待て、番人なら死なない！　すぐに傷なんか塞がる！　こいつらは頭を潰されない限り、死なないんだ！」

　崩れ落ちるユーニの耳に、男たちの声が聞こえる。背中は焼けるように熱かった。痛みというより、例えようのない不気味な感覚があった。身体からすっと力が抜け落ちていく。

「……クー……逃げて……」

　地面に倒れ込みながら、ユーニは必死で叫ぶ。叫んでいるはずなのに、声は細く震え、身体は恐ろしいほど、重く感じられた。

「……番人じゃない」

　男の声が聞こえる。

「……番人じゃない。……ただの、人間だ……」

　薄れていく意識を必死に繋ぎ止めながら、ユーニは再び、声を絞り出す。

「逃げて……。クー、どうか、逃げて……」

[image: 挿絵３：クーを庇うユーニ]







　ユーニを乗せた小舟が見えなくなって屋敷に戻ってからも、クアスはぼんやりと中庭のガーデンベンチに座り込んでいた。

　中庭はユーニが雪解けから一生懸命手入れをしていたおかげで、たわわに絢爛けんらんに、大輪の花を咲かせている。

　その狂おしく咲き誇る美しい花たちも、今はクアスの心に響かない。

　夕暮れは近かった。何もする気が起きなかったが、このままここにいても仕方がない。ようやくクアスは重い腰をあげる。

　居間への扉を開こうと手を掛けた時、猛禽類もうきんるいの鋭い鳴き声が湖上に響き渡った。驚いて空を見上げると、真っ白な翼を広げたフクロウが激しく羽ばたきながら飛んでいた。

「……クー！」

　呼びかけると、狂ったように旋回していたクーは、真っ直ぐに差し出されたクアスの左手に舞い降りた。

「クー、どうした。何があった」

　クーはクアスを見上げ、震えるくちばしを開く。逆立った羽毛も、見開かれた瞳も、尋常ではない。

「………………ク、ウ……」

　クーは絞り出すように、必死に、声を、言葉を絞り出す。鳴き声ではなかった。読み聞かせフクロウが、生まれて初めて、自分の意思で、言葉を発しようとしていた。

　くちばしが震えている。血の滲むような『声』だった。

「…ヴ……ゆ……ゆー……に…っ…ゆう…に……！」







　静かだった。あれほどさえずっていた小鳥の声も、木立を渡る風の音も、湖上の波の音も、何も、ユーニの耳には届かない。音一つない、静寂だった。

　ユーニを捕らえていた男たちも、今はもう誰もいない。番人ではないただの人間で、その上死にかけたユーニに何の商品価値もない。手当もされるはずもなく、あのまま捨て置かれた。

　クーは無事に逃げ出せたようだった。小さくユーニは詰めた息を吐く。

　身体中の血が失われていっているのだろう。とても寒くて、震えが止まらなかった。ユーニは地面に横たわったまま、血塗れの自分の右手を見つめる。

　小指には、銀色の指輪がある。茨の森を開く為に、クアスがくれた魔力の籠もった指輪だ。ぼんやりとその指輪を眺める。痛みはもう感じなかった。

　どうして、言えなかったのだろう。

　もう二度とクアスに会えないなら、伝えたかった。綺麗でなくても、賢くなくても、伝える言葉は持っていた。




　あなたが好きです。

　あなたがぼくに与えてくれたのは、名前だけでなく、生きていく喜びと希望もでした。

　誰よりあなたを、愛しています。




　どうして言えなかったのだろう。こんなに後悔するなら、伝えておけばよかった。

　ゆっくりと目を伏せ、ユーニは願う。

　最後に、会いたかった。もう一度、一目だけでも、会いたかった。

　精霊のように美しいクアスが時々見せる、あどけなく思えるくらい、無邪気で無防備な笑顔が好きだった。どんなに厳しい事を言っていても、本当は困っている人を見捨てられない、優しい人だとよく知っている。

　穏やかな風を纏う、エメラルドの鱗を持つ美しくも力強い風竜に、もう一度、会いたかった。

　人のクアスも竜のクアスも、夢のように美しく、きらきらと輝いていて、大好きだった。世界で一番、強くて綺麗で、とても優しい竜だと心から思う。

　ここで死んでしまうなら、最後にもう一度、会いたかった。馬鹿だ。伝える機会は幾らでもあったのに、どうして言えなかったのだろう。

　温もりを失っていく頬に、何か温かな雫が零れ落ちた。雫は穏やかな雨のように、優しくユーニの頬を濡らす。滲む視界に、光を弾いて輝く水晶のような鋭い爪と、まばゆいほど煌めく翠玉の鱗が見える。

「……クアス様……？」

　これが幻でもいい。命が終わるまでに、伝えたかった。言葉にしたかった。

　目の前にある翠玉の竜の爪に、震える手を伸ばし、そっと触れる。

「……夢みたいだ。最後に、会いたいって願ってました……」

　降り注ぐ温かな雫は、もしかしたら、クアスの涙なのかもしれない。ユーニはぼんやりと考える。ユーニの頬を濡らす雫は、伝い落ち、小さな鈴のような音を立てた。雫は翡翠色の小さな珠になり、横たわるユーニの身体に降り積もる。

「あなたが好きです」

　やっと言えた。最後に勇気を持つ事ができた。

「……ぼくは……少しも綺麗じゃないし、賢くもないです……。でも、あなたの事が、大好きです。……大好きです」

　柔らかな金色の髪が触れる。いつの間にか、翠玉の風竜は、人の姿になっていた。

　初めて湖畔で出会った時と、変わらない。湖の精霊のように、この世の物とは思えないくらいに美しいクアスが覆い被さるようにして、冷たい大地に伏したユーニを見つめていた。

「……ユーニ……」

　うつ伏せたユーニの背中の傷に、クアスの優しい手が触れている。泣きたいくらいに嬉しかった。もう死んでしまうとしても、クアスが傍にいてくれるなら、何も怖くないと思えた。

「こんな目に遭っても……それでも、誰も憎まないのか。誰も恨まないのか」

　誰を憎むというのだろう。恨むというのだろう。誰もが幸せになりたかっただけだ。大切な人を失いたくなかっただけだ。もしも世界がこんなに貧しく、厳しくなかったなら、こんな事にはならなかったはずだ。

　そう、信じたかった。きっとクアスは、馬鹿だと言うだろう。自分でも、愚かだと思う。それでも信じたい。誰もが生きる為に、家族を守る為に必死だっただけだと、そう信じたかった。

　もう意識は保てそうになかった。ユーニは微かに頷く。

「……あなたが好きです」

　何度でも、言葉にしたかった。他の言葉を知らないように、ユーニは同じ言葉を繰り返す。

　憎しみも悲しみも苦痛も、どこか遠くにあった。今ユーニの胸には、クアスへの思いしかなかった。命が終わるこの瞬間に、クアスが傍にいてくれる事がとても嬉しかった。他には何もいらないとさえ、思えていた。

　降り注ぐ温かな翡翠の雨は、ユーニの頬を濡らし続ける。

「……あなたが……好きです……」

　最後の力を振り絞って、もう一度、呟く。言葉は声にならなかった。ただ細く途切れそうな吐息だけが、零れ落ちる。もう、深い傷の痛みは感じなかった。

　消えゆく意識の片隅で、空を引き裂くような竜の慟哭どうこくが聞こえたような気がしていた。





　柔らかな羽毛が頬に、額に触れ、辿る。

　真っ白でふわふわの塊が、ユーニの肩や胸元を心配そうに歩き回っている。

　どうしてクーがここにいるのだろう。無事に逃げ出せたはずなのに。

　身体に感じるのは、冷たく固い地面ではなかった。なめらかな絹と穏やかな温もりの肌触りだ。ここはどこなのだろう。そう考えていると、少し冷たい指先が額に触れ、やんわりと撫でていく。この手は誰の手なのか、伏せていた目を開く。

「……動かない方がいい。傷は塞がったけど、まだ動くのは無理だよ」

　聞き慣れたクアスの声だった。ユーニは恐る恐る、見上げる。

　流れる蜂蜜のように波打つ金色の髪が、頬に触れた。クアスの綺麗な顔は吐息が触れそうなくらい、近くにあった。

　ユーニの目の前で、かたちのいい綺麗な唇がゆっくりと動き、囁いた。

「死んだ人間を生き返らせるなんて真似はできない。竜は神様でもなんでもない。……消えていこうとする命を繋ぎ止めるには、こうするしかなかった」

　クアスは投げ出されていたユーニの掌に、翡翠ひすい色の小さな珠たまを載せる。あの時、ユーニの頬を濡らし、伝い落ちて鈴のような音を立てていた小さな珠だ。

「これは竜の涙。……竜が絶望した時や、耐えられない悲しみを感じた時に流すものだよ。……竜の長い一生のうち、何度そんな事があるだろうね」

　翡翠の珠はユーニの掌でゆっくりと溶け、皮膚へ吸い込まれるように消えていく。それはとても温かく、穏やかな感触だった。

　「もう、君は成長も老化もしない。人の世界にも帰れない。……竜の涙を身体に取り込んだ人間は、人間でなくなる」

　ユーニはようやく気付いた。触れていた穏やかな温もりは、クアスの体温だ。クアスの胸に頬を押し当ててもたれかかったユーニの髪に、クアスのしなやかな指先が触れる。

「竜の生命力を分け与えられ、竜の番人として、身体を作り替えられる。……人でないものにしてしまった事を許せなんて、僕は言わない」

　身体は動かせそうにないくらい重く感じられたが、背中の焼け付くような痛みも、寒さももう感じなかった。触れるクアスの穏やかな温もりがとても心地よく、安らぎを感じていた。

「竜の番人は、竜の庇護なしに生きていけない。……それでも君を死なせたくなかったんだ」

　再び、ユーニの頬に温かな雫が零れ落ちた。ユーニの丸い頬を濡らし伝い落ちた雫は翡翠の珠となり、ユーニの身体に触れ、溶けるように吸い込まれていく。

「……人としての幸せを奪った事も、これからの長い命をその未熟な身体で生きていかなければならない事も、謝らない。……君に恨まれてもいい。生きていて欲しかった」

　零れ落ちる竜の涙は次々と翡翠の珠に変わり、ユーニの頬を、胸元を、滑り落ちていく。

　この夢幻ゆめまぼろしのように美しい人は、こんなに幼く、子供のようだっただろうか。あんなに強く賢く、美しいクアスが、今は子供のように頼りなげにユーニには思えていた。

「……ぼくは、綺麗でもないし、賢くもないです……。どこの誰かも分からないし、竜の子供も産めません……」

　クアスの頬を滑り落ちる雫に、ユーニはそっと指先を伸ばす。自分の腕とは思えないくらいに、重く感じられていた。

「……人でなくなっても、人として生きられなくても、……あなたの傍にいたいです。……あなたが好きです」

　人としての幸せも、人生も、いらない。クアスの傍にいられるなら、何もかも捨て去れるとユーニは思う。

　降り注ぐ竜の涙は、穏やかな春の雨のように優しくて、切なくなる。伝い、零れ落ち、小さな音を立て、ユーニの身体の深い傷を癒やす。

　震える両手でクアスの背中を抱いて、ユーニはそっと目を閉じる。


「……ユーニがそう言うから、やらないだけだ。あんな村、羽ばたきだけで消し飛ばせる」

　ユーニの寝台のすぐ傍に椅子を置いて本を読んでいたクアスは、不機嫌に口を開く。クーはそのクアスの肩の上から降りて、ユーニの枕元で丸くなってうとうとしていた。

「川を氾濫はんらんさせて流してやったっていい。あいつら、どれだけユーニに救われてると思ってるんだ」

　ユーニの怪我は随分よくなったが、まだ暫くは臥ふせっていなければならなかった。番人が幾ら強靱な身体を与えられていても、傷を塞ぐには体力を使う。大半の血を失った身体はまだまだ快癒かいゆにはほど遠い。

　なんとかベッドから起き上がれるようになって気付けば、窓の外は激しい嵐だった。竜は天候を操る。誰がこの嵐を起こしたのか、聞くまでもない。クアスの怒りはなかなか収まらず、ユーニが必死で止めなければこの嵐はいつまで続いたか。想像するだに恐ろしい。

「あの、ララさんに連絡を取りたいんです。……きっと、とても心配してるから」

　暫くの沈黙があった。クアスは渋々、という顔だ。

「……ララなら来た。嵐だっていうのに小舟でここまで来ようとしてたよ。クーが気付かなかったら、死んでたかもな」

「……！　無事でしたか！」

「無事だよ。ユーニが連れて行かれた、助けてくれって泣いてた。……ちゃんとユーニは連れ戻したって言っておいたよ」

　ララは村の人間だ。酷い事はされないとは思うが、どうしているか心配だった。

「……よかった。ララさんにも、心配かけてしまいました……」

　思わずほっと安堵のため息をつく。そのユーニの顔を、クアスはじっと見つめていた。

「……あ、な、なんでしょうか……」

　あまりにじっと見つめられて、ユーニはかあっと赤くなってしまう。こんなに見つめられていると、どきどきしすぎて落ち着かない。

「僕も心配した」

「あ、そ、それは……ごめんなさい。たくさん心配も、迷惑もかけてしまいました……」

　枕元で寝入っているクーを起こさないようにしながら、慌てて起き上がる。クアスはまだ見つめていて、ユーニは心臓が飛び出しそうなくらい、ばくばく脈打っているような気がしていた。こんな綺麗な目で見つめられていたら、心臓がどうにかなりそうだった。

「……そうじゃなくて」

　なんだかクアスはいらいらしているというか、焦れているというか。そわそわしているようにも見える。

「……あ！　ありがとうございます！　元気になったら、また頑張って働きます！」

「もういいよ……」

　完全に拗ねた口調だ。よく分からないが機嫌を損ねたのは間違いない。

　ユーニは必死で考える。クアスが何を求めているのかさっぱり分からないが、なんとかしなければならないような気がする。

「ええと……ええと……」

　うろたえながら必死に考えるユーニを見て、クアスは目を細めて、笑う。子供のように素直な、あどけなささえ感じさせるクアスの笑顔に、ユーニは余計にどきどきしてしまう。

「……笑ってよ」

　クアスの指がユーニの痩せた頬に触れる。

「笑って。もうずっと、ユーニの笑顔を見ていない。……僕の為に、笑ってよ」

　猫のように細い瞳孔を持つ、深い森の色の竜眼りゅうがんが、すぐ目の前で瞬いた。

　その綺麗なみどりの瞳に、自分の姿が映っている。やっぱりとても綺麗だ、そう考えた瞬間に、柔らかにクアスの唇が、ユーニの唇に触れた。

「……目が覚めたら伝えようと思っていたのに」

　一瞬触れた唇が、唇が触れそうな距離で、囁く。

「君が好きだよ」

　ユーニの唇が震える。嬉しいのに、何故かとても泣きたくなった。こんなに幸せなのに、胸が痛かった。

「……ぼくは、ちっとも綺麗じゃないし、賢くもないです……」

「僕は綺麗だと思ってる」

「……どこの誰かも、分からないです……」

「僕の『夜明けユーニ』じゃだめなのか？　それから、そろそろ僕の番人を悪く言うのはやめてもらおうか」

　クアスの柔らかな両手に抱きしめられて、耐えきれなかった。ユーニは小さくしゃくり上げながら、泣き出す。

「……クアス様の子供も産めないです」

「僕もユーニの子供を産めないな」

　耳朶みみたぶに触れるクアスの唇は、小さな笑い声を洩らしていた。

「怒ればいいのに。……もう一生背が伸びないし、身体が小さいままなんて、ひどいって」

　クアスはユーニの額にこつん、と額をあてて、囁く。

「笑って。……僕の夜明けユーニ」


八　風纏う竜の番人







　以前と同じようにユーニが歩き回れるようになった頃には、もう茨の森にも屋敷の庭にも、夏の兆きざしが訪れていた。

　いくら番人になったとはいえ、ユーニは元々が痩せて小さくて、体力がなかった。瀕死の重体から健康になるまで時間がかかるのは仕方がない。

　番人になって変わったところと言えば、妙に体力がついたところか。痩せすぎで小さかったユーニは、力もなければ体力もあるとは言い難かったが、今は疲れを感じるような事がほとんどない。

　ユーニは小分けした生地をひとつずつ丁寧にのばしながら、考える。

　今作っているのは、スパイスとナッツをぎっしり挟んで焼き上げて、蜜をたっぷりかけた甘いパイ。これはクアスの好物だが、作るのがとても大変な菓子だ。


薄くのばした生地を何層にも重ねて、溶かしバターを塗り、スパイスとナッツを挟む。この『薄くのばした生地』を幾つも作るのが大変な重労働だったが、今は全く苦にならない。軽々と作れるようになった。思えば、毎朝のパン作りも楽になった。生地を捏ねるのは体力が要ったはずだが、今は楽々とこなせる。



「普通の人間より体力も腕力もあるはずだ。竜と暮らすには、ある程度竜の屈強さに付き合えないとならない。だから竜の生命力と体力を分け与えて、番人にするんだよ。詳しい事は僕も知らないけど。そういうものだと聞いて育った」

　ちょうどパイをキッチンストーブのオーブンに入れたところに、クアスは帰って来た。いつもより早い帰巣きそうでお茶の用意ができておらず、ユーニは大慌てだが、クアスは全く気にしていないようだ。厨房のテーブルについて、テーブルの上にあった木苺をクーと仲良く一緒に食べている。

「多分、番人になる前に身体にあった小さい傷跡なんかも消えたはずだ。元々あった大きい傷は消えないけど。父さんも番人になる前は騎士で、顔や身体に大きな刀傷があった。それはさすがに今も消えていない。まあ母さんはその傷も色っぽくて素敵だって喜んでるから、いいのかな」

　元騎士で顔にも身体にも刀傷があって、料理やお菓子作りが得意。ユーニが想像していた『息子にパンケーキを作ってあげるお父さん』という人物像から大きくかけ離れていて、どんな人なのか想像できなくなった。

　村にいた頃はユーニも生傷が絶えなかった。手足には小さな火傷の痕や、ナイフや鉈でつけた切り傷があったが、言われてみればそれらがひとつも残っていない。

　あの蛮刀で切り裂かれた背中も、綺麗に何事もなかったかのように、治った。全く跡形もない。

「よく分からないけどすごいです。何より、掃除や洗濯が楽になったので助かります」

　今のところその恩恵が一番、ユーニにとって分かりやすい。せっせと茶器を並べながらユーニは応える。

「いい事ばかりじゃないんだ。人間とは一緒に生きていけなくなるという意味を、これから思い知らされるよ。きっとね」

　それはユーニも分かっていた。ララやユーニを騙して連れ去ろうとしていた男たちは、『竜の番人は高く売れる』と言っていた。ユーニは平凡な顔立ちだが、これで美貌だったなら。

　美貌で、長い命があって、歳も取らない。大怪我を負っても死なないし、綺麗に治る。永遠に若く美しいままで、強靱な身体を持っている。

　邪よこしまな考えを抱く悪い人間がいないなんて、言えるはずがない。現にユーニは人買いに連れて行かれるところだった。

「まず、言わなければならない事がある。……ララとはもう二度と会わない方がいい」

　暫くの沈黙があった。言われるまでもなく、ユーニもそれは予感していた。

「ユーニが無事だという事も、番人だと言う事も、馬鹿な人間たちに知られたら、ユーニだけではなく、ララの身にも危険が及ぶ」

　あの時、村の男たちはララを騙してユーニを連れだそうとしていた。もしもユーニが生きている事、番人になった事を何かの折に知られたら、またララに危害を加えるかもしれない。

　ユーニを、竜の番人をおびき出すためにララを利用しようとする者は、村の男達だけではないだろう。あの馬車の男たちのように、人買いは存在するのだ。

「……それは……仕方のない事だとぼくも思います……」

　お茶を淹れる手を止めて、俯く。決してクアスを責めるつもりはない。こうしなければ、ユーニは死んでいくしかなかった。

「嵐の日にララが来たと言っただろう。……ララも、これで最後にすると言っていた」

　それでいい。ララや、ララの家族を危険に晒すなんて、ユーニも望んでいない。その判断を恨むはずがなかった。ユーニは小さく頷く。

「ララさんにも、たくさん迷惑をかけました。……これ以上、ララさんの負担になるわけにいはいかないです」

　人間の世界になんて、元から居場所がなかった。

　クアスに出会うまで、ユーニはひとりぼっちだった。ララのように時々は優しくしてくれる人はいた。それでも、温かい家庭なんて縁遠かった。毎日、真っ暗で隙間風の吹き込む小屋の、ささくれだって傾かしいだ床に、ボロボロの毛布に包まってひとりぼっちで眠っていた。

　最初から失うようなものなんて、何もなかった。安らぎも、生きている喜びも、誰かをこんなに愛する気持ちも、クアスが与えてくれたものだ。

「それを恨む気持ちもないです。……ぼくは、クアス様の傍にいられれば、他に何もいりません……」

　それが全てだった。他に欲しいものなんてなかった。

　少しの沈黙の後、クアスはゆっくりと口を開く。

「もうひとつ、君に知らせなければならない事がある」

　クアスの口調は重い。不機嫌と言うよりは、言いあぐねているように見えた。

「君を捜している人物は、本当にいる。……あの人買いどもは、その噂を利用しただけだ」

　あまりに突然で、ユーニはすぐに言葉が出てこなかった。何を言えばいいのか、分からない。

「調べたんだ。……他にいる。今も十五年前に行方不明になった男と赤ん坊を捜してる。……ユーニ。君を捜しているんだよ」

　全部嘘なのだと思っていた。探している人なんていない、これで終わったのだとばかり、思っていた。予想もしていなかったクアスの言葉に、ユーニは混乱せずにいられなかった。

「……だって、嘘だって」

「あいつらは噂を聞きつけてなりすましていただけだ。まだ僕も調べている最中で、君を捜している人物が何者なのかまでは分からない。もうそろそろ、僕が嗅ぎ回っているのに向こうも気付くかもしれないな。……多分、あれはこの国の人間じゃない。他国の者だ」

　言葉が出てこない。これが嬉しい事なのかそうでないのかすら、ユーニには分からなかった。

「彼らの目的が何なのかは分からないが、かなり焦っているようだった。……ユーニ」

　呼びかけられ、ユーニは慌てて顔をあげる。

「もしも本当の母親が捜していたら、会いたいんじゃないのか。自分が本当は何者なのか、知りたくはないのか？」

　動揺せずにいられなかった。会いたくないと言ったら、知りたくないと言ったら、嘘になる。けれど人でなくなった今、そんな事が可能なのか。

「本当の母親と再会して、一緒に暮らしたいと思っても、もうそれは叶わない。普通の子供のように、幸せな家庭で暮らす事もできない。人でなくなってしまった今、竜の番人として、この狭い巣の中でしか生きていけない」

　クアスが何を言いたいのか、分からなかった。動揺し戸惑ったまま、ユーニはクアスを見つめるだけだった。

「……それでも君は、僕を恨まないのか。……人でなくなった事を、後悔しないでいられるのか」

　クアスは自分を責めているのだと、ユーニはようやく気付いた。今更、ユーニを捜す人物が本当に存在すると知って、クアスも動揺しているのかもしれない。

ユーニを番人にした事を、後悔している。

　ユーニからも、その誰かからも、『普通の人間の幸せ』を取り上げたと思っている。

　耐えきれなかった。ユーニは恐らく、生まれて初めて、声を荒らげた。

「あの時クアス様がぼくを番人にしなかったら、ぼくは死んでいた！」

　泣き出したかった。ユーニは夢中で怒鳴るように続ける。

「どうして後悔なんか……！　どこの誰か分からなくても、『僕の夜明けユーニ』でいいって言ってくれたのは、クアス様だ！」

　テーブルの上のクーも、いつも大人しく内気なユーニの大声に驚き、見上げていた。ユーニはそれにも気付かない。

「ぼくはそれがとても嬉しかった！　ぼくはそれでいいんだ！　あなたの『夜明けユーニ』でいられるなら、他の何もいらない！」

　叫んでいるうちに、涙が溢れ出す。

「……どうしてクアス様が、そんな風に苦しまなきゃならないんだ……。ぼくはあなたの傍にいられるなら、何もいらないのに……」

　ユーニの頬に、クアスの指先が触れた。優美な指先は、ユーニの眦まなじりから溢れ、零れ落ちる涙を拭う。

「……あの明け方の湖で僕に助けられたから、僕の事を好きだと思い込んでいるだけかもね」

「たとえそうだとしても、それの何が悪いのか、分かりません。クアス様がぼくに、名前も、居場所も、誰かをこんなに好きになる事も教えてくれました」

「竜なんて、本当に身勝手な生き物だ。もしかしたら、君以外にも番人を作るかもしれない。欲しいと思ったら後先考えないのが竜だよ。欲しいままに何人も番人を作るような、多情で淫蕩な生き物なんだ」

　クアスの優しい両手が、ユーニの頬を優しく包む。そんな優しく触れられたら、余計に涙が止まらない。

「山吹さんにもらった本で読んだから、知ってます。……ぼくがクアス様を好きなんだから、いいんです」

　よく読んで、知っている。この巣に来たばかりの頃に、山吹がくれた『竜と暮らす幸せ読本』は、竜に飼われた人間が、竜とどう暮らしていけばいいのかを教えてくれる本だった。

　竜は人を攫い、番人にし、心を操る。幾人もの番人を巣に迎え入れ、巨大な巣の管理を任せ、子を成す。


それは竜の常識で、当たり前の事だと書かれていた。人間の都合なんて、関係ない。竜は欲しいものを当然のように、手に入れる。それが物でも、人間でも。



　それなのにクアスは今もこうして躊躇っている。自分がした事が許されるのか、迷わずにいられない。

　命を救うにはこれしか方法がなかった。その代わり、この未熟な身体で、当然のように得られる幸せも知らずに、千年を超えて生きていかなければならなくなった。

　クアスは、普通の子供たちが当たり前のように手に入れている幸せも、当たり前のように与えられる親からの愛情も知らないユーニを、何もかも知らないまま番人にしてしまった事に、苦悩せずにいられない。

　クアスがユーニをとても大切に思ってくれているからこそ、こんな風に苦しんでいるのだと、分からないはずがなかった。

「……どうしてだろう。……こんな風に思い悩むなんて、思ってもみなかったんだ。……欲しかったら奪えばいいと、ずっと思っていた。そういうものだと思っていた」

　ユーニの濡れた頬に、クアスの唇が柔らかに触れる。

「……今まで迷った事なんかなかった。欲しければ躊躇う必要もなかった」

　なめらかな頬を辿った唇は、薄く開かれたユーニの唇に触れ、囁く。

「僕の『夜明けユーニ』。……あの時、何も考えられなかった。君がこの世界からいなくなるなんて、耐えられない事だったんだ」







「クーはだめだ。……そんな可愛い顔しても、だめ」

　クアスの小さな笑い声と、クーの拗ねたような、甘えたような鳴き声が聞こえる。追い出されたクーは寝室のドアを閉められて、暫くの間不満げにくぅくぅ鳴いていたが、諦めたようだった。

「いつもお前はユーニと一緒にいるだろ？　たまには僕に譲ってくれてもいいじゃないか」

　クアスはとても楽しそうに笑っているが、ユーニはもう心臓が破裂しそうなくらい、ばくばく脈打っている。

　クアスの部屋には何度も入ったけれど、それは掃除や片付けで、こんな風にこの豪華な天蓋てんがい付きの寝台に座らされた事なんて、なかった。

「……番人の三つ目の仕事を初めてする前に、聞いておくけど」

　クアスは緊張のあまり固まっているユーニの隣に座りながら、のんびりと話し掛ける。

「一週間くらい、僕から離れたくなくなると思うよ。……それでもいい？」

　そう囁きながらユーニの額に触れるクアスの吐息は、なんとも甘く切なげで、余計にユーニは落ち着かない。

「……今でも離れたくないです……」

　おずおずとユーニがそう言うと、クアスにしては珍しく、ほんの少し顔を赤くして、照れているようにも見えた。

「僕なしでいられなくなるって意味だよ」

　今でもそうだと素朴にユーニは思う。ずっと一緒にいたいと思っている。後にその本当の意味を嫌と言うほど理解する事になるが、今のユーニにそこまでの知識はなかった。

「ええと……クアス様がずっと一緒にいてくれるなら、それでいいです……」

　目の前の、なめらかな唇が微笑みの形に綻ほころび、ユーニの額に軽く口づけた。触れた唇はこめかみを、頬を辿り、唇に辿り着く。

　甘く唇に噛み付かれて、思わず吐息が零れ落ちる。軽く触れるようなキスは何度かしていたが、こんな風に食まれるのは初めてで、そのあまりに優しく甘い感触に、身体が震えそうになってしまう。

　がちがちに固まっているユーニの耳に、クアスの小さな笑い声が聞こえる。柔らかに抱きしめられながら絹のシーツの上に引き倒され、着ていたシャツのボタンにクアスの指が掛かった。

　相変わらずユーニは緊張で硬直したまま、その白く優美な指先が器用にボタンを外して行くさまを、小さく震えがら見つめるしかなかった。

　ボタンを外し終えたクアスのみどりの瞳と、目が合う。クアスはまた、穏やかな笑みを見せた。

「……そんな怯えないで欲しいな。悪い事してる気持ちになる」

「ち、ちが……だって、その」

　自分が貧相に痩せていて、綺麗な身体ではないとよく知っている。この屋敷に来てからやっと肉がついてきたのに、この間の背中に負った傷を治す為に随分消耗して、また骨が少し浮いて見えるようになってしまった。以前の枯れ枝みたいな痩せ細ってカサカサの身体よりはマシではあるが、やはり『綺麗』からは遠い。

「……痩せてて、みっともないから……！」

　泣きそうだった。どこもかしも優雅で綺麗なクアスに見せられるような身体ではない。

「だから、僕の番人の悪口はやめろって言ってるのに。……僕が綺麗だと思ってるんだから、それでいい」

　はだけたシャツの隙間から覗く素肌に、クアスの唇が触れた。その瞬間、その触れられたところに火がついたかのように、火照り始める。

　優しく触れる唇とは裏腹に、触れられた場所から痺れるような甘さが全身にゆっくりと伝播していくような気がしていた。じわじわと蝕まれるような、急き立てるような、初めて経験する高揚だった。ユーニはますますどうしたらいいのか分からない。

　クアスの指が触れ唇が触れ、音を立てて吸い、食まれるうちに、震える唇から細く甘い声が零れ落ちる。止めようがなかった。

「あ、あ……ん」

　自分の声だとは思えないくらいに、甘く乱れていて、ユーニは戸惑わずにいられない。皮膚を伝う快楽は身体の中にまで染み込むように、ユーニをいたずらに昂ぶらせていく。

「あ、あっ……！　クアスさ、ま……」

　ユーニの唇から、甘い声だけが零れ落ちる。羞恥で死にそうなくらいなのに、身体の火照りは増すばかりで、ユーニは泣きそうになっていた。震えたまま硬く目を閉じていると、その閉じた瞼にクアスの唇が触れてきた。

「ユーニ、目を開けて」

　恐る恐る目を開くと、クアスは緊張でこわばったユーニの右手をとる。その指先を優しく包むように触れ、口づけた。

「緊張してるのは僕も同じだ」

　そのユーニの右手を、クアスは自分の胸に押し当てる。

「恥ずかしがらないでいい。番人は竜の興奮につられるんだ。僕がユーニを欲しいと思えば思うほど、ユーニも僕が欲しいと感じるはずだ。……だから恥ずかしい事じゃない」

　ユーニのこわばった腿に押し当てられたものに、ユーニも気付いた。熱く硬く張り詰めているそれが何なのか理解して、ユーニは小さく震える。

「痛みは感じないはずだし、優しくし……まあ、できるだけ努力する。……ごめん」

　縮こまるように丸まっていたユーニを、クアスは両手で抱きしめ、肩口に甘く噛み付く。クアスの指や唇が触れたところから、熱を帯び甘く痺れていく。

「怖がらせたくはないけど……僕も、そんなに余裕がないんだ」







　確かに、最初は微かな痛みがあった。

　こんな大きく硬いものを押し込まれるなんて、怖くて仕方なかったはずなのに、今、信じられないくらいに、それが甘く狂おしく感じられていた。

「あああ……っ……！　く、あ、あっ……！」

　奥深くまで穿たれて、声が震える。あんなに恥ずかしかったはずなのに、今は淫らな声をあげ、クアスを身体の奥まで迎え入れている。

「クアス様、あ、あっ！……や、んんぅ……！」

　自分の声だと思えないくらいに、甘くとろけた声が零れ落ちる。止めようがなかった。ゆっくりと中を擦られ、揺すり上げられると、何も考えられないくらいに、身体中が甘く痺れ、溶け出してしまいそうだった。

「……ユーニ……っ……」

　切なげに乱れたクアスの声が聞こえる。その熱く甘い吐息は耳朶に触れ、ユーニの頭の中まで侵食する。

　ユーニの華奢な腰を抱いていた手が滑るように辿り、下腹に触れた。

「……ユーニ」

　囁きながら優しく下腹を撫でられ、ユーニは閉じていた瞳を開く。

「……『しるし』が刻まれた。……僕の番人だという、しるしだよ」

　繋がったまま抱き起こされ、更に奥深くを抉られる。その狂おしくも甘い刺激に、ユーニは耐えきれずに高く甘い悲鳴を漏らす。

　ユーニの白くなめらかな下腹に、五つの花弁を持つ鮮やかな翡翠の花が浮かび上がる。

　花弁は竜の鱗を象る。竜の番人であるという、生涯消える事がない所有のしるしでもある。

　下腹に刻まれた翡翠の花の奥深くが、燃えるように熱かった。気が狂いそうなくらいに、クアスが欲しかった。頭も、骨も、皮膚も、肉も。身体の全てを支配するように、快楽だけが身体を蝕んでいく。竜との、クアスとの交尾の事しか、考えられなかった。

「や、あ！　あ、あぅ、んんぅっ！」

　突き上げられ、揺さぶられて、喘ぐばかりで言葉は何一つ、浮かばなかった。

「クアスさ、ま、……あ、あああっ……！」

　今はもう、何も考えられなかった。ユーニは夢中で両手を伸ばし、クアスの背中を抱きしめる。気が狂いそうだった。身体も心も滅ぼされそうなくらいの快楽に飲み込まれ、溶けて消えてしまいそうにさえ、思えた。

　切なげなクアスの吐息が耳朶に触れ、そして深く繋がったまま、揺すり上げられる。濡れた粘膜の擦れあう淫らな音が、余計にユーニを貪欲に急き立てた。

「……僕の夜明けユーニ」

　奥深くを激しく突き上げられ、ユーニの背中が震える。翡翠の花の奥深くに吐き出された熱く滾った体液を感じながら、ユーニの乾いた唇から、甘く高い悲鳴が零れ落ちた。

　もっと深く繋がりたかった。もっと、もっと。このまま身体が溶けてしまうまで、抱いていて欲しかった。この甘美な快楽と幸福感に、骨まで浸り、溶け落ちてしまいたかった。

[image: 挿絵４：クアスの番人であるというしるし]







「すっかりクーがいじけてるな。……ほら、今日はいつものユーニだから、甘えておいで」

　クアスは朝食の丸パンを千切ってクーに食べさせながら、機嫌をとっているようだ。

「ユーニが眠っている間に僕が構ってたけど、やっぱり代わりにはならないな。……ほら、クー。干しいちじく好きだろ」

　パンをあげたり干した果物をあげたり、クーの好きな木の実をあげたりと、クアスはせっせといじけたクーを構っている。ユーニも申し訳なく思っているが、今は色々複雑な心境で落ち着かない。

　この一週間、ユーニは寝ているか食べているか『番人の三番目の仕事』をしているかのどれかだった。食事の時にクーを構う余裕もなかった。空腹のあまり食べるのに必死になっていたし、満たされれば今度はクアスとの『甘く淫らな行為』で頭がいっぱいになる。それくらい『三番目の仕事』に夢中になっていた。

　クアスが言っていた『一週間くらい、僕から離れたくなくなると思うよ』は、こういう意味だったのかとユーニが理解したのは、その『一週間』が過ぎてからだった。

　今思い出しても恥ずかしい。ひたすらクアスとの、心も身体も甘く幸せに満たされる交尾の事しか、考えられなかった。一週間、ずっとだ。

　起きている間はクアスが欲しくて、他の事がなにひとつ考えられなかった。しようとも思えなかった。食べる事も忘れて、狂ったようにクアスにねだり続けていた。身体の奥、下腹に刻まれた翡翠の花の奥深くが甘くとろけそうに疼いて、耐えられなかった。食事すら、クアスに言い聞かせられてようやく空腹だと思い出すくらいだった。

　うっすらと覚えている。とんでもなくいやらしい言葉でねだっていた気がする。

　クアスは干しいちじくを食べ終えたクーを、ユーニの手元に置く。ユーニも食事で忙しいのだが、クーをこの一週間構えなかった事を申し訳なくも思っているし、クーが可哀想にもなっている。

「ごめんね、クー。……ご飯食べたら一緒に散歩に行こう。今日はたくさん遊ぼう」

　クーを撫でながらも囓りかけのパンは手離せない。いつもならすぐにお腹がいっぱいになるのに、今は幾ら食べても満たされない。考えられないくらいの空腹で、先ほどからユーニはひたすら食べ続けていた。

「……ものすごくお腹が空いていて、幾ら食べてもなかなかお腹がいっぱいにならないです……」

　異常な食欲に自分でも不安になる。こんなに食べたらお腹が破裂するのでは、というくらいに食べ続けているのに、まだ食べたいと思っている。クアスは器用にチーズや燻した鶏肉を切り分け、パンに挟んでユーニの皿に載せながら、小さく笑って頷く。

「あれだけ交尾すれば空腹にもなるな。竜との交尾は番人になっても負担が大きい。ひどく消耗するから、たくさん食べておかないと」

　その言葉で、この一週間をまざまざと思い出す。寝室での甘く淫らな行為の一部始終が、頭の中にはっきりと浮かんでしまった。

　あまりの羞恥に、ユーニは囓りかけのパンを持ったまま固まってしまう。首筋まで真っ赤だ。その真っ赤なユーニに気付いたクアスは唇の端を綻ばせ、優美な笑顔を見せる。

「竜との交尾の快楽を知った番人は、皆そうなる。中毒状態みたいなもので、この一週間が過ぎればもうここまで耽溺たんできするような事はないから、心配はいらない」

　この気品溢れる美しい唇が、『交尾』と口にするのが本当に不思議に思える。そんな言葉を口にしそうにないように思えるが、この唇が優しくも淫靡に触れ、囁き、時に気が狂いそうなくらいの快楽を紡ぎ出す事も、身をもって知ってしまった。思い出すだけでユーニはクラクラしてくる。

　固まったままのユーニに食べるように促しながら、更にクアスはタルトを切り分ける。どこからこのタルトを入手したのか分からないが、シロップ煮にしたつやつやの桃がバラの花のように飾られた、とても華やかでおいしそうなタルトだ。

　クアスは『そんなの、気にするような事じゃない』と言わんばかりの口ぶりだが、ユーニには羞恥心がある。羞恥のあまりもじもじせずにいられなかった。

「まあユーニは身体が小さくて未熟だから、大半僕が魔法で眠らせておいたけど。だからそれほど消耗はしてないはずだ。ユーニが欲しがるままに交尾してたら、ユーニが弱って死ぬかもしれなかったしね」

「……ほ、欲しがる……ま……まに……」

　確かに尋常ではない状態だったと思う。あんな事になるなんて、全く思っていなかったユーニには衝撃が大きすぎた。

　羞恥も忘れて淫らに足を開き、ねだった。下腹に咲く翡翠の花の奥深くが訴えるまま赤裸々に、クアスが欲しいとあられもなく喘ぎ、叫んでいた。気のせいではない、よく覚えている……。

　一週間の『蜜月』が終わって正気になってみれば、本当にいたたまれない。幾らクアスに『これが普通』と言われても、恥じ入らずにいられない。

「だから未熟な人間を番人にしないんだ、本来は。あまりに負担が大きい。仕方ない事だけど、ユーニが大人になるまで待てるなら、僕も待ちたかった」

　あんなほぼ交尾しかしていないようなふしだらな一週間を過ごしても、クアスはいつも通りの、いやらしい事と全く結びつかないような、湖の精霊の如き美しさと冷静さだ。余計にユーニはいたたまれない。

「まあ、そんな恥じ入る事じゃない」

「……ぼ、ぼくばかり、そんないやらしい事になってて、だから、恥ずかしいんです……」

　なんとかぼそぼそと小声で言えた。ユーニの羞恥を知ってか知らずか、クアスは相変わらず冷静に見える。

「発情期の僕の方がひどいと思うから、安心するといい。まあ、発情期の間は番人も竜の発情につられるからお互い様かもしれないけど」

　あんな恥ずかしい状態に、またなるというのか。ユーニはもう落ち着いていられない。ぐらぐら目眩がしそうだった。

「……ユーニだけ、そんな事になってると思ってたんだ」

　桃のタルトをユーニの目の前に置き、クアスは片手で頬杖をついて、赤くなったり青くなったり忙しいユーニを眺めている。その口元はちょっぴり、意地悪な笑みを浮かべているようにも見える。

　銀細工の施されたフォークで器用にタルトを切り取り、ユーニの口元に運びながら、クアスはあどけなくも見えるけれど、何とも妖しく色っぽくも感じられる不思議な笑みを見せ、囁く。

「じゃ、もうちょっと太って元気になったら、また、しようか。……その時はユーニももっと色々な事が分かるかもね」







　真夏になっても、湖に囲まれたこの茨の森の屋敷は過ごしやすい。湖を渡り茨の森を抜ける爽やかな風のおかげで、ほどほどの暑さで夏を楽しめる。

　いつものようにユーニはクーを連れて家事をこなし、茨の森へ入って材料集めをし、中庭の手入れをして、余った時間で本を読み、文字の勉強をする。

　相変わらずクアスは国中を飛び回って、竜の理想の巣である『財宝がたくさん詰まった豪華で立派な巣』を作る為に、彼の心を満たす美しいもの探し集め、時折あちこちの村や街から捧げられた貢物を持ち帰る。

　そんな穏やかな日々が静かに流れていたが、クアスは『ユーニを捜す何者か』を全く諦めていなかった。ユーニの為にも、クアス自身の為にも、十五年前に何があったのか調べたいようだった。

「ユーニを捜す『母親』が何者か、安全な相手なのかよく調べる」と言って、頻繁に周辺国にも足を運んでいる。

　その結果が、真実がどうであろうと、ユーニの気持ちはもう決まっている。

　母親が何者でも、自分が誰なのか分かっても、ユーニは『夜明けユーニ』だ。他の誰でもなく、茨の湖に棲む風纏う翠玉の竜の『夜明けユーニ』だ。

　そう分かっていれば、何も怖くない。もしも真実がどんなに残酷だったとしても、何も揺るがないと信じられた。

　もうすぐ帰ってくるであろう主の為に、ユーニは中庭のポーチにティーテーブルを運んで、お茶の用意を始める。夏の木陰は過ごしやすい。今日はここでクアスの為にお茶を淹れようと思っていた。

　小さかったクーも少しずつ育っていて、ちょっぴり立派になった。真っ白な翼を広げ、よく茨の森や湖上を飛び回っているけれど、以前の頼りなさは全く感じられないくらい、力強く逞しくなった。

　空を駆け巡っていたクーが、すっかりお茶の用意がすんだティーテーブルの椅子の背に舞い降り、クアスが帰って来た事をくぅくぅ鳴いて告げる。

「ありがとう。クアス様が帰ってきたんだね。……そういえば、クーがぼくの名前を言ったってクアス様が言ってたな」

　あれから二度とクーは自分から言葉を発する事も、ユーニの名前を呼ぶ事もなかった。あの一回限りだったようだ。クーもあまりに必死で、自分がユーニの名前を呼んだなんて、覚えていないのかもしれない。

「クーがクアス様を連れて来てくれなかったら、ぼくはここにいなかったよ。それから、こんな幸せにもなれなかったよ。……ありがとう、クー。やっぱりクーはぼくの一番の友達だ」

　クーは差し出されたユーニの指先にくちばしを軽く寄せ、それから身体を擦り寄せる。少しずつ大人になってきたが、まだまだ甘えたい盛りの子供だ。くぅくぅといつものように鳴いて、甘える仕草を見せる。

　不意に、大きな影が中庭に差した。抜けるような青空を見上げると、翠玉の鱗に包まれた風竜が、静かに音もなく中庭に舞い降りようとしていた。夏の日差しを受け、煌めく鱗に覆われた巨大な身体を、足下から這い上がる風が包む。穏やかな風が暴風に育ち、それが溶けるように消え失せると、いつものように、蜂蜜色の髪の青年が降り立った。

「おかえりなさい、クアス様」

　笑顔で駆け寄るユーニを両手で抱きしめて、クアスはその黒髪に頬を埋める。

「……ユーニ」

　静かな声だった。どこか悲しげにも聞こえる、そんな声音だった。

「君に説明している時間すら、もうないんだ。……何があっても君を護ると約束する。だから僕を信じて欲しい。……一緒に、君の母親に会いに行こう」


九　君が僕の永遠なる希望







　翠玉の鱗を纏う風竜に変化したクアスの、鋭い爪を持つ両前脚に護られるように抱えられていたユーニが降り立ったのは、レダ王国とクラジェ君主国の国境だった。

　夕暮れの鬱蒼とした針葉樹の深い森を抜けると、石畳に覆われた街道が目の前に広がった。その街道のすぐ傍の平原に、馬車と数頭の馬、それにこれは騎士であろう。質素なクロークを纏っているが、その立ち姿は軍人そのものだ。数名の騎士が無言で佇たたずんでいた。

　人の姿に戻り、道案内をしていたクアスはユーニの手を取り、馬車の前に立つひとりの女騎士に声をかける。

「……待たせた。この子がそうだ」

　赤毛の女騎士は、じっとユーニを見つめる。言葉をなくしたように暫く無言のまま、呆然と、ユーニを凝視していた。

「ギネヴィア殿」

　クアスにそう呼びかけられて、女騎士は我に返ったようだ。慌てて口を開く。

「失礼した。私はギネヴィアと申します」

　赤毛に灰色の目をした、歳は三十後半くらいだろうか。長身で洗練された立ち居振る舞いだ。恐らくは身分の高い騎士であろう。

「きっと詳しい話を聞く時間もなかったと思います。……ユーニ様、決して我々は怪しい者ではございません。もうあまり、時間が残されていません。お話は、馬車の中で」

　これから何が起きるのか、ユーニには想像もできなかった。手の中で小さく震えるユーニの指先に気付いたのか、クアスはしっかりとユーニの手を握りしめる。

「何があっても離れないと約束する。必ず護るから、信じて欲しい」

　ユーニはクアスを見つめ、黙って頷く。

　この手よりも信じられるものなんて、何もない。クアスが全てなのだと、強く思う。







「……我々はクラジェ君主国の女王に仕える女王騎士です。私は筆頭ひっとう騎士のひとりで、女王に最も近い騎士でもあります」

　宵闇の街道をひたすら走り続ける馬車に揺られながら、クアスとユーニに向かい合って座る女騎士ギネヴィアはゆっくりと口を開く。

　ずっと以前に、メレディアが地図を広げながら色々な国の話をしてくれた事をユーニは思い出していた。大抵の国の王が男性だが、クラジェ君主国は代々女性が王位に就く珍しい国だと言っていた。

　馬車はもう小一時間ほど走り続けている。どこまで行くのかは分からないが、とても急いでいるようだった。そして、あの場にいた他の騎士たちは護衛なのか、ずっと馬車を囲んで走り続けている。

「現国王のジェラルダイン女王が即位なさる前、王女時代から仕えております。ジェラルダイン女王はわずか十六歳にして即位なさり、以来、クラジェの平和と繁栄の為にその身を捧げておられます。……それこそ、ご自分の幸せをも犠牲になさりながら」

　クラジェの女王は、一生を国家に捧げる。女王は国の妻であり母であり、国家は女王の夫である。生涯配偶者を持たず、子も残さない。女王の後継者は、女王の姉妹、もしくは姪から選ばれる。文字通り、女王はクラジェに全てを捧げる。故に処女王とも呼ばれる。

　ギネヴィアの説明を聞いても、どこか知らない世界の話のようで、ユーニには遠く感じられる。けれどこのクラジェ君主国と女王、女王騎士が、ユーニの過去に大きく関わっているのだ。

「どこからお話したらいいのか。……今日、ユーニ様をお連れするのは、女王の離宮です。王都から少し離れた街にあります」

「……ぼくは女王様に関わりがある生まれだと言う事ですか」

　それだけ尋ねるのが精一杯だった。ギネヴィアは慎重に頷く。

「今日お目に掛かるまで、私は半信半疑でした。……ユーニ様はお父上にそっくりですよ。その黒髪も、鳶色の瞳も、穏やかな面差しも。……お父上は、無冠ではありましたがとても誠実で優秀な学者でした。女王はお父上を大変に信頼なさって、心の支えにしていらっしゃいました」

　あの大雪の朝に、小さな赤子を抱いて大怪我を負いながらあの村まで辿り着いたのが誰だったのか。全てが繋がった。

　処女王と、無冠の学者。その間に生まれた子が誰なのか、聞くまでもない。

「……どうか、ご両親を責めないで下さい。もしも前女王が暗殺されなければ、ジェラルダイン様は女王に即位する事はなかったのです。……策略と陰謀が渦巻く世界で、十六歳の少女がたったひとりで戦い続けるのが、どれほど辛く厳しく、心細く、恐ろしい事か……。お父上はそのジェラルダイン様に寄り添い勇気づけ、支え続けていたのです」







　馬車が女王の離宮に着いたのは、夜更け過ぎだった。女王騎士たちが全てを秘密裏に行動したいのは、ユーニも察していた。もしもこれが真実なら、処女王に隠し子がいる事になる。政敵には絶対に知られてはならない事だ。

　湖のほとりにある女王の離宮は、極めて質素だった。王族の為の静養地であるとギネヴィアは言っていたが、華やかさからあまりにかけ離れた、うら寂しい佇まいだ。大国の女王の離宮とは思えないくらいに古く、静かな屋敷だった。

「幼かったあなたを護る方法は、これしかありませんでした」

　ランプを掲げて廊下を歩くギネヴィアとクアスの後を歩きながら、ユーニは何を言えばいいのか、混乱していた。何もかもが突然で予想だにしなかった事で、考えが追いつかなかった。

「政情不安定なこの国を護る為に、ジェラルダイン様は女王であり続けなければなりませんでした。そして女王の失脚を狙う者からも、女王を護る者からも、あなたは命を狙われていました。……あなたとお父上の為に国を捨てなかったと言われたら、返す言葉もありません。ジェラルダイン様は、国民を守る為に、王であり続ける道を選びました」

　冷静に見えていたギネヴィアの声が、震えているようにユーニには感じられていた。泣き出しそうなのを堪えているように思えるのは、気のせいではないはずだ。

「お父上は、あなたを護る為に女王の許を去りました。……追っ手を振り切って、どういう最後だったかは……ユーニ様もご存知の事ですね」

　重々しい樫かしの扉の前で、ギネヴィアは立ち止まる。

「ユーニ様。……あまりに突然の事で、きっと何の心の準備もできていらっしゃらないでしょう。……我々も、もっと早くにあなたを見つけ出したかった。……もうジェラルダイン様には、残された時間がありません。どうか最後に、ジェラルダイン様に会って差し上げて下さい」

　その樫の扉を開き、中に案内される。質素な調度品と、今は火の気のない暖炉。ギネヴィアとクアスはここで待つようだ。その奥にある扉へと、ユーニは促される。

　寄り添うクアスを迷うようにユーニが見上げると、クアスはいつものように、穏やかな笑みを見せた。

「……行っておいで。後悔しない為にも、自分自身の為にも。僕はここにいるから」







　部屋の窓は開け放たれていた。穏やかな月明かりが、女王の寝所とは思えないくらい簡素な部屋を照らしている。

　ヘッドボードにピローを重ねもたれるように横たわる人影は、乳白色の月光に照らされ、仄白く浮かび上がる。戸惑い立ち竦んだままのユーニに、白い人影は声をかけた。

「ごめんなさい。だいぶ悪いみたいで、もう起き上がれないのよ。……こちらに来て頂けるかしら」

　ひどく弱った、細い声だった。呼ばれるままに、ユーニは寝台へ歩み寄る。

　大きな寝台の大きなピローに埋まるように横たわる女性は、病み衰え、やつれていたけれど、きっと健康だった頃はとても美しい人だったに違いない。クアスの蜂蜜色の髪に似た金色の髪に、とても綺麗な青い瞳を持っていた。

　一目で分かる。重い病に蝕まれている。その頬も手も痩せ細り、蒼白だった。

「ギネヴィアに聞いたかしら。……私、あなたにとても会いたかったの。私が誰か、名乗ってもよろしくて？」

　その細い声は、とても優しく穏やかに、ユーニの耳に響いた。その声を初めて聞いたはずなのに、とても懐かしく恋しく、切なく感じられる。何故、こんなにも胸を締め付けられるのか、分からない。その声を聞いているだけで、胸を焦がすような切なさに、泣き出したくなった。この声を、ユーニは知っている。覚えている。

「ジェラルダインというの。それから……雪の日にあなたを抱いて、あの村へ行った若い男性は、エリアスというの。……エリアスはあなたのお父様よ。まだ若かったけれど、とても優秀な学者だった。とても優しい人で、あなたが生まれた時、泣いて笑って喜んでくれたのよ」

　大国クラジェの女王とは思えないくらい、頼りなげな、弱々しい微笑みだった。きっと年齢は、ギネヴィアより少し若いくらいだ。

「……手に触れてもよろしくて？」

　ユーニは頷いて歩み寄り、ジェラルダインの手を取る。病み衰えた手はとても冷えていて、ユーニは思わず両手で暖めるように包み込んだ。

「エリアスにそっくりね。エリアスもそんな黒檀こくたんみたいな髪をしていたわ。……この優しい手も、エリアスによく似ている」

　ユーニの優しい手の温もりに、ジェラルダインは目を細める。

「……名前を教えて下さる？」

「ユーニです。……遠い国の言葉で、『夜明け』という意味だそうです」

　ジェラルダインは目を伏せ、ユーニ、と小さく呟く。

「とても素敵な名前ね。……ユーニ、今、幸せに暮らせていて？」

　ユーニはゆっくりと頷く。

「はい。……とても幸せです。辛い事や悲しい事は、誰にでもある事だと思うけれど……今はとても幸せに暮らせています」

　ジェラルダインは再び目を開いてユーニを見上げ、嬉しそうに微笑む。

「よかった。……それだけが気がかりだったの。あなたが幸せなら、私はもう、何も思い残す事はないわ……」

　母親だと、名乗ろうとしなかった。ギネヴィアが言っていたように、『夫と子供の為に国を捨てられなかった』からなのか。ユーニは恐る恐る、口を開く。

「……ジェラルダイン様はぼくのお母さんだと、ギネヴィア様から聞きました」

　ジェラルダインは微かに頷く。

「ええ、十五年前にあなたを産んだのは私。……でも、私は女王である事を捨てられなかった。あなたとエリアスの為に、国を捨てる事ができなかった。……だから母親だと名乗る資格がないのよ」

　そうは思えなかった。国の為に生きる道を選ぶのが悪い事だなんて、思えなかった。

　ユーニに女王の宿命の重さなんて、分からない。それでも、たった十六歳で即位し、国と共に生きていこうと決意した女王を責めようとは思えなかった。自分の幸せよりも国を護り続ける事を選んだ、それを誰が責められるだろう。

「ただ、あなたに会いたかった。……ごめんなさい、あなたに会いたかったのよ。この十五年ずっと、エリアスとあなたに一目会う事だけが、私の願いだった……」

　どんな人が母親なのか、父親なのか、ユーニは何度も想像し、いつか会える日が来るかもしれないと、ずっと夢見ていた。

　弱々しいジェラルダインの手を握りしめながら、ユーニは祈る。

　もう少し、時間を下さい。もしも会えたなら、話したい事はたくさんあったのに。







　どれくらいの時間が過ぎただろう。気がつくと暗闇だった窓の外は、仄かに蒼ざめた空に変わっていた。もうすぐ夜が明ける。

　ユーニはジェラルダインの手を取ったまま、その白み始めた東天とうてんを見守っていた。

　ジェラルダインを時折休ませながら、随分たくさんの話をしたような気がする。

「……お母さんって呼んでもいいですか……？」

　そう尋ねると、ジェラルダインはユーニを見上げ、嬉しそうに微笑んだ。

「嬉しいわ。……夢みたい」

「お母さん……会えてとても嬉しいです。……いつかお母さんに会えたらって、何度も夢見ていました」

　もしも真実がどんなに残酷でも、悲しくても、辛い現実だったとしても、受け入れようと思っていた。今ここにユーニがいるのは、両親が、ジェラルダインとエリアスがいてくれたからだ。

「辛くて悲しい事もたくさんありました。普通の子供たちのように、お父さんとお母さんと、貧しくとも幸せに暮らせたならと思う事もありました。……でも、お母さんを恨もうなんて、思えません」

　まだ赤子だったユーニを連れた父が、あの極寒の名も無き村まで辿り着かなければ、クアスに出会う事もなかった。

　処女王が無冠の学者と恋に落ちなければ、ユーニは生まれて来なかった。ユーニを護る為に父が国を出て行かなければ、雪深い名も無き村まで辿り着かなければ、竜の生贄として捧げられる事にならなければ。

　クアスと結ばれる今は存在しなかった。風纏う竜の『夜明け』は存在しなかった。

「『夜明けユーニ』という名前は、大好きな人が付けてくれました。……とても大切な名前だけれど、お母さん。お母さんとお父さんが付けてくれたぼくの名前を知りたいです」

　ジェラルダインは微笑みながら、ユーニの話を聞いていた。

「あなたのお父さんと、ふたりで考えたわ。ケンカになるくらい、ふたりで真剣に考えたわ。……『シア』というの。……クラジェの古い言葉で、『永遠』という意味よ」

　ジェラルダインは窓の外に目を向け、蒼ざめた空に消え残る、折れそうに細い月を見上げる。

「……私たちは何一つ確かなものを持てなかった。あなたが生まれるまで、何もなかった。……だからあなたが私たちの『永遠』だった。……あなただけが、真実で、確かな事で、どんな事をしても、誰かに誹そしられても、護りたかった……。……今だけ、シアと呼んでもいいかしら」

　ユーニはジェラルダインの手を握りしめたまま、頷く。頷く事しかできなかった。何か一言でも口にしたなら、泣きだしてしまいそうだった。最後は穏やかに彼女を見送りたかった。

「シア。……クラジェの古の神々よ、どうか私たちの永遠シアを、お守り下さい。……永遠に。永遠に」

　それがクラジェの女王の、最後の言葉だった。







　夜明けの空に、深い森に、街道に、街並みに、追悼の鐘が鳴り響く。

　女王の逝去を告げる鐘の音は、クラジェの国中に響き渡った。その鐘の音を、ユーニは針葉樹の森に護られた小高い丘の上で、クアスとふたり、並んで聞いていた。

「母親に会えて、よかったと思える？」

　クアスにそう尋ねられ、ユーニは静かに頷く。

「本当の名前も教えてもらいました。『シア』だそうです。クラジェの古い言葉で、『永遠』と言う意味だと言ってました」

　クアスはシア、と声に出して呟く。

「いい名前だ。……呼びやすくて、優しい響きだ。『永遠なる夜明けシア・ユーニ』なんて、詩的で哲学っぽいな」

「……お父さんもお母さんも、何も確かなものが持てなかったって。二人の間に生まれたぼくだけが確かな事だったと言っていました」

　国家の妻である処女王と、無冠の学者。許されざる恋に落ちたふたりは、誰からも祝福される事なく、隠し続けなければならなかった。だからこそ生まれたユーニだけが『永遠』だったのかもしれない。

　国家に全てを捧げた女王は、何一つ自由にはならない。誰かを愛する事すら許されなかった母は、せめて我が子と夫だけは、謀略ぼうりゃく渦巻くクラジェではなく、どこか遠くの国で、幸せに穏やかに暮らして欲しいと願っていただろう。

「夜が明ける。……当たり前だけど、夜明け前が最も深い闇だ。でも、どんなに暗い夜にも、必ず朝がやってくる。日は必ず昇るんだ。……ユーニ」

　クアスはユーニの手を取り、囁く。

「ユーニには、『夜明け』以外に、もう一つ意味がある。……『希望』という意味だ」

　昇り始めた朝陽が、穏やかにユーニとクアスを照らす。

「暗闇に光が差すから、『夜明け』を『希望』と呼ぶんだろうね。……今ならその理由がとてもよく分かる」

　ユーニがクアスに出会ったのも、夜明けだった。

　暗闇をひたすら駆け、逃げ続けた。薄闇の森を抜けて辿り着いた夜明けの湖の美しさを、今も鮮明に覚えている。あの時、靄に包まれた湖のほとりに現れた、湖の精霊と見まごう美しい青年から差し伸べられた救いの手は、ユーニの『希望』でもあった。

「……とても不思議に思います。クラジェの女王が学者と恋に落ちなければ。お父さんがあの村まで追われて来なければ。あの村の人たちがどこの誰かも分からない行き倒れの子供を、貴重な食料を分け与えて育ててくれなければ……」

　いい事も、悪い事も、嬉しい事も、悲しい事も。全てに導かれて今ここに、クアスの許に辿り着いた。

「……クアス様が、ぼくの『永遠なる夜明けシア・ユーニ』です」

　朝陽の中で輝く蜂蜜色の髪が、ユーニの目の前に零れ落ちる。鮮やかなみどりの瞳が近付いて、クアスの唇が柔らかに、ユーニの額に触れた。

「君は僕に助けられたと思っているだろうけれど、救われたのは君だけじゃない。……暗闇に差した光は、ユーニだった。……君に出会うまで、とても長い間、ずっと彷徨さまよっていた。何が欲しいのかも見失っていた僕に、君はたくさんの事を教えてくれた。……誰かを大切に思う気持ちも、君が教えてくれた事だ」

　クアスはユーニに右手を差し伸べる。そのしなやかな指先から、小さな風が生まれる。少しずつクアスを包んでいくその風は、花びらを運ぶ穏やかな春の嵐のようにも見えた。

「行こう、僕の夜明けユーニ。君が僕の永遠なる希望シア・ユーニだよ。……この長い命を君と一緒に歩んでいける事を、心から嬉しく思っている」

　風は一瞬で旋風に育ち、時ならぬ嵐へと成長する。そしてその嵐の中から翠玉の鱗に包まれた、風纏う竜が現れた。陽光を受け、巨大な身体を覆い尽くすエメラルドの鱗は、七彩の濃淡に彩られる。その姿は恐ろしくも美しく、気高い。

　人のクアスも、竜のクアスも、たまらなく美しく愛しく思えるのは、変わらない。

　水晶のような爪を持つ大きな前脚を両手で抱いて口づけながら、ユーニは目を閉じる。

　風纏う翠玉の竜と、千年の時を越える。それは幸せな事ばかりではないかもしれない。辛く悲しい事も、また起こりえるだろう。

　それでも、日はまた必ず昇る。『永遠の希望』を信じている。

[image: 挿絵５：君が僕の永遠なる希望。ユーニへ手を差し伸べるクアス]








--- 君が僕の永遠とわなる希望　終 ---




竜の祝福


竜の祝福







「母さんが馬鹿みたいに山ほど買ったユーニの服が、まさか役に立つとは」

　クアスが物置から運び出してきた箱から次々と服や小物を引っ張り出しながら、ユーニはせっせと自分のクローゼットに整頓して詰め込んでいた。

　これはクアスが春の発情期にガルビア半島の実家に帰省した際に、メレディアが『ユーニちゃんにお洋服を』と大量に買って持たせた『ユーニへのお土産』だったものだ。あの時はバタバタしていたので、物置に放り込んでそのまま忘れていた。

　メレディアから『今から遊びに行くから、私が選んだ服でユーニちゃんはお出迎えしてね！』と予告があって、やっとふたりは衣装の箱を思い出し、慌てて整頓し始めた。

「あの時は、ユーニはこれから成長期なんだから、こんな大量に買い込んだってすぐ着られなくなるって思ってたんだけどな……。母さんの予想通りというか思惑通りというか。結果的にそうなったって事か」

　文句を言いながらも、クアスはせっせとユーニを手伝っている。綺麗なものが大好きな竜は、綺麗な服や小物で自分の番人を贅沢に華やかに飾るのが、当然、大好きだ。自分の番人が綺麗になるのが嫌なはずがなかった。故にクアスはまめまめしく、この大量の衣類の整頓を手伝っていた。

　メレディアがそんなところまで考えていたかどうか。単純に『着せ替えたくさんしたい』という、分かりやすい竜の母親の、子煩悩な欲求そのままだったような気がしないでもない。

　靴に服に下着に小物に……箱を開けてみれば恐ろしい数だ。何が恐ろしいかというと、春夏物だけでこんな膨大な量だという事だ。多分メレディアの事だ、秋冬物も同じくらい買い込んで送りつけてくるだろう。

　ありがたい事ではあるが、整理整頓と置き場の確保が大変なのは確かだ。

「僕が一人っ子だから、母さんはもうひとり息子ができたくらいに思ってるんだろうな……。母さんや父さんにしつこくされるかもしれないけど、ユーニ。まあ許してやってよ。竜はなかなか子供ができないせいで、身近な子供に愛情を注がずにいられないんだよ」

　正直に言えばクアスは『ユーニのおかげで、今まで自分にべったりだった両親たちの愛情を分散できる』と内心ありがたく思っている。恐らく当分の間、メレディアは夢中でユーニを構って、クアスの事はそっちのけになるだろう。そう考えるとベタベタ構われるユーニに悪いとは思いつつも、助かったと思わずにいられない。

「……こんなにたくさんあると、何を着たらいいのか分かりません……」

　大量の豪華な服に、ユーニは完全に目が回っていた。華やかで贅沢な服ならクアスの服で見慣れているが、これが自分の服となったら話は違う。似合うのか似合わないのか以前に、何をどうしたらいいのか、どう着ればいいのか、ユーニは戸惑うばかりで途方にくれるしかない。

　クアスと一緒に住むまでは、ボロ同然の着たきりで選択の余地以前だったし、クアスが買ってくれた服は高級そうではあったものの、着心地のいい素材で動きやすく仕事しやすい、実用的なものばかりだった。急に華やかで贅沢な服を与えられても、着こなせる気がしない。

「母さんのセンスは悪くない。むしろ服を選ぶのが大好きな人だから、ちゃんとユーニに似合うものを選んでる」

　クアスは衣装の箱とクローゼットを見渡して、幾つか小物と服と靴を選び、組み合わせてユーニの寝台に並べる。

「これとこれなんか、母さん好みだな。……面倒だろうけど、年寄りに孝行すると思って我慢してやってよ。それに、僕も綺麗な服を着たユーニを見たい」

　メレディアは年寄りというほどの年齢ではないような気がしたが、少女のような外見でありながら、立派にクアスの母親だった。彼女が何歳なのか聞いたことはないが、もしかしたらそんなに高齢なのか。ますます謎が深まった。

　クアスに期待されると、ユーニも突如とつじょ義務感が沸き上がる。クアスがそう言うなら、ちゃんと着こなさなければ。似合うように着なければ。期待を裏切らないように努力をしなければ。

　そういうところがユーニは律儀で生真面目で、馬鹿正直だ。







「レースとリボンの絹のブラウスに、紺地に銀糸の刺繍のチュニック……。派手なように思えたけど、意外にシックでいいな。清楚な雰囲気でユーニによく似合う。母さんのセンスは本当に馬鹿にできないな」

　そうクアスに褒められても、ユーニはそわそわと落ち着かない。こんな派手でありながら羽毛のように軽く優しく身体を包んでいて、着心地はとてもいい。いいけれど、汚さないようにとか、本当に似合っているんだろうかとか、他の事ばかり気になって、全く寛くつろげない。

「ま、まだメレディア様はいらっしゃらないんですか……」

　早くメレディアに見せて、いつもの服に着替えたい。そんな事ばかり考えているユーニの肩で、クーはのんびり丸まって寛いでいた。

「まあ、クーを見習ってもうちょっと落ち着いたらどうだ？　……来たみたいだな」

　クアスは中庭の窓を開け放ち、庭に歩み出る。小さく竜の言葉を呟き、茨の呪縛を解き放ったようだ。

「そういえば、メレディア様とはどうやって連絡を？　いつもいつの間にか、連絡があったって言っているから」

　何か手紙をやりとりしているようにも、言葉を交わしているようにも見えないが、よくクアスは『母さんから連絡があった』『父さんがレシピを教えてくれた』などと言っている。これがユーニにはとても不思議だった。

「ああ。竜は離れている時は、言葉でないものでやりとりできるんだ。人間にどう説明したら分かりやすいかな……。遠く離れていても連絡が取れるとしか言いようがないな。……まあ、そういうものだと思って」

　クアスは空を振り仰ぎ、手を振ってメレディアを招いている。

　クアスによく似た、七彩の濃淡に彩られ輝く鱗に覆われた巨大な竜が、ゆっくりと舞い降りる。クアスと比べると、幾分丸みを帯び、柔らかな印象がある。そのみどりの風竜の背中から、大柄な男性が降り立った。

「立派な巣じゃないか。……クアス、元気だったか！」

「もちろん。やっと理想の営巣地に巡り会えたんだよ。……父さん、紹介するよ。この子がユーニだ」

　息子の為にパンケーキを作る、お菓子作りが趣味で、顔や身体に刀傷がある、元騎士の父親。何度聞いても想像が追いつかなかったクアスの父親が、今、ユーニの目の前にいる。

「クアスの父親で、ルドガーと言うんだ。……わがままな息子だけど、どうか仲良くしてやってくれ」

　例えるなら、獅子のようだ。大柄で、いかにも歴戦の戦士という風貌。見た目の年齢は二十代後半くらいか。金色の髪と青い瞳に、こめかみから頬にかけて、大きな刀傷。

　クアスが『母さんはその傷も色っぽくて素敵だって喜んでる』と言っていたけれど、納得だ。

　言葉にしようがないくらいに、かっこいい。

　情けないが、『かっこいい』しか浮かばない。ユーニの貧困な語彙力では追いつかなかった。竜は美しいものを好む、と言っていたけれど、なるほど、『美しい』にはこういう系統もある。

　あの少女のように可憐なメレディアと、この勇猛な獅子のような父親から、このちょっぴりひねて斜に構えた息子……。少々不思議なような、妙に納得のような。

　不思議な気持ちでユーニは目の前のルドガーを見上げる。

「は、はじめまして……。ユーニといいます。前にクアス様に助けてもらって、それからここに置いてもらっています……」

「クアスから聞いているよ。色々苦労したようだけれど、これからはクアスがいる。親父の俺が言うのもなんだが、わがままに見えて、根は優しい子なんだ。きっと君を大事にするから、どうか、力になってやってくれ」

　大きな手はやはり武芸者らしく、無骨だ。無骨で男らしい逞しさだけれど、この手が数々の洗練された美しくもおいしいお菓子を生み出している……。差し出されたルドガーの手に深い感動を覚えながら握手し、ユーニは頷く。

「はい。今でもとても優しくしてもらっています。……ぼくこそ、頑張ってクアス様のお役に立てるようになりたいです」

　ルドガーはユーニの手を握って破顔する。

「いい子見つけたなあ、クアス！　さすが俺の息子だ、見る目がある！　俺もメレディアという世界一美しくて賢くかつ可愛らしく、素晴らしい女性に出会ったが、お前も」

「またのろけか。もうその話何度も聞いたからいいよ。……母さん！　またこんなに荷物を持ってきて！」

「だってルディが、クアスとユーニちゃんにたくさんおいしいもの食べさせたいって……。ユーニちゃん！　久しぶりね、とっても大変な事になったようだけれど……元気になったようで、安心したわ！」

　メレディアは抱えていた箱をクアスに押しつけ、ユーニに飛びつき、抱きしめる。

「ユーニちゃんが大怪我したって聞いて……。本当に無事でよかった。こんな小さい身体で番人になってしまったけれど、でも、クアスはきっとユーニちゃんをとても大事するから。……しなかったら、私が懲こらしめるから！　……本当に……よかったわ……」

　メレディアは美しいみどりの瞳に涙をためて、しっかりとユーニを抱きしめる。クアスから何があったのかを聞いているのだろう。

「きっとこれからはクアスが守るわ。……ユーニちゃんに辛い事も悲しい事も近づけないはずよ。……私たちだって、ユーニちゃんを守るわ。……絶対に。絶対に」

　その言葉だけでも、ユーニは嬉しい。誰にも顧みられなかったひとりぼっちのユーニは、もうどこにもいない。

　柔らかなメレディアの肩に頬を押し当てて、ユーニは頷く。

　泣き出してしまいそうで、言葉なんて出てこなかった。







「えーと、こっちは本。これはね、フレデリカから。フレデリカはね、私の番人で、クアスのお姉さんみたいなものよ。クアスが赤ちゃんの頃から、面倒見てくれてたの。他にも何人か番人がいるんだけれど、皆で押しかけたらクアスが怒り出すし、ユーニちゃんも疲れてしまうから、今日はルディだけ連れてきたのよ」

　メレディアは嬉々として居間に運び込んだ大量の箱を開けながら、一つずつ説明する。

「フレデリカはね、自分で小説や詩を書いたりする才女なのよ。で、そのフレデリカが選んだ本だから、きっと面白いんじゃないかと思うの。あと、こっちはエミリアから。エミリアはとっても手先が器用で、ユーニちゃんにって、ほら」

　二つ目の箱を開けて、華やかな刺繍を施されたテーブルクロスやリネン類を広げる。

「ユーニちゃんとクアスにって、シーツやベッドカバーを作ってくれたの。もちろん、この刺繍もエミリアがね。この冬ずーっと頑張ってたのよ」

　番人たちからの贈り物を嬉しそうにメレディアは披露しているが、ユーニはこんなに贈り物をもらってしまっていいのかと、オロオロしっぱなしだ。

「ユーニ、いちいち相手しなくていいから。面倒になったら、疲れたから休憩したいって言えばいい。……母さんも、ほどほどにしておいてよ。ユーニが大人しいからって、自分のおしゃべりに延々付き合わせたり、着せ替え人形にして遊んだりしないように」

　クアスはルドガーと一緒に、ルドガーの手料理が詰まった箱を整頓しているようだが、ユーニが心配なのか、ちらちらと様子を見に来ている。

　メレディアもそう諭されて、あっという顔をしていた。

「……ごめんなさいね、ユーニちゃん。ユーニちゃんは大怪我をした後で、まだ体調が万全じゃないわね。気がつかなくて、ごめんなさい」

「い、いえ！　大丈夫です、疲れてないです！　それより、こんなにたくさん……ありがとうございます。すごく嬉しいのに、上手に気持ちをお伝えできなくて、ごめんなさい……」

　こういうユーニの奥ゆかしい態度は、メレディアの母性をたまらなく刺激するようだ。メレディアは筆舌にしがたく感動したようで、ユーニの謙虚な言葉を深く噛みしめているようだった。

「……本当に、こんないい子が、よくうちのわがままな馬鹿息子に……。神様がいるなら感謝いたします。うちの馬鹿息子に見る目を与えて下さって、ありがとうございます。こんないい子と出会わせて下さってありがとうございます」

　息子を溺愛しているように見えても、時々メレディアは辛辣だ。そこはさすがクアスと親子だ、とてもよく似ている、と妙なところでユーニは納得してしまう。

「母さん、聞こえてるからな」

「あらやだ、うふふ！」

　少女の面差しのメレディアは、普段からは考えられないような妖艶な笑みをクアスに向ける。

「だって、ねえ。あの頃、あんなにお馬鹿さんだったあなたが、今はこんなに。……うふふ」

　クアスは珍しく、言葉に詰まった。クアスのこんな顔を見るのは、ユーニは初めての事だ。

「昔の事なんか、忘れた！　これ以上何か言うなら、巣から叩き出すからな。……ああ、タキアに余計な事言ったの、母さんだろ！　あいつもう毎日のように遊びに来たいってうるさいんだ、母さんが余計な事ばっかりするから！」

　またメレディアは少女のあどけなさにいつの間にか、戻っている。女の人はこんなにくるくる変わるのか、とユーニは呆然と二人のやりとりを眺めていた。

「だって、タキアくん心配してたのよ。急にクアスから連絡なくなったって。クアスは恋してて忙しいから、しばらくそっとしておいてあげてねって言っただけだもん」

　可愛らしく小首を傾げながら微笑むメレディアはとても清楚で愛くるしいが、クアスは余計にイラッとしているようだ。

「それが余計な事だって言うんだよ……！　ああもう、本当に母さんは余計な事ばかりして、もう帰れ！」







　そうクアスに邪険にされながらも、メレディアもルドガーも一向に帰る気配はない。

　隙さえあればメレディアはユーニに勉強を教えたりお茶を飲んだり、更にその隙をついてルドガーはユーニに料理を教えたり、一緒にお菓子を作ったりと、実に有意義に充実した日々を過ごしていた。

　クーもユーニについて回って、メレディアに撫で倒されたり、ルドガーにおやつをもらったりで大変に満ち足りた幸せな日々を送っている。

　充実していないのはクアスくらいだ。全くユーニと二人きりになれない。完全に邪魔されている状態だ。

『両親の深すぎる愛情が分散されて助かる』くらいに思っていたが、全くの誤算だった。

　クアスと違ってユーニは全く逆らわないし邪険にされる事もないし、何をしてもとても喜ぶので、メレディアもルドガーも、ユーニにべったりだ。

　ユーニもよく分かった。クアスが『竜はなかなか子供ができないせいで、身近な子供に愛情を注がずにいられないんだ』と言っていたが、竜も番人も、人間以上に子煩悩で愛情深いかもしれない。

「ユーニ、こっち」

　メレディアとルドガーが風呂に入っている隙に、クアスはやっとユーニを連れ出せた。自分の部屋に連れ込んで寝台に座らせて、隠しきれないイライラを見せる。

「もうそろそろ追い返すから、暫く我慢してやってよ」

　むしろ色々我慢を強いられているのはクアスの方ではないだろうか。さすがにクアスのストレスをユーニも察知している。

「ぼくは大丈夫です。メレディア様もルドガー様も、とても優しいです。まるでお父さんとお母さんみたいで、なんだか嬉しいです……」

　クアスのストレスが分かっていても、ついついメレディアとルドガーを庇ってしまう。

　もっと素直にクアスが両親の愛情を受け入れられれば、メレディアたちがユーニにべったりする事もないのだ。だからつい、一人息子に邪険にされる両親を、ユーニは庇いたくなってしまう。

「あいつら、ユーニが優しいからって調子に乗ってるんだよ！」

「で、でも、きっとお二人はさみしいんです。本当はぼくより、クアス様と一緒にいたいんですよ。けど、クアス様が素っ気なくするから」

「ユーニだって、僕より母さんたちを大事にしてるじゃないか！　僕のユーニなのに！」

　予想外のクアスの言葉に、ユーニは一瞬、意味が分からずぽかんとしてしまった。クアスも、慌てて自分の口を片手で塞いで、ありありと『しまった』という顔をしている。

　ふたりとも、耳まで赤く染めて暫くの間、黙り込んでしまった。

「あの、ええと……」

　ユーニは一生懸命、考える。不器用なユーニが自分の気持ちを言葉にするのは、そう簡単ではない。

「あの、メレディア様とルドガー様は、クアス様のお父さんとお母さんだから、大事なんです……。もちろん、一番大事なのはクアス様です……」

　首筋まで真っ赤になっているが、ユーニは口ごもりながらも、必死で訴える。

「い、一番好きなのも、クアス様です……」

　目の前に、蜂蜜色の一房がこぼれ落ち、唇に柔らかに、クアスの唇が触れた。軽く啄むと、そのなめらかな唇はすぐに離れてしまった。

「やっとキスできた。……母さんたちがユーニに張り付いてるせいで、キスもできない」

　そう目の前で囁いた唇が、もう一度、ユーニの唇に触れ、頬に触れ、額に触れた。優しいキスの雨に、ユーニはうっとりと目を伏せる。

「……僕のユーニなのに、触れる事もできなかった」

　クアスの吐息はほんのりと、熱い。この吐息を感じた瞬間に、ユーニの吐息も温度が上がる。番人が竜の発情につられるというけれど、それは違うとユーニは思う。

　クアスが好きだから、クアスに触れられたら身体が震えるくらいに、嬉しい。身体中がクアスが好きだと訴えている。クアスと触れ合えるのが嬉しい。抱き合えるのが嬉しい。

　その熱くなった吐息を紡ぐ唇が、頬を、顎を、滑り落ち、辿っていき、そして再び、ユーニの唇を啄む。

　絹のシーツの上に引き倒されながら、ユーニは両手でクアスの背中を抱きしめた。







「……ユーニ、声」

　そう耳元で囁かれ、びくん、とユーニの背中が震える。

「あ、んん……っ……」

　声を殺そうとしても、堪えきれない。唇から止めどなく甘くとろけた声がこぼれ落ちてしまう。

「母さんたちに聞こえる」

　ぎし、と寝台が軋きしんだ音を立てる。繋がったままだった腰を押しつけられ、揺すり上げられて、たまらずにユーニは高い声を漏らす。

「あぁあ……！　あ、や、やめ、あ、あっ！」

「…は…っ……聞こえるよ、そんな声出してたら」

　詰めた息を吐き出しながら、クアスは伏せたユーニの、皮膚の薄い背中に甘く噛みつく。声を出すなと言いながら、ユーニの中に深く沈み込んだクアスのそれは、熱く脈打ってユーニを責め立てる。

「あ、あ……！　あぅ、んんぅ」

　柔らかくとろけた中を、硬く張り詰めた竜の生殖器がゆっくりと擦り上げ、奥深くを貫く。この快楽に逆らえる番人なぞ、いない。ユーニは責められるままに、甘く鳴き続ける。

「……声。……誰にも聞かせたくないのに」

　薄く開いたユーニの唇に、クアスの指先が触れ、舌先を誘う。ユーニのなめらかな舌をクアスの指が撫で、擦る。舌先を犯される感触に、ユーニの咽頭が震え、甘い吐息を漏らす。

「ふぁ、あっ……ん…っ」

　飲み下しきれない透明な雫がユーニの開かれた唇とクアスの指先を伝い落ちた。その雫ですら感じるのか、過敏にユーニの身体は快楽を享受する。

「僕のユーニ……」

　クアスは甘く囁きながらユーニを抱きしめ、身体の奥深くを穿ち、突き上げる。下腹の、翡翠の花の奥深くがとろけそうに甘く熱かった。激しく愛され、突き上げられて、ユーニはただ高く甘く啼き続けるだけだった。

　こんな快楽に、愛しさに、喜びに、耐えられるはずがなかった。溢れ、零れ落ちる声を殺す事も忘れて、ユーニは甘く喘ぎ続ける。







　メレディアとルドガーの存在をすっかり忘れて、夜明けまでたっぷり愛し合い睦み合ったふたりは、当然ながら、朝起きられなかった。目が覚めたのは昼近くになってからだ。

「おはよう、クアス、ユーニ。勝手に厨房を使ったけど、朝食はできてるぞ」

　ふたりが厨房に入ると、ルドガーは持参のエプロンを着けて洗い物を、メレディアはお茶を飲みながら、ダーダネルス百貨店のカタログを広げていた。

「おはよう、クアス、ユーニちゃん。……朝食っていうよりも、昼食かしらね。さ、たくさん食べて。特にユーニちゃんはいっぱい食べて栄養とらないとね」

「今朝は張り切ってご馳走にしたから、たくさん食べるんだぞ。おかわりもあるからな」

　メレディアもルドガーも、にこにこ笑顔だ。もうこの顔が『仲がよくて微笑ましいですね』と言っている。

　ユーニは羞恥のあまり、クアスの背中に張り付いたまま、もじもじするしかない。

「恥ずかしがらないでもいいのよ、仲良しなのはとってもいい事だわ。……さ、ルディが腕によりをかけて作ったのよー。今日はご馳走よ」

　テーブルいっぱいにサラダやケーキやパイ、焼きたてのパンや山盛りの肉料理が並べられていて、ユーニは羞恥と空腹を天秤にかける。とにかく交尾の後は空腹になる。恥ずかしがり屋のユーニですら、空腹に負けて羞恥をかなぐり捨てそうなくらいだ。さすがにメレディアもルドガーもそれをよく分かっている。明らかに、ユーニの為のご馳走だ。

「母さんも父さんも、もう何十年も暮らしてるから忘れてるだろうけど……。人間には羞恥があるんだよ。ユーニをいじめるな」

「いじめてないわよー！　だってほら、朝まで頑張ってたみたいだから、きっとお腹空いてるって思って、あれ、ユーニちゃん、顔が真っ赤よ？　熱が出たのかしら、クアスが無茶をするから。大丈夫かしら」

「もう、帰れ。父さんはまだしも母さんは帰れ。　ユーニを見ろ、卒倒しそうじゃないか！」

「だ、大丈夫です、大丈夫……」

　クラクラしながらも、ユーニはなんとか割って入る。

「庇わなくていい、もう、母さん……！」

　ユーニはクアスにしがみつきながら、思わず笑ってしまう。

　恥ずかしいけれど、とても嬉しい。ここにいてもいいんだと、祝福してもらえるのだと思うと、ユーニは嬉しくて仕方がない。

　小さな声で、ありがとうございます。メレディア様も、ルドガー様も、大好きです。クアス様も、もちろん大好きです、とユーニは呟く。


クアスとユーニとクーと本と







　フレデリカにもらったたくさんの本の中でも、この本がユーニは大のお気に入りだ。

　数日に一回は開いてしまうその本は、少し古いけれど重厚で繊細な装丁で、ふんだんに美しい景色や草花、子供たちや動物の挿絵があるとても分厚い本だ。

　けれど残念な事に、ユーニはこの本が読めない。どこか遠い国の言葉で書かれていて、綺麗な文字だけれどまるで暗号のようだ。何が何だかさっぱり分からない。この文字はクーも読めないようで、読んでもらおうとすると、困ったようにくぅくぅ鳴き出してしまう。

　内容は分からずとも、綺麗で穏やかな挿絵と風変わりな文字に、とても心引かれてしまう。

　今日もユーニは居間の絨毯の隅っこの定位置に座って、クーと一緒にまたその本を開いて、楽しく挿絵と文字を眺めていた。

「ああ。それはずいぶん昔の文字だ。彼女が番人になったばかりの頃に書いた本だったと思った。今は使われていない文字で書かれてる」

　いつの間にか書庫から出てきたクアスは、ぺったり座り込んでいたユーニの隣に座る。

「すごく綺麗な挿絵なんです。たくさん子供たちと動物が出てきて、どんなお話なんだろう……」

「読めるから読んであげようか。フレデリカは僕の先生だったんだ。色々な言語を教えてくれたから、大抵の文字が読めるし書けるよ」

　クアスはユーニを背中から抱きかかえ、ユーニの肩に顎を乗せて、膝の上に広げられた本を覗き込む。

「これはある日突然、大人たちが消えてしまった街の物語。タイトルは『外とつ国くにの物語』、残された子供たちは協力しあって大人たちを探す旅に出るんだ」

　ユーニの腰を抱くようにして両手を伸ばし、囁く。クアスの吐息は、ほんのりと甘く香るような気がする。竜が皆そうなのかクアスだけなのか分からないが、この吐息を感じると、ユーニはなんだかとてもそわそわと落ち着かなくなってくる。

「……『イリアの街は、銀色の森と薄紅色の湖にぐるりと囲まれている。銀色の森は……』……なんでそんなにガチガチに固まってるんだ、ユーニ」

　首筋に軽く唇を押し当てられて、ユーニは思わずため息のような吐息を洩らしてしまう。

「……か、固まってないです……」

[image: 挿絵６：クアスに本を読んでもらうユーニとクー]

　何度クアスと身体を重ねても、どきどきしてしまう。こうして抱きしめられようものなら、もう心臓がどうにかなりそうだった。きゅっと胸を締め付けられるような、甘く痺れるような、身体のどこかが、騒ぎ出すような。とにかくユーニは落ち着けない。いつまでたっても慣れずにそわそわどきどきしっぱなしだ。

　耳朶に触れるクアスの唇が、小さな笑い声を洩らす。甘く首筋に幾度か口づけられて、ますますユーニは落ち着かなくなっていく。

「じゃ、続き。……『銀の森は、真夏でも銀色に輝く不思議な森で、子供たちはこの森に……」

　本を読み続けるクアスの吐息が気になって、ユーニは本に集中できない。クーはページをめくるクアスの邪魔をしないようにしつつ、真剣に本を覗き込んでいるが、ユーニはもう内容なんて頭に入ってこない。

「……『メーアはとてもおてんばな女の子だ。彼女が怒り出したら、男の子たちは一目散に逃げ出す。だから女の子たちは、男の子にひどい意地悪をされたら、すぐにメーアに……」

　朗読する合間に、クアスのなめらかな唇は、気まぐれに、それこそ悪戯に、ユーニの細い首筋に触れる。時折甘く食まれて、ユーニの吐息はじわじわと熱く乱れ始めていた。

「ユーニ、いい匂いがする。……何かに似ていると思ったら、カミツレだ。……カミツレの匂い」

　片手で本を広げたまま、あいた片手でクアスはユーニの腰を抱きしめ、首筋に唇を押しつけている。

「……に、匂いなんて、気にした事が」

　もう心臓が激しく脈打っていて、ユーニはなかなか言葉が出てこない。クアスは首筋に顔を埋めたまま、くすくす笑う。

「純潔の人間は、だいたいいい香りがする。そして番人になるとその匂いが、更に強くなる。……何かに似てると思ってたんだ。そうだ、カミツレだ」

　ユーニの華奢な首筋に頬をすり寄せながら、囁く。

　カミツレはクアスの好きなお茶に入っている。ガルビア半島でよく飲まれている、菩提樹とカミツレのお茶。クアスはこのお茶と、例の甘い蜜をかけたパイでお茶の時間を楽しむのが大好きだ。

「か、カミツレは、ぼくも好きな匂いです……」

　クアスの唇を素肌に感じると、そこが甘く痺れ始める。それがじわじわと熱を帯び、身体の奥までゆっくりと広がっていく。それはたまらない高揚だった。

「決して華やかじゃないけれど、落ち着く香りだ。……癒やしの匂い」

　触れ、時々食むだけだった唇が、不意にきつく吸い付いてきた。たまらずに、ユーニは高く甘い声を漏らしてしまう。

「あ、あっ……！」

　クアスにとって、カミツレは故郷の香りで、安らぎの香りだ。そのカミツレとユーニの香りが似ているというのは、不思議な縁を感じる。

「……いつもはほんのりだけれど、時々この匂いは強く香る事がある」

　ユーニの腰を抱いていた手は、いつの間にか、ユーニの纏っていた木綿の縁飾りがついたシャツの中に滑り込んでいた。素肌を優しく撫でながら、しなやかなで優美な手は這い上がっていく。

「クアスさ、ま……、本、が」

「本なんて後でいいよ。……匂いは」

　優しく撫で辿っていた指先が、不意にユーニの胸の小さな突起に触れ、ユーニの背中がひくん、と震える。

「こうして、ユーニを抱いている時に強くなる」

　触れた小さな突起を、その指先がやんわりと摘み、撫でる。

「あ、あ……や、は……」

　震えるユーニの唇から、甘くとろけた声が零れ落ちた。硬くなり始めた小さな赤い実を、クアスの指先はやんわりと撫で、擦り、ユーニを淫らに追い詰める。

「……ユーニ……」

　囁きながらクアスが本を放り出そうとした時だった。

　くぅ！！　と大きな鳴き声が響いた。閉じかけた本に挟まれながら、クーがじはばたともがく。本を持つクアスの指にくちばしを押しつけ、クアスとユーニを見上げる。

「…………クー……」

　どうやら『お話は？　続きは？　何で本を閉じちゃうの？』とクーは言いたいらしい。

「……ああ……続き。続きね……」

　まだ子供で小さいクーに、『空気を読め』というのも無理な話ではある。あるが、クアスはなんとも言えない顔でユーニの頬に口づけて、はだけた服を直しつつ、諦めたようなため息をもうひとつついて、本を再び広げる。







「……こういう時に、誰か他にクーの遊び相手が必要かもしれないなとも思う」

　クアスは大きくため息をついて、裸のまま寝台から降り、床に脱ぎ散らかした服を拾いあげる。

「そ、そうですね……」

　交尾の後はだいたい、ユーニは起き上がれない。クアスも無理はさせたくないようで、よくユーニを寝かせたまま、軽い食事を作ってくれたりしていた。

　思えば、ユーニがクアスに拾われた時も、パンやチーズを切ったり、林檎の皮をむいてくれたり、簡単な食事の用意してくれていた。何もやらなそうでいて、意外とクアスはこういう事をきちんとしてくれている。

「ほうきウサギは愛玩用のペットじゃないから、愛想は悪い。あまりクーと遊んでくれそうにない。……友達が真っ黒い犬を飼ってたな。飼いやすいか聞いてみよう」

　身支度を調えてから、クアスは再び寝台に近づき、ピローに埋まるようにぐったりと横たわるユーニの頬に、軽く口づける。

「何か用意しよう。……食べたいものはある？」

　ユーニはクアスのほんのり甘い吐息を感じながら、思い出した。

　クアスのこの吐息は、ほんのちょっと、桃の香りに似ている。クールで斜に構えたようなクアスから、ほんのりと甘い香りがするなんて、なんだか不思議な気もするが。

「……桃…」

　ユーニはもうひとつ、思い出していた。

　竜のしるしを刻まれてから、一週間過ぎた頃だ。クアスが銀細工のフォークで食べさせてくれた、桃のタルト。薄く切られたシロップ煮の桃がバラの花のように飾られたあのタルトは、とてもおいしかった。上品な甘さの桃と、軽やかな味わいのカスタードと、さくさくのタルト生地。おいしくて綺麗で、ユーニは一口でとりこになったくらい、あのタルトがお気に入りで大好きだった。

「あの、前に食べさせてもらった、桃のタルトが食べたいです……。すごく綺麗でおいしくて、また食べたいなって思ってました……」

　クアスはああ、と小さく声に出し、頷く。

「分かった。あのシロップ煮の桃とカスタードのタルトね。……保存庫にまだ桃があったかな。ユーニ、使ってないよな？　ならあるかな」

「つ、使ってないです。まだあります」

「分かった。……そうだな、焼いたタルト生地と煮た桃を冷まさなきゃならない。結構時間かかるな。タルトの下拵したごしらえしながら、軽く食べられるものも作ってくるから、他に何が食べたい？」

　ユーニはうんうん頷いてから、気付いた。

『タルトの下拵えをしながら』確かに、クアスは今はっきり、そう言った。

「……もしかして、あの桃のタルトはクアス様が作ったんですか？」

「そうだよ。……なんでそんな不思議そうな顔してるんだ、ユーニ」

「料理、できるんですか!?」

　思わず驚きのあまり、ユーニにしては珍しく大声を出してしまった。

　この、甘やかされてわがままに贅沢に大事に育てられた、王子様みたいなクアスが、料理をする。

　驚かずにいられなかったが、思えばクアスは、ユーニが来る前は自分で掃除もしていたようだった。

「少しなら。子供の頃は父さんとよく一緒にお菓子を作ってたな。……まあやれと言われれば多少できるけど、やっぱり誰かに作ってもらった方がおいしいから、あまり自分では作らないな」

　いや、十分にあの桃のタルトはおいしかった。てっきりルドガーが作ったか、ダーダネルス百貨店から買ったものだとばかり、ユーニは思っていた。ユーニは呆然とクアスを見上げる。その、見上げるユーニと目が合うと、クアスはいつもの、なんだかあどけないような、無邪気な笑顔を見せる。

「そうか、ユーニの好物は、桃のタルト。覚えておこう」


君が教えてくれた事







「友達が来る事になった」

　それは嬉しい、楽しいイベントなのでは。そうユーニは思うのだが、当のクアスはまた、なんとも形容しがたい表情だ。

　怒っているとも不機嫌とも微妙に違うのだが、嬉しそうには全く見えない。どちらかというと、困っているような表情か。

「何人くらいですか？」

　クアスの番人として、初の大仕事だ。巣を訪れるお客様の寝食を賄うのは、巣の管理を任されている番人の重要な仕事だ。主の竜に、決して恥をかかせてはならない。お客様を寛がせ、もてなさなければならない。

　先日、クアスの両親がやってきたが、彼らは微妙にお客様ではなかった。むしろユーニが甘やかされて接待されていたような気がしていた。だからクアスの友達がやって来るなら、これが初めての正式な『来客』だ。

　村でもよそから大切なお客様が来る時は、村を挙げて準備に余念がなかった。ユーニは平静を装いながらも、もう既にものすごく緊張していた。

「竜が一頭、番人が一人、あと犬が一匹……」

　居間のテーブルのいつもの席に座りながら、クアスは何か言いにくいのか気まずいのか、寄ってきたクーを捕まえて両手でもふもふし始める。

「ええと、泊まっていかれるんですか？　それなら、客室の用意もしなくちゃいけませんね」

「遠い大陸から来るから、一泊か二泊くらいしてから帰るんじゃないかな……」

　決して嫌々というわけでもなさそうだ。来客が疎ましいというわけでもなさそうで、ますますクアスの気持ちが分からない。けれど、ユーニがクアスの為にできる事なら、ユーニはなんでも頑張らなければと思う。

「クーの遊び相手にもう一羽、『読み聞かせフクロウ』を買うのはさすがに厳しい。友達が犬が欲しいなら、子犬が生まれたらあげると言っていたんだ。とりあえず、今友達が飼ってる犬にクーがどう接するか見るだけ見たい」

　竜が犬を飼う。なんだか不思議なような気がしたが、思えばクアスもクーというフクロウを飼っている。確かに彼らは竜だが、半分くらいは人の姿で生活しているし、人とそう変わりがない暮らしぶりでもある。不思議な事でもないと、ユーニは考え直す。

「犬、大好きです！」

　村にも羊や牛を追う牧羊ぼくよう犬けんや、狩りを手伝う猟犬がいた。彼らはユーニにとても優しくて、寒い夜に家畜小屋でくっついて一緒に眠った事もあった。大抵の動物が好きだが、犬は特に大好きだ。

「犬、そんなに好きなんだ。クーとうまくやれるようなら、もらおうか」

　犬がいたら。ユーニはわくわくせずにいられない。クーと犬と、三人で、茨の森にも入れる。お手伝いもしてもらえる。一緒に駆けっこしたり、遊んだりもできる。ユーニはもう満面の笑顔にならずにいられない。

「はい！　……でも、飼えなくても、お客様の犬と少し一緒に遊ばせてもらえれば。一緒に遊べたら嬉しいです」

　そんな事を言われたら、クアスだって是が非でも犬を飼いたくなる。ユーニがこんなに喜ぶなら、犬の一匹や二匹くらい、喜んで飼う。

　ユーニは犬と遊べるかもしれない、というだけでとてもご機嫌だ。うきうきしながらお茶の用意をしていて、なんとなく気鬱きうつそうに見えるクアスと、とても対照的だ。

　お茶をティーカップに注ぎ終えて、ユーニはこぼれんばかりの笑顔でクアスに話しかける。

「お友達は、どんな方なんですか？　同じ風竜ですか？　番人さんも、どんな人なんだろう」

「あー……。友達は、火竜ファイアドラゴンだ。名前はタキアで、年齢はだいたい同じくらい。あいつの番人は……」

　途端に、クアスの口が重くなる。

　先日メレディアが来た時にクアスは『タキアに余計な事言ったの、母さんだろ！』と怒っていた。聞き覚えのある名前だ。

「番人は、ルサカだ。……見た目は少年でユーニと変わらないくらいに見えるけど、もう四十年ちょっと生きてる。だから中身は大人だ」

　ルドガーやフレデリカ、エミリアのような長く生きた番人と比べれば、まだ年が近い。それに見た目が同じくらいの年頃なら、親しみを感じる。ユーニは初めて会う比較的年齢の近い先輩番人に、興味津々だった。

「違う種類の竜同士でも、友達になったりするんですね。……竜は意外とそうやって行き来があるんですね」

　クアスはなんとも渋い顔をしている。ぎゅっと眉根を寄せて、困っているような怒っているような、そして言いあぐねているような。なんとも言いがたい表情だ。

「すごく、言いたくない事だけど……誰かに聞かされるよりは僕から話しておいた方が、誤解がないだろうから、言っておく」

　言いたくないならいいんです、とユーニは思うのだが、何か誤解を招くような事で先に説明をしておきたいのだろうか。ユーニは黙って頷く。

「どうせ母さんから聞いてるだろうけど、僕が三十年前に失恋したって。その相手が、ルサカだ……」

　友達の番人に恋をしたという事だろうか。ユーニは話を聞きながら考える。

　これほど美しくて賢くて優しいクアスに愛されて、それでもクアスを選ばなかった、クアスが忘れられないくらいに美しい人。

　ユーニはぼんやりと想像をする。どんな美しい人なのか、想像がまるでつかない。

「もう三十年も前のどうでもいい話で、昔の事だ。今でもルサカが好きなわけじゃないし、誰かに聞いてユーニに誤解されるのは嫌なんだ。だから隠さず言っておく」

　そんな事まで心配していてくれた。ユーニはそれだけで嬉しかった。誤解も何も、今、こんなにクアスに大事にされて愛されている。それだけで十分幸せだし、何よりクアスを信じている。何があってもそれは揺るがないのに、クアスが気に病んでいるなんて、かえって申し訳なくユーニは感じていた。

「タキアと知り合ったのは、三十年前にタキアの番人だったルサカを、僕が攫おうとしたからだ。それであいつと決闘になって、まあお互い大怪我したけどそれで決着がついて、今に至る。……簡単に言えば僕があいつに負けて、ルサカを諦めたって事だ」

　今の今まで、クアスは大人で、落ち着いていて、冷静で、優しい人だとユーニは思っていた。ユーニが死にかけた時に怒り狂って嵐を起こしていたけれど、それだってユーニが願えば、ちゃんとやめてくれた。

　こんな激しいというか、後先考えないというか、無茶な事をしていた頃があったのかと、違う意味でユーニは感心していた。どんな落ち着いて見える人にも、やんちゃな子供時代があるものなのか。

「前に言ったけど……欲しいものは、奪い取るものなんだよ。欲しかったら諦めない。それが竜の常識でもある」

　以前クアスが『欲しかったら奪えばいいと、ずっと思っていた。そういうものだと思っていた』と言っていた事を、ユーニは思い出していた。

「でも、誰かを好きになるって、そういう事じゃなかった。それをユーニが僕に教えてくれた。……だから僕にとって、ユーニは世界で一番美しい、僕の『夜明け』だ」

　何を言われたのか、一瞬ユーニは分からなかった。クアスにも無鉄砲な時代があったのか、そんな無茶なクアスも見てみたかった、のんきにそんな事を考えていたせいで、油断していた。

　かあぁっ、とユーニの顔から首筋から、真っ赤に染まる。

　何て返せばいいのか、全く思いつかない。ユーニは真っ赤なままうつむいて、もごもご口ごもる。気の利いた事も言えない自分にも恥ずかしくなってくるが、クアスはそのユーニを見つめて、とても嬉しそうに笑う。

　ぼくも、クアス様が世界で一番美しい竜で、一番大好きです。

　口ごもりながら小さな声で伝えるのが、精一杯だった。







　初めて見るファイアドラゴンは、煌めく紅い鱗に覆われた美しい竜だった。

　茨の屋敷の中庭に降り立った焔ほむらの竜を、ユーニは言葉もなく見上げる。

　巨大な身体を覆い尽くす鱗は陽光を受け、燃えるように紅く輝く。いや、文字通り、燃えている。紅い鱗からゆらゆらと青白い焔が立ち上っていて、風を纏う風竜とはまた違った美しさと迫力があった。

　その背の鞍から降り立った少年は、またその火竜の迫力に勝るとも劣らない美しさだ。ユーニは以前読んだ本に出てきた、遠い昔に絶滅したというエルフを思い出していた。

　この世ならざるものの美しさだ。ユーニの貧困な語彙では、とてもではないが追いつかない。強いて言えば、瞳か。クアスと同じようにみどりの瞳をしているが、同じみどりとは思えない。何か不思議な魔力でも宿っているのかというくらいに、色鮮やかだ。ユーニは綺麗以外に、言葉が見つからない。

「……とっても綺麗ですね。こんな綺麗な人が、いるんだ……」

　ユーニは思わず、隣に立っていたクアスに小さな声で話しかけると、クアスは素直に頷いた。

「ルサカには古い竜の血が流れてる。厳密に考えると『純粋な人間』とは言えないかもしれないな。まあ見た目は綺麗だけど、中身は結構あれなんだよな……」

『中身は結構あれ』一体、どんな人なのか。どうあれなのか。

　ルサカを下ろしたファイアドラゴンは、一瞬で燃え上がる青白い火柱に包まれた。その焔が消えると、燃えるような赤毛で長身の青年が、中庭の石のタイルの上に降り立った。

「タキア、ルサカ。久しぶりだ。茨の屋敷へようこそ。ここが僕の終の棲家になる予定だ」

　来るまでは渋っていたが、いざ友達に会えばやはり嬉しいのだろう。クアスはそう声をかけながら彼らに歩み寄る。

「クアス、元気そうでよかった。……それから、おめでとう！」

　タキアと呼ばれた赤毛の青年は、クアスの手を取り、握手を交わす。そういう交流の仕方も人間と変わらないのだな、とユーニは感心しながら見守っていた。

　タキアは人懐こい笑顔を見せ、ユーニにも右手を差し出した。クアスも美しいけれど、この青年もまた、とても端正な顔をしている。クアスの方が線の細い雰囲気があるが、同じくらい繊細に整った綺麗な面差しで、もしかしたら竜は皆、美貌なのかとユーニは考える。

「初めまして。僕はクアスの古い友人で、タキアというんだ。……こっちはルサカ。僕の番人」

　とても屈託のない笑顔だ。タキアはやはりクアスのように、笑うとどこか幼げにユーニの瞳に映った。

「は、初めまして、ユーニです……」

　差し出された右手と握手をすると、待ち構えたように、白くなめらかな手が差し出された。

「ルサカです。初めまして。今日は招待して下さって、ありがとうございます」

　この美しい人は、声も美しかった。こんなに綺麗なのに、気取っていない。親しみやすささえ感じられる可愛らしい笑顔に、ユーニは思わず見とれてしまう。

　クアスもタキアも美しいが、この人は次元が違う。クアスも湖の精霊かといくらいに美しかったが、それ以上に、ルサカはこの世ならざるもののように感じられた。

　本当に同じ人間なのかと問いたくなるくらいに、この世のものという感じがしない。髪も肌も瞳も、立ち姿も。濃い焦げ茶色の髪に、みどりの瞳、白くきめの細かい肌。珍しい色味だというなら、タキアのすみれ色の瞳の方が珍しいはずだ。

　それでもルサカは妖しい生き物のように美しく、そしてどこか愛らしい。とても不思議な雰囲気をもっていて、クアスが『ルサカには古い竜の血が流れている』と言っていたが、それが関係しているのか。

　クアスがいつか言いかけていた『…………より…綺麗な番人なんか……』は、『ルサカより綺麗な番人なんかいない』だったのではないか。だとしたら、ユーニもそう思う。この人より美しい人なんて、想像がつかなかった。

「あの、庭に犬を放してもいいですか？　ずっとバスケットに閉じ込めてて、窮屈な思いをさせちゃったから」

　ルサカは両手で持っていたバスケットをそっと石のタイルの上に置く。

「フクロウを飼っていると聞いて。……知らない犬を見せたら驚くかな」

「フクロウなら、ここに」

　ユーニは懐から、大人しく入り込んでいたクーを取り出す。

「わあ、可愛い……。ふわふわ真っ白だ」

　ルサカも動物好きなのだろう、ユーニの掌でころんと丸まっているクーを見て、目を輝かせている。

「クー、犬さんにご挨拶できる？」

　そうユーニが話しかけると、クーはいつものように、くぅ！　と鳴いて返事をした。

「ヨルは大人しいから、クーちゃんに悪い事しないとは思うけれど、クーちゃんから見たら、黒くて大きい怖い犬に見えるかな……」

　ルサカは跪いてバスケットを開けるか逡巡しているようだった。

「犬よりうんと大きい竜を見慣れているから、大丈夫じゃないかと思うんです」

　ルサカはユーニを見上げて、ほんの少し黙り込んで、それから、ぷっと吹き出した。

「……そういえばそうだ。ヨルより大きくて迫力ある！　……じゃあ、ヨル。クーちゃんに挨拶しよう」

　ルサカはバスケットを開けて、中から真っ黒な子犬を取り出し、抱きかかえる。

「あれ、子犬なんですか？」

「あ。何も聞いてないのかな。これでももう三十年生きてて……大人なんです」

「クー、犬さんだよ。ヨルさんって言うんだって。仲良くできるかな」

　掌で包み込みながら、そっとクーに話しかける。クーはそのユーニの掌から身を乗り出し、真っ黒な子犬の存在に気付いたようだった。

「あ、この子目が真っ赤で……」

　そうユーニが言いかけた瞬間、掌の中から、くぅうううう！！　と、クーの怒りだした声が響いた。

「え、あれ、クー」

「あ、これは怒って」

　怒りだしたクーは、するりとユーニの掌から抜け出し、ユーニの頭の上に飛び乗り、威嚇の鋭い鳴き声をあげた。

　少し離れたところで話し込んでいた竜二頭も、騒ぎに気付いて慌てて駆け寄るが、時既に遅し、という奴だ。

　クーは、ユーニが止める隙もないくらい素早くヨルの頭に飛び乗って、ふさふさの黒い被毛をむしり始めた。駆け寄ったクアスが引き剥がそうとするが、ものすごい抵抗だ。

「あ、これは怒ってるな。クー、ほらやめろ。だめだ！」

「あああ、ヨルごめん！　ちょっとだけ我慢して、あ、え、だめだってば！　タキア、ちょっとヨルを押さえて！」

「ご、ごめんなさい……！　クー、だめだよ、ヨルさんに何してるの、だめだってば……！」

「ルサカ、僕がヨルを捕まえておくか、ああっ！　ヨルだめだ、こら、なにして……！　子供相手にそんな、ああああ！」

[image: 挿絵７：ルサカが抱いているヨルに掴み掛かるクー、止めようとするユーニ。振り返るクアスとタキアの竜二頭。]







　なんとかヨルとクーを引き剥がせたが、大変な騒ぎだった。

　何故あんなにクーが怒りだしたのか分からないが、とにかくヨルとのお見合い（？）は失敗したのは間違いない。

「ほ、本当に、ごめんなさい……。クーはいつもはいい子なんです、こんな意地悪しないんです。ヨルさんにひどい事して、ごめんなさい……」

　クアスとタキアの竜二頭は、つもる話があるとかないとかで、二人そろってレダ王国を一周する空の旅に出てしまった。無責任なクアスの代わりに、ユーニはひたすらルサカに謝り倒していた。

　ルサカもタキアもクアスも、気にする事じゃないと言っているが、生真面目なユーニはそうはいかない。

　もうユーニは泣きそうだ。ヨルは毛をむしられて頭に小さなハゲができている。せっかくクーの為にヨルを連れてきてくれたのに、申し訳なくてユーニは身の置き所がない。

「そ、そんなに気にしないで……。知らない犬を突然見せられて、クーちゃんもきっとびっくりしただけだと思うんだ」

　ルサカは必死でユーニを慰めてくれていて、余計にユーニは申し訳なく感じる。

「ルサカ様とタキア様がせっかく、ヨルさんを連れてきてくれたのに」

「あ、待って。ぼくの事は呼び捨てでお願いします。……ぼく、初めてなんだ、年の近い番人の友達ができたの」

　見た目こそユーニとそれほど変わらなく見えるが、ルサカはもう五十年近く生きている。年が近いといえるか悩むところだが、ルドガーやフレデリカ達を考えれば、他の番人はものすごく長く生きている。ルサカも周りにいる番人が皆、それくらい離れているのだろう。

「他の知ってる番人は、皆それこそ数百年生きてるし、見た目も大人だし……。だからぼくは、君に会えるのをとても楽しみにしてたんだ」

　それはユーニもだ。同じ理由で、ユーニもルサカに会えるのをとても楽しみにしていた。

「ぼ、ぼくもです。……友達になれたら、嬉しいなって。クーに友達も欲しかったけど、ぼくにも……」

　自分の気持ちを、うまく言葉にできない。内気で地味なユーニからは、美しく聡明なルサカはあまりにもまばゆい存在だ。自分の不甲斐なさに泣きたくなる。

「じゃ、呼び捨てで敬語もだめだよ。ぼくもユーニって呼ぶから、ルサカって呼んでくれなきゃね。……まずはそこから」

「は、はい、ルサカさ……ルサカ。ぼくも、仲良くなれたらとても嬉しいです」

「敬語もだめだからね。…急には難しいかもしれないけど、少しずつでいいから。……ぼくもとても嬉しいんだ。よろしくね」

　そう笑うルサカは、とても人懐こく、可愛らしい。なんだかとても心が安らぐような、そんな気持ちにユーニは感じられていた。

　こんな綺麗で優しい人なら、クアスが忘れられないくらいに好きだったのも、納得だ。







　賑やかな一日が過ぎて、来客二人をゲストルームに案内し、ユーニは自分の部屋に戻り、叱られていじけたクーを励まそうとしていた。

　クーを膝において、撫で始めたちょうどその時に、クアスがひょっこりと顔を出した。

「ユーニ、気にしていないか？」

「クーの事なら、ルサカももう言いっこなしだって言ってました。怒っていないって」

「いや、そうじゃなくて」

　クーを膝に乗せ寝台に腰掛けたユーニの隣に、クアスは腰を下ろす。

「……ルサカの事」

　なんとも歯切れの悪い口調だ。けれどユーニは全く気にしていなかった。

「すごく綺麗な人ですよね、びっくりしました！　前に絵本で見たエルフの王子様みたいです。クアス様もとっても綺麗だけど」

「……気にしないのか？」

　クアスの方がよほど気にしている。ユーニはやっとクアスの杞憂に気付いた。

「ええと……あんな綺麗な人なら、クアス様がずっと忘れられなかったのも分かるなって。綺麗だし優しいし、なんだかとっても癒やされるし」

　比べようがない。むしろ比べるのも恥ずかしいレベルだ。素直にユーニはそう思う。

「ぼくも、ルサカが好きです、とても。……今日一日、たくさん話したけど、すごく楽しかったです」

　ニコニコ上機嫌なユーニの話を聞きながら、クアスはふう、と深いため息をついた。

「ルサカより綺麗な人なんて、ちょっと想像がつかな」

「僕はユーニの方が綺麗だと思う」

　クアスはユーニの言葉を遮って、きっぱりと言い放つ。それはちょっと恥ずかしい。そう言ってもらえるのは嬉しいが、ユーニは返答に困ってしまう。

「タキアも、ユーニはとても綺麗で可愛いと言っていた。竜はお世辞なんか言わないからな。綺麗なものが大好きだから、評価はシビアだ」

　そうは言われても、地味で平凡なのは自覚がある。ユーニはますますなんて返せばいいのか考え込んでしまう。

「竜が好きな綺麗なものは、見た目だけじゃない。……綺麗な心、気高い魂もだ。だからユーニは、とても綺麗なんだ」

　クアスはユーニを抱き寄せて、その黒髪に頬を押し当て、目を閉じる。

「そうやって、ルサカを……他人を認められるのも、心が綺麗だからだ。どんな逆境も、君の魂を穢せなかった」

　クアスの背中に両手を回しながら、ユーニは小さく頷く。

　でもそれは、クアス様がいるからなんです。

　あの夜明けの湖でクアス様がぼくを助けてくれたからなんです。

　クアス様がぼくをこんなに大事にしてくれるから、そう思えるんです。クアス様がいるから、ぼくは優しい気持ちでいられるんです。

　ぼくの心が綺麗だというなら、それはきっと、クアス様がいてくれるからです。

　そう伝えたいけれど、うまく言葉にできるだろうか。

　ユーニは金色の髪に口づけながら、ゆっくりと耳朶に唇を寄せ、囁く。







「なんで怒らせちゃったかな。うーん」

　ルサカはくし切りにした林檎を瓶にぐいぐい詰めながら、小さくうなる。

「ぼくにもさっぱり……。クーはいつもはおとなしくて、ほとんど鳴かないくらいなのに。あんなに怒りだしたのなんて、見た事なかった……」

　せっせと手順のメモを取りながら、ユーニもその事をずっと考えていた。

　番人ふたりは揃って厨房にこもり、林檎酒を作っていた。酵母作りから始めると時間が足りないので、酵母はあらかじめルサカが作って持参していたが、今はユーニがひとりで林檎の酵母を作れるように、レクチャーしているところだ。

「クーちゃんもダーダネルス百貨店の魔法生物だっていうし、だからヨルが普通の犬じゃなくても大丈夫かと思ってたんだけど」

「普通の犬じゃないんですか？」

　クアスは『友達が真っ黒な犬を飼っている』としか言わなかった。思えばルサカは『子犬に見えるけど、もう三十年生きてて大人だ』とも言っていた。よく考えてみれば、普通の犬は三十年も生きられない。

「簡単に説明すると、ヘルハウンドといって、やっぱりダーダネルス百貨店が扱ってる動物なんだ。……普段は子犬の姿をしてるけど、何か飼い主に危険が迫ると本来の大型犬の姿に戻る」

　小さくて可愛いヨルから、大型犬に……なるほど、クーも普通のフクロウに見えて、あんなに難しい本を読める不思議なフクロウだ。そんな不思議な犬がいても別におかしくないのかもしれない。むしろダーダネルス百貨店では普通の動物なんて扱っていなさそうだ。

　林檎を詰め込んだ瓶に水をなみなみと注ぎ込むと、ルサカはてきぱきと蓋をし、次の支度に取りかかる。考えつつ喋りつつ、でも手元はしっかり働き続けていて、ユーニは密かに感心していた。おっとりのユーニには真似できない手早さだ。

「ちょっと大きい姿になると怖いかもしれないなあ。……そういえば、クーちゃんは？」

「あ。クーは昨日、ぼくとクアス様に叱られすぎて、すっかり落ち込んでしまって。さっきクアス様が連れて行ったけど、慰めてくれてるのかな」

「可哀想な事しちゃったな……。怖かったのかもしれない。ヨルは真っ黒で目が赤いから、クーちゃんから見たら大きい魔物に見えたのかもなあ。……あ、で、この林檎と水が詰まった瓶は、保存庫で三日くらいおいて、それから……」

　怖かった割に、クーは果敢にもヨルに飛びかかってあんなハゲができるくらい、むしっていた。本当に怖かったんだろうか……。思わずユーニは考え込む。

　林檎の酵母の作り方の説明を終えると、ルサカは持参した木箱から、綺麗な金色の液体を満たした瓶を取り出した。

「林檎の酵母ができあがると、パンの他に、この林檎酒も作れます！　……これ、もう三十年も前からクアスに作り方を聞かれてたんだけど、教えなかったんだ。　ぼくの秘蔵のレシピだからね、特別なの。そう気安く教えられない」

　そう言いながら、ルサカはとてもにこにこ嬉しそうな笑顔だ。瓶に詰め込まれた金色の林檎酒の中に、小さな泡が見える。とても綺麗で、なんだかわくわくするような。この琥珀こはく色のお酒は見ているだけで幸せな気持ちになる。ものすごくおいしそうだ。

「そんな大事な作り方を、ぼくが教えてもらって……いいのかな……？」

　見とれていた林檎酒の瓶からやっと顔を上げると、もうルサカは厨房の隅の林檎樽から林檎を山ほど取り出して運び始めていた。

「もちろん。やっとこうしてユーニに作り方を教えられる。……さて、これからが体力勝負だよ。この樽の林檎を全部、絞るからね」

　テーブルにごろごろと大きな林檎を転がしながら、ルサカはシャツの袖をまくり上げる。

「えっ！　こんなに？　すごくいっぱいになっちゃいませんか？」

　この樽いっぱいの林檎なんて、ものすごい量だ。けれど番人ふたりで絞るなら、それほど大変ではないのだろうか。

「そう、でも絞るとちょっとになっちゃうんだよね。……あ、むいた皮でお茶を淹れよう。林檎茶になるんだよ。あとは芯と皮を煮て、ジェリーを作ってもおいしいし。……更に余った芯と皮は、干してお風呂に入れるといいよ。すごくいい香りがするから」

　こんなに綺麗なのに、なんだかものすごく、家事に慣れている。ルサカに手渡された林檎の皮を剥きながら、もう何度目が分からない感心をしていた。

「すごいなあ……。ルサカはなんでも知ってるんだね」

　働き者で頭もよくて物知りで、その上とても綺麗なのに、ちっとも気取っていない。ユーニはもうルサカを尊敬せずにいられなかった。

　褒められて恥ずかしいのか、ルサカはほんのちょっぴり、照れくさそうな顔をしていたけれど、とても人懐こい笑顔を見せる。

「もう三十年も竜の巣を守ってるからなあ。……まあ、色々料理したり作ったりが好きなのもある。昔はぼくも、他の番人を見ては、すごいな、ぼくもああなれるのかな、って思ってたよ。……誰でもちょっとずつ覚えていくんだよ。こうして誰かに教えてもらったりしながら、ね」







「……すごい林檎の匂いだな。ふたりとも、今ちょっと中庭に来られる？」

　クアスがふらっと厨房にやって来た時には、もう林檎酒作りの作業は終わっていた。林檎の酵母と果汁を瓶に詰め終えて、ユーニとルサカは後片付けをしているところだった。

「はい。もうあとは片付けだけなので。……もう少しなので、ぼくはここを片付けたら行きます。ふたりは先に行ってて下さい」

　そう勧められて、ルサカは素直に頷く。

「ありがとう、お願いします。じゃあ先に行って、待ってるからね」

　ルサカは厨房を後にして、クアスについて中庭へ向かう。クアスはなんだかとても不思議そうな顔をしていた。

「すごく可愛くて素直な子だね。クアスがこういう子選ぶなんて、ちょっと見直した。ひねててワガママで偏屈だから、どうなるかとこの三十年、タキアがものすごく心配してたけど、そうかあ。幸せそうでよかった。ユーニ、すごくクアスの事好きなんだろうなあ。……クアス様、っていう呼び方がもう可愛い。大好きって滲み出てるよね！」

　ずいぶんひどい事を軽く言っているが、クアスはそこは全く気にならないのか、違う事に食いついてきた。

「あれ、林檎酒？　ユーニと一緒に作ってたのか」

「そうだよ。ユーニに作り方を教えたんだ。林檎の酵母の作り方もね。今年から林檎酒飲み放題だよ、よかったね、クアス」

「僕には絶対教えないって言ったくせに！」

　ルサカはそれを聞いて、にやにやとちょっぴり意地の悪い笑顔を見せた。

「僕から散々レシピせしめたくせに、林檎酒だけは絶対に教えてくれなかったよな！　あれが僕の大好物だって知ってて！　なんなんだ一体！」

　ルサカのにやにや笑顔で、ますますクアスは不機嫌だ。おとなげなく、ちょっとむきになっている。

「桃のタルト、めっちゃめちゃおいしかったよ。今じゃぼくの得意料理になったよ、ありがとう。もらったレシピは有効に使ってます！　それに……どうせクアスは作ろうと思えば、なんでも作れるんだろ」

　ルサカは気分も良さそうにさっさとクアスの前を歩いて行く。足取りは踊るように軽い。

「タキアは全くダメだけどね。相変わらず料理は本当、ひどいよ。……なんでクアスはそんなに器用なんだろ。……だから、ねえ」

　振り返ったルサカは、にこにことても嬉しそうな笑顔だった。

「一番好きなものを、一番好きな人が作ってくれるって、すごくいいじゃないか。だからクアスには教えなかったんだよ。……クアスの一番大事な人に教える為に、この日を三十年も待ってたんだ」







　手早く片付けを終えて、クアスとルサカの後を追って居間に入ったユーニは、部屋の真ん中で固まっていた。

　ものすごく大きい、真っ黒な犬が、中庭にいる。

　村では大型の猟犬もいた。それだってこんなに大きくはない。例えるなら、畑を耕す時に使われていた牛だろうか。あれよりももしかしたら大きいかもしれない。しかも、鋭い牙が生えた大きな口から、ちらちらと赤い炎が吹き出しているし、太くて大きい前脚の、鋭い巨大な爪からも炎が吹き出している。

「……あ。ユーニが固まってるよ。さすがにこんなの予告もなく見せられたら怖いよね」

　真っ先にユーニに気付いたのはタキアだった。そうタキアに言われて、クアスは慌てて中庭のポーチを駆け上がり、ユーニの手を取る。

「驚かせた。あのでかい魔物みたいなの、あれはヨルだ。ちょっと信じられないかもしれないけど、普段は子犬の振りをしているだけで、本来はあの大きさなんだ。ヘルハウンドっていう、まあ魔犬だ。番犬用の」

　言われてみれば、子犬のヨルの面影はある。あのふさふさの尻尾と、つやつやでふわふわな真っ黒な被毛は、確かにヨルだ。けれどそれ以外に類似点が見つからない。ユーニは呆然とするしかなかった。

「ルサカ、見せてやってよ。……ほら、ユーニ」

　クアスに手を引かれながら中庭に出ると、ルサカが頷いて、巨大なヨルの首の辺りを撫でる。

「ヨル、ユーニに見せてあげて。……ほら」

　ルサカに促されて、ヨルはゆっくりと石のガーデンタイルの上に伏せる。この間クーにむしられたハゲがちゃんとある。そしてそのハゲの上で、クーが丸くなってすやすや眠っていた。

「え。あ、いつの間に！　いつの間にこんな仲良く？」

　昨日あんな大げんかをしたヨルの頭の上で、クーはぐっすり安心しきった姿で寝入っている。一体何があったというのか。

「クーが叱られていじけてただろ。……クーにしてみれば、姿を偽る魔物をユーニに近付けるわけにはいかなかったんだよ」

　クアスは眠るクーの小さな頭をそっと撫でる。

「覚えているんだろうな。見知らぬ人間が、掌を返してユーニを傷つけた事を。クーはヨルの正体が大きい魔物だと気付いたんだろうね。それで、子犬のふりしてユーニに近付こうとする、悪い犬だと勘違いしたようだよ」

　ユーニが偽物の『母親の使い』に騙された時の事か。あの時クーは、すぐに異変を察知していた。この小さな身体で、ユーニを守る為に男達に掴みかかっていた。

「ヨルのこの姿を見せて、これはヨルが大切な主人を守る為の姿なんだとちゃんと説明した。クーにとってユーニが大切なように、ヨルにとってルサカが大切で、クーがユーニを守るように、ヨルもルサカを守る為にこの姿になるんだ。……そう説明したら、ちゃんとヨルに謝ってたよ。くぅくぅ鳴いて」

　あんなにクーを叱ってしまった。クーの気持ちも考えずに、頭ごなしに意地悪をしたと叱ってしまった。クアスの言葉に、ユーニは泣き出したくなる。クーがどんなにあの時怖かったか。それでもユーニを守ろうと戦って、そしてユーニを助けたいが為に、クアスの目の前でユーニの名前を叫んだ。

　クーにとって、ユーニはそれほどに大切な友達なのだ。何があっても守りたい、大事な友達。だから姿を偽る、火を吐く巨大な魔犬を近付けたくなかった。

「クー……。ごめんね。クーはぼくの事が心配なだけだったんだね。たくさん叱ってごめんね……」

　クーが目覚めたなら、たくさん撫でて、たくさん褒めてあげなければ。滲む眦を擦りながら、ユーニは寝入ったクーに囁く。

「僕も不用意だった。ちゃんとユーニにヨルの……ヘルハウンドをよく説明しておけば……。いやむしろクアスがちゃんと説明しとくべきだったんじゃないか？」

　タキアはそう神妙に反省してから気付いたようだ。クアスは昔から付き合いがあって、ヨルの事もよく知っていたのだろう。

「そうだよ、昔クアスはこの姿のヨルに吠えられた事あるだろ。あの時はぼくもヨルも怪我したんだぞ、あの風の刃のせいで。クアスが悪い。ちゃんと前もってヘルハウンドはこういう生き物だって、ユーニとクーちゃんに説明しておかないから」

「なんだよ、みんな僕のせいか。ルサカが安易に子犬のヨルを見せたのは悪くないっていうのか」

　三人の責任のなすりあいに、思わずユーニは笑ってしまった。いつもすましているクアスも、友達とはこんなに本音で楽しそうに話している。いつもと違うクアスの姿が見られて、これはこれでユーニは嬉しいし、なんだか仲のいいじゃれあいが見られて、楽しい。

「ああ、そうだ。さっきルサカに教えてもらった、林檎のお茶を用意したんです。クアス様が作った、ナッツがいっぱいの甘いパイもあるし、お茶にしませんか」

「あー、クアスの故郷のパイだよね。あれ大好きなんだ。久しぶりに食べるよ、あのパイすごく作るの大変そうだよね」

「僕が作ったってばらさないでいい！　今日はユーニもなんだか意地悪だな」

「なんだかんだでクアスはタキアが大好きだよね。そうやってタキアの好きな物作って待ってるし。もっと素直になればいいのに。……あ、ユーニ、お茶のテーブルの用意、手伝うよ」

　四人が楽しそうに賑やかに去って行った中庭で、ヨルは頭の上のクーをそっと前脚の間に下ろし、まだぐっすり寝入ったままのクーを軽く舐めて、優しく毛繕いする。

　目が覚めたら、お茶を終えた竜と番人たちと、この小さいフクロウと、皆で遊ぼう。

　前脚の間にクーを抱えて、ヨルはゆっくりと目を閉じる。


パンケーキとフクロウと、それから、竜と







　ユーニが生まれて初めて作ったお菓子は、パンケーキだ。

　甘い物が大好きなクアスは、とにかくお菓子を食べたがっていた。だからこの巣で働く事になったユーニに一番期待していたのは、甘いお菓子を添えた午後のお茶だった。

　クーが来たばかりの頃で、クーに料理本に載っていた作り方を何度も読んでもらって、クーとふたりで作ったお菓子がパンケーキだった。

　クアスの為に初めて作ったお菓子も、パンケーキ。

　あの頃は『綺麗に飾る』なんて思いつかなかった。焼いたパンケーキにバターを添えただけの、そっけないものだった。

　それでもクアスはおいしいと、昔父親であるルドガーが作ってくれたパンケーキもこんな味だった、と褒めてくれた。

　レシピの整頓をしている時にこの初めての料理本が出てきて、それで今日の午後のお茶はパンケーキにしようとユーニは思いついた。パンケーキは、ユーニにとって、とても大切な思い出のお菓子だ。

　クーに手伝ってもらいながら、生まれて初めて作ったお菓子で、初めてクアスの為に一生懸命作ったお菓子だ。

「今日はパンケーキを作るよ。クーも手伝ってくれる？」

　真っ白なエプロンをつけながら、キッチンストーブのウォーミングシェルフに留まっているクーに話しかけると、クーは嬉しそうにくぅ！　と大きく返事をしてくれた。

「小麦粉と、玉子と、砂糖と、牛乳と、バターと……」

　材料を用意しながら並べていくと、クーは確認するように材料の合間をぽてぽてと歩き回る。パンケーキの材料だけでなく、飾る果物やクリームも忘れてはならない。しっかりと用意しながら、ユーニは次の手順を考える。

　お菓子を作る時、ふわっふわな生地にしたいなら、たくさん粉をふるって空気を含ませるといい、とルドガーが言っていた。

　教えてもらった通りに、ユーニは高い位置から粉をふるって、たっぷり空気を含ませる。

　もっとふわっふわ！　にしたいなら、卵白を固く泡立てるといいと、ルサカが言っていた。

　砂糖を入れて泡立て器でしっかり泡立てる。人間だった頃はこれがとてもたいへんな作業だったけれど、番人になった今では軽々だ。

「どう？　すごく早く泡立てられるようになったでしょう？　見て見て！」

　パンケーキを飾る果物をつまみ食いしようとしていたクーに、ぴんと立った角つのを差し出すと、きゅっ！　と驚いたような声をあげた。

「ごめんね、びっくりさせちゃったね。でもすごいでしょ？　こんなにしっかりしたメレンゲが作れるようになったんだよ」

　ユーニの手についていたクリームのようなもっちりメレンゲをつついたクーは、まるでおいしい！　と言うかのようにくぅくぅ鳴いてユーニを見上げる。

「褒めてくれてる？　嬉しいな」

　綺麗にしっかり泡立てたメレンゲを、ふるった小麦粉と牛乳、卵黄、砂糖、それからバニラオイルをちょっぴり入れて作った生地に混ぜ合わせる。

　ここからが大事なところだ。

　捏ねたりしたら、せっかくのふわふわもったりメレンゲが潰れてしまう。メレンゲを潰さないように、手早く綺麗にかつ、さっくりと均一に混ぜ合わせなければならない。

　真剣に生地を混ぜ合わせるユーニを見上げて、クーはくぅくぅ鳴きながら声援を送る。

　丁寧かつ素早く混ぜ合わせた生地は、焼き上げる前からもうふわふわだ。

　ユーニは熱した鉄のフライパンにバターを入れ、それから生地を流し込む。

　ここまではばっちりだ。ミスなく迅速に進められた。

　ここで綺麗な焼き色に仕上げなければならない。こんがり素敵なきつね色にならなかったら、今までの頑張りが無駄になってしまう。

　真剣にフライパンを見つめるユーニの肩の上で、クーも真剣にふつふつ小さな穴が開き始めた生地を見つめている。

「ユーニ、今忙しい？　この間母さんが言ってた歴史の本の事なんだけど」

　このタイミングでクアスがひょっこりと厨房に顔を出した。今、ユーニは真剣勝負の真っ最中だ。

「すすすすすみません、今はちょっと！」

「ああ、ごめん。めちゃめちゃ忙しそうだな」

　クアスも察した。邪魔をしないよう、厨房のテーブルについて、キッチンストーブに張り付くユーニの横顔を眺めているようだ。

　そういえば、前にもこんな事があった。クアスの為にパンケーキを焼いた時だ。

　ちょうどパンケーキを作っている時に、またあの時と同じようにクアスに声をかけられて、ユーニはなんだか無性に懐かしくなっていた。

　ずっと前の事のようにも思えるし、ついこの間の事のようにも思える。

「……きつね色に焼けたかな……？　クー、どう思う？　大丈夫かな？」

　クーと相談しながら、そっと焼きたてのパンケーキを皿に移す。

　綺麗なきつね色だった。黄金色の、ふわふわほかほかの、おいしそうなパンケーキだ。今までにない分厚くふんわりな姿に、思わずユーニもにこにこしてしまう。

「今、パンケーキを焼いていたんです。ちょっと待ってて下さいね、クアス様」

　メレンゲが潰れてしまわないうちに、残りの生地も焼き上げてしまわなければならない。

　あの頃よりはぐっと料理の腕を上げて、手際も良くなっている。素早くてきぱきと残りの生地を焼き上げ、皿に取り、いよいよ飾り付けだ。

　お菓子は焼いたそのままでもおいしいけれど、やっぱり見た目も大事だ。

　果物やクリームで綺麗に華やかに飾ってあると、より一層おいしそうに見える。クアスにおいしくて綺麗なパンケーキを食べてもらう為に、ユーニは真剣に飾り付ける。

「クー、ミントを取ってきてくれる？　今日はお茶じゃなくて、パンケーキに飾るから、少しでいいよ」

　クーは窓辺の鉢植えから、ミントの葉をくちばしで器用にむしり、ユーニの作業するテーブルに運ぶ。

「ありがとう、クー。これで素敵なパンケーキになるよ」

　仲良く料理をするユーニとクーを眺めるクアスも、思わず笑みがこぼれてしまう。楽しそうで幸せそうなふたりに、クアスも思わず和まずにいられない。見ているだけで幸せな気持ちに浸れる。

　あらかじめ切っておいた果物をパンケーキの皿に飾り付ける。クーもせっせとチェリーを運んだり、ミントを運んだりとお手伝いをしていた。

　焼きたてのパンケーキにクリームを載せたら、冷えてしまうし、クリームも溶けてしまう。果物と一緒に添えて、それからユーニはパンケーキの皿を、クアスの前に恭しく差し出した。

「今日のおやつは、パンケーキですっ！」

　思わずクアスは笑ってしまった。あまりにもユーニが可愛すぎた。ユーニは満面の笑顔だが、クアスもきらきら目映いばかりの笑顔だ。

　クアスのとろけるような笑顔に気付いたユーニは、思わずかーっと首筋まで赤くなってしまった。

「懐かしいな。ユーニが僕に初めて作ってくれたお菓子も、パンケーキだった」

「覚えていてくれたんですか！？」

「勿論。忘れるはずがない。……あの時もユーニは真剣そのもので、ものすごく頑張って作ってたな。今みたいに」

　クアスはティーポットを手に取る。

「パンケーキのお礼に、お茶は僕が淹れよう。……何がいい？　甘いお菓子なら、さっぱりしたハーブがいいかな」

「じゃあ、菩提樹のお茶を。カミツレと菩提樹のお茶がいいです」

　これはクアスの故郷のお茶で、クアスの好物でもある。そしてクアスは、ユーニはカミツレの匂いがするとよく口にしていた。

　ユーニは全く自分の匂いが分からない。カミツレの匂いは大好きだけれど、自分からこの匂いがすると言われても、ピンとこなかった。竜にだけ分かる匂いなのかもしれない。

　クアスが淹れてくれたお茶の爽やかな香りと、パンケーキの甘い香りが厨房を満たす。

「冷めないうちに、クアス様、食べて下さい」

　そうユーニに急かされて、クアスは早速パンケーキを口にする。ユーニはそのクアスをじっと見つめて、どきどきしていた。

　万が一生焼けだったらどうしよう、おいしくなかったら……。ついそんな風に心配してしまう。

「……すごいな。ふわっふわで文字通りとろける。……おいしい。こんなふわふわなパンケーキ初めてだ」

　よく噛みしめ、味わってから、クアスは口を開いた。

　クアスはよくできた時は、いつでも褒めてくれる。残念な出来映えだった時も、いいところは褒めて、それから、次頑張ればいいと言ってくれる。

「ルドガー様とルサカが、ふわふわに作るコツを教えてくれたんです」

　おいしそうに食べるクアスを見て満足したユーニは、クーに小さく切り分けてから、自分の口にも運ぶ。

　ふわふわ、とろけるような食感だった。口に含むと、しゅわっと空気の音がする。

「おいしい……。本当にとろけるみたい。……おいしく作れるようになって、すごく嬉しいです。またクアス様に、ふわふわパンケーキを作りますね！」

「楽しみにしてる」

　クアスが丁寧に淹れてくれたお茶と、ユーニとクーのふたりで作ったパンケーキで、午後のお茶を楽しむ。

　今では当たり前のように、こうして過ごしている。毎日こうして一緒にお茶を飲み、食事をしているが、ユーニはいつも嬉しくて楽しくて、幸せな時間だ。

　きっと千年を越えても、幸せな時間であり続けるに違いない。

「明日は久しぶりに僕が何か作ろうか。ユーニの好きな桃とカスタードのタルトがいいかな」

「桃のタルト……！　大好きです、わあ、楽しみです！　クー、クアス様が桃のタルト作ってくれるって！　嬉しいね、楽しみだね！」

　明日も一緒にいられる。ずっと一緒にいられる。

　当たり前の事になっても、やっぱりユーニは、それがとても大切で、毎日が夢のように幸せなのだ。


湖上の蜜月


一　再び巡る季節







　ルズベリー地方の短い夏が終わり、再び茨の湖に秋が巡ってきた。

　屋敷を守る茨の森は、もうすぐ実りの最盛期を迎える。去年は荒れ放題で野生そのままの森だったが、今年は違う。ユーニが暇を見ては枝打ちし雑草を間引き、肥料も与えて手入れをしていたおかげで、見違えるほど豊かな森に生まれ変わっていた。

　生まれ変わったのは、ユーニもだ。ユーニ自身も、ユーニを取り巻く環境も、劇的に変化した。一年前のひとりぼっちだったユーニは、もういない。

　木立の間を飛び回っていたクーは、大きな楡の木の枝に留まり、いつものようにユーニを呼ぶ鳴き声を上げる。コケモモの茂みを見つけたようだ。

　一年前は掌にちょこんと載るくらい小さかったクーも、ちょっぴり立派になった。あの頃の二倍くらいの大きさになっている。よく湖上を高く飛び回って見回りをしているが、頼りなさはみじんも感じられない。凜々しく立派に見えるくらいだ。

「今年はコケモモがこんなにいっぱい。収穫は来週がいいかな。もう少し熟した方がおいしいよね」

　一粒もぎとってクーに差し出すと、くぅ、といつものように一声鳴き、嬉しそうにくちばしに赤い実を挟んだ。

　クアスは『こんな狭い巣に閉じこもって暮らすのは、決していい事じゃない。ユーニには、もっと外の世界を見せたかった』とことあるごとに口にするが、ユーニは少しも気にしていない。

　他の国や街への憧れは、もちろんある。けれど外の世界よりも、クアスと一緒に生きていく事が何よりも大切に思えていた。

　クアスに出会わなかったら、どんな人生を送っただろう。

　きっとあのまま村の中だけで生き、そして死んでいっただろう。おそらくは母にも会えずに、自分が何者だったのかも、父がどんなにユーニを愛し、命をかけて守ってくれたのかも知らずに、ひとりぼっちで死んでいたかもしれない。

　クアスはやはり、ユーニにとって『希望ユーニ』だ。

「クアス様、早く帰ってくるといいね。まだかなあ。もうちょっとかかるのかな」

　頭上のクーに左手の甲を差し出すと、クーはふわりと舞い上がり、その手に留まった。クーも寂しく思うのだろう、くぅくぅとユーニを慰めるように鳴く。

　ここ数日、クアスは何故か機嫌が悪かった。機嫌が悪いというか憂鬱そうというか、なんとも言えない雰囲気を醸し出していた。

『ユーニ、一階南の角部屋だけど、絶対に入らないでくれ。僕が部屋中に魔力を注いでいるから、危ないんだ。まあ封印してるから開けられないだろうけど、一応言っておく』

　何か作っているのか、それとも魔法の実験でもしているのか、それでなんだか様子がおかしいのだろうか。今のクアスの状態を、どうにも一言で表しにくい。

『それから、ちょっとタキアのところに行ってくる。あいつの巣はロスタン大陸のルトリッツ騎士団国にある。遠くて面倒くさいけど、さっと行って帰ってくるから』

　タキアの巣に行くなら、ルサカがいる。距離が距離なのでルサカとは一回会ったきりで、後は時々、呼び出し紙と呼ばれる、魔力を帯びた紙で手紙をやりとりするくらいだった。

　ぼくもルサカに会いたいから、一緒に行きたいです。

　そう言いたかったが、機嫌がよくないクアスに言い出せる雰囲気でもない上に、クアスは本当にさっさとルトリッツへと飛び立ってしまった。

　レダ王国があるジェナ大陸北方とルトリッツ騎士団国があるロスタン大陸は、大きな海に隔てられており、距離がある。ユーニを連れて行くのは難しいかもしれないし、何よりクアスは『さっと行って帰ってくる』と言っていた。

　以前タキアとルサカが遊びに来た時は、数日滞在していた。距離があるだけに往復に時間がかかるからだ。クアスは今回、ゆっくり滞在できない理由があるのだろうが、あまりに言葉が足りない。

　元々クアスはあまり口数が多い方ではない。機嫌が悪いと極端に口数が少なくなるのもよく分かっているし、だからといってそれでユーニに八つ当たりするような事もない。そのうちまたいつものクアスに戻るだろうが、何かあったのかとユーニは心配せずにいられない。

　クーはコケモモを好きなだけ食べて飽きたのか、湖上の空へと飛び立っていった。そのクーを見送って、ユーニは森の中を探索し続ける。

　コケモモも野生の葡萄も林檎も、まだ収穫するには早すぎる。いつ収穫するか算段をつけながら見回るユーニの足元が、不意に翳った。

　見上げると、高く澄んだ空に、光を弾き七彩に輝く翠玉の翼が広がっていた。巨大な身体を支える翼は、驚くほど優美に、たおやかに羽ばたく。

　湖上の高く澄んだ空に、竜の鳴き声が響き渡る。猛々しさはない。まるで囁くような、歌うような、呼びかけるような、穏やかな鳴き声だ。

　まるで宝石のように色鮮やかに煌めく巨大な身体を見上げ、ユーニは思わず深いため息を洩らす。

　竜のクアスも、人のクアスも、あまりに綺麗で清らかで、まばゆい。どんなに時が経っても、クアスを見つめる度、こんな風に、切なくなるくらいに胸を締め付けられるに違いない。







　本当にクアスは『さっと行って帰って』来た。

　居間に入るなり、出迎えたユーニに向かってクアスはすぐに詫びを口にした。

「ちゃんと説明もせずに出て行って、悪かったと思ってる」

　こういう時、クアスはとても素直だ。いつも自分が悪いと感じたら、うやむやにせずきちんと詫びる。メレディアが言う通り、ひねてわがままに見えても本当は心優しいのだとよく分かる。

「ユーニを連れて行かなかったのは、滞在できるような余裕がなかったからだ」

　昨日の朝、ルトリッツ騎士団国に旅立ったばかりだ。確かにすぐに帰ってきた。ロスタン大陸とジェナ大陸が竜にとってどれくらい遠いのかは分からないが、休まずに飛び続けたのではないだろうか。

　出掛ける前と変わらず、あまり機嫌が良さそうには見えないクアスは、ユーニの目の前に大きめのバスケットを置いた。

「本来なら、この時期は血縁じゃない同性の竜とは、顔を突き合わせるべきじゃないんだ。だからゆっくり滞在していられなかった。そういう理由でユーニを連れて行けなかったんだ」

「何かある時期なんですか？」

　不思議そうなユーニから、クアスはなんとも気まずそうに目をそらした。眦を少々紅く染めて、クアスにしてはとても珍しい、少々恥ずかしそうな態度だ。

　暫くの沈黙があった。諦めたように小さくため息をついて、クアスは渋々口を開いた。

「……発情期だよ。年に二回、望まずとも春と秋には必ず来るんだ」

　思わずユーニも耳まで赤くなる。

　クアスは竜だ。それを忘れた事はない。クアスが竜であるとよく知った上で、ユーニはクアスに恋をした。

　竜のクアスも人のクアスも、あまりに優美な立ち居振る舞いで、だからユーニはうっかり忘れてしまう。クアスが竜である事は忘れないのに、どうしても『それ』が結びつかないせいで、失念してしまう。

　この湖の精霊かと見まがうばかりに優美なクアスに、動物と同じ発情期がある。犬や猫のような発情期がある。

　クアスと身体を重ねるようになった今も、それが信じられないくらいだ。竜と人にそう違いがないように思えるせいでもある。

「他の雄は繁殖のライバルだからな。どの動物もそうだけど、血縁以外の同性はこの時期敵も同然だ。顔を合わせれば争いになりやすい。だからさっさと用事を済ませるしかない」

　クアスは目の前のバスケットを開け、両手をそっと差し入れる。

「……これを迎えに行ってきた」

　バスケットの中からクアスが抱き上げて取り出したのは、真っ黒な子犬だった。ヨルによく似た厚みのある大きな耳と、ふかふかの尻尾を持つ子犬だが、目は赤くない。ヘルハウンドのヨルとは違い、普通の犬のように黒々とした可愛らしい瞳だ。

「……！　ヨルさんの子犬ですか！」

　クアスから抱き受けると、子犬はきゅん、と小さく鳴いて、腕の中からユーニを見上げる。いつものようにユーニの肩の上にいたクーも、子犬に興味津々だ。

「今年の春に生まれたけど、母親が普通の犬だったせいか、成長が遅かったんだ。それで今まで両親から離せなかった」

　ユーニが暮らしていた村の猟犬に、子犬が生まれる事はよくあった。確かに言われた通り、この子犬は生後半年も経っていると思えないくらい、小さかった。

「最近は両親から離してひとりで眠らせても夜泣きをしなくなったから、もういいだろうって。だから迎えに行ってきた」

　クーは子犬の頭の上に乗って、しげしげと眺めている。いつかヨルの毛をむしったような、あんな警戒はしていないようだ。

「あ、ありがとうございます！　うわあ……可愛い……！　ヨルさんにとってもよく似てますね！　真っ黒でふわふわもこもこだ！」

　子犬はとても人懐こかった。嬉しそうにふかふかの尻尾を振りながら、抱き上げるユーニの鼻先を舐める。

「こんな大変な時期に、ありがとうございます！　とっても嬉しいです！　……大丈夫でしたか？　無理してませんか？　疲れてませんか？」

　子犬を抱いたユーニは興奮のあまり、クアスに詰め寄ってしまう。ユーニに迫られて、クアスは何故か困ったような、慌てたような素振りだ。眦を赤く染め、顔を背けて、何か言いにくそうな、照れているような。そんな風に見えた。

「……犬が大好きだって、言ってたじゃないか」

　クアスは口ごもるように続ける。

「犬と一緒に遊べたら、嬉しいって。……だから少しでも早く連れてきたかったんだ」

　ユーニはクアスを見上げたまま、言葉が出てこなかった。

　普段は少しひねたような物言いをするのに、時々、こんな可愛い態度を見せる。ユーニから見たら、クアスはちょっぴり子供っぽいところもあるが、落ち着いてしっかりした大人だ。それが時々、こんな風に無防備な態度を見せる。

　そんな時、ユーニはどうしたらいいか分からないくらい、クアスが愛おしくなってしまう。胸いっぱいに、大好きだ、という気持ちが溢れてしまう。

「ありがとうございます！　犬も大好きだけれど、クアス様も大好きです！」

　ユーニは子犬を抱いたまま、クアスに抱きつく。クアスとユーニに挟まれて、子犬はきゅう、と小さな抗議の声をあげた。

　気の利いた事なんて言えない不器用なユーニだ。今の気持ちを真っ直ぐに伝えるのが精一杯だ。

「あ、ああ、うん、分かった。分かったから、ユーニ、ちょっと離れて。子犬が挟まれてる」

　クアスは妙に慌てながらユーニを引き剥がしているが、子犬に夢中なユーニは、その不自然な態度に気付いていなかった。素直に子犬を抱え直す。

「あっ！　ごめんね、潰れちゃうね。……よしよし」

「ユーニ、ちゃんと名前をつけてやれよ。……その子犬と一番長く一緒にいるのは、クーとユーニだからな。クーに負けないくらい、いい名前をつけてやらないと」

　クアスは子犬の頭とユーニの肩を行ったり来たりしているクーをつまみ上げ、自分の掌に載せ、言い聞かせる。

「いいか、クー。お前は今日から兄さんだ。この子犬はまだ生まれて半年だから、弟だ。お前がしっかり面倒を見てやるんだ」

　大きさだけなら既に子犬はクーより遥かに大きいが、中身は子供だ。確かにクーが兄だ。クーも納得したのか、元気に大きな声でくぅ！　と鳴いて応じている。

　クアスはユーニの腕の中で千切れんばかりに尻尾を振る子犬にも、話しかける。

「お前も、ユーニやクーの言う事をちゃんと聞くんだぞ。分かったか？」

　子犬にも真剣に言い聞かせている。なんだかクアスがとても可愛く思えて、ユーニは思わずにこにこ笑顔になってしまった。

　子犬は分かっているのかいないのか、クーと同じように、わん！　と大きく吠えて返事をしている。

「ユーニ、早く名前をつけてやるんだ。いつまでも子犬って呼んでいられないからな」

　クーの時も悩みに悩んだが、再びだ。

　この子犬にも、一生の宝物になる名前を考えなければならない。クアスがユーニに名前を与えてくれたように、この子にも素敵な名前を考えなければならない。

　それに、この子はタキアとルサカが可愛がって大事にしていたヨルの子供だ。大切な子犬をユーニに託してくれたのだ。ますます立派な名前をつけなければならない。

　責任重大だ。


二　蔓草と竜の揺籃ようらん







　丸一日経っても、ユーニは辞書や本を並べて悩んでいた。

　前にクアスが『名前なんてシンプルが一番だ』と言っていたが、ユーニもそう思う。分かりやすく呼びやすいのが大事だ。なので、妙に凝ったり、捻ったりはしないようにしたい。

　子犬の父親であるヨルは『真っ黒くて夜みたいだから、ヨル』なんだとルサカが言っていた。

　そしてユーニは『夜明けユーニ』だ。となると、この子の名前はきっとこれがいい。

「クアス様、『夜明けユーニ』はメレディア様の故郷の言葉だって言ってましたけど、じゃあ、『夜』はなんて言うんですか？」

　子犬を抱きかかえ、頭の上にクーを載せて厨房の椅子に座っていたユーニは、クアスが帰って来るなりすぐさま質問した。

「ああ、ニアだよ。『夜ニア』だ」

「ニア……可愛いですね！　じゃあ、この子はニアって呼ぶ事にします！」

　クアスの目の前に黒い子犬を差し出し、ユーニは満面の笑顔だ。

「うん、いい名前だ。クー、ニアと仲良くするんだぞ。……ああ、それからユーニ。山吹さんを呼んでおいたから、犬を育てるのに必要な道具を頼むといい」

　それだけ言うと、クアスは踵を返して厨房を出て行こうとしていた。ユーニは慌てて引き留める。

「あ、クアス様。お茶は飲まないんですか？ 今日は林檎茶とクアス様の好きな、コケモモとクリームのパイですよ」

「ちょっとやる事があるんだ。南の角部屋にいるから、用があったら声をかけて。ドアは開かないようになってるから、声をかけるだけでいいよ」

　子犬に大喜びするあまりすっかり忘れていたが、相変わらずクアスは機嫌が悪いだけでなく、ユーニから離れたがっているように思えた。

　もっと言えば、避けている。

　怒っているようには見えない。何か仲違いをするような事もない。けれど最近のクアスは何故かユーニの傍にいたくないようで、距離をおいているように見える。

　クアスは『発情期が近いから、血縁じゃない同性の竜とは、顔を突き合わせるべきじゃない』とは言っていた。

　ユーニは同族ではないが同性だ。だからか？

　いや、番人は男女どちらもいると山吹にもらった本にも書いてあったし、メレディアのところにも女性の番人がいる。タキアとルサカも同性の竜と番人だ。

　こうしてユーニの為に子犬をもらってきてくれるくらいだ。ユーニを嫌っているわけではないと思うが、一体何故避けられているのか、見当もつかない。

「……クアス様は何かあったのかなあ」

　頭の上のクーにそう話しかけると、クーも不思議そうに首を傾げ、くぅ、と鳴くだけだ。

　さっぱり分からないクアスの事を考えながら、飲んでもらえなかったお茶の片付けをしていると、いつものように玄関の呼び鈴が高く鳴り響いた。

「こんにちはー、毎度ありがとうございます！　ダーダネルス百貨店の山吹ですー！」







「これは可愛らしい子犬ですね！」

　ユーニがニアを抱いて差し出すと、山吹は笑顔で柔らかな黒い被毛を撫でる。

「ヘルハウンドと犬のミックスとは、とても珍しいです。私も初めて拝見しました」

　ニアは本当に人懐こい。山吹に前脚でしがみついて、甘えた声できゅんきゅん鳴いている。

「クアス様のお友達のところで生まれたんです。すごく可愛いですよね！　あ、それで、子犬を育てるのに必要な物をお願いします」

「ええ、クアス様から承っております。当百貨店のペットショップでしたら、どんなご要望にもお応えできますよ。品揃えに大変自信がございます。ヘルハウンドにも犬にも対応できますので、ご安心下さい！」

　山吹はいつものように巨大なトランクを開け、いそいそと引っ張り出す。

「まずは基本のペット用のトイレ、それからブラシ、ベッド、餌入れでしょうか。いくつかお勧めのものをお持ちしておりますので、ユーニさんやニアちゃんのお好きな物をお選び頂くのがよろしいかと思います」

　相変わらず、このトランクのどこにこんな大量の品物が？　という量だ。次々とトランクから現れる品物に、ユーニは感心せずにいられない。

「ああ、クーも元気そうで何よりです。大事にして頂いて、毛艶もつやつやでぽってりしていて、とても幸せそうです。……可愛がって頂けて、よかったね」

　ここにいるよ！　と言わんばかりに山吹の頭に載って、山吹色の髪を咥えて引っ張るクーに、山吹は手を伸ばして話しかける。

「この時期に竜の巣にお呼び頂くのは、とても珍しい事だそうですね。私も先輩方から話を聞くまで知らなかったのですが」

「発情期の事ですか？」

「はい。この時期は我々のような他種族の同性でも、竜の巣に招かれる事は少ないと聞きました」

　ややこしいが、竜にとって、同性は同族だろうと他種族だろうと繁殖のライバルと見なし、敵愾心を持ちやすいという事だろうか。

　ユーニは真剣に考える。だから自分も避けられているのか？　いや、繁殖はできないけれど、繁殖行為はしている。

　ついそんな時の、甘く淫らに触れるクアスの指や唇を思い出してしまい、かあっと頬が熱くなる。慌てて振り払って、山吹に向き直る。

「この時期は竜にとって大切な時期で、竜と番人だけの蜜月期間だとも言います。竜が繁殖できるのはこの時期だけですから。私も用事が済み次第、お暇いたしますね」

　竜と番人の蜜月。

　そういえば初めてクアスと結ばれた時、竜の交尾に夢中になったユーニが赤裸々に溺れていた事を恥じていたら、クアスが『繁殖期の僕の方がひどいから、安心するといい』と言っていた。

　今まさにその大切な蜜月が近付いているというのに、クアスはとてもよそよそしい。

　ますます何故なのか分からない。

　上の空のまま買い物を済ませ、山吹を見送ると、クーとニアを連れて厨房へ戻る。

　竜にとって『発情期は竜にとって大切な季節』だと、以前山吹にもらった『竜と暮らす幸せ読本』にも書いてあった。

　前回、春の発情期もクアスは憂鬱そうだったが、それはおそらく『番人を持っていないのに、せかされるように発情期がやってくる』事に気が重くなっていたのだとユーニは考えていた。

　けれど今はユーニがいる。あの頃のユーニは人間だったが、今は竜のしるしを刻まれ、ちゃんと番人になっている。

　ユーニがいても気が重いのは何故なのか。

　思えばクアスの様子がおかしくなってから、キスすらしていない。当然、ベッドも共にしていない。そもそも、クアスと一緒にいる時間が激減した。

　一瞬、『大切な繁殖期を一緒に過ごすには、地味で平凡で、綺麗とは到底言えない同性の番人で、繁殖もできないからか』と頭をよぎったが、それは違う、と慌てて振り切る。

　クアスを信じている。

　この手よりも信じられるものはないと、そう思っている。

　だから、何があってもクアスの気持ちを疑う事はしない。何かきっと理由がある。理由もなくユーニを避けたりしないはずだ。

　不意にクーにつん、と軽く頬をつつかれ、ユーニは我に返った。

「あ、ご、ごめんね、ぼーっとしてた。クー、どうしたの」

　クーはユーニの肩からニアの足元へ舞い降り、ユーニを見上げ、くぅくぅと鳴いて何かを訴えている。ニアが困ったようにそわそわもじもじしていて、ユーニはようやく気付いた。

「ああ！　ごめんね、トイレだね。こっちだよ、ニア」

　厨房から出て廊下の隅まで行き、ニアにトイレの位置を教える。クーはニアを無事、トイレに連れて行けて安心したのか、ユーニを見上げて嬉しそうに鳴いていた。

「教えてくれてありがとう、クー。もう立派なお兄ちゃんだね。すごいね、やっぱりクーは頼りになるね」

　しゃがみ込んでクーの頭を指先で撫でていると、ユーニを探すクアスの声が響いた。

「ユーニ！」

　クアスが廊下を走るなんて、ものすごく珍しい。初めて見たかもしれない。

「どうしたんですか、クアス様」

「今忙しい？　ちょっと来て欲しいんだ。見せたいものがある」

　息せき切って話すクアスは、更に珍しい。ユーニの手を取り、急かすように小走りに歩き出した。

「見せたいものって、なんだろう？　急に一体、何が」

　クアスは一階南の角部屋前に立ち止まると、掌を扉に押し当てた。ここは『入らないでくれ』と言っていた部屋だ。言われた通りにユーニは近寄らなかったが、ここに何があるというのか。

　クアスは扉に掌を当てたまま、小さく竜の言葉を呟く。何を言っているのかユーニにはさっぱり分からないが、扉はクアスの願いを聞き入れ、仄かに光り、それから静かに開いた。

「入って。……どうだろう。ユーニは気に入ってくれるかな」

　扉の向こうは、一面、みどりの海だった。

　溢れかえるような、光とみどりの洪水だ。

　ここが部屋の中だとは思えないくらいに、蔦や蔓草、灌木や草花に覆い尽くされている。まるで森の中のようだ。床だけではない。壁も天井も、つややかな葉や花、蔦に覆われている。

　蔦や蔓草に絡め取られて開け放たれた硝子扉から差し込む陽の光と、蔓草と花房に覆われ埋め尽くされそうな天蓋付きの寝台の存在で、ここが部屋の中だとようやく思い出せた。

　まるでみどりの揺籠ゆりかごだ。幻想的な草花の揺籃に、ユーニは言葉が出てこなかった。

「……こ、これは？　とても綺麗です。すごい……！」

　なんとか言葉を絞り出したが、何をどう言えば、この幻想的な美しさに感動している気持ちを伝えられるのか、ユーニの貧しい語彙からは思いつかなかった。

「ご、ごめんなさい、すごく綺麗で素敵で、でも、なんて言えばいいのか、分からないです」

　恥ずかしかった。クアスが作り上げたこの光と草花の不思議な部屋が、どんなに素敵だと思っているか、伝えられない。自分の無教養が情けなく思えていた。

　だが、クアスには十分、ユーニの気持ちが伝わったようだ。時折見せる、子供のようにあどけなく無防備なあの笑顔をユーニに向けた。

「昔、本で読んだんだ。大昔の竜は求愛する時に、巣を作ったって。まだ人と交わる事を知らなかった、同族だけで繁殖していた古き竜の時代だ。太古の竜は、一緒に繁殖期を過ごす番の為に、特別な巣を作っていた」

　ユーニの手を取り、クアスは草花に覆われた部屋へ導く。足元を埋め尽くす草花は、本物だ。露を含み柔らかにしなる。

「もう誰もそんな事を覚えていないし、誰もこんな巣を作らない。こんなしきたりがあった事も、誰もが忘れてしまっただろう。……けど、僕は番人を持ったら、この巣を作って一緒に繁殖期を過ごすって決めていたんだ」

　ユーニの両頬に、クアスのしなやかな指先が触れた。翠玉の竜眼にじっと見つめられて、ユーニは思わず小さく息をのむ。

　この部屋と同じように、森のみどりの光彩を持つ竜の瞳が、目の前で瞬く。

「大昔の風竜は、大きな森のような巣を作ったそうだ。この部屋をここまでみどりで埋め尽くすのに、膨大な魔力と時間が必要だったけど、昔の竜はもっと時間をかけて、大切な番の為に巣を作ったんだろうね」

　クアスのなめらかな唇が、唇に触れた。じんわりと伝わる温もりとクアスの言葉に、ユーニは無性に泣き出したくなっていた。

「僕の永遠なる希望シア・ユーニ。君を想いながら、みどりで埋め尽くしたよ」

　触れたままの唇が、いつもユーニの名を呼ぶように、そう囁いた。触れる唇は優しく穏やかで、胸が痛くなるくらいに、切ない。

　やっぱり、クアス様が大好きだ。

　世界で一番信じられるのはクアス様で、そして世界で一番綺麗で優しいのは、クアス様だ。

　あなたが大好きです。世界で一番、大好きです。







「風竜はみどりを育てるのが得意だけど、他の竜はどうなんだろう。僕でもここまで育て上げるのに、ものすごく魔力と時間が要った。あまりこういうのが得意じゃない他の竜は、もっと違う巣を作ってたのかな」

　絹のシーツにも蔓草や蔦が這い、天蓋からも真っ白な、雪のような花をつけた蔓や花房が、まるで雨のように伝い落ちていた。木陰を作る寝台の上でユーニを抱きしめるクアスごと、埋め尽くしてしまいそうだ。

　まさに光とみどりの、草花の揺籃だ。

　ユーニの頬や額、眦に触れるクアスの唇は、穏やかでありながら、熱い。その唇が触れ、辿った場所が、じわじわと熱を帯び、ユーニの身体を甘やかに浸食していく。

　ユーニの素肌に触れるクアスの指先は、いつでももどかしいくらいに、優しく穏やかだ。あまりに穏やかで、もっと、と震える声でねだった事もある。幾度も唇や頬、髪や首筋に口づけを繰り返し、ユーニの羞恥や震えを取り払うように慈しんでから、がいつものクアスだが、今日は違う。少々急いているように感じられた。

「あ、あの、クアス様、その」

　ユーニの着ている木綿のシャツの中に、口づけを繰り返すクアスの手が入り込んでいる。

　クアスはユーニの頼りなげな首筋に唇を押し当てたまま、顔を上げない。シャツの中に入り込んだ手も、遠慮なくユーニのあばらの辺りを撫で、這い上がろうとしていた。いつもより格段に素早く、大胆だ。

「……何？」

　囁くクアスの吐息は、なんとも切なげだ。その吐息だけでユーニも身体が熱くなるような気がしていた。

「……な、なんでもないです……」

　明るくて恥ずかしいです、と言いたいのに、こんな色っぽい吐息を感じたら、言い出せない。

　くすくす笑うクアスの声は吐息と同じように切なげで、つややかだ。余計にユーニは身体が熱くなっていく。

「いつも優しくしようとは思うんだ」

　そう言いながら、クアスは器用にユーニのシャツのボタンを外し、更にズボンのボタンにも指をかける。

　何度身体を重ねても、ユーニはびくびくせずにいられない。もしもこんな痩せて貧相な身体でなかったなら、もっと落ち着いていられたかもしれない。いくらクアスが綺麗だと言ってくれても、どこもかしこも文字通り綺麗で整ったクアスと比べずにはいられなかった。

「ち、違います、ふ、震えてないです……！」

　吹き出すクアスの声が聞こえる。晒された素肌の下腹にそっと口づけられて、思わずユーニのつま先が跳ねる。

「こ、怖がってません……！」

　下腹を辿った唇が、刻まれた翡翠色の竜のしるしに触れた。五つの花弁を丁寧に舌先でなぞられて、ユーニの細い喉から、殺しきれない甘い声が零れ落ちた。

「……うん。分かってる。むしろ、僕が怖がってる」

　クアスは身体を起こしてユーニの背中を抱き、宥めるように撫でながら、再び頬に口づける。

「だってこんなに細くて小さいじゃないか。……乱暴にしたらどうにかなってしまいそうで、それにユーニに嫌われそうだ」

「絶対に嫌いになんか、なりません！　だ、だって、い、いつでもぼくは、その」

　勢い余って口走りそうになって、ユーニは慌てて自分の口を塞ぐ。

「なに？　気になるな。……教えてよ、続き」

　唇を塞ぐユーニの指に口づけ、柔らかく食みながら、クアスはさりげなくユーニの服を剥いでいく。

　クアスの乱れた切なげな吐息が、手に、頬に、素肌に触れていく。クアスの高揚はユーニの高揚だ。番人は竜の発情につられるというが、それがなくてもクアスが触れたなら、身体は熱くなる。ユーニの身体も心も、クアスが大好きだと騒ぎ立てる。

「い、いつも……クアス様が、大好きで、その」

　クアスの掌が、皮膚の薄い腰骨の辺りに触れ、柔らかになぞっていく。触れられた場所から身体の中へと、甘く痺れていくようだった。

　クアスに触れられるたびに、こう思う。

「……クアス様が、欲しいです……」

　途端にぎゅっと抱きしめられる。クアスはユーニの丸い肩に頬を押しつけ、小さく頷いていた。

「僕もだ。……いつでも君が大好きで、君が欲しいと思ってるよ」

　ユーニの肩から着たままだったシャツを滑り落とし、現れた素肌に口づけ、辿りながらクアスは囁く。

「発情期は竜にとって大切で、特別な季節なんだ。……だからユーニと交尾がしたい。特別な季節を君と過ごしたいんだ」







　クアスのしなやかな指が、ユーニのなめらかな内腿を辿る。いつもなら、痩せすぎで骨っぽく、触り心地が悪いんじゃないかとか、息が上がって恥ずかしいとか考えるが、今、ユーニはそんな余裕がなかった。

　もっと触れて欲しい、もっと、もっと。考えるのはそんな事ばかりだ。

　クアスの指は、内腿を這い上がり柔らかな足の付け根をくすぐるように通り過ぎ、下腹につきそうなくらいに硬く張り詰めたユーニのそれに触れた。

「クアスさ、ま、も、んんっ」

　もどかしかった。もっと、と言いたいのに、とろけそうな舌先は震えて言葉を紡げない。乱れた息を吐くので精一杯だった。

「ユーニ、落ち着いて。大丈夫だから」

　やんわりと絡んだ指が、恥ずかしいくらいに蜜を滴らせるそれを撫であげた。触れられたそこだけではなかった。身体のもっと奥まで甘く痺れ、背中まで震えずにいられなかった。

「ひ、んっ……！」

　もうそれだけで達してしまいそうなくらい、感じてしまう。ユーニのつま先が、蔓草を蹴りシーツを掻く。

　ユーニの頬や唇に触れていたクアスの唇が、細い顎を辿り、華奢な首筋に伝い落ちる。優しい唇の感触とは裏腹に、ユーニのそれをきゅっと掴む手は、次第に激しくなっていく。

「あ、あっ！　も、くぅ、んんっ……！」

　蜜を滴らせる先端の割れ目を撫でながら、張り詰めたそれをきつく擦りあげられて、ユーニは喉を反らせ、切れ切れに喘ぐ。

　その白い喉に、甘く歯を立てられた。

「……んんっ……！」

　音を立てて吸われ、噛まれ、ユーニは耐えきれずにクアスの手をべったりと濡らし、達した。

　身体中が甘く痺れるようだった。手足をシーツと草花に埋もれさせたまま、ユーニは子猫のように小さく震える。

「……ユーニ」

　クアスの唇は喉から滑り落ち、皮膚の薄い鎖骨に触れ、胸の合わせ目を辿る。ユーニのそれで濡れた手は、力の入らないユーニの両足の奥へ触れた。

「……あ、ん……っ……」

　濡れた指先は、ゆっくりとユーニの中に沈み込む。クアスのあの、穏やかで優しい、綺麗な指が身体の中にあると思うと、下腹が燃えるように熱い。身体の中から溶け出してしまいそうに思えた。狭い中をゆっくりと辿るクアスの指は、もどかしいくらいに優しい。

　柔らかな肉の襞を、濡れた指先がじっくりと擦りあげる。優しく撫でるように擦られ、下腹から背中、つま先へと、眩むような甘い痺れが侵食していくように思えた。

「……あ、あ……クアスさ、ま……」

　竜のしるしを刻まれた下腹が、熱く甘く、とろけていた。自分でも分かる。身体は沈められたクアスの指をはしたないくらいに締め付け、貪欲に奥まで誘い込もうと激しく収縮している。

　もどかしかった。早く身体の奥までクアスと繋がりたかった。ユーニは両手を伸ばしてクアスを抱き寄せる。

「クアス様、は、はや、く、クアスさ、ま、が……っ……」

　クアスの唇が、痛いくらいに張り詰めた胸の突起に触れた。やんわりと食まれ、舌先で捏ねられて、ユーニの背中がひくひくと震える。

「……そんな甘く泣かれたら、我慢が効かなくなるだろ」

　身体の中を甘やかに苛んでいた指が引き抜かれ、クアスの背中を抱いていた手を引き剥がされる。ユーニが言葉を発する前に、腰骨の辺りを掴まれ、引き寄せられた。

「ユーニ、力を抜いて」

　とろけ、クアスを待ち侘びて淫らに綻んだそこに、硬く膨れ上がったそれが押し当てられた。熱く脈打つその感触に、ユーニは小さく息を飲む。

「は、あ、あ……っ！」

　狭いそこを押し広げるように、ぐっと熱く硬い楔が沈められた。

「く、あ、あっ！　あぁああっ……！」

　それは人間とは比べものにならないくらいに、大きく、硬く、異形だ。竜の生殖器は人のそれとは形すら違う。

　未成熟なユーニの身体は、竜の生殖器を受け入れる時、必ず最初に痛みと圧迫感がある。だが、それは一瞬だ。一瞬の痛みの後に来るのは、身も心も滅ぼされるような、激しく、甘やかな快楽だ。

　竜の生殖器は、竜の番人に、身も心も溶け落ちそうな快楽を番人にもたらす。

「あぁあ……！　く、あ……！」

　唇からは甘くとろけた声だけが零れ落ちる。声を抑えようなんて、考えられなかった。身体どころか心までも蝕むような快楽に、喘がずにいられない。背筋を這い上がるような生々しい快楽に、舌先も唇も、吐息すらも震えていた。

「……ユーニ、きつい。……そんなに締め付けたら、痛い」

　切なげなクアスの吐息がユーニの耳朶に触れた。その声すら、刺激になる。ユーニは夢中でシーツを掴み、喘ぐ。

「だ、って、クアスさ、ま、あ、あっ！　く、あ、あぁあ！」

　ユーニの細い腰を掴んでいた手に、力が籠もった。ぐっと引き寄せられ、異形の生殖器が、身体の奥まで突き入れられた。最も深い、最も感じる場所を抉られ、頭が真っ白になる。

「あ、あ…！　く、あぁあっ…！」

　身体の奥深くで、激しく脈打つ。体中が震えるような、甘く激しく、狂おしい快楽だった。

「……く、んぅ……っ！」

　押し殺したような喘ぎ声を上げ、ユーニは再び達した。ぎゅうぎゅうと収縮し、奥深くまで沈み込んだクアスのそれを締め付け、クアスは小さく呻く。

　クアスは今すぐ乱暴に突き上げたい衝動を堪え、ユーニの息が整うのを待っているが、ユーニは気付いていない。頭の中まで浸食し身体中をとろけさせる快楽は、何も考えさせてはくれなかった。

「ユーニ、ごめん。……動くよ」

　膝を掴まれ、開かされるが、もう羞恥を感じるような理性は残っていない。されるがままに、深く繋がったそこを晒す。

「ふあ、あ、あっ……！」

　硬く張り詰めた異形の生殖器が、柔らかくとろけ収縮を繰り返す襞を擦り上げる。掴まれた膝は、胸につくほど折り曲げられた。

　竜の生殖器を迎え入れたそこが、淫らに粘った音を立てる。その水音も、今のユーニに羞恥を感じさせない。貪欲に快楽を煽り立てるだけだ。

「僕の夜明けユーニ……」

　もどかしげに切なげに、囁くクアスの声が聞こえる。下腹の奥深くにあるクアスのそれと、声と、どちらもユーニの身体と心をとろけさせる。もっと激しく、もっと深く、貫かれたかった。奥まで抉り、突き上げて欲しかった。もうそれしか考えられなかった。

「クアスさ、ま、すき、です。あ、あっ！　くぅ……っ！」

　身体の中で激しく脈打ち、淫らに責め苛んでいたそれが、びくびくと震えた。奥深くを打った熱い体液に耐えきれず、ユーニは背をしならせて達した。

[image: 挿絵７：みどりの揺籃で睦み合う]







　草花に埋もれるように横たわっているユーニの髪を撫で、時折口づけているクアスの表情は、またなんとも不思議な表情だった。クアスはよくこうして、一言で言い表せないような、複雑な表情を見せる。

　怒っているとか、機嫌が悪いとか、そういう様子ではなかった。強いて言うなら、『何か失敗した時のような顔』だろうか。

「……避けられているのかと思っていました。クアス様に」

　恐る恐る、思っていた事を口にしてみる。ユーニの髪に触れていたクアスの唇が、ふっと離れた。

「ああ……。……それは……」

　言いにくそうに口ごもっている。覆い被さるクアスを見上げると、クアスはまた、気恥ずかしそうに目をそらしていた。

「それは……交尾しないように、だ。特に発情期前は何かとそういう気分になりやすく抑えにくい。そもそも傍にいたら、ユーニに触れたいじゃないか……」

　ものすごく言いにくそうな、困ったような口ぶりだ。

「気をつけていたのに、つい交尾してしまった。……ユーニがあんな可愛い顔して喜ぶのが悪いんだ」

　交尾なら、今までも時々していた。

　何故急にそんな事を言い出すのか、ユーニはさっぱり分からない。

「発情期をユーニと過ごしたいから、今は交尾しないようにしてたんだ。発情期前にユーニを消耗させたくなかった。そう思ってたのに、あー。ユーニが悪い。あんな顔されたら無理だ」

　片手でシーツに頬杖をついてそっぽを向くクアスは、なんだか拗ねた子供のような態度だ。

「え、ええと……ぼ、ぼくはいつでも、嬉しいです……」

　恥ずかしかったが、思い切って言ってみた。そのユーニの言葉を聞いて、クアスの頬もほんのり赤く染まる。

「そ、それは、僕もいつだって嬉しい。ユーニが好きだから、いつでも交尾したいと思ってる。……だけど、そんなにしてたらユーニの体がもたないだろ。無理させるわけにはいかない」

　目をそらしたまま、なんとも決まりが悪そうに口ごもっている。なんだか無性に、クアスが可愛く思えていた。ユーニはおずおずと手を伸ばして、クアスを抱きしめてみる。

　内気で口下手なユーニは、こんな時に何を言っていいか分からないが、クアスが愛しくて愛しくて仕方ない。拙い仕草だか、クアスの背中を撫で、頬をすり寄せてみる。ユーニは甘え方も不器用だ。その不器用さがクアスにはたまらなく愛しく、いじらしくも思えているのだが。

「そういう事すると、もっといやらしい事したくなるからだめだ！」

　クアスは慌ててユーニを引き剥がし、シーツに包む。包んでからユーニを抱いて、ユーニの黒髪に頬を埋める。

「この際だからはっきり言っておく。発情期の竜は、寝ている時以外は交尾し続けるようなものだ。ほぼ食事も摂らない。起きている間は発情し続ける」

　交尾の事しか考えないくらい、発情し続ける。

　想像がつかなかった。

　この優美なクアスが、いつでもこうして優しいクアスが、発情し続ける。

　……どうなってしまうんだろう？

　ユーニは真剣に考え込む。想像してみようとしたが、どうやっても思い浮かばない。

「だから竜はたくさんの番人を持つ。人間の頃は騎士だったっていう体力自慢の番人だって、一人で竜の相手をしていたら衰弱死するかもしれない。それくらい、竜の発情は激しいんだ」

　騎士と言われて真っ先に思いつくのは、メレディアの番人で、クアスの父親であるルドガーだ。この話が本当なら、あんながっしりとして頼もしいルドガーですら、衰弱するという事か。

　シーツに包まれたままぽかんとしているユーニから離れ、クアスは身体を起こし、草花にまみれて投げ出されていた服を拾い上げる。

「僕の番人はユーニだけだからな。ただでさえユーニは細くて小さいのに、発情期の間中、僕の相手をしてたら間違いなく衰弱死する。……もうすぐ発情期が始まるから、せめてその前は控えておこうと思ったんだ」

　起き上がろうとしたユーニを抱き留めて再び寝台に寝かせながら、クアスは続ける。

「発情期だからって甘えて無茶はしないつもりだ。大半は自分の魔法で寝て過ごす事にする。……起きないでいい。今食事とお茶を用意してくるから、ユーニは休んでおくんだ。クーとニアの餌もあげておくから、心配はいらない」

　クアスはてきぱきと身支度を調え、ついでに乱れた寝台も整えて、ユーニをしっかりと寝かしつける。

「体力自慢の火竜や雷竜と違って、風竜や氷竜はそういう魔法が得意なんだ。あいつらに比べたら肉体的な強さは劣るかもしれないけど、そういう頑丈さだけが取り柄の脳筋どもと、豊かな魔力を持つ風竜は考え方からして違うからな。繊細にできてるんだ」

　他の竜を下げつつ、微妙に張り合うような事を言っている。

　呆然と話を聞いているユーニに気付いたのか、クアスはぽんぽんと宥めるようにユーニの頭を撫でた。

「ついでにもうひとつ言っておく。……あまり言いたくないけど……発情期の竜に、理性なんかない。何をどう言い訳しようが、どうせ僕も竜だからな。これでも普段、無茶をしてユーニに嫌われないよう気を遣ってるんだ。けど発情期の間はそんな余裕ない。……多分、ない。だから無茶しないよう、寝て過ごすから、ユーニは心配しないでいい」

　そう言うと、クアスは食事を作りに部屋を出て行ってしまった。

　後に残されたユーニは、今聞かされた、ユーニにとっては膨大な情報量の話をまとめるのに必死だった。

　発情期は竜にとってとても大事で、理性なんかなくて、風竜は頑丈ではなくて、でも魔法が得意で、ユーニしか番人がいないから、発情期の間、クアスは大半寝て過ごす。

　考えが追いつかない。少し落ち着いて考えようと、ユーニは大人しく横たわったまま、手を伸ばして寝台を這う蔓草に触れてみる。

　竜はそんなに激しく発情するのだろうか。どうやっても想像できない。

　蔓草に咲く白い花びらを撫でながら、ユーニは考える。

　正直に言えば、クアスとの交尾は大好きだ。

　大好きなクアスと抱き合ってずっと一緒にいられるのは、とても幸せで嬉しい事だ。だから一日中ずっとクアスとそうしていられるなんて、夢のようだとも思ってしまう。

　先ほどの行為を思い返して、かあっと頬が熱くなる。

　いやらしい事も、嫌いじゃない。気持ちいい事も、嫌いじゃない。クアスと身体を繋げるのは、気持ちがよくて、胸が苦しいくらいに甘く痛んで、切なくて、夢みたいに幸せで、嬉しい事だ。

「発情期が楽しみなのは、クアス様だけじゃないです……」

　声に出して呟いてみる。首まで真っ赤に染めて、ユーニは慌ててシーツに潜り込む。


三　蜜月のはじまり







『発情期に入るまで、もう絶対交尾しないから。うっかりそんな気にならないよう、僕はユーニに近付かないし、だからユーニも僕に近寄るんじゃない』

　そう言っていたクアスは言葉通り、この数日間、ユーニの傍に近寄らないようにしていたし、『繁殖期前に一稼ぎ』と言わんばかりに国中を飛び回って、財宝や供物を持ち帰り、出歩いてばかりいた。

　とにかく忙しく動き回ってそんな雰囲気にならないようにしよう、というクアスの考えはよく分かった。

　ユーニはと言えば、先輩番人であるルサカからの手紙で『繁殖期はとにかく消耗するし空腹になる。だから前もって料理を色々作り貯めて保管しておくといい』とアドバイスをもらっていたので、パンや焼き物、菓子類など作り置きできるものを調理して過ごしていた。

　発情期はだいたい一週間で終わると言っていた。その前に森のコケモモや葡萄も収穫しておかなければならない。それから、まだ屋敷に来たばかりで心細いであろう子犬のニアもたくさん構って、クーにも寂しい思いをさせてしまうかもしれないから、その分たくさん一緒に遊んでおく。ユーニも忙しく動き回っていて、寂しさを感じるような暇がなかった。

　クーとニアは数日でもうすっかり仲良くなり、よく中庭や茨の森で追いかけっこをして遊ぶようになった。クーはクアスに言われるまでもなく、かいがいしくニアの面倒を見ていて、ユーニも感心していた。

　遊びのお相手は勿論、ニアが危ない事をしていればすぐ飛んでいって止めるし、困っていればすぐユーニを呼びに来る。ユーニもクアスも、クーはまだまだ子供だと思っていたが、すっかりお兄さんだ。クーは本当に頼りになる。

　今日も中庭で楽しく追いかけっこするふたりにおやつを差し入れてから厨房へ戻ったユーニは、できたてのコケモモジャムを瓶に詰めていた。

　硝子の瓶に詰められたジャムは、真っ赤でつやつやで、とてもおいしそうだ。あまりに色鮮やかで綺麗なので、陽に瓶を翳し、眺めていた。

「ユーニ、今忙しい？」

　不意に声をかけられて、ユーニは慌てて振り返った。いつの間に帰ってきたのか、クアスが厨房の入り口に立っていた。

　帰ってくるにはずいぶん早い時間だ。それに最近は忙しく飛び回って、日没前に帰ってくる事はなかった。今はまだ昼過ぎだ。

「え、あれ！？　クアス様、今日は早かったんですね。ごめんなさい、お茶の用意がまだ……」

　いつもならクーがクアスの帰宅を教えてくれるが、今日はニアと一緒に夢中になって遊んでいて、忘れてしまったのかもしれない。ユーニは慌ててジャムの瓶を置き、やかんに手を伸ばした。

　その、伸ばした指先を、素早くクアスの手に掴まれる。

　触れているクアスの指先は、じんわりと熱い。目の前のクアスを見上げると、いつものように宝石のようなみどりの瞳がユーニを見つめているが、眦がほんのりと色づいているように見えた。

「お茶はいいよ」

　指を掴まれたまま背中からぎゅっと抱きしめられ、首筋にクアスの吐息が触れた。その吐息も、熱い。

「……いい匂いがする。今日はユーニのカミツレみたいな匂いが、ものすごく甘く感じる」

　ユーニの首筋に顔を埋めるように抱きしめられ、ユーニは思わず小さく震えてしまう。

　クアスの触れている指が、吐息が触れる首筋が、たまらなく甘く淫らに感じられた。ただこうして抱きしめられているだけなのに、不思議なくらい、身体が熱くなっていく。心臓はばくばくと脈打ち始めていた。

「……クアスさ、ま……？」

　ユーニの指を握りしめていた手はいつの間にか滑り落ち、ユーニの着ていたチュニックの裾から潜り込んでいた。

「発情期が来た。……これが竜の、繁殖の為の発情だよ」

　クアスが触れた場所から、火がついたように火照っていく。それだけではなかった。まだ何もしていないのに、身体の中から溶け出しそうなくらい、全身が甘く痺れていた。

　クアスの唇が、ユーニの華奢な首筋に触れた。口づけ、音を立てて吸い付かれて、ユーニは思わず声を上げる。

「あ、あ…っ…！」

　ほんの少し触れられただけなのに、背筋をぞくぞくと何かが這い上がり、膝が震えてしまう。それくらいに小さな刺激が強く激しく感じられた。

　竜の発情に番人はつられる。竜が興奮すれば、同じように番人も興奮する。

　そう言われていても、ユーニは実感した事がなかった。クアスと抱き合えば、自然とそうなると思っていた。

　これは明らかに違う。今までこんな一瞬で身体が熱くなる事なんて、なかった。

　ただ抱きしめられているだけなのに、下腹に刻まれた竜のしるしの奥が、とろけそうに熱かった。いや、とろけている。熱く疼いている。

　チュニックの中に入り込んでいたクアスの掌が、その翡翠の花を覆うように触れた。

[image: 挿絵９：クアスに背中から抱きしめられるユーニ]

「クアス様、ま……っ」

　待って下さい、と言いたいのに、身体はそうは思っていない。今触れているクアスの手が、もどかしく焦れったく感じられた。身体の中から急かされるような、そんな気がしていた。

　翡翠の花を撫でた手は、すぐにズボンのボタンに触れた。器用にボタンを外し、寛げ、下着の中へとしなやかな指が滑り込んでくる。

　今まで寝室以外でこんな事をした事がなかった。クアスの部屋かユーニの部屋か、そのどちらかだけだった。厨房でこんな事をするなんて、ユーニは思ってもいなかった。

「こ、こんなところで、だめです…っ…」

　慌ててクアスの手を止めようと手を伸ばすが、力なんか入らない。ただクアスの手に触れただけだ。

　もう身体も頭も、甘く溶け落ちそうになっていた。ユーニの中に微かに残る理性で抗うが、下着の中の手は容赦ない。もう硬くなり始めたユーニのそれに指を絡ませ、やんわりと撫で上げた。

「クアスさまっ…！」

　甘く震える声で咎めても、全く説得力がない。ユーニの首筋に唇を押し当て、口づけを繰り返すクアスの唇が、小さな笑い声を洩らした。

「もうこんななのに？」

　甘やかな指先は、触れていたユーニのそれをきゅっと握りしめ、小さく震えている先端を撫でた。撫でられ、そこがもう雫を滲ませている事に気付いたユーニは、羞恥のあまり小さく息を飲む。

「だ、だって、クアス様が触る、から…っ…」

　身体が震えて力が入らない。ユーニは必死で調理台にしがみつく。何かにすがっていないと、腰が抜けてしまいそうだった。覆い被さりながら片手で腰を抱き、ユーニの項に音を立てて口づけるクアスの唇が、切なげに乱れた息をついた。

「知らなかったんだ」

　唐突にそう言われて、細く喘ぐばかりだったユーニも顔をあげ、身体をよじってクアスを振り返る。

「発情期なんて、ただ交尾したいだけのものだと思ってた」

　雫を滴らせるユーニのそれを撫でていた手が、そっと滑り落ち、緩く開いていた足の付け根に触れた。そこに触れられて、ユーニはようやく、下着ごとズボンを引き下ろされていた事に気付いた。脱がされたズボンは膝の辺りでごわごわと引っかかったままだ。

『ただ交尾したいだけのもの』

　難しい事は分からないが、ユーニも深く考えていなかった。特に疑問も感じず、全ての生き物が繁殖期に子孫を残す為に繁殖活動を行うように、竜もそうなのだと思っていた。

　今クアスがそう口にしたのを聞いて、何かが違うのかと、快楽に流されそうな思考の片隅で考える。

「……ユーニじゃなきゃだめなんだ。ユーニだから、こんなに交尾したいって思うんだ。……他の誰でもなく、君と繁殖期を過ごしたいんだ」

　足の付け根の辺りを撫でる濡れた指先が、両足の奥、まだ固く閉じている場所に触れた。

「あ、あっ……！」

　触れられただけで、とろけたような甘い声が零れ落ちた。触れるだけだった指先が、ゆっくりと中に沈められる。

「ふぁ、あ……！　あ、あぁあっ……！」

　狭く柔らかい中に入り込んだ指が、やんわりと襞を辿り、奥まで進んでいく。そのしなやかで優しい指が、無性にもどかしかった。もっと激しくして欲しい、とまで思えていた。

「クアスさま、も、あ、あ…っ！」

　調理台に伏せるようにすがりついていなければ、溶けて崩れ落ちてしまいそうに思えた。中に沈められたクアスの指が、たまらなく甘く感じられた。

「……もっと？」

　そう囁かれて、ユーニは羞恥も忘れてこくこくと必死に頷く。あまりに優しく辿るクアスの指が、焦れったく思えた。もっと奥まで、もっと激しくして欲しいとさえ、思えた。

　焦れるユーニに気付いたのか、指はすぐに増やされた。ぐっと奥まで突き入れられ、ユーニは細く甘い悲鳴を上げる。

「ユーニ、きつい。……指が動かせない」

　そう囁くクアスの声に応えようにも、喘ぐばかりで言葉にならない。無意識のうちに、もっと奥までねだるように、クアスの手に腰を押しつけ、揺すらずにはいられなかった。

「も、クアスさま、く、あ、あ！」

　腰の辺りに、硬く熱いものが押しつけられている。それが何なのか、よく分かっている。それが欲しくて仕方なかった。

「ユーニ……」

　名前を呼ぶ切なげな声が聞こえる。身体の中を優しくも淫らに撫で、擦っていた指が抜き去られた。

　指の代わりに、すぐに欲しかったものが押し当てられた。いつも以上に熱く硬く、大きく感じられた。激しく脈打つ感触に、ユーニは小さく喉を震わせて、子猫のような細い喘ぎ声を洩らした。

「力抜いて。……息を詰めたらだめだ」

　伏せたままのユーニに覆い被さるクアスの右手が、調理台の上にしがみつくようなユーニの手を包み込む。片手で腰を掴まれ、ぐっと引き寄せられた、と思った瞬間に、指で開かれた狭いそこを割り開くように、異形の生殖器が押し入った。

　痛みも圧迫感もない。人よりも遥かに大きく硬く、そして形状さえ異なるそれは、ゆっくりと狭いそこを貫いた。柔らかな粘膜を、激しく脈打つ竜の生殖器が擦り上げていく。感じるのは燃えるような熱さと、狂おしくも激しい快感だけだ。

「あ、あっ…あ、く、あぁあ！」

　身体の奥までそれに貫かれた瞬間、ユーニはびくん、と背を震わせて達した。

　頭の中まで痺れ、身体中がとろけそうだった。深いところまで沈められたクアスのそれが、激しく熱く脈打つ。達したばかりだというのに、身体はすぐにまたクアスが欲しいと騒ぎ出していた。

「クアスさ、ま、あ、…っ……」

　名前を呼ぶだけで精一杯だった。もう身体は溶け落ちた。指も、足も、唇さえ自分の思い通りにならない。眦からは涙が溢れ出た。快楽だけではなかった。クアスが今、身体の中にいると思うと、胸が苦しくなるくらいに、切なかった。愛おしかった。

　覆い被さり、荒く乱れた呼吸を繰り返すクアスの唇が、囁く。

「ユーニ……大好きだ。……僕のユーニ……」

　クアスの声はいつものように、優しく穏やかで、切ない。それとは裏腹に、ユーニの下腹の奥深くで脈動する竜のそれは、激しくその存在を主張する。

「は、あ、あっ……！　クアスさま、あ、あ！」

　繋がったままの腰が、ぐっと押しつけられた。硬く膨れ上がった先端に、奥深くを抉られる。身体の深いところで、それが更に大きく膨れ上がったような気がした。

　ゆっくりとそれが引き抜かれ、再び身体の中へと沈む。生々しい水音がユーニの耳を打つが、今はそれさえも心地よかった。

　もっと奥まで、もっと激しくして欲しかった。気が狂いそうなくらいに、クアスが欲しかった。

「……は、ユーニの中、熱い……」

　そう呟くクアスの声が聞こえる。自分でも分かる。淫らに絡みつき、逃すまいと締め付け、快楽を貪ろうと、激しく収縮している。羞恥なんて感じなかった。

　調理台に伏したまま、ユーニは細く甘い声で鳴き続ける。







「……せっかく番の巣を作ったのに、ユーニの匂いを嗅いだら、そんなの綺麗に忘れ去った」

　クアスの腕の中で、ユーニは目を伏せたまま、小さく頷く。もう何も考えられないくらい、身体も頭も、甘くとろけていた。

「……は…んん……っ……」

　何か言葉を口にしようとしても、声にならない。喘ぐばかりだ。

「……中、とろとろだ。……ユーニ、どこ？　もっと奥？」

　そう声をかけられても、ユーニは答えられなかった。身体の中で激しく熱く脈打つそれに夢中なユーニは、クアスにしがみついたまま、離れない。羞恥を忘れて腰を押しつけ、もっと奥まで飲み込もうとさえ、していた。

「クアスさま、も、あ、あ……」

　震える唇でねだるように名を呼ぶと、クアスは厨房の冷たい床の上に寝そべったままのユーニの背中を抱き、腰を押しつけ、揺すり上げる。

「ふあ、あ、あ……あ、んん、くぅ…ん」

　繋がったそこから溢れ出た精液が、滴り落ちる。粘膜の擦れ合う淫らな水音と、ユーニの細い喘ぎ声ばかりが厨房に響く。

「くぅ、ん、んっ、あ、あ」

　クアスが揺すり上げる度に、ユーニの唇から甘く高い声が零れ落ちる。夢中で快楽を貪るユーニは、クアスの背中に両手でしがみつき、足を絡め、腰を押しつける。

「は、あ、あっ……クアスさ、ま、お、く、に、あ、あ！」

　ねだられるままに、クアスはユーニの奥深くを貫き、突き上げる。普段のユーニなら、こんな事をねだりたくとも口にできなかった。

　今はただ、貪欲にもっと奥まで繋がりたかった。何度、身体の奥深くに竜の精液を受け入れたか分からない。もうずっと繋がったまま、何度も交わっていたが、欲望は満たされない。ますます貪欲になっていくようだった。

　柔らかな身体の中を、激しく擦り上げ、突き上げ、穿たれる。

「あ、あ！　気持ち、いい…っ、いい、あ、んんぅ！」

　いつもなら、こんな風に口にできない。今は完全に、羞恥よりも快楽が勝った。そう喘がずにはいられなかった。

　どれだけ竜の精液を注がれても、足りないと思えた。もっともっと、クアスが欲しい。もっと。もっと奥まで、もっと深く。それ以外、何も思い浮かばなかった。

　何度目か分からない。身体の奥深くに吐き出された竜の精液の激しさに息を詰まらせ、背をしならせてユーニは達した。

「あ、あぁあ、くぅ……！」

　飲み下しきれない体液が口角から溢れ、零れ落ちた。息が整わない。それでも身体は再びクアスが欲しいと騒ぎ、急き立立てる。

　もう指一本動かせないくらいにとろけ、疲弊していた。それでもクアスと離れたくなかった。もっと欲しいと、もっと深く繋がりたいと、それしか考えられなかった。







　目が覚めた時、真っ先にユーニの目に入ったのは、クアスの蜂蜜色の髪だった。

　まだ身体は重かったが、目を開いて、辺りを見渡してみる。

　素肌に触れるのは、なめらかなシーツと、蔓草の柔らかな感触だ。いつの間にか、クアスが作った『番の巣』の、蔓草と花房のベッドの上に寝かされていた。

　目の前に横たわるクアスの、金色の髪に触れてみる。幾度か触れて撫でてみたが、クアスは身動きもしない。静かな寝息が聞こえるだけで、起きる気配はなかった。

　どうしてここにいるんだろう。

　そう考えてから、ユーニははっと思い出す。

　厨房で、あんな事をした。

　かあっと頬が熱くなる。

　あんな事どころじゃない。赤裸々にクアスにねだり続けた。羞恥も忘れて奥に、とか、それどころか、気持ちいい、とまで叫んでいた気がする。

　かーっと赤くなった後、さーっと青ざめる。

　呆れられていないだろうか。いや、クアスはきっと、ちょっぴり意地の悪い笑みを見せるかもしれないけれど、呆れたりしないでくれるはずだ。

　身体は重かった。それにあんなに激しく何度も交わったのは、これが初めてだ。

　恐る恐るシーツを捲り上げ、両足を確かめてみるが、綺麗に拭き取られたようで、汚れらしい汚れはなかった。

　ただ、身体には生々しくクアスを迎え入れた感触が残っていた。いつも以上に、竜のしるしの奥がとろけ、濃い何かに満たされている。深く交わり、クアスのかたちに身体を開かれたと、はっきりと身体が覚えている。

「……クアス様……」

　恐る恐る、声をかけてみる。

　猫のように背を丸めて眠るクアスは、全く起きる気配がない。微かな寝息が聞こえるくらいで、身動きすらしない。

　ユーニはベッドからそっと抜けだし、数歩歩いてみる。

　腰が抜けそう、というのはこういう事を言うのか。しっかり立とうとしても、生まれたての子鹿のように足が震えてしまう。ふらふら頼りない足取りで歩き、それからみどりの海にぽつんと置かれたテーブルに気付いた。

　真っ白なテーブルクロスをかけられた猫足のテーブルには、ミルクの詰まった瓶、小さなバスケットにたっぷり盛られたパン、チーズとハム、綺麗にカットされた果物が、几帳面に並べられていた。

　可愛らしい赤い格子縞の布をかけられた小さな皿には、桃とカスタードのタルト。これはユーニの大好物だ。

　蔓草が這うテーブルの上に、金色のピンで留められた紙があった。金色の縁取りがあるカードに綴られているのは、見慣れたクアスの字だ。




『ちゃんと食べて、ちゃんと休んで、よく眠る事。

僕の事は起こさないでいい。勝手に起きる』


四　竜の本能







　クアスは全く起きてくる気配がなかった。

　ピン留めされていたカードの通りにきちんと食事をし、よく眠り、身支度を整えて再びユーニはみどりの巣にやってきたが、クアスは部屋を出た時と同じように丸くなって眠っていて、起きない。

　以前、レダ王国を風疫が襲った時にも、疲れ果てたクアスは一日中眠っていた。そう心配する必要はないのだが、ついユーニは様子を見に来てしまっていた。

　今もドアを開けて隙間から様子を窺っていたが、クアスは微動だにせず眠り続けていた。もう丸一日以上経っている。

「……ふたりも、クアス様が心配？」

　ユーニの足元には、ニアと、ニアの大きな耳と耳の間に載ったクーがいる。ふたりもクアスが気になるのか、一緒にドアの陰から覗き込んでいた。

「静かにね。クアス様を起こしたらだめだよ」

　人差し指を唇に押し当て、しーっ、とふたりに言い聞かせる。

「厨房に行って、おやつを食べようか。おやつが終わったら、また外で遊んでくる？」

　一緒に厨房へ向かって歩き出すが、ユーニは後ろ髪を引かれるように、クアスの眠る部屋を振り返ってしまう。

　竜にとって発情期は特別な時期だと本にも書いてあるし、クアスもそう言っていた。それなのに、こんな風に眠って過ごさせてしまう事に、罪悪感を持たずにいられなかった。

　ユーニがもっと健康で、身体も年相応か、もしくはもっと大きく、大人だったなら、こんな不自然に竜の本能を押し殺させずに済んだかもしれない。

　クーとニアはおやつの林檎を仲良く食べ終えると、いつものように真っ直ぐ中庭へ駆けて行ってしまった。ユーニも一緒に遊びたいが、体力を温存しておかなければならない。交尾はどうしても身体に負担があった。あんなに激しく抱かれたなら、いつも以上に身体は弱る。

　厨房の椅子に座って、飲み残した林檎茶のカップをぼんやりと見つめながら、考える。




　だから竜は複数の番人を持つ。

　繁殖力が弱い竜は同族との繁殖を諦め、繁殖力が強く繁栄している人間を新しい繁殖のパートナーに選んだ。

　それでも竜の子供はなかなか生まれない。だからこそ子孫を残す為に激しく発情し、複数の番人と交尾をする。それは子孫を残す為の、竜の本能だ。

　同性であるユーニは竜の子を産む事ができない。更に、身体も弱く小さく、未熟なままだ。竜の本能を満たすほどの交尾は、到底できない。

　そう遠くない未来に、クアスは別の番人を迎えなければならない。

　それはユーニにとって、決して嬉しい事ではない。

　たくさんの番人と当たり前のように番う竜と、ひとりの伴侶と添い遂げる人間では、あまりに常識も倫理観も違いすぎる。

　それでもユーニは、クアスが竜であると分かっていて、恋をした。

　クアスが人であろうと竜であろうと、きっと変わらずに、恋をしたと思う。

　ユーニは竜の涙を受け入れて番人になり、竜のしるしを刻まれクアスの番人になる道を、迷わずに選んだ。一瞬も迷いはなかった。人でなくなる事に、何の未練もなかった。

　ユーニにとって、世界の全てがクアスだった。他の誰かを愛せるはずがなかった。クアスが他の誰かを愛しても、クアスの傍にいたかった。

『竜』である限り、クアスにも繁殖の本能はある。クアスが竜である事をよく知り、竜の価値観に従い、尊重した上での覚悟だ。

　竜であるクアスの全てを受け入れてクアスの番人になったユーニは、『クアスが別の人間を番人にする』事も覚悟していた。何があっても受け入れるつもりだった。

　人の価値観や常識を押しつけようとは思わなかった。それが竜の常識で本能なら、それでよかった。自分の為にそれを変えさせようとは、考えもしなかった。それでも傍にいたい。

　今、クアスは竜の本能を無理に押さえつけている。

　ユーニに負担をかけない為に、大切な繁殖期の大半を眠って過ごそうとしている。ユーニの為に竜の本能をねじ曲げる事が、いい事だとはとても思えなかった。




「……おはよう。今何時だろ……」

　不意に声をかけられて、ユーニは慌てて顔を上げる。眠そうにあくびをかみ殺しながら厨房に入ってきたクアスは、眦を擦りながらテーブルを挟んで差し向かいに座った。

「もうおやつの時間も過ぎちゃいました。夕方です」

「強く魔法をかけすぎた。……熱いお茶を淹れて欲しいな。ミント多めで、菩提樹とカミツレがいい」

「お茶だけでいいんですか？　甘いお菓子もありますよ」

　ユーニはやかんの湯を温め直しながら、茶器の用意を始める。

「……お茶だけでいいよ。なんだかすっきりしない目覚めだ。やっぱり自分に魔法をかけるのは加減が難しいな」

　不自然に眠るのが、身体にいいとは思えない。そういう面でもクアスに無理をさせているとユーニは思わずにいられなかった。

　ティーポットに菩提樹とカミツレを量り入れ、厨房の窓際に置かれていたミントの鉢植えから、柔らかな葉を摘み取る。ティーカップに摘んだミントを添えて茶を注ぎ入れるユーニの手元を、クアスは片手で頬杖をついてぼんやりと眺めていた。

「お菓子もよかったら。……今年採れたオニグルミヒッコリーでクッキーを作ったんです」

「ああ、いいよ。発情期の間は食欲がない。この時期はどの竜も食べなくなるんじゃないかな」

　熱々のお茶を飲みながら、クアスはいつも以上に気だるげで、眠たげだ。

　ユーニは何を言えばいいのか、分からなかった。黙り込んだまま、クアスの手許をただ見つめるだけだ。

「あの」

　迷ったが、ユーニはとうとう口を開いた。どう言えばいいのか、どうしたらいいのか分からなかったが、クアスにばかり無理な我慢を強いたくはなかった。

「あの、他に番人は作らないんですか……？　竜はたくさんの番人を持つ物だって、『竜と暮らす幸せ読本』に書いてありました」

　クアスはカップに口をつけたまま、無言だった。熱いお茶を飲み終えて空のカップを置いてから、少し考えるような素振りを見せた。

「まあ、だいたいの竜が番人を複数持つな。竜は財宝の詰まった豪華で立派な巣と、たくさんの子供達を持つのが幸せだって考え方だからね。……ユーニ、もう一杯熱いお茶が欲しい。ミントももっと入れて」

　ティーポットの残りのお茶を注ぎ入れ、ユーニは再び窓際の鉢植えから葉を毟り取り、お茶に浮かべる。

「まあ僕は別に。全ての竜が竜の価値観に縛られなきゃならないわけじゃない」

「でも、他にいれば、大事な繁殖期を寝て過ごさなくて、済むようになりませんか？」

　かちゃん、とティーカップが音を立てて置かれた。

「……他に番人を持てばいいって言いたいのか？」

　明らかに不機嫌な声だ。ユーニは何か言わなければ、と思いながら、思うように言葉が出てこなかった。

「そ、その方が、こんな風に無理に眠らなくても済むと思って……」

　元々ユーニは口下手だ。こんな時はますますそうなる。何をどう言えば、ユーニがクアスに無理をさせたくないと思っていると伝えられるのか、分からなかった。

「それに、ぼくは、クアス様の子供を産めません……」

　しばらくの間、クアスは黙ったままだった。お茶にも手をつけず、ただ俯くユーニを見つめているようだった。

「……もう寝る。起こさないでいいよ」

　怒気を含んだような声だ。クアスは椅子から立ち上がると、さっさと厨房の扉を開いた。一歩厨房の外に歩み出て、それからユーニを振り返った。

「ユーニが何を考えているのか、ちっとも分からない。僕の気持ちもきっとユーニは分からないんだろう？　……なんだかすごく、腹が立つ。……何にそんなに腹が立つのか分からないくらいに、腹が立ってる」

　怒らせるつもりはなかった。ただクアスを心配しているだけだった。ユーニの為に、無理をさせたくなかった。

　どう伝えればいいのか。口を開いたら、みっともなく泣き声を上げてしまいそうだった。

「ユーニは僕の言った事なんか、聞いていなかったんだな。それとも……信じられなかったのか？」

　こんな悲しそうな、寂しそうなクアスの声を聞いた事がなかった。はっと顔をあげると、クアスは厨房から出て行くところだった。

　傷付けるつもりはなかった。あんなクアスの横顔を、見た事がなかった。

　後を追いかけようと椅子から立ち上がったが、足は動かない。

　追いかけて、何を言えばいいだろう。

　自分が情けなく思えた。こんな風にクアスを傷付けて、それでもどう自分の気持ちを伝えればいいのか、分からない。どう謝ればいいのかさえも、分からない。

　声を上げて泣きたかった。けれどそれは許されないと思えた。

　きっと泣きたいのは、クアスの方だ。







　一晩経っても、クアスは眠ったままだった。このままずっと眠り続けてしまうのではないかとユーニには思えていた。

　恐る恐る部屋の扉を開くと、草花に覆われた部屋には、朝日が差し込んでいた。クアスはまた猫のように丸くなって、蔓草のシーツの上で眠っていた。

　ユーニは扉をほんの少し開いて立ち竦んでいた。この部屋に足を踏み入れる勇気が出てこなかった。

　クアスをあんなに傷付けたのに、きちんと向き合う勇気も持てない自分が恥ずかしく思えた。

　迷い立ち止まっているうちにも、時間は過ぎていく。逡巡していると、ブーツのつま先を柔らかな何かが、ぽん、と叩いた。

　驚いて足許を見ると、ニアと、そのニアの頭の上に載ってユーニを見上げるクーがいた。

　ふたりはきっと元気のないユーニを心配して、様子を見に来てくれたのだろう。

「励ましてくれるんだね。ありがとう、クー、ニア。本当に優しいね。いい子だね」

　ユーニはしゃがんでクーとニアを撫で、声をかける。ニアはユーニの膝に前脚をかけ、小さくきゅん、と鳴いた。クーも心配そうに見上げ、くぅくぅと話しかけるように鳴いている。

「一緒に来てくれるの？　……ありがとう。でもこれは、ぼくがちゃんとしないといけない事だよね。心配かけてごめんね。大丈夫。行ってくるよ。……ふたりとも、待っててね」

　立ち上がり、思い切って扉を開き、足を踏み入れる。床を覆い尽くす草花を踏み分けながら、ユーニは光差す寝台に歩み寄る。

　眠ったままのクアスの金色の長い睫が、小さな影を作っていた。いつものように、優美で繊細で、精霊のように綺麗だ。

　眠るクアスに寄り添うように、ユーニは寝台に横たわる。

「……クアス様」

　シーツの波に埋もれるようなクアスの耳元に、小さな声で囁く。

「クアス様。……情けないけれど、ぼくは、自分の気持ちをどうしたらうまく伝えられるのか、分かりませんでした。……傷付けて、ごめんなさい。ただ、ぼくは……」

　両手を伸ばして、クアスの柔らかな金色の髪に触れ、そっと撫でる。自分の指先が震えている事に、ユーニは今気付いた。

「ぼくは、あなたが大好きです。……大好きだから、つらい目にあわせたくないんです。無理をさせたくないんです。……いつでも笑っていて欲しいんです」

　言葉にすると、とても切なく、愛しくなった。クアスを好きだと思う気持ちは、幸せなはずなのに、時々ユーニを苦しくもさせる。

「……大好きです」

　目の前にある金色の睫が、小さく震えた。ゆっくりと瞬き、翡翠色の竜眼が覗く。

「……僕もユーニが大好きだよ」

　そう囁いた唇が、ユーニの唇に触れた。柔らかに啄み、離れ、再び囁く。

「言ったじゃないか。……他の誰でもなく、君と繁殖期を過ごしたいんだ」

　囁く声は吐息のように微かで、甘やかだ。ユーニは吸い込まれそうなみどりの竜眼を見つめる。

「番人を作るには、ルールがある。簡単に作れるものじゃない。ユーニと同じくらい愛せなければ、番人にできないんだ。平等に愛せないなら、番人を増やせない。……言っただろう。僕は世界で一番、ユーニが綺麗だと思ってるって。……どんな逆境も、君の魂を穢せなかった。君は世界で一番美しい魂を持つ、僕の希望ユーニだ」

　クアスの穏やかな手が、ユーニを抱き寄せた。ユーニの丸い肩に頬を押し当て、クアスは再び目を閉じる。

「君より美しい人間が、この世にいるだろうか。きっとこの世に君の魂より美しいものはないよ」

　ユーニはおずおずとクアスの背中に両手を回し、抱きしめる。

　自分が綺麗でもなければ、賢くもないと、よく知っている。地味で目立たないユーニよりも、遥かに美しい人がたくさんいる事もよく分かっている。それでもそんなユーニを、クアスが誰より大切に思ってくれているのは、信じられた。

「……傷付けて、ごめんなさい」

　不器用に詫びるユーニの肩に、クアスは甘えるように頬をすり寄せる。

「全ての竜が複数の番人を持つわけじゃない。……ニアをくれたタキアだって、番人はルサカだけだ」

　それは今、初めて聞いた事だった。

　思えばタキアからもルサカからも、他の番人の話を聞いた事がなかった。竜は皆、メレディアのように複数の番人を持つ物だと思っていた。当然のように、タキアの巣にもルサカ以外の番人がいるとユーニは思い込んでいた。

「たったひとりの番人と添い遂げるなんて、タキアは馬鹿だと思っていた。巨大な巣を持ち、たくさんの番人を置き、たくさんの子供に恵まれる事が竜の幸せで、そこから外れるのは異端で、愚かな事だ。そう思ってた」

　ぎゅっと抱きしめられ、ユーニは言葉が出てこない。胸が痛くて、切なくて、苦しくて、クアスが無性に愛おしかった。

「……ユーニに出会うまでは、そう思ってた」

　両手でユーニの頬を包み、クアスは額と額をつけ、囁く。

「クアス様、大好きです。……大好きです」

　他に言葉なんか、浮かばなかった。何度でも口にしたかった。どれだけ言葉にしても、ユーニのこの気持ちを伝えきれない。もどかしかった。

「あなたが、大好きです」

　そう繰り返す唇に、クアスの唇が触れた。

「竜なんて淫蕩で、身勝手で、後先考えない、いい加減で自分勝手な動物だよ。本当に信用していいの？」

　触れる唇は笑いのかたちに綻んでいる。ユーニも同じように、小さな笑いを洩らす。

　この手より信じられるものなんて、ない。

　人と竜では常識も、考え方も違う。クアスが竜であっても、ユーニが人であっても、それでもこうして、理解し合える。分かり合える。信じ合える。

　誰かを愛す気持ちは、きっと竜も人も、変わらない。


五　きっとこの気持ちのまま







　寝椅子に座るユーニの膝に、甘えるようにふんふん言いながら前脚を伸ばすニアを抱き上げて、ユーニはクアスに話しかける。

「ニアはどれくらい大きくなるのかな。ヨルさんみたいに、大きくなったりするんでしょうか」

「どうだろう。半分は普通の犬だからな。ヨルみたいに火を吐いたりはしなさそうだけど、大きさは……うーん。全く読めないな」

　そのユーニの膝に頭を載せてゴロゴロしていたクアスは、素早く手を伸ばしてニアを取り上げ、寝そべる自分の胸の上に載せる。

「お前はここだ。今、ユーニは僕のだから、甘えていいのは僕だけなんだ」

　真剣に言い聞かせている。クーはとっくにクアスに捕まって、クアスの懐にしまい込まれていて、ユーニから完全に遠ざけられている。

　発情期が終わって数日が経っているが、クアスはユーニから離れるつもりはないらしい。激しい発情が去り、いつもの冷静なクアスに戻ったように見えるが、激しい執着はまだ冷めない。むしろ、発情期の大半を寝て過ごしていたせいで、余計にユーニが恋しくて仕方ないのかもしれない。

　クアスの傍にいられるのは嬉しいが、ほんの少し、ユーニは困っていた。

　掃除もしなければならないし、洗濯物も片付けなければならない。それからもうお茶の時間だ。お茶の用意もしなければならない。

　それに庭の手入れも、茨の森での収穫もやっておかなければならない。コケモモや葡萄の収穫直前に発情期に入ってしまって、ほったらかしのままだ。

　あれもこれもやらなければ、と思うと、そわそわせずにいられなかった。

「あの、クアス様……」

　ニアにべろべろ舐め倒されているクアスに、思い切って声をかけると、クアスはユーニを見上げ、またあの無防備な、子供みたいな笑顔を向けた。

　この笑顔に、ユーニは弱い。

　いつもつんとすましたようなクアスに、こんな風に幸せそうに笑いかけられると、胸がきゅんと甘酸っぱく痛む。何でもしてあげたくなるような、そんなあどけなささえ感じる笑顔だ。

「なに？　ああ、膝枕、疲れた？」

「ちちち違います……！　な、なんでもないです！」

　身体を起こそうとするクアスを慌ててユーニは止める。

「あ、ええと……でも、お茶の時間ですよ、そろそろ。お茶はいいんですか？」

「ああ、そんなのもあったね。……まあいいや。今はユーニの膝にいたい」

　甘えたようにユーニの膝に頬をすり寄せて目を閉じている。

　これは反則的な可愛さだ。

　普段はこんな甘えた素振りを全く見せないくせに、発情期が終わったら、こんな素直に甘えた仕草をするようになって、ユーニは困っていた。

　いつも落ち着いて、すました顔をしているクアスが、たまらなく可愛く思えてしまう。

　クアス様、とっても可愛いですね！　と叫びたくなる気持ちを抑えながら、ユーニはにこにこにやにやしてしまう。

　そうしているうちに、クアスの胸元から、クーがひょっこりと顔を出した。退屈なのか、それとも閉じ込められて不満なのか、むぅぅ〜、と機嫌の悪い鳴き声を上げた。

「クアス様、クーが怒ってます」

「なんだって。……ちょっとくらい、僕にユーニを独占させてくれたっていいだろうに」

　ぶつぶつ文句を言いながら、クアスは懐からクーを摘まみ上げて引っ張り出し、ニアの頭の上に載せる。

「おい、クー。いつもお前はユーニにべったりじゃないか。今はニアだっているし、ほんの数日くらい、ユーニを僕が独占したっていいだろ。何がそんなに不満なんだ」

　それは多分、ユーニがほんの少しクーやニアを構っただけでクアスが邪魔をして、遠ざけるからではないだろうか。

　そう言いたいが、クアスがユーニに負担をかけないよう、大事な発情期を眠って過ごしていた事を考えると、無碍にはできない。

「クー、おいでおいで。ごめんね、あとで一緒に遊ぼう。勿論、ニアもね。皆でたくさん遊ぼうね」

　クーを撫でてニアを撫でてクアスも撫でて、ユーニはとても忙しい。皆平等にしなくてないけないが、今だけはちょっぴりクアスを贔屓してしまう。

　こんな甘えたなクアスなんて、普段は見られない。発情期が終わった今だけだと思うと、離れているのが惜しく感じられる。それに、一緒にいたいのは、クアスだけではなく、ユーニもだ。

　普段のクアスももう少し、こんな風に甘えてくれたらいいのに、とも思ってしまう。

[image: 挿絵１０：ユーニの膝で甘えるクアス。懐にはクーとニアが。]







　いつまでこんな甘えたが続くのか、ちょっぴり困る事もあるけれど、とても嬉しくて幸せなので、もう少しだけ、続いて欲しい。正直に言えばユーニはそう思っている。

　いつも通り早朝に起きて今日の分のパンを焼き、朝食の支度をしていると、起き出してきたクアスが厨房に顔を出した。

「おはよう、ユーニ。今日はいい天気だし、マデリンとの国境くらいまで行ってこようかと思ってるんだ。帰りはいつもより少し遅くなるかもね」

　いつものように朝食の席につき、テーブルの端にいたクーの頭を撫でている。

「おはようございます、クアス様。……ええと、お茶はどれにしますか」

「父さんが置いていった月桃がまだ残ってたら、月げっ桃とうがいいな。なければミントで。しっかり目を覚ましたい」

　これはもしかしたら。

　ユーニも気付いた。

　これは、元に戻ってしまっている……。期間限定の甘えたなクアスから、いつものすましたクアスに戻ってしまっている。

　すっかり落ち着いたクアスは、クーや足元のニアを構いながら、朝食を食べている。もうユーニにべたべたしないし、ユーニの顔中にキスの雨も降らせない。

　ユーニはがっかりせずにいられなかった。また半年後まで、甘えたなクアスにならないかと思うと、ものすごく寂しい。

　こんなすっきりといつものクアス様に戻らなくたって、いいじゃないか。

　思わずそんな事を考えてしまう。

「……なんだ？　ユーニはなんでそんなに落ち込んでるんだ？」

　焼きたてのパンを食べつつ、クーやニアに千切って与えつつ、クアスは不思議そうに首を傾げているが、まさか本音は言えない。

　甘えたなクアス様ともっと一緒にいたかったです！

　そういうユーニだって、甘えるのがヘタだ。クアスが甘えないなら、自分が甘えればいいのだが、それができないのがユーニだ。

「いえ……クアス様は、大人で、落ち着いてて、すごいなあって……」

　ユーニの精一杯の残念コールだ。だがクアスは全く気付いていない。

「そうか。そう見えるのか、ユーニには」

　発情期の分を取り戻そうとでもしているのか、珍しくクアスは食欲旺盛だ。もりもり食べている。本当にすっかり発情期が終わってしまった。

「だって、いつでもぼくを大事にしてくれていて、気を配ってくれていて、その……色々と」

「………………」

　クアスは無言で食べ続けているが、何か言いたそうにも見える。

「あー……それは」

　気まずそうにパンを千切り、クーのくちばしに押しつけている。クーはくぅくぅ鳴きながら抗議しているが、しっかり食べているようだ。

「それは、さんっざん失敗した先人の竜がいたからだ。あいつがやらかしまくったから、同じ轍てつを踏まないようにと……」

「失敗した先人の竜？」

「……なんでもない。まあ、人の振り見て我が振り直せって、人間はいうんだろ？　そういう事」

　さっさとデザートの林檎を食べて、クアスはクーを肩に載せ、足元のニアを抱き上げた。

「さ、お前達。食後の運動だ。……じゃあユーニ、ちょっと遊んだらそのまま出掛けるから」

　ぽつん、と置き去りにされて、ユーニはもそもそと残りの朝食を食べる。

　本当にいつものクアスに戻ってしまった。がっかりだ。がっかりのあまり、せっかくの朝食もひどく味気なく感じてしまうくらいだ。

　クーやニアには申し訳ないけれど、もっと一緒にいたかったし、くっついていたかった。

　甘えたくてもうまく甘えられないユーニにとっては、ご褒美かというくらい幸せな時間だった。こんな甘くて幸せな時間はまた半年先までお預けかと思うと、しょんぼりせずにいられなかった。







　だが、べったり張り付いていたクアスがいないと、家事は捗る。

　森に残っていたコケモモも葡萄も摘んできたし、山吹に注文しなければならない食材や雑貨の確認もした。あとは掃除と洗濯か。

　ここしばらくはほうきウサギ達に頑張ってもらっていたが、彼らはあくまで『ほうき』だ。拭き掃除はできないので、モップがけは人力でやるしかない。ユーニはせっせとモップがけをしつつ、忘れている洗濯物はないか、チェックしながら部屋を回る。

　そういえば、しばらくクアスの部屋を掃除していない。繁殖期はクアスが作った『番の巣』で過ごしていたので、そう汚れてはいないはずだが、寝具だけでも交換しておこう。

　素早くクアスの部屋に移動して、ユーニはてきぱきと寝具を交換し洗い物をまとめる。シーツからピローケースからカバーから、全部をまとめると結構な量だ。両手で抱えながら数歩歩いて、ユーニは気付いた。

　クアスの匂いがする。

　思わずしっかりと嗅いでしまう。

　湖の精霊のごとく、清らかに美しく見えるクアスも、男だ。立派に雄の、成人した竜だ。吐息はほんのりと桃のような甘い匂いがするが、身体は違う。

　なんとも扇情的な匂いがする。それがどんな匂いなのかは説明が難しい。男性的とでも言えばいいのか、ほんのりと薫るだけなのに、ユーニの本能をじりじりと刺激するように感じられる。扇情的に感じるのはユーニだけかもしれないが、とにかく好きな匂いだった。

　このクアスの匂いは、とても落ち着く。こうしてシーツを抱えていると、まるでクアスと抱き合っているかのような気さえしてくる。

　いつでもこんな風に、ぴったりくっついていたい。

　そんな事を考える。

　そんな事をなかなか口にできないが、こうしてシーツを抱いていれば、なんだかとても幸せで甘酸っぱい気持ちに浸れる。

　発情期の間、濃厚にたっぷりと愛されて、発情期が終わった後もあんな風に濃密に過ごして、満足しているはずだった。

　だがなんだかこのシーツに包まれていると、とてもクアスが恋しくなる。

　心も身体も、クアスが恋しくて愛しくて、なんだか息が上がってしまう。心臓までどきどきと早鐘を打ち始めていた。

　シーツに顔を埋めながら、ユーニは自分の身体の変化に気付いて、かーっと首筋まで赤くなる。

　恥ずかしいくらいに、興奮している。

　この匂いに包まれただけで、下半身が熱くなっている。恐る恐る下腹を見ると、はっきり分かるくらいに、硬く膨れ上がっていた。

　あんなにたくさん、交尾したのに。あれからまだ一週間くらいしか経っていないのに。

　うろたえながらそう自分に言い聞かせるが、むしろ、そのせいかもしれない。

　身体は竜の交尾の、それも発情期の激しい交尾を、はっきりと覚えている。

　あまりに激しく強い快楽だった。そのせいで身体はとても敏感になっているのかもしれないが、そんなところまでユーニは考えが回らない。

　なんとか冷静になって、落ち着いて鎮めようと思うが、身体にまとわりつくクアスの匂いがそれを許してくれない。うろたえればうろたえるほど、身体は熱くなってしまう。

　痛いくらいに、それが張り詰めている。あまりに激しく訴えるそれに、ためらいつつ服の上から触れてみる。

　少し触っただけで、目眩がしそうなくらいに気持ちよく感じられた。立っていられないくらいに、下腹が熱い。

　ユーニはシーツの抱えたまま、床に座り込む。

　少し触るだけなら。少し触れば、きっと収まるから。

　そう言い訳しながら、ズボンを寛げ、そっと自分のそれを引き出す。

　自分でも驚くくらいに、硬く膨れ上がっている。おずおずと擦ってみると、すぐに先端の割れ目から、雫が滲み、溢れ出た。

「ふ、あ、あ……っ……」

　自分で触っているのに、甘くなった声が零れ落ちた。指を絡め擦り上げながら、クアスがいつもするように、蜜を滲ませる先端に触れる。

「あ、あ、クアスさ、ま…っ、んん」

　目を閉じてクアスの匂いがするシーツに包まれていると、まるでクアスに抱かれながら、触れられているような気がしてくる。

「くぅ、ん」

　下腹の、竜のしるしの奥が熱かった。夢中で擦り上げながら、先端を摘まむように撫で、深く息を吸い込む。

「あ、あっ……！　クアスさま、あ、んんぅっ……！」

　クアスの優しく、時に意地悪な指先を思いながら、ユーニは自分の掌に滾った熱を吐き出す。

「は……」

　息を吐き、吸い、整えながら、喉を仰け反らせたまま、目を開く。

　開き、ユーニは固まった。

「……ああ、うん。……なんだか、ごめん。」

　開いた扉の前に、クアスが呆然と立っていた。

　何故今ここに、クアスが。今日は遅くなると言っていたクアスが、何故。

　ユーニは頭が真っ白になっていた。何が起きたのか、考える事を頭が拒否していた。

「思ったより貢物が多くて、マデリンまで行かずに帰ってきたんだ……」

　固まっているユーニに申し訳ないと思ったのか、クアスは言い訳のように慌てて説明しているが、ユーニはそれも耳に届かない。

　ぽろ、とユーニの鳶色の瞳から、涙が溢れ、丸い頬を伝い落ちた。

「あ、え、ユーニ、何も泣かなくても」

　こんなにうろたえているクアスを、ユーニも初めて見るはずだが、今、ユーニはそれどころではなかった。

　見られた。

　クアスのシーツの匂いを嗅ぎながら、クアスの名前を呼んで、ひとりで、自分で、慰めているところを、見られた。

　死にたくなるくらいの羞恥だが、ユーニはぽろぽろと涙をこぼすだけだ。どうしたらいいのか分からないというよりも、どうにもならなかった。

　言葉も出てこない。ただ大粒の涙を流すだけで、嗚咽さえ出てこなかった。

「な……！　なんで泣くんだ！　泣くほどの事じゃないだろう……！」

　だがクアスも激しく狼狽していた。この場合、『見てしまった』というよりも、ユーニの涙が堪えていた。ユーニの涙が、クアスは何よりつらい。

　慌ててシーツごとユーニを抱きしめ、柔らかな黒髪に髪を埋める。

「なんで泣くんだよ。こんなのが人間は恥ずかしいのか」

　羞恥心が薄いというかないというか、おおらかな竜には、この死にたくなるくらいのユーニの気持ちは分からないかもしれない。

「ユーニに泣かれたら、どうしたらいいか分からなくなるじゃないか……」

　ユーニの頬を濡らす涙を指先で拭いながら、クアスは必死だ。

「可愛かったよ。可愛いし、その……交尾したくなった！」

　ユーニもなんとか泣き止もうと必死だ。クアスは何も悪くない。自分が恥ずかしい事をしていただけで、うっかり見てしまったクアスに罪はない。

「番人は竜の発情につられるっていうけど、僕だって、ユーニがそんな風になってたら……つられる！」

　ユーニもようやく、クアスの狼狽に気付いた。なんとか涙を止めようとしながら、おずおずと抱きしめるクアスを見上げる。

「……だから、泣かないで欲しい」

　目の前の唇が、そう囁く。

「ユーニが泣くと、つらい。どうしたらいいのか、分からなくなる。だから、泣かないでくれ。……君の涙が、何より悲しい」

　その言葉を聞いて、ユーニは眦を擦りながら、微笑む。

　ユーニも同じだ。

　悲しそうなクアスは、見ていてつらい。クアスには笑って欲しい。あの子供のような、無防備な笑顔でいて欲しい。

　クアスはユーニをぎゅっと抱きしめて、大きく息をつく。

「ああ、もう。……ユーニの身体が心配だから、しばらく交尾はしないって決めてたのに。こんなユーニを見たら、我慢できなくなるだろ。……僕だってユーニが大好きで、だから交尾したいって思ってるんだ」

　ユーニは両手を伸ばし、クアスの背中を抱きしめて、頷く。

「クアス様、大好きです」

「知ってるよ。僕も大好きだ」

「知ってても、言いたいんです。……大好きです。大好きです」

「ああ……言ってるそばから！　もう、このままここで抱くよ。泣いてもやめないからな」

　ユーニはクアスにしがみついたまま、こくこくと頷く。

　これから何十年、何百年と一緒に過ごしても、きっとこの気持ちのままだ。

　世界で一番、大好きで、世界で一番、信じられる。

　あなたが大好きです。

　そう囁きながら、ユーニは目を閉じ、クアスを抱きしめる。


六　今日は君の特別な日







「どうしてもリムル茸が食べたいんだ。なんとか取ってきてもらえないかな」

　朝食を食べ終え、お替わりのお茶を注いでいる時に、急にクアスがそんな事を言い出した。

「リムル茸ですか。あれは秋が旬なので、まだ早いです。探してみますけど、なかったらごめんなさい」

　お茶に添えるレモンバームを窓辺の植木鉢からむしり取りながら、ユーニは考え込む。

　確かに茨の森に自生している。ただし秋の話で、今はまだ夏だ。早すぎる。

「なんとか見つけて欲しい。頼んだ」

「はい！　じゃあクーとニアと一緒に」

「あ。クーは置いていってくれ。ちょっと調べ物をするからクーに手伝って欲しいんだ」

　テーブルの上でパン屑をつついていたクーを、さっとクアスが摘まみ上げた。

　なんだか色々不自然な言動だが、疑う事を知らないユーニはのんきににこにこしていた。

「クー、お手伝い頑張ってね。　ええと、じゃあクアス様は今日、出掛けないんですね。お昼ご飯は……」

「無理な頼み事してるから、今のうちに軽食のバスケットを作っておくよ。ユーニの分も作るから」

「クアス様がお弁当作ってくれるんですか！？　わあ……！　すごく嬉しいです！　頑張って茸見つけてきますね！」

　本当にユーニは疑わない。明らかに不自然なクアスの行動にも気付かず、素直に大喜びしていた。







「お弁当まで作ってくれるなんて、クアス様は優しいね。ニア、おいしい？」

　湖を見渡しながら、ユーニはニアと並んでバスケットを開き、昼食を摂っていた。

　クアスが作ってくれたのは、朝焼いたパンにクリームと果物を挟んだフルーツサンドと、揚げた鯖と玉葱をたっぷり挟んだパン。冷たいミルクティーも瓶に入れて添えられていた。どれもユーニの大好物だ。

　甘いクリームや玉葱を犬に食べさせてはいけない。クアスはちゃんとニアにも、干した鹿肉をたっぷり用意してくれていた。

　ニアも朝からずっとリムル茸を探して一緒に歩き回り、お腹を空かせていたのだろう。夢中で食べている。

「やっぱり茸は見つからないね。もう少し頑張って見つからなかったら、クアス様には他の物をお土産に持って帰ろうか。……今の時期だとマルベリーなら探せばあるかな」

　疲れたのかお腹がいっぱいだからか、ニアはユーニの膝に顎を乗せて、うとうとしていた。

　ヨルは子犬の姿をしていたが、ニアは順調に普通の犬と同じように成長している。太くて立派な脚をしているので、村で飼っていた猟犬くらいの大きさになるのではないだろうか。もしかしたら、大きなヨルくらいになるかもしれない。犬が大好きなユーニは、わくわく楽しみにしていた。

「ニア、ごめんね。もうちょっと手伝ってね」

　眠そうなニアを起こして、ユーニは再び茸を探して歩き始める。ニアの嗅覚を持ってしても見つからないなら、諦めるしかない。代わりに何か素敵なお土産を見つけたいものだ。







　結局、リムル茸は見つからなかった。まだ夏だ。当たり前だが、ユーニはしょんぼりしていた。

　籠いっぱいにマルベリーを摘んで屋敷に戻ると、クアスは中庭でクーと一緒にユーニを待ち構えていた。

「クアス様、やっぱりリムル茸はありませんでした。ごめんなさい。でも、マルベリーがこんなに」

　見つけられなかったというのに、クアスは輝かんばかりの笑顔だ。

「いいんだ。ないのは分かっていて頼んだ。ごめん」

　ユーニの手を取り、クアスは居間への硝子扉を開く。

「茸が欲しかったんじゃない。ユーニに内緒で準備したかっただけだ」

　硝子扉が開け放たれ、居間に夏の風が爽やかに吹き渡る。真っ白なテーブルクロスが翻った。

「誕生日おめでとう、ユーニ。君が生まれた日を一緒に祝える事を、嬉しく思う」

　花で飾られたテーブルには、色とりどりのリボンをかけられたプレゼントの箱や袋が並び、クリームと果物で飾られた大きなケーキや、動物や花の形をしたクッキーが盛られた籠、色とりどりのゼリー、華やかで綺麗なお菓子が並べられていた。

　誕生日なんて、知らなかった。それどころか、自分が何歳なのかさえ、ユーニは知らずに生きてきた。

　胸いっぱいに様々な感情が溢れ、ユーニは何を言っていいか分からなかった。呆然とクアスを見上げるだけだ。

「なんで知ってるのかって？　女王騎士のギネヴィア殿に聞いておいたんだ。……去年は間に合わなかったから、今年は絶対祝うって決めてたんだよ」

　ユーニの目の前に、クアスはプレゼントの品々を差し出す。

「父さんと母さんから。ごめん。母さん達も一緒に祝いたいって言っていたんだけど、今年はふたりで祝いたかったんだ……」

　少し照れくさそうにしながら、プレゼントに添えられたカードをユーニに見せる。

「フレデリカやエミリアからも、それからタキアとルサカからもプレゼントが届いて……」

　ユーニの顔を覗き込んで、クアスはやっと気付いた。

「な、なんで泣くんだよ……！　た、確かに、来たがる皆を勝手に断ったのは、僕が悪かったけど……」

「ち、違います」

　ユーニはたまらずに号泣する。

「こ、こんなの、クアス様がぼくに優しくするから、ぼくはクアス様がいないと、生きていけなくなっちゃう……。クアス様が、優しすぎるから」

　しゃくりあげながら、いつも以上にユーニは要領を得ない事を言っている。だがクアスには十分通じていた。

「ずっと一緒にいるからいいんだ。この長い命を、君と生きていくんだ。だから、いいだろう？　……ずっと傍にいてよ」

　ユーニの大粒の涙を拭いながら、クアスは囁く。

「今までの分も祝おう。これから、何年も、何十年も一緒に。それから、会えなかった小さいユーニの分もね」








--- 終 ---




あとがき







　読んで下さってありがとうございます。こんにちは、宵よいと申します。とても検索しにくい変な名前で恐縮です。適当につけたまま、今に至っています。

　このお話は２０１９年６月に株式会社リブレ様から刊行された単行本『君が僕の永遠なる希望 -竜の棲み処-』に加筆修正、番外編二話を追加し、電子書籍として再編集したものです。単行本とは若干の差異があるかと思います。紙の書籍はリブレ様からですが、電子書籍は著者である私・宵が個人で編集し、配信を電書バト様にお願いしております。

　電子版再編集にあたり、一夜ひとよ人見ひとみ先生にイラストをお願いしたのですが、とても素敵なイラストを描いて頂きました。先生の描かれる美麗なイラストが大好きなのですが、手と指、ひらひらが特に！　大好きです。

　フクロウって結構怖い顔をしていますよね。（私は可愛いと思うのですが！）なにしろ猛禽類ですから可愛く描くのがとっても難しいとは思いつつ、なんとか可愛く描いて頂けませんかとお願いしたのですが、めちゃめちゃ可愛く描いて頂けて、とても嬉しかったです。ありがとうございました！




　このお話はスピンオフと呼ばれる、いわゆる外伝的なお話です。前作をお読み頂かなくとも読めるよう、独立したお話になっておりますが、番外編に登場する『タキア』と『ルサカ』が何者なのか、クアスの失恋がどんなものだったのか、少々謎めいて感じられる方もいらっしゃるのではないかと思います。

　初めて読んで下さった方は、神々しさも畏怖も一切感じない、わがままで俗っぽい竜に驚かれるかもしれません。このお話の竜は、神様でも聖なる存在でもないです。聖書に出てくる悪い竜さながらの、『魔物』寄りの生き物です。だから略奪もしちゃいます。人も攫っちゃいます。そしてもしかしたら彼らは、添い遂げる番人によって、神にも魔物にもなれるのかもしれません。




　前作はブライト出版様から刊行されております。リリ文庫『竜の棲み処』（２０１６年）『竜の棲み処　君へ至る道しるべ』（２０１７年）の二作品が前作にあたりますが、クアスは『君に至る道しるべ』の登場人物でした。彼と『タキア』『ルサカ』の関係や、竜の風変わりな習性、そしてクアスがいかに今作で成長したか、前作を読んで頂けたらより一層、このお話を楽しんで頂けるのではないかと思います。




　クアスは世界で一番美しい番人を探しています。元々美しいものへのこだわりが深く、『欲しかった美しいもの』が手に入らなかったせいでこじらせていて、更に過去、同世代の火竜『タキア』に負けて意地になっています。

　そんな彼が選ぶ『世界で一番美しい人間』は、どんな人だろうと考えました。

　強さも美しさも、いつかは老いて失われるものです。ならば、半永久的に美しさを保つ物は何か。

　それは『人としての美しさ』ではないでしょうか。

　このお話を書く上で、一番悩んだのはクアスが愛した『世界で一番美しい魂を持つ夜明けユーニ』を描く事でした。それだけの説得力のある人柄を描けるのか、不安でもありました。

　ユーニの香りであるカミツレの花言葉は『苦難の中の力』『逆境に耐える』です。読んで下さった方が納得して下さったなら、とても嬉しく思います。

　またどこかでお目にかかれましたら、その時は是非お話を読んでやって下さい。


２０１９年９月




【初出】

君が僕の永遠なる希望

竜の祝福

※ムーンライトノベルズ

「君が僕の永遠なる希望」「竜の祝福」「クアスとユーニとクーと本と」「君が教えてくれた事」「パンケーキとフクロウと、それから、竜と」




湖上の蜜月

※２０１９年６月　株式会社リブレ『君が僕の永遠なる希望 -竜の棲み処-』

※ムーンライトノベルズ「今日は君の特別な日」


書名：竜の棲み処　君が僕の永遠なる希望　【新装版】

著者名：［著］宵／［イラスト］一夜人見

電子版制作：２０１９年９月20日

発行：moon+/moonplus




※本書の無断転載・複製等は、著作権法上禁止されております。

※この物語はフィクションです。

登場する人物・団体・名称等は架空であり、実在のものとは関係ありません。
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